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〈国際交流・協力の拠点〉�

J ICA国際センター�
　JICA（独立行政法人国際協力機構）国際センターは、開発途上国からの技術研修員
を受け入れるとともに、地域における国際交流・国際協力活動の拠点とするため、平
成８年４月にオープンしました。�
　会議室やセミナールームなどは、国際理解を深めるために、国際交流・協力団体の
皆さんや、地域の皆さんにご利用いただいております。（ご利用料金などの問い合わ
せは各国際センターへ）�
　また、食堂や図書室は、どなたでも自由に利用できますので、気軽においでくださ
い。お待ちしております。�



ワールド・ジャンクション（札幌国際センター）【平成１９（２００７）年】

誕生、そして今

北方圏センター新施設オープン記念式典【昭和５４（１９７９）年】

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の「
交
流
」の
日
々
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湧別原野オホーツク１００�クロスカントリースキー大会
【平成７（１９９５）年】

北方圏交流の推進の役割を担って

北欧インテリア展（北方圏センター展示室）
【昭和５７（１９８２）年】

北海道青年婦人海外派遣事業（北欧班）
【平成１１（１９９９）年】

�HOKKAIDO STYLE２００６（スウェーデン・リンチョーピン市）
【平成１８（２００６）年】

北方圏海難防止会議
【昭和５６（１９８１）年】

北海道－アラスカ少年交流キャンプ
【昭和５７（１９８２）年】
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国際理解・国際協力を進めて

地域の国際理解推進事業「国際交流会in積丹」（美国小学校訪問）
【平成１７（２００５）年】

ロシア極東企業経営指導者育成支援事業（縫製業）
【平成１０（１９９８）年】

国際協力フェスタ・チャリティー世界ふれあい祭り【平成１１（１９９９）年】

北方四島交流日本語習得研修（日本文化体験）
【平成２０（２００８）年】

北方圏センターカルチャーナイト（世界の遊び）
【平成１７（２００５）年】
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北海道の一層の国際化に向けて

青年研修フィリピン地方行政官受入事業
【平成２０（２００８）年】

留学生セミナー「災害復興地における観光振興戦略」
【平成２０（２００８）年】

北方圏センター開発教育ファシリテーター養成事業
【平成２０（２００８）年】

JICA札幌「世界見聞広場」（札幌国際センター）
【平成２０（２００８）年】

留学生地方交流事業「ECO体験を通して環境を考えるin道民の森」
【平成２０（２００８）年】
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北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
設
立
３０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
そ
の

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
北
方
圏
地
域
と
の
交
流
や
北
海
道
の

国
際
化
に
向
け
て
果
た
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
記
録
に
ま

と
め
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
３０
年
の
歩
み
と
し
て
「
記
録
集
」
を
発
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

《
掲
載
に
つ
い
て
》

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
次
の
５
章
に
ま
と
め
、
各
章
の
初
め
に
は

そ
の
概
略
を
掲
載
し
た
。

第
Ⅰ
章

北
方
圏
構
想
の
始
動
と
セ
ン
タ
ー
の
設
立

〔
昭
４６
（
１
９
７
１
）
年
〜
同
５３
（
１
９
７
８
）
年
〕

第
Ⅱ
章

北
方
圏
構
想
の
普
及
と
推
進

〔
昭
５３
（
１
９
７
８
）
年
〜
同
６３
（
１
９
８
８
）
年
〕

第
Ⅲ
章

北
方
圏
交
流
と
国
際
理
解
の
促
進

〔
平
元
（
１
９
８
９
）
年
〜
同
７
（
１
９
９
４
）
年
〕

第
Ⅳ
章

国
際
協
力
へ
の
拡
大

〔
平
８
（
１
９
９
５
）
年
〜
同
１４
（
２
０
０
２
）
年
〕

第
Ⅴ
章

交
流
の
拡
大
と
地
域
国
際
化
の
推
進

〔
平
１５
（
２
０
０
３
）
年
〜
同
２０
（
２
０
０
８
）
年
〕

３０
年
間
の
活
動
を
時
系
列
的
に
紹
介
す
る
た
め
、
先
ず「
年
表
」

を
作
成
し
た
。
年
表
は
昭
和
４７
（
１
９
７
２
）
年
１１
月
か
ら
発

行
の
季
刊
誌
『
北
方
圏
』（
現
『H

oppoken
』）、
及
び
、
同
５６

（
１
９
８
１
）
年
か
ら
発
行
の
『
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
年
報
』
に
基

づ
い
て
作
成
し
た
が
、
本
誌
の
頁
数
の
制
約
も
あ
り
、
毎
年
定
型

的
に
実
施
し
て
い
る
催
事
関
係
事
業
や
出
版
事
業
、
調
査
研
究
事

業
等
は
割
愛
し
た
（
出
版
物
や
調
査
研
究
報
告
書
は
「
資
料
編
」

一
括
掲
載
と
し
た
）。
そ
し
て
、
そ
の
年
表
に
基
づ
い
て
折
々
に

特
色
あ
る
事
業
等
を
選
び
、
内
容
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
盛
り
込

む
こ
と
に
努
め
、『
北
方
圏
』
誌
、
あ
る
い
は
該
当
の
事
業
報
告

書
な
ど
、
刊
行
物
や
資
料
を
最
大
限
に
活
用
し
て
記
述
し
た
。

《
記
述
に
つ
い
て
》

１

各
章
の
概
略
ペ
ー
ジ
を
除
い
て
は
、
ペ
ー
ジ
を
３
段
に
分

け
、
上
部
２
段
に
事
業
や
活
動
の
紹
介
を
記
述
し
、
下
段
に

「
年
表
」
を
配
し
た
。

２

◆
印
で
紹
介
し
て
い
る
事
業
や
活
動
の
記
述
内
容
は
、
文
末

に
【
】
で
記
し
た
資
料
か
ら
転
載
、
も
し
く
は
要
約
し
た
。
地

名
や
住
所
、
会
社
名
や
団
体
名
、
ま
た
、
個
人
の
方
々
の
お
名

前
・
ご
所
属
・
肩
書
き
な
ど
は
、
資
料
の
記
載
さ
れ
た
当
時
の

も
の
で
あ
る
。

３

◇
印
の
付
い
た
表
題
の
事
業
や
活
動
は
、
年
表
に
表
記
の
な

い
も
の
、
も
し
く
は
、
資
料
が
複
数
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
新

た
に
本
稿
の
た
め
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

４
「
年
表
」
の
記
述
は
次
の
と
お
り
と
し
た
。

【
例
】５６

１０

「
①
北
方
圏
構
想
１０
周
年
記
念
文
化
講
演

会
」
開
催
〔
②
講
師
：
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

氏
（
③
札
幌
、
函
館
）、
深
田
祐
介
氏
（
札

幌
）〕（
④
共
催
・
国
際
交
流
基
金
、
⑤
他
）

①
「
」
は
、
表
題
（
事
業
名
）

②
〔
〕
は
、
内
容
・
講
師
名
等
を
記
載
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
講
師
が
複
数
の
場
合
は
代
表
し
て
１
名
を
記
載

③
〔
〕
内
の
（
）
は
、
開
催
地
・
開
催
場
所

④
〔
〕
の
後
の
（
）
は
、
共
催
者
を
記
載

⑤
共
催
者
が
複
数
の
場
合
「
他
」
と
し
て
記
載

⑥
展
示
会
等
の
場
合
に
は
「
表
題
・
事
業
名
」
の
後
に
（
開

催
場
所
）
を
記
載

⑦
【
】
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
に
関
連
す
る
事
項
を
記
載

本誌をまとめるにあたって
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北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
北
方
圏
調
査
会
の
７
年
間
の
交
流
の
実
績
を
引
き
継
い
で
、
昭
和
５３
（
１
９
７
８
）
年

に
新
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
か
ら
数
え
て
満
３０
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
３０
年
間
、
民
間
に
お
け
る
北
方
圏
構
想
の
担
い
手
と

し
て
、
道
内
各
界
各
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
北
国
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
・
文
化
の
創
造
、
冬
を
楽
し
み
利
用
す

る
方
向
へ
の
意
識
変
革
、
ま
た
、
学
術
や
寒
地
技
術
の
向
上
、
経
済
・
産
業
の
活
発
化
な
ど
、
豊
か
な
北
海
道
の
創
造
を
旗
印
に
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
か
ら
は
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
設
置
し
た
「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運

営
を
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
１０
（
１
９
９
８
）
年
に
は
、
北
海
道
の
中
核
的
国
際
交
流
団
体
と
し
て
「
地
域
国
際
化

協
会
」
の
認
定
を
受
け
、
併
せ
て
同
年
に
は
「
北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
統
合
、
同
１６
年
（
２
０
０
４
）
に
は

「
財
団
法
人
北
方
圏
交
流
基
金
」、
同
１８
（
２
０
０
６
）
年
に
は
「
北
海
道
海
外
協
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
て
、
そ
の
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
北
方
圏
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
と
の
交
流
や
開
発
途
上
国
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
北
の
大
地
な

ら
で
は
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

北
方
圏
構
想
や
北
方
圏
交
流
の
推
進
を
通
し
て
本
道
に
芽
生
え
た
変
化
、
ま
た
、
世
界
各
国
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
道

民
の
意
識
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
独
自
の
文
化
を
創
造
す
る
基
盤
と
な
り
、
国
際
交
流
、
国
際
貢
献
へ
の
大
き
な
礎
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
３０
周
年
に
当
た
り
、
こ
の
３０
年
間
の
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
を
中
心
に
、
北
海
道
で
芽
生
え
た
変

化
や
新
し
い
意
識
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
北
海
道
の
発
展
方
向
を
探
る
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
と
考

え
、
本
『
記
録
集
』
の
刊
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
、
発
足
時
か
ら
今
日
ま
で
を
時
系
列
的
に
振
り
返
り
、
季
刊
誌
「
北
方
圏
」
や
各
報
告
書
等
を
利
用
し
て
、
北
方
圏

構
想
の
推
進
を
は
じ
め
国
際
協
力
・
国
際
貢
献
な
ど
、
北
海
道
の
国
際
化
に
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
事
業
を
中
心
に
記
述
、
掲
載
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

誌
面
の
関
係
で
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
の
国
際
化
に
努
力
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
関
係
の
皆

様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞

南
山

英
雄

社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

会
長
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北
方
圏
構
想
の
始
動
と

北
方
圏
調
査
会

『
北
海
道
は
、
地
理
的
に
も
北
方
圏
の

要
衝
に
あ
り
、
今
後
い
っ
そ
う
の
進
展
が

予
想
さ
れ
る
。
北
方
圏
諸
国
と
の
交
流
拠

点
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
重
要
な
役

割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
』

昭
和
４６
年
４
月
、
北
方
圏
構
想
が
初
め

て
公
式
の
長
期
計
画
�
第
三
期
北
海
道
総

合
開
発
計
画
�（
三
期
計
画
）
に
登
場
し
た

と
き
の
全
文
で
あ
る
。
北
か
ら
の
発
想

は
、
北
海
道
を
世
界
の
北
海
道
と
し
て
と

ら
え
、既
存
の
価
値
観
、枠
組
に
と
ら
わ
れ

ず
に
斬
新
な
展
開
を
示
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
国
際
化
へ
と
発
展
が
期
待
さ
れ
た
。

こ
の
『
北
方
圏
構
想
』
が
登
場
し
た
当

時
は
、
そ
の
言
葉
自
体
が
耳
新
し
い
も
の

で
あ
る
う
え
、�
北
方
圏
�
が
何
を
意
味

す
る
の
か
、
北
方
圏
の
国
々
と
は
ど
の
国

を
指
す
の
か
、
一
般
的
に
馴
染
み
な
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
方
圏
構
想
の

第
一
歩
は
そ
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
た
。

明
治
初
年
に
北
海
道
開
拓
史
が
置
か
れ

て
以
来
本
道
開
拓
の
歩
み
は
、
北
の
風
土

に
適
し
た
独
自
の
生
活
様
式
や
文
化
を
育

て
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
本
州
化
、
全

国
画
一
化
に
終
わ
り
、
独
自
な
産
業
、
製

品
開
発
が
な
い
た
め
に
本
州
資
本
の
市
場

と
化
し
た
感
が
あ
り
、
経
済
は
官
依
存
、

中
央
依
存
と
な
り
「
独
自
」
に
は
ほ
ど
遠

い
現
状
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

北
海
道
が
次
の
時
代
に
向
け
て
飛
躍
的
に

発
展
、
充
実
し
て
い
く
に
は
、
意
識
と
発

想
の
抜
本
的
な
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
の
が
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
「
北
方
圏
調

査
会
」
で
、
任
意
の
団
体
と
し
て
昭
和
４６

年
４
月
に
毎
日
新
聞
社
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
翌
４７
年
に
内
閣
総
理
大
臣
許
可
の
社

団
法
人
と
な
っ
た
。

北
方
圏
調
査
会
の
活
動

三
期
計
画
に
よ
る
北
方
圏
構
想
の
位
置

づ
け
は
、
豊
か
な
北
海
道
作
り
の
た
め

に
、
海
を
隔
て
て
す
ぐ
近
く
の
ソ
連
シ
ベ

リ
ア
・
極
東
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
と
の

経
済
交
流
を
推
進
・
活
発
化
し
、
豊
富
で

良
質
な
資
源
を
迎
え
入
れ
る
と
同
時
に
、

日
本
側
の
開
発
技
術
、
さ
ら
に
は
消
費
財

を
送
り
込
も
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
情
報
は
決
し
て
多

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
北
方
圏
調
査
会
の
初
仕
事

は
、
北
方
圏
構
想
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
北
方

圏
諸
国
の
情
報
を
集
め
た
月
刊
の
タ
ブ
ロ

イ
ド
４
ペ
ー
ジ
の
機
関
紙
「
北
方
圏
」
の

発
行
だ
っ
た
。
１５
号
ま
で
数
え
た
が
４７
年

１１
月
、
広
報
体
制
の
充
実
に
向
け
て
今
日

の
季
刊
誌「
北
方
圏（
現H

oppoken

）」に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
毎
日
新
聞
と

共
催
し
て
外
務
省
幹
部
や
評
論
家
な
ど
多

彩
な
講
師
を
招
き
そ
の
時
々
の
国
際
情
勢

に
つ
い
て
の
時
局
講
演
会
な
ど
を
開
催
、

好
評
を
得
た
。

調
査
会
と
し
て
も
う
一
つ
の
大
き
な
事

業
は
調
査
活
動
。
北
方
圏
諸
国
の
経
済
、

文
化
、
科
学
技
術
の
各
分
野
に
わ
た
っ

て
、
専
門
家
に
よ
る
正
し
い
現
状
把
握
、

詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
、
こ
れ
を
も
と
に
的

確
な
分
析
を
行
い
、
こ
れ
を
北
海
道
発
展

の
諸
計
画
に
生
か
そ
う
と
い
う
の
が
ネ
ラ

イ
だ
っ
た
。そ
し
て
、こ
れ
ら
の
調
査
報
告

書
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
提
言
も
な
さ
れ
、

北
海
道
の
行
政
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
庁
に
北
方
圏
調
査
室

北
方
圏
調
査
会
の
動
き
に
呼
応
し
て
道

庁
内
に
北
方
圏
調
査
室
が
誕
生
し
た
。
調

査
室
の
最
初
の
大
き
な
仕
事
は
、
堂
垣
内

尚
弘
知
事
を
団
長
と
す
る
大
型
の
経
済
・

文
化
視
察
団
を
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
へ
派

遣
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
北
方
圏
構
想
は
も

と
も
と
北
海
道
の
発
想
で
、
そ
の
知
事
が

関
係
諸
国
へ
行
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
交
流

を
語
り
合
う
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
で
訪

問
し
た
ど
の
都
市
で
も
歓
迎
を
受
け
、

「
共
通
類
似
点
の
多
い
北
の
対
比
、
北
の

結
び
付
き
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
」
と
高
い
評
価
を
受
け
た
。
こ

の
視
察
団
の
成
果
は
そ
の
後
の
道
政
の
北

方
圏
交
流
に
大
き
く
生
か
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
最
大
の
成
果
が

『
第
一
回
北
方
圏
環
境
会
議
』
の
開
催
で

あ
っ
た
。
会
議
の
参
加
者
は
北
方
圏
諸
地

域
が
人
類
の
発
達
に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も

に
相
互
に
協
力
し
て
豊
か
な
北
方
圏
諸
地

域
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会
の

発
足
と
提
言

第
一
回
北
方
圏
環
境
会
議
の
成
功
に
よ

り
、
北
方
圏
調
査
会
は
北
方
圏
構
想
が
国

際
的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
推
進
の
た
め
、
そ
の
基
幹
と

な
る「
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
北
海
道
に
お
い

て
は
構
想
推
進
に
関
す
る
知
事
の
諮
問
機

関
と
し
て
、
学
者
、
民
間
学
識
経
験
者
な

ど
２５
人
に
な
る
北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会

が
発
足
す
る
。
同
委
員
会
は
会
長
に
辻
井

達
一
氏
を
互
選
、
企
画
小
委
員
会
と
冬
季

対
策
小
委
員
会
を
設
け
、
テ
ー
マ
ご
と
に

意
見
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
北
方
圏
調

査
会
か
ら
提
言
さ
れ
た
北
方
圏
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
も
検
討
が
続

け
ら
れ「
北
方
圏
総
合
調
査
交
流
機
関（
仮

称
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
）
の
設
立
に
関
す

る
意
見
書
」
と
し
て
、
５１
年
８
月
知
事
に

答
申
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書
の
具
体
化
が

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
の
付
置
と

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
誕
生
へ
の
足
が
か
り

は
、
北
方
圏
諸
国
に
関
す
る
情
報
収
集
部

門
を
担
う
「
北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
で
、
北
方
圏
調
査
会
に
付
置
さ
れ

た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
誕
生
へ
の
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
組

織
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
根
本
か

ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
北
方
圏
構
想
の
民
間
の
推
進

機
関
と
し
て
の
北
方
圏
調
査
会
は
、
毎
日

新
聞
社
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
す
で
に
先
駆
的
な
役
割
を

十
分
果
た
し
て
き
て
い
た
。
し
か
し
「
北

方
圏
構
想
は
北
海
道
民
の
全
体
の
壮
大
な

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
構
想
の
推
進
こ
そ
が

大
切
」
と
の
同
社
の
英
断
に
よ
り
、「
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
」
は
、
北
方
圏
調
査
会
の

会
員
組
織
を
継
承
し
て
、
同
じ
社
団
法
人

と
し
て
、
発
展
的
改
組
し
名
称
の
変
更
と

い
う
形
で
、
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

《昭和４６（１９７１）年～同５３（１９７８）年》
～北方圏構想の始動と北方圏調査会、北方圏センターの設立へ～

第Ⅰ章

北方圏構想の始動とセンターの設立
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年
度

月

事
業
等
開
催
状
況

４６

４

「
北
方
圏
調
査
会
」
設
立
総
会
（
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）
開
催

７

「
サ
タ
デ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」（
札
幌
）、
大
学
教
授
等

を
講
師
に
ロ
シ
ア
語
講
習
会
、
北
方
圏
事
情
の
講

座
を
開
催

９

「
シ
ベ
リ
ア
極
東
地
方
経
済
文
化
視
察
団
」（
ナ

ホ
ト
カ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
他
）
派
遣

９

機
関
紙
『
北
方
圏
ニ
ュ
ー
ス
』
発
刊

１１

「
北
方
圏
調
査
会
・
時
局
セ
ミ
ナ
ー
」（
札
幌
、

他
、
年
度
内
１２
カ
所
）
開
催

１２

北
方
圏
調
査
会
「
社
団
法
人
」
の
申
請
を
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出

１

「
社
団
法
人
」
許
可
（
監
督
官
庁：

北
海
道
開
発

庁
）

４７

５

「
北
方
圏
調
査
会
・
時
局
セ
ミ
ナ
ー
」（
札
幌
、

他
、
年
度
内
１５
カ
所
）
開
催

９

「
カ
ナ
ダ
・
ア
ラ
ス
カ
経
済
文
化
視
察
団
」（
ア

ン
カ
レ
ジ
、
他
）
派
遣

１１

機
関
誌
『
北
方
圏
』（
季
刊
）
創
刊
【
現
在
継
続
】

２

「
北
欧
文
化
視
察
団
」（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、他
）

派
遣

◇
「
北
方
圏
調
査
会
」
の
設
立
に
向
け
て

北
方
圏
調
査
会
の
設
立
発
起
人
会
は
昭
和
４５
年
１２
月
７

日
、毎
日
札
幌
会
館
で
開
か
れ
た
。
発
起
人
の
顔
ぶ
れ
は
、

町
村
金
五
北
海
道
知
事
は
じ
め
、
佐
々
木
利
雄
北
海
道
議

会
議
長
、
原
田
与
作
北
海
道
市
長
会
会
長
、
広
瀬
経
一
北

海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
、
佐
藤
貢
北
海
道
貿
易
物

産
振
興
会
会
長
、阿
部
謙
夫
北
海
道
産
業
開
発
会
議
議
長
、

田
中
香
苗
毎
日
新
聞
社
会
長
、
渡
辺
善
一
郎
毎
日
新
聞
北

海
道
発
行
所
代
表
取
締
役
の
８
人
。
当
時
の
北
海
道
の
政

治
、経
済
界
の
代
表
を
網
羅
し
た
豪
華
な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
町
村
知
事
は
「
北
海
道
も
第
三
期

計
画
を
通
じ
て
、
北
方
圏
問
題
と
積
極
的
に
取
り
組
も
う

と
し
て
お
り
、
時
宜
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
全
体
の
発
展
、
さ
ら
に
、
北
海
道
の
地
理
的
条
件

を
考
え
る
と
、
こ
の
種
の
機
関
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、発
起
人
一
同
も
全
員
一
致
で
賛

成
、翌
年
４
月
１
日
の
ス
タ
ー
ト
を
メ
ド
に
万
全
の
準
備

を
進
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

事
務
局
を
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
毎
日
新
聞
北
海
道
発

行
所
で
は
、
渡
辺
代
表
以
下
主
要
幹
部
全
員
が
事
業
の
拡

充
と
会
員
募
集
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も

う
一
つ
の
難
問
は
、
会
長
選
び
だ
っ
た
。
毎
日
新
聞
が
提

唱
し
た
調
査
会
と
は
い
え
一
新
聞
社
の
事
業
で
は
、
そ
の

発
展
に
も
限
度
が
あ
り
、
公
益
法
人
を
目
指
す
組
織
作
り

か
ら
考
え
て
も
、
会
長
は
や
は
り
、
北
海
道
を
代
表
す
る

人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
事
務
局
側
で
は
経
済
人

を
あ
き
ら
め
、
将
来
、
北
海
道
を
左
右
す
る
大
構
想
を
推

進
す
る
団
体
だ
か
ら
思
い
切
っ
て
、
知
事
で
い
こ
う
と
し

た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
結
果
的
に
は
４６
年
４
月
１１
日
の
統
一
地
方
選

で
知
事
に
な
っ
た
堂
垣
内
尚
弘
氏
の
会
長
就
任
に
つ
な
が

っ
た
。
幸
い
に
、
堂
垣
内
氏
は
開
発
庁
事
務
次
官
時
代
か

ら
北
方
圏
構
想
を
ブ
チ
上
げ
て
い
た
元
祖
的
存
在
だ
っ
た

か
ら
、
設
立
総
会
後
、
５
月
１８
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
理

事
会
で
、
晴
れ
て
就
任
し
た
。

【『
北
方
圏
時
代
』（
第
二
部
第
二
章
）﹇
企
画：

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
編
集
発
行：

同
書
刊
行

会
、
昭
和
５５
年
１１
月
刊
・
全
３
９
０
㌻
﹈】

◆
「
北
方
圏
調
査
会
」
設
立
総
会
開
催

北
方
圏
調
査
会
の
設
立
総
会
は
、
昭
和
４６
年
４
月
１
日

午
後
１
時
か
ら
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
会

場
に
は
�
北
方
圏
へ
の
か
け
橋
��
豊
か
な
自
然
・
あ
ふ
れ

る
資
源
�
と
い
う
こ
の
調
査
会
の
輝
か
し
い
前
途
を
象
徴

す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
大
事
業
へ
の
期
待
感
を
い
っ
ぱ
い
に
表
し
て
い

た
。
事
務
局
が
苦
労
し
て
集
め
た
会
員
は
北
海
道
の
企
業

を
中
心
に
８７
社
（
団
体
も
含
む
）。
い
ず
れ
も
北
方
圏
構

想
を
理
解
し
、
そ
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
精
鋭

揃
い
だ
っ
た
。

ニ
コ
ラ
イ
・
Ｉ
・
パ
ン
ド
ウ
ラ
・
ソ
連
札
幌
総
領
事
、

マ
ー
チ
ン
・
Ｇ
・
ヘ
フ
リ
ン
・
ア
メ
リ
カ
札
幌
領
事
、
勝

山
義
雄
ア
ラ
ス
カ
州
政
府
東
京
事
務
所
長
、
そ
し
て
外
務

省
か
ら
も
欧
亜
局
東
欧
第
一
課
長
の
宮
沢
泰
氏
ら
国
際
事

業
に
ふ
さ
わ
し
い
人
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
祝
辞
も

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
佐
藤
首
相
か
ら
は
「
北
方
圏
調
査

会
は
北
の
地
域
の
開
発
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【『
北
方
圏
時
代
』（
第
二
部
第
二
章
）】

◆
内
閣
総
理
大
臣
あ
て
社
団
法
人
の
申
請

北
方
圏
調
査
会
は
、
会
報
発
行
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー

開
催
と
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
乗
り
出
す
が
、
北
方
圏
調

査
会
の
組
織
は
ま
だ
任
意
団
体
だ
っ
た
。
当
初
か
ら
公
益

法
人
の
社
団
法
人
組
織
を
考
え
て
い
た
が
、
設
立
総
会
ま

で
に
準
備
が
整
わ
ず
、
発
足
後
早
急
に
、
申
請
へ
の
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
４６
年
１２
月
、
内
閣
総

理
大
臣
あ
て
社
団
法
人
の
申
請
を
し
た
。
北
海
道
知
事
を

経
由
し
て
の
申
請
で
、翌
４７
年
１
月
２８
日
付
で
、正
式
に
許
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３

『
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
と
の
経
済
交

流
に
関
す
る
報
告
書
』（
調
査
会
初
の
調
査
報
告

書
）
刊
行

４８

５

「
北
方
圏
調
査
会
・
時
局
セ
ミ
ナ
ー
」（
札
幌
、

他
、
年
度
内
１５
カ
所
）
開
催

５

「
北
海
道
北
方
圏
文
化
使
節
団
」（
北
欧
４
カ
国
）

派
遣

５

調
査
会
『
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
天
然

ガ
ス
の
北
海
道
導
入
』
を
提
言

５

調
査
会
『
北
海
道
貿
易
公
社
設
立
』
を
提
言

１０

「
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
と
の
科
学
技

術
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
札
幌
）
開
催

２

「
北
方
圏
環
境
会
議
推
進
本
部
」
設
置
に
協
力

（
主
催：

北
海
道
）

４９

４

「
北
方
圏
生
活
環
境
展
実
行
委
員
会
」
設
立
に
参

画
（
主
催：

北
海
道
）

７

「
北
海
道
・
シ
ベ
リ
ア
博
覧
会
」（
道
立
産
業
共
進

会
場
）
開
催
に
協
力
（
主
催：

北
海
道
、
北
海
道

新
聞
社
、
他
）

７

「
北
方
圏
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

〈
Ⅰ
〉私
た

ち
の
北
方
圏
」（
札
幌
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
、

北
方
圏
生
活
環
境
展
実
行
委
員
会
、
他
）

可
さ
れ
た
。

申
請
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
余
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
こ
の
調

査
会
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
ま
さ
に
公
益
法
人
の
事
業

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

【『
北
方
圏
時
代
』（
第
二
部
第
二
章
）】

◆
機
関
誌
『
北
方
圏
』（
季
刊
）
創
刊

「
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
狭
い
地
域
の
な
か
で
物
事
を
考

え
す
ぎ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
を
北
海
道

の
な
か
だ
け
で
の
み
捉
え
、
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
て
い
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
を
日
本
の
な
か
の
北
海
道
と

し
て
、さ
ら
に
世
界
の
な
か
の
北
海
道
と
し
て
捉
え
れ
ば
、

そ
の
指
向
も
自
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
が
あ
ろ
う
。
グ
ロ

ー
バ
ル
に
眺
め
れ
ば
、
そ
こ
に
は
国
境
も
政
治
社
会
体
制

の
相
違
も
な
く
、
た
だ
太
陽
系
の
惑
星
と
し
て
の
み
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
発
想
の
転
換
こ
そ
が
私
が
主

唱
し
て
き
た
�
北
方
圏
構
想
�
で
あ
り
�
北
方
圏
へ
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
�
と
い
う
志
向
に
、そ
の
基
調
が

あ
る
」（
巻
頭
言
・
北
方
圏
調
査
会
会
長
・
堂
垣
内
尚
弘
）

タ
ブ
ロ

イ
ド
の

『
北
方
圏

ニ
ュ
ー

ス
』
で
は

と
う
て
い

収
容
し
き

れ
な
い
ほ

ど
北
方
圏

と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
こ
と
が
ら
が
ふ
え
て
き
た
。

そ
れ
と
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
道
民
の
方
々
に
も
読
ん

で
い
た
だ
き
、
北
方
圏
諸
地
域
の
事
情
を
認
識
し
、
国
際

化
時
代
に
対
処
す
る
知
識
と
心
が
ま
え
を
つ
く
る
こ
と

に
、
い
さ
さ
か
で
も
ご
協
力
で
き
た
ら
と
い
う
気
持
で
季

刊
誌
『
北
方
圏
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

【『
北
方
圏
』
創
刊
号
（
編
集
後
記
）﹇
全
１
０
８
㌻
﹈】

◆
『
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
と
の
経
済
交
流
に

関
す
る
調
査
報
告
書
』
刊
行

《
和
や
か
に
出
版
記
念
会
》
北
海
道
開
発
庁
、
北
海
道

の
委
託
を
受
け
、
札
幌
市
は
じ
め
道
内
主
要
都
市
１０
市
の

協
力
で
作
成
し
た
『
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
と

の
経
済
交
流
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
の
出
版
記
念
会
が

５
月
１４
日
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。来
賓
と
し

て
新
保
実
生
・
北
海
道
開
発
庁
事
務
次
官
、
浅
間
隆
・
同
企

画
室
長
、
城
戸
崎
彰
・
北
海
道
開
発
調
整
部
長
、
成
田
精

雄
・
ソ
連
東
欧
貿
易
会
常
務
、
小
川
和
男
・
同
主
任
調
査

員
、
古
池
一
郎
・
ジ
ャ
パ
ン
ナ
ホ
ト
カ
ラ
イ
ン
共
同
事
務
所

長
ら
多
数
が
出
席
し
た
。調
査
委
員
を
代
表
し
て
成
田
精

雄
氏
が「
今
の
日
本
で
望
み
得
る
最
高
の
デ
ー
タ
を
盛
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
報
告
書
で
あ
る
」
と
専
門
家
か
ら
見
た
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
盛
夏（
４
）号
】

◆
『
北
方
圏
環
境
会
議
推
進
本
部
』
設
置
に
協
力

《
１
５
０
人
の
円
卓
会
議
》「
く
ら
し
に
活
か
す
北
国

の
風
土
」
―
北
海
道
の
呼
び
か
け
で
、
９
月
１７
日
か
ら
３

日
間
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
、
北
方
圏
環
境
会

議
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
だ
。
寒
冷
地
の
国
々
が
か
か
え
る
共

通
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
は
日
増
し
に
高
ま
り
、
道
が
招
請

状
を
送
っ
た
、
北
米
各
州
、
カ
ナ
ダ
７
州
、
北
欧
３
国
の

首
都
な
ど
合
計
１９
地
域
か
ら
は
相
次
ぎ
「
参
加
Ｏ
Ｋ
」
の

返
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
、
こ
れ
ら
招
請
自
治
体
の
首
長
と
夫
人
、
随

員
各
１
人
な
ど
。
ま
た
、
参
加
国
の
駐
日
大
使
、総
領
事
、

領
事
、
名
誉
領
事
お
よ
び
国
内
関
係
者
で
合
計
５６
人
。
こ

の
ほ
か
日
本
側
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
東
北
、
北
陸
各
県
知

事
、
北
方
圏
環
境
会
議
推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
、
道
内
市

町
村
長
な
ど
１
５
０
人
に
の
ぼ
る
予
定
だ
。

環
境
会
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
道
は
①
人
間
居
住
の
環

境
問
題
、
②
自
然
の
保
護
・
保
全
問
題
、
③
環
境
と
開
発

の
調
和
問
題
、
④
環
境
問
題
に
対
す
る
諸
活
動
、
の
四
つ

を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
害
な
ど
の
狭
い
意
味
で
の
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７

「
北
方
圏
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

〈
Ⅱ
〉
豊

か
な
生
活
の
た
め
に
」（
函
館
）開
催（
共
催
・
北
海

道
、
北
方
圏
生
活
環
境
展
実
行
委
員
会
、
他
）

８

「
北
海
道
―
ソ
連
農
業（
馬
鈴
薯
）技
術
交
流
団
」

（
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
他
）
派
遣

８

「
北
方
圏
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

〈
Ⅲ
豊
か

な
自
然
の
中
で
〉」（
帯
広
）
開
催（
共
催
・
北
海
道
、

北
方
圏
生
活
環
境
展
実
行
委
員
会
、他
）

９

「
北
方
圏
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

〈
Ⅳ
〉
輝

か
し
い
未
来
の
た
め
の
課
題
」（
札
幌
）開
催
（
共

催
・
北
海
道
、
北
方
圏
生
活
環
境
展
実
行
委
員

会
、
他
）

９

「
北
方
圏
生
活
環
境
展
」（
道
立
産
業
共
進
会
場
）

開
催
に
協
力
（
主
催：

北
海
道
、
他
）

９

「
第
１
回
北
方
圏
環
境
会
議
」（
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
）開
催
に
協
力
（
主
催：

北
海
道
、
他
）

１０

調
査
会
『
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
設
置
』
を

提
言

２

「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会
」、（
倶
知
安
町
、

札
幌
市
、
士
別
市
）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
、
歩
く

ス
キ
ー
の
指
導
者
エ
リ
キ
・
ピ
ヒ
カ
ラ
氏
を
招
き

講
習
会
を
開
催
。
主
催：

北
海
道
、
協
力
：
北
方

圏
調
査
会
。

５０

８

調
査
会
『「
北
方
圏
の
ま
ち
」
建
設
』
を
提
言

１１

「
北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会
」
設
立
に
協
力
（
主

催：

北
海
道
）

５１

４

調
査
会『
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
設
立
構
想
』

を
ま
と
め
る

環
境
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
生
活

を
築
き
上
げ
る
た
め
の
幅
広
い
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
【『
北
方
圏
』
環
境
会
議
特
集（
９
）号
】

◆
「
第
１
回
北
方
圏
環
境
会
議
」
開
催
に
協
力

《
仲
間
の
国
々
の
貴
重
な
体
験
・
新
し
い
道
政
に
活
か
そ

う
》

道
が
主
催
し
、
北
海
道
で
初
め
て
開
か
れ
た
国
際

会
議
―
北
方
圏
環
境
会
議
は
大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

「
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
各

州
代
表
が
口
を
そ
ろ
え
て
そ
う
い
っ
た
。「
私
は
日
米
市
長
、

商
工
会
議
所
会
頭
会
議
に
何
度
か
出
席
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
比
較
す
る
と
大
成
功
で
し
た
ね
。
こ
ん
な
に
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
な
ん
て
、
国
際
会
議
で
は
異
例

の
こ
と
で
す
よ
」
と
広
瀬
経
一
道
商
連
名
誉
会
長
も
ベ
タ

ほ
め
。

事
実
、
質
問
の
時
間
が
足
り
な
く
て
、
時
間
や
質
問
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
１８
地
域

（
北
海
道
を
除
く
）
か
ら
集
ま
っ
た
代
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ

貴
重
な
報
告
を
発
表
し
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
北
海
道
に
も
参
考
に
な
る
た
く
さ
ん
の
も
の
を
も

っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
新
し
い
発
想
、
貴
重
な
経
験
を

道
政
の
う
え
に
�
ど
う
反
映
し
て
い
く
か
�
が
今
後
の
課

題
に
な
る
。

道
は
北
方
圏
調
査
室
長
を
キ
ャ
ッ
プ
に
庁
内
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
作
り
「
会
議
の
成
果
を
道
政
に
ど
う

落
と
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
検
討
を
始
め

た
。
―
こ
の
会
議
を
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
終
わ
ら
せ
な
い

た
め
に
…
…
。

【『
北
方
圏
』
第
１０
号
】

◆
『
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
』
の
設
置
を
提
言

《
北
方
圏
総
合
調
査
研
究
機
関
設
置
に
関
す
る
意
見
》

北
方
圏
と
の
各
種
交
流
促
進
は
、
去
る
９
月
の
北
方
圏

環
境
会
議
の
成
功
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
国
際
的
と
な
り
今

後
の
北
海
道
に
い
っ
そ
う
大
き
な
使
命
を
負
わ
せ
た
も
の

と
い
え
る
。
社
団
法
人
北
方
圏
調
査
会
は
こ
の
観
点
か
ら

種
々
検
討
の
結
果
、
北
方
圏
構
想
推
進
の
た
め
、
そ
の
基

幹
と
な
る
北
方
圏
総
合
調
査
研
究
機
関（
略
称
・
北
方
圏
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）の
必
要
性
を
痛
感
し
、そ
の
設
置
を
提

案
す
る
。

一
、
北
方
圏
総
合
調
査
研
究
機
関（
略
称
・
北
方
圏
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置
に
つ
い
て

北
海
道
は
生
活
、
技
術
の
各
分
野
に
お
い
て
積
雪
、
寒

冷
の
克
服
が
課
題
と
さ
れ
、
開
拓
開
始
以
来
、
数
多
く
の

研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
調
査
、
研

究
は
各
機
関
が
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、
重

複
や
繰
返
し
の
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
近
年
、
北
方
圏
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
こ
れ
ら
諸
地
域
の
技
術
研
究
・
交
流

も
活
発
に
な
っ
て
き
た
が
、
関
係
資
料
、
情
報
は
極
め
て

少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
道
内
の
各
機
関
が
過
去
に
実
施
、

あ
る
い
は
現
在
実
施
中
の
も
の
、
さ
ら
に
北
方
圏
諸
地
域

の
各
種
調
査
、
研
究
の
資
料
を
収
集
、
保
存
、
交
換
し
、

北
海
道
に
必
要
な
調
査
、
研
究
を
サ
ジ
ェ
ス
シ
ョ
ン
し
、

推
進
す
る
機
関
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
早

急
に
そ
の
準
備
機
関
の
設
立
が
望
ま
し
い
。

【『
北
方
圏
』
第
１０
号
】

◆
『
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
構
想
』
小
冊
子

に
ま
と
め
る

北
方
圏
調
査
会
が
「
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
設
立

構
想
に
つ
い
て
の
考
察
」
を
ま
と
め
た
。
調
査
会
は
北
方

圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
設
置
を
提
唱
し
た
が
、
今
後
そ
の

設
立
、
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
の
参
考
と
し
て
作
っ
た
。

基
本
的
に
は
北
海
道
・
北
方
圏
に
必
要
な
研
究
を
奨
励

・
助
成
す
る
と
同
時
に
広
く
北
方
圏
、
積
雪
寒
冷
、生
活
、

産
業
関
係
資
料
を
収
集
、
提
供
し
、
デ
ー
タ
バ
ン
ク
的
役

割
を
果
た
す
情
報
セ
ン
タ
ー
の
考
え
を
貫
き
、
半
面
、
資

金
・
組
織
問
題
も
考
慮
し
、
ど
の
部
分
か
ら
で
も
段
階
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
る
。

【『
北
方
圏
』
第
１６
号
】
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９

「
北
海
道
―
ソ
連
農
業（
馬
鈴
薯
）技
術
交
流
団
」

（
札
幌
、
帯
広
、
他
）
受
入
れ

９

「
北
欧
生
活
環
境
視
察
団
」（
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
他
）

派
遣

１１

北
方
圏
調
査
会
に
「
北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を

付
置

１１

「
ア
ラ
ス
カ
経
済
視
察
団
」（
札
幌
、
他
）
来
道

受
け
入
れ
に
協
力
（
主
催：

北
海
道
ア
ラ
ス
カ
協

会
）

２

「
第
２
回
北
方
圏
文
化
会
議
」（
札
幌
）
主
催：

北
海
道
国
際
文
化
協
会
、
後
援：

北
方
圏
調
査
会

他
。

２

「
北
欧
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
視
察
団
」（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

関
係
者
１８
人
を
派
遣
）
主
催：

北
方
圏
調
査
会

５２

５

「
小
樽
市
民
の
船
」（
ナ
ホ
ト
カ
、
他
）
に
事
務

局
職
員
１
名
派
遣

９

「
北
欧
生
活
環
境
（
住
宅
と
生
活
文
化
）
視
察

団
」（
北
欧
の
住
宅
建
設
、
都
市
計
画
、
地
域
集
中

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
視
察
す
る
た
め
、
関
係
者
１７
名

を
派
遣

１０

「
ア
ラ
ス
カ
州
政
府
農
業
貿
易
視
察
団
」
来
道
受

入
れ
（
北
海
道
ア
ラ
ス
カ
協
会
に
協
力
）

１０

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
期
成
会
（
会
長
・
東
条

猛
�
氏
）」
発
足

２

「
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
」（
旭
川
市
）「
北
国
の

新
し
い
生
活
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
名
の

講
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

３

「
北
方
圏
交
流
写
真
展
」（
道
庁
ロ
ビ
ー
）
５
月
に

予
定
し
て
い
る
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
発
足
を
記
念

し
て
、
北
方
圏
地
域
の
産
業
、
生
活
、
自
然
等
を

１
２
０
点
の
写
真
で
紹
介
。
以
降
北
海
道
内
の

各
都
市
で
巡
回
展
を
開
催
。

◇
北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会
が
こ
の
ほ
ど
堂
垣
内
知
事
に

「
北
方
圏
総
合
調
査
研
究
機
関
の
設
立
に
関
す
る
意
見
」

を
答
申
し
た
。
手
短
に
言
え
ば
『
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）』
の
設
置
。
こ
の
一
、二
年
道
民
の
間
に
要
望
の
声
が

高
ま
っ
て
い
た
同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
も
、
い
よ
い
よ
前
に

向
か
っ
て
踏
み
出
し
た
。
仮
称
が
北
方
圏
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
か
ら
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
変
わ
っ
た
の
は
情
報
、
リ

サ
ー
チ
以
外
に
各
種
交
流
会
議
の
推
進
に
あ
た
る
な
ど
の

機
能
の
一
部
拡
大
の
た
め
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
一
、
二
年
胎
動
を
続
け
て
き
た
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

も
よ
う
や
く
設
立
の
方
向
、事
業
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

設
置
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
と
し
て
、
北
海
道
に
必
要
な

課
題
解
決
の
た
め
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
受
託
研
究
機
関
・
研
究
者
・
財
源
の

確
保
、
研
究
推
進
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果

た
す
能
力
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

【『
北
方
圏
』
第
１７
号
】

◆
「
北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
、
北
方
圏
調
査

会
に
付
置

《
堂
垣
内
知
事
、
岩
本
副
会
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
》

こ
こ
数
年
、
北
の
生
活
を
見
直
そ
う
と
い
う
考
え
の
高

ま
り
と
と
も
に
北
方
圏
諸
地
域
と
の
交
流
へ
の
関
心
が
強

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
な
か
で
そ
の
中
核
と
な
る

北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
、
道
民
生
活
向
上
の

た
め
情
報
提
供
、
交
流
推
進
活
動
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
方
、
こ
れ
を
盛
り
上
げ
る
か
の
よ
う
に
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
、
交
流
・
友
好
推
進
団
体
の
北
海
道
ア
ラ
ス
カ
協

会
と
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
の
二
つ
が
相
次
い
で
産

声
を
あ
げ
、
北
方
圏
構
想
も
い
よ
い
よ
そ
の
輪
を
大
き
く

し
て
き
た
感
が
あ
る
。

北
方
圏
情
報
セ
ン
タ
ー
は
１１
月
２４
日
、
中
央
区
北
３
西

７
・
札
幌
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
広

く
北
方
圏
諸
地
域
の
各
種
資
料
、
情
報
を
集
め
て
道
民
に

提
供
、
北
海
道
の
生
活
文
化
、
産
業
経
済
の
発
展
、
北
方

圏
と
の
交
流
の
推
進
に
努
め
る
が
、
開
所
式
に
は
堂
垣
内

尚
弘
知
事
ら
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
発
足

を
祝
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
１８
号
】

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
期
成
会
」
発
足

こ
の
ほ
ど
、
明
年
４
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
創
設
を
目

途
に
道
内
の
各
団
体
を
網
羅
し
た
そ
の
設
立
期
成
会
が
発

足
、本
格
的
な
準
備
作
業
座
業
に
入
っ
た
。
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
は
北
方
圏
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
活
動
、
必
要

調
査
研
究
の
推
進
、
奨
励
、
各
種
交
流
な
ど
を
行
い
、
北

国
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
生
活
文
化
、
高
度
産
業

社
会
創
造
を
め
ざ
す
北
方
圏
構
想
の
中
核
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
は
昭
和
５３
年
か
ら
北
海
道
発
展
計
画
を
実
施
す

る
が
、同
計
画
に
は
北
方
圏
関
連
事
項
も
数
多
く
盛
ら
れ
、

そ
の
実
現
の
た
め
、こ
れ
に
応
え
る
総
合
的
な
調
査
研
究
、

交
流
機
関
の
設
置
を
う
た
っ
て
い
る
。

北
方
圏
交
流
推
進
委
員
会
は
じ
め
文
化
、
経
済
団
体
代

表
２３
人
で
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
期
成
会
世
話
人
会
を
設

立
、東
条
猛
猪
世
話
人
代
表（
北
海
道
経
済
同
友
会
代
表
幹

事
）を
中
心
に
協
議
、検
討
を
重
ね
、基
本
方
向
を
ま
と
め
、

道
内
の
主
要
８４
団
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
１０
月
１７
日
、

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
設
立
期
成
会
総
会
を
開

催
し
た
。

総
会
は
堂
垣
内
尚
弘
知
事
、
東
条
世
話
人
代
表
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
会
長
・
中
野
正

彦
氏
を
議
長
に
進
め
ら
れ
、
期
成
会
規
約
、
役
員
、
事
業

計
画
を
決
め
た
。
会
長
に
は
、東
条
猛
猪
氏（
北
海
道
経
済

同
友
会
代
表
幹
事
）を
選
任
。
ま
た
、事
業
計
画
は
１１
月
上

旬
ま
で
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
基
本
計
画
及
び
実
施
設
計
委

託
、
同
中
旬
ま
で
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
許
可

申
請
手
続
き
、
５３
年
４
月
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設

立
総
会
開
催
な
ど
の
作
業
日
程
を
決
め
た
。

【『
北
方
圏
』
第
２２
号
】



北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
活
動
指
針

道
内
各
界
各
層
の
強
力
な
支
援
を
得
て

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
は
、
北
方
圏
に
関
す
る
情
報
収

集
お
よ
び
提
供
す
る
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
機

能
、
調
査
研
究
を
実
施
す
る
リ
サ
ー
チ
機

能
、
北
方
圏
諸
国
と
幅
広
い
交
流
を
目
指

す
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
機
能
、
そ
し
て
、
交

流
を
支
え
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
機
能
の
４
つ

を
備
え
て
の
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
ま

た
、
北
海
道
庁
を
は
じ
め
北
方
圏
構
想
に

理
解
を
示
す
北
海
道
内
の
有
力
企
業
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
っ
て
事
務
局
体
制
も
強

化
さ
れ
た
。
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
北
海
道

の
新
し
い
世
紀
に
向
け
て
、
発
想
の
転
換

と
そ
の
実
践
、
さ
ら
な
る
推
進
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

北
方
圏
諸
国
と
の
広
範
な
交
流
は
、
道

民
意
識
を
変
革
さ
せ
る
強
力
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、「
積
雪
寒
冷
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
、
我

慢
す
る
姿
勢
か
ら
、
も
っ
と
科
学
的
に
、

合
理
的
に
北
海
道
を
見
直
し
、
こ
の
北
海

道
で
快
適
に
生
活
し
、
豊
か
に
し
て
い
く

積
極
的
な
発
想
を
し
よ
う
。
本
州
文
化
、

中
央
文
化
に
追
随
し
、
温
暖
な
本
州
に
あ

こ
が
れ
る
南
方
指
向
か
ら
、
同
じ
積
雪
寒

冷
の
北
半
球
で
高
い
文
化
を
持
つ
北
方
圏

諸
国
を
知
り
、
北
に
住
む
者
同
士
の
交
流

を
深
め
る
北
方
指
向
に
転
じ
、
も
う
一

度
、
北
海
道
の
生
活
、
産
業
、
文
化
の
見

直
し
、
建
て
直
し
を
し
て
み
よ
う
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
の
活
動
の
指
針
と
な
っ
た
。

北
方
圏
交
流
基
金
の
交
流
事
業
助
成

北
方
圏
交
流
を
進
め
る
上
で
、
交
流
資

金
の
確
保
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
だ
っ
た
。
北
海
道
も
道
内
市
町
村
と
連

携
し
て
、
青
少
年
婦
人
の
海
外
派
遣
に
は

助
成
措
置
を
講
じ
て
は
い
た
が
、
も
っ
と

幅
の
広
い
資
金
援
助
が
で
き
る
機
関
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。そ
こ
で
、北
方
圏

調
査
会
が
会
費
の
一
部
を
積
み
立
て
て
い

た
２
千
万
円
と
北
海
道
か
ら
の
出
資
金
３

千
万
円
を
ベ
ー
ス
に
、
会
員
間
か
ら
基
金

造
成
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

北
方
圏
交
流
基
金
は
北
方
圏
交
流
を
側

面
か
ら
支
え
る
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー
と
は

車
の
両
輪
と
し
て
、「
北
方
圏
諸
国
と
の

生
活
、
文
化
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

交
流
事
業
に
対
し
て
資
金
的
な
援
助
を
行

う
」
こ
と
と
し
て
、
昭
和
５３
年
７
月
に
財

団
法
人
と
し
て
外
務
大
臣
の
許
可
を
得
て

設
立
さ
れ
た
。（
現
在
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
が
統
合
し
て
そ
の
事
業
を
引
き
継
い
で

い
る
。
基
金
の
積
立
状
況
、
お
よ
び
助
成

状
況
は
資
料
編
を
参
照
）

北
方
圏
構
想
の
定
着

本
章
と
設
定
し
た
昭
和
５３
年
か
ら
６３
年

ま
で
の
１０
年
間
の
時
間
の
中
で
、
北
方
圏

構
想
は
、
北
海
道
の
広
範
な
分
野
、
例
え

ば
生
活
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
経

済
な
ど
、
各
界
の
人
々
に
浸
透
し
、
本
道

の
各
地
に
そ
の
輪
を
広
げ
続
け
て
い
た
。

ま
た
、
同
じ
北
国
と
し
て
の
よ
り
よ
き
パ

ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
「
冬
を

友
に
」
生
活
し
て
い
る
北
方
圏
の
国
々
の

先
進
事
例
を
学
ぶ
た
め
に
、
道
内
の
各
市

町
村
、
団
体
、
各
界
各
層
に
よ
る
視
察
団

や
調
査
団
、
研
修
団
の
派
遣
も
相
次
ぎ
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
冬
」
に
対
し
て

新
し
い
楽
し
み
方
を
知
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

新
し
い
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

昭
和
５１
年
に
北
海
道
に
招
か
れ
た
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
国
際
的
な
指
導
者
、
エ
リ
キ

・
ピ
ヒ
カ
ラ
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
「
歩
く

ス
キ
ー
」
が
広
が
り
を
見
せ
始
め
る
。
と

は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
も
低
く
、
使

用
す
る
用
具
そ
の
も
の
が
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
「
冬
の

自
然
と
対
話
し
な
が
ら
、
体
力
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
の
歩
く
ス
キ

ー
の
普
及
に
努
め
、
５４
年
か
ら
５６
年
ま
で

の
３
年
間
、
札
幌
、
北
見
の
各
地
で
指
導

者
講
習
会
を
実
施
し
た
。
ス
キ
ー
用
具
も

各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
独
自
に
そ
ろ

え
ら
れ
小
・
中
学
校
の
体
育
の
授
業
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

今
日
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
と

な
っ
て
い
る「
カ
ー
リ
ン
グ
」も
ま
た
、
カ

ナ
ダ
か
ら
指
導
者
を
招
き
、
５４
年
か
ら
５８

年
ま
で
の
５
年
間
、
全
道
各
地
延
べ
２５
カ

所
で
指
導
者
講
習
会
を
実
施
し
た
。

現
在
、
各
地
で
実
施
さ
れ
る
大
会
は
冬

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
ま

さ
に
北
方
圏
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
成

果
で
あ
ろ
う
。

北
へ
の
偏
見
を
変
え
る
道
民
運
動

積
雪
寒
冷
と
い
う
、
共
通
の
生
活
に
根

ざ
し
た
交
流
は
、
風
俗
習
慣
の
違
い
を
認

識
す
る
と
同
時
に
、
北
方
圏
の
生
活
に
不

可
欠
な
知
恵
や
工
夫
を
学
び
取
る
の
に
大

い
に
役
立
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
北
方
圏
交

流
が
単
に
行
政
や
一
部
の
推
進
者
た
ち
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
一
般
道
民
の
な
か

に
浸
透
し
、
交
流
に
直
接
参
加
す
る
道
民

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
れ
は
、
北
方
圏
交
流
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
広
く
国
際
交
流
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
な
り
、
道
内
市
町
村
に
お
け
る
地

域
の
国
際
化
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
も
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
北
方
圏
構
想
が
そ
れ
ま
で

の
道
民
が
持
っ
て
い
た
北
へ
の
偏
見
を
変

え
る
に
十
分
な
道
民
運
動
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事
業

こ
の
間
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
北
方

圏
諸
国
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
、
文
化
、
産
業
な
ど
、
豊
か
な
北
海

道
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

北
方
圏
諸
国
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・

提
供
を
は
じ
め
、「
国
際
会
議
場
」
で
は

北
方
圏
諸
国
か
ら
の
講
師
を
交
え
て
『
北

方
圏
交
流
北
海
道
国
際
会
議
』『
北
方
圏
経

済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』『
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
長
寿
社
会
と
福
祉
』
な
ど
様
々
な

国
際
会
議
を
実
施
し
た
。
展
示
室
に
お
い

て
は
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
「
北
方
圏

諸
国
」
の
紹
介
展
、
ま
た
、『
北
方
圏
』

誌
に
お
い
て
は
北
海
道
の
課
題
と
そ
の
解

決
に
向
け
て
、�
寒
地
住
宅
の
改
善
��
子

供
の
防
寒
衣
料
��
北
海
道
の
国
際
化
�
な

ど
を
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
特
集
し
た
。
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北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
活
動
指
針

道
内
各
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各
層
の
強
力
な
支
援
を
得
て

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
は
、
北
方
圏
に
関
す
る
情
報
収

集
お
よ
び
提
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す
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デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
機

能
、
調
査
研
究
を
実
施
す
る
リ
サ
ー
チ
機

能
、
北
方
圏
諸
国
と
幅
広
い
交
流
を
目
指

す
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
機
能
、
そ
し
て
、
交

流
を
支
え
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
機
能
の
４
つ

を
備
え
て
の
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
ま

た
、
北
海
道
庁
を
は
じ
め
北
方
圏
構
想
に

理
解
を
示
す
北
海
道
内
の
有
力
企
業
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
っ
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事
務
局
体
制
も
強
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さ
れ
た
。
大
袈
裟
に
言
え
ば
、
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海
道
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と
そ
の
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践
、
さ
ら
な
る
推
進
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
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言
え
る
だ
ろ
う
。

北
方
圏
諸
国
と
の
広
範
な
交
流
は
、
道

民
意
識
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変
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強
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イ
ン
パ
ク
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い
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。
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ま
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こ
と

が
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雪
寒
冷
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い
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ハ
ン
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ャ
ッ
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め
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す
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に
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直
し
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道
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適
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追
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う
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あ
る
。
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。
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携
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３

千
万
円
を
ベ
ー
ス
に
、
会
員
間
か
ら
基
金

造
成
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

北
方
圏
交
流
基
金
は
北
方
圏
交
流
を
側

面
か
ら
支
え
る
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー
と
は

車
の
両
輪
と
し
て
、「
北
方
圏
諸
国
と
の

生
活
、
文
化
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

交
流
事
業
に
対
し
て
資
金
的
な
援
助
を
行

う
」
こ
と
と
し
て
、
昭
和
５３
年
７
月
に
財

団
法
人
と
し
て
外
務
大
臣
の
許
可
を
得
て

設
立
さ
れ
た
。（
現
在
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
が
統
合
し
て
そ
の
事
業
を
引
き
継
い
で

い
る
。
基
金
の
積
立
状
況
、
お
よ
び
助
成

状
況
は
資
料
編
を
参
照
）

北
方
圏
構
想
の
定
着

本
章
と
設
定
し
た
昭
和
５３
年
か
ら
６３
年

ま
で
の
１０
年
間
の
時
間
の
中
で
、
北
方
圏

構
想
は
、
北
海
道
の
広
範
な
分
野
、
例
え

ば
生
活
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
経

済
な
ど
、
各
界
の
人
々
に
浸
透
し
、
本
道

の
各
地
に
そ
の
輪
を
広
げ
続
け
て
い
た
。

ま
た
、
同
じ
北
国
と
し
て
の
よ
り
よ
き
パ

ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
、
あ
る
い
は
「
冬
を

友
に
」
生
活
し
て
い
る
北
方
圏
の
国
々
の

先
進
事
例
を
学
ぶ
た
め
に
、
道
内
の
各
市

町
村
、
団
体
、
各
界
各
層
に
よ
る
視
察
団

や
調
査
団
、
研
修
団
の
派
遣
も
相
次
ぎ
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
冬
」
に
対
し
て

新
し
い
楽
し
み
方
を
知
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

新
し
い
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

昭
和
５１
年
に
北
海
道
に
招
か
れ
た
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
国
際
的
な
指
導
者
、
エ
リ
キ

・
ピ
ヒ
カ
ラ
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
「
歩
く

ス
キ
ー
」
が
広
が
り
を
見
せ
始
め
る
。
と

は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
も
低
く
、
使

用
す
る
用
具
そ
の
も
の
が
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
「
冬
の

自
然
と
対
話
し
な
が
ら
、
体
力
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
の
歩
く
ス
キ

ー
の
普
及
に
努
め
、
５４
年
か
ら
５６
年
ま
で

の
３
年
間
、
札
幌
、
北
見
の
各
地
で
指
導

者
講
習
会
を
実
施
し
た
。
ス
キ
ー
用
具
も

各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
独
自
に
そ
ろ

え
ら
れ
小
・
中
学
校
の
体
育
の
授
業
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

今
日
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
と

な
っ
て
い
る「
カ
ー
リ
ン
グ
」も
ま
た
、
カ

ナ
ダ
か
ら
指
導
者
を
招
き
、
５４
年
か
ら
５８

年
ま
で
の
５
年
間
、
全
道
各
地
延
べ
２５
カ

所
で
指
導
者
講
習
会
を
実
施
し
た
。

現
在
、
各
地
で
実
施
さ
れ
る
大
会
は
冬

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
ま

さ
に
北
方
圏
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
成

果
で
あ
ろ
う
。

北
へ
の
偏
見
を
変
え
る
道
民
運
動

積
雪
寒
冷
と
い
う
、
共
通
の
生
活
に
根

ざ
し
た
交
流
は
、
風
俗
習
慣
の
違
い
を
認

識
す
る
と
同
時
に
、
北
方
圏
の
生
活
に
不

可
欠
な
知
恵
や
工
夫
を
学
び
取
る
の
に
大

い
に
役
立
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
北
方
圏
交

流
が
単
に
行
政
や
一
部
の
推
進
者
た
ち
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
一
般
道
民
の
な
か

に
浸
透
し
、
交
流
に
直
接
参
加
す
る
道
民

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
れ
は
、
北
方
圏
交
流
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
広
く
国
際
交
流
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
な
り
、
道
内
市
町
村
に
お
け
る
地

域
の
国
際
化
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
も
言
え
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
北
方
圏
構
想
が
そ
れ
ま
で

の
道
民
が
持
っ
て
い
た
北
へ
の
偏
見
を
変

え
る
に
十
分
な
道
民
運
動
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事
業

こ
の
間
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
北
方

圏
諸
国
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
、
文
化
、
産
業
な
ど
、
豊
か
な
北
海

道
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

北
方
圏
諸
国
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・

提
供
を
は
じ
め
、「
国
際
会
議
場
」
で
は

北
方
圏
諸
国
か
ら
の
講
師
を
交
え
て
『
北

方
圏
交
流
北
海
道
国
際
会
議
』『
北
方
圏
経

済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』『
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
長
寿
社
会
と
福
祉
』
な
ど
様
々
な

国
際
会
議
を
実
施
し
た
。
展
示
室
に
お
い

て
は
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
「
北
方
圏

諸
国
」
の
紹
介
展
、
ま
た
、『
北
方
圏
』

誌
に
お
い
て
は
北
海
道
の
課
題
と
そ
の
解

決
に
向
け
て
、�
寒
地
住
宅
の
改
善
��
子

供
の
防
寒
衣
料
��
北
海
道
の
国
際
化
�
な

ど
を
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
特
集
し
た
。

《昭和５３（１９７８）年～同６３（１９８８）年》
～北方圏構想の啓蒙と普及に努めた北方圏センターの活動１０年～

第Ⅱ章

北方圏構想の普及と推進
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年
度

月

事
業
等
開
催
状
況

５３

５

「
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」
発
足
（
札
幌
ホ

ワ
イ
ト
ビ
ル
内
）

７

「
財
団
法
人
北
方
圏
交
流
基
金
」
発
足
（
札
幌
ホ

ワ
イ
ト
ビ
ル
内
）

８

「
北
欧
農
業
技
術
視
察
団
」（
玉
ね
ぎ
の
農
家
ら
関

係
者
６
人
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
ほ
か

に
派
遣
。
共
催：

北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
）

８

「
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
フ
ェ
ア
ー
」（
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
）
北
欧
諸
国
の
文
化
、
産
業
、
経
済
、

観
光
、
生
活
用
品
等
の
展
示
の
ほ
か
、
北
欧
料
理

な
ど
を
提
供
。
共
催：

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。

９

「
森
の
ひ
と
び
と
展
」（
北
海
道
開
拓
記
念
館
・
札

幌
市
）
カ
ナ
ダ
北
西
岸
に
住
む
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

生
活
文
化
を
紹
介
。
共
催：

カ
ナ
ダ
外
務
省
、
駐

日
カ
ナ
ダ
大
使
館
、
北
海
道
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

１１

北
方
圏
セ
ン
タ
ー「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」決
ま
る

１

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
施
設
」
完
成
（
道
庁
別
館
）

記
念
式
典

２

「
北
方
圏
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交
流
会
議
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ﹇
参
加：

海
外
１３
カ
国
１９
名
、道
内
１８
社
３３
名
﹈）

開
催
（

同

実
行
委
員
会
に
参
加
）

５４

４

Ｌ
Ｌ
教
室
で
語
学
講
座
ス
タ
ー
ト
（
前
期
４
月
開

講
、
後
期
１０
月
開
講
）【
平
７（
１
９
９
５
）年
迄

継
続
】

５

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
「
ペ
ッ
ト
マ
ー
ク
」
決
ま
る

５

広
報
資
料
「
北
方
圏
の
輝
く
未
来
（
ス
ラ
イ
ド
８９

枚
）」
製
作

１０

広
報
映
画
「
雪
と
氷
の
讃
歌
・
北
海
道
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（
１６
ミ
リ
英
語
版
）
製
作

１

北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
域
暖
房

と
省
エ
ネ
」
開
催
（
共
催
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
協
会
）

◆
「
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」
発
足

北
方
圏
調
査
会
の
臨
時
総
会
が
４
月
７
日
に
開
催
さ
れ

て
、北
方
圏
セ
ン
タ
ー
移
行
の
た
め
の
定
款
改
正
を
議
決
。

次
い
で
５
月
１１
日
に
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
発
足
総
会
を
開
催

し
て
、
北
方
圏
に
関
す
る
総
合
調
査
研
究
機
関
と
し
て
の

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
（
会
長
・
東
条
猛
猪
）」
が
発
足
し
た
。

セ
ン
タ
ー
施
設
は
、
札
幌
市
中
央
区
北
３
西
７
に
建
設
中

の
再
開
発
ビ
ル
１２
階
の
全
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
１２
月

に
完
成
す
る
ま
で
に
体
制
整
備
を
は
か
っ
て
お
く
た
め
施

設
完
成
に
先
立
っ
て
の
発
足
。
本
格
的
な
セ
ン
タ
ー
機
能

を
持
っ
た
活
動
は
５４
年
１
月
か
ら
と
な
る
。

【『
北
方
圏
』
第
２３
号
】

◆
「
北
方
圏
交
流
基
金
」
発
足

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
公
益
の
社
団
法
人
で
調
査
会
時
代

に
総
理
大
臣
の
許
可
を
得
た
が
、
北
方
圏
交
流
基
金
は
財

団
法
人
と
し
て
、
５３
年
７
月
２４
日
、
外
務
大
臣
の
許
可
を

得
て
設
立
さ
れ
た
。
基
金
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
北
方

圏
調
査
会
が
会
費
の
一
部
を
積
み
立
て
て
蓄
え
て
い
た
２

千
万
円
と
北
海
道
か
ら
の
出
資
金
３
千
万
円
で
、
以
後
、

道
内
外
の
企
業
か
ら
基
金
造
成
の
協
力
を
得
て
、
日
を
追

う
ご
と
に
基
金
は
増
え
て
い
っ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と

は
別
法
人
な
が
ら
、
密
接
不
可
分
の
間
柄
の
た
め
理
事
長

に
は
東
条
猛
猪
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
長
が
、
専
務
理
事
、

理
事
に
は
セ
ン
タ
ー
の
理
事
全
員
が
兼
ね
る
表
裏
一
体
の

関
係
と
な
っ
た
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
評
議
員

会
が
設
け
ら
れ
、
助
成
事
業
の
審
査
や
適
切
な
執
行
か
ど

う
か
の
協
議
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【『
北
方
圏
時
代
』
第
二
部
第
六
章
】

◆
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
決
ま
る

専
門
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
図
案
作
成
の
協
力
の
申
し
出

の
あ
っ
た
５０
数
点
を
理
事
５
人
が
審
査
し
た
結
果
、
金
井

グ
ル
ー
プ（
金
井
英
明
氏
ら
４
人
）の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

選
考
は
北
方
圏
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
北
海
道
の
向

上
と
発
展
に
向
け
て
の
意
欲
が
わ
い

て
く
る
も
の
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ

た
。同
マ
ー
ク
は
①
六
角
形
は
雪
の

結
晶
を
表
し
、
北
国
の
雪
の
イ
メ
ー

ジ
②
六
角
形
の
重
な
り
は
北
方
圏
諸

地
域
の
つ
な
が
り
と
交
流
③
上
部
の

六
角
形
は
北
へ
の
広
が
り
と
発
展
④
全
体
の
形
は
北
海
道

の
花
ハ
マ
ナ
ス
を
表
現
。
全
体
の
形
は
北
方
圏
の
「
調

和
」
を
表
わ
し
て
い
る
。

【『
北
方
圏
』
第
２６
号
】

◆
「
北
方
圏
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交
流
会
議
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
施
設
の
こ
け
ら
落
と
し
は
、
北
方
圏

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交
流
会
議
。
同
交
流
会
議
は
北
の
地
域

を
よ
く
知
っ
て
い
る
国
々
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
一

堂
に
集
い
、
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
北
の
自
然
、
風
土

に
根
ざ
し
た
生
活
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
今
後
の
北
方
圏
交
流
の
促
進
に
役
立
て
よ
う
と
い
う

も
の
。
道
内
に
あ
る
日
本
新
聞
協
会
加
盟
の
新
聞
、通
信
、

放
送
１８
社
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
組
織
し
た
北
方
圏
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
交
流
会
議
実
行
委
員
会（
委
員
長
・
上
関
敏
夫

北
海
道
新
聞
社
長
）が
主
催
し
た
。
東
京
の
フ
ォ
ー
リ
ン
・

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、日
本
新
聞
協
会
、北
海
道
、札
幌
市
の

後
援
を
得
て
、
２
月
４
日
か

ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
の
開

催
。
参
加
者
は
外
国
側
が
１３

カ
国
１９
人
、
北
海
道
側
が
３３

人
で
、
上
関
実
行
委
員
長
の

基
調
ス
ピ
ー
チ
の
後
、「
あ

す
の
生
活
・
文
化
へ
の
課
題
」

「
情
報
交
流
の
進
め
方
」「
北

海
道
へ
の
提
言
」
の
三
つ
の

テ
ー
マ
で
、
レ
ポ
ー
ト
発
表

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
２７
号
】
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１

第
１
回
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

落
合
力
松
氏
、
他
（
札
幌
）〕
開
催

１

第
１
回
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師：

カ
ナ
ダ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ウ
オ
ー
リ
ー
・
ウ
ー
ス

リ
ア
ッ
ク
氏（
士
別
、
他
２
市
町
）開
催

５５

５

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
（
共
催
・
日

本
貿
易
振
興
会
）﹇
こ
の
ほ
か
、
海
外
や
外
務
省

等
関
係
機
関
か
ら
講
師
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
地

方
開
催
も
合
わ
せ
て
年
度
内
に
２８
回
開
催
﹈

７

「
北
海
道
・
ア
ラ
ス
カ
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
団
」

（
ス
ワ
ー
ド
）
派
遣

７

季
刊
「N

R
C
N
E
W
SL
E
T
T
E
R

」
創
刊
【
平

１０
（
１
９
９
８
）
迄
継
続
】

８

「
北
方
圏
少
年
少
女
学
習
親
善
交
流
団
」（
バ
ン
ク

ー
バ
ー
）
派
遣
（
共
催
・
北
海
道
国
際
婦
人
協

会
）

９
「
北
海
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
産
業
文
化
提
携
使
節
団
」

派
遣

９

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
手
工
芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催
﹇
こ
の
ほ
か
、
北
方
圏
紹
介
企
画
展
を
５

回
、
所
蔵
の
展
示
品
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展
を

２１
市
町
村
で
開
催
﹈

１０

『
北
方
圏
時
代
』【
北
方
圏
構
想
１０
周
年
記
念
】

刊
行

１０
「
北
方
圏
婦
人
交
流
会
議
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催

・
北
海
道
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
）

２
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
研
修
団
」（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

他
２
カ
国
）
派
遣

２

第
２
回
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

今
村
源
吉
氏
、
他
（
札
幌
）〕
開
催

２

第
２
回
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

カ
ナ
ダ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ウ
オ
ー
リ
ー
・
ウ
ー

ス
リ
ア
ッ
ク
氏（
釧
路
、
他
３
市
町
）開
催

２

広
報
映
画
「
北
方
圏
の
暮
ら
し
」（
１６
㍉
１３
本
）
を

制
作

２

「
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
国
際
会
議
」（
オ
タ

ワ
）
事
務
局
職
員
派
遣

５６

４

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
手
織
と
民
芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

◆
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」
開
催

北
海
道
カ
ナ
ダ
協
会
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月
の
初

め
士
別
、
池
田
、
苫
小
牧

の
３
市
町
で
行
わ
れ
た
。

講
師
に
は
、
カ
ナ
ダ
・
ア

ル
バ
ー
タ
州
か
ら
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ウ
オ
ー
リ

ー
・
ウ
ー
ス
リ
ア
ッ
ク
氏

が
来
道
。
道
内
で
は
池
田

町
が
３
年
ほ
ど
前
に
導
入

し
て
い
る
が
、
全
道
的
に

は
未
知
の
ス
ポ
ー
ツ
。
講

習
会
は
講
師
持
参
の
映
画

を
交
え
な
が
ら
、
講
師
か

ら
カ
ー
リ
ン
グ
の
歴
史
、
用
語
、
競
技
方
法
な
ど
を
学
ん

だ
。
見
た
目
に
は
簡
単
そ
う
だ
が
、
初
め
て
と
あ
っ
て
手

加
減
が
わ
か
ら
ず
、
ス
ト
ー
ン
が
伸
び
な
か
っ
た
り
、
行

き
過
ぎ
た
り
、
体
の
均
衡
を
崩
し
て
滑
っ
て
転
ん
だ
り
、

参
加
者
は
悪
戦
苦
闘
だ
っ
た
。
士
別
で
は
９７
人
、
池
田
で

は
６０
人
、
苫
小
牧
で
は
１
０
０
人
が
修
了
証
を
受
け
た
。

【『
北
方
圏
』
第
３１
号
】

◆
季
刊
「N

R
C
N
E
W
S
L
E
T
T
E
R

」
創
刊

海
外
向
け
に
年
４
回
英
文
の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
発
刊

す
る
こ
と
に
な
り
、こ
の
ほ
ど
そ
の
第
１
号
を
発
行
し
た
。

北
方
圏
諸
地
域
の
主
な
都
市
や
報
道
機
関
、
海
外
に
い
る

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
協
力
者
に
北
海
道
の
近
況
、
セ
ン
タ

ー
の
活
動
状
況
を
伝
え
、
交
流
基
盤
を
拡
大
す
る
の
が
目

的
。
Ｂ
５
版
８
ペ
ー
ジ
で
、
内
容
は
発
刊
の
辞
、
北
海
道

の
経
済
動
向
、
北
海
道
紹
介
、
セ
ン
タ
ー
紹
介
と
な
っ
て

い
る
。
当
初
２
０
０
部
を
印
刷
、
海
外
、在
京
外
国
公
館
、

報
道
機
関
な
ど
に
送
っ
た
が
、
そ
の
後
道
内
在
住
の
外
国

人
な
ど
か
ら
の
希
望
が
あ
り
す
ぐ
に
刷
り
増
し
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
３３
号
】

《
な
お
、
６２
年
５
月
発
行
の
３１
号
か
ら
は
Ａ
４
版
８
ペ
ー

ジ
に
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
、
部
数
も
８
０
０
部
に
し
た

が
、
平
成
１０
（
１
９
９
８
）
年
の
６０
号
で
廃
刊
し
た
。》

◆
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
研
修
団
」
派
遣

「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
北
欧
研
修
団（
団
長
・
今
村
源
吉

・
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
教
授
・
団
員
６
人
）」
は
、
２
月

１８
日
〜
３
月
１
日
の
日
程
で
北
欧
３
カ
国
を
訪
問
し
、
生

活
に
溶
け
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
の
実
際
を
見
て
き
た
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は�
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
・
ヒ
ヒ
ト
大
会（
７５

㌔
㍍
）�
に
も
参
加
し
た
。

『
周
り
に
は
、
地
元
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
北

欧
各
国
や
ド
イ
ツ
な
ど
、
各
国
の
人
た
ち
が
入
り
ま
じ
っ

て
走
っ
て
い
る
。
夫
婦
あ
り
、
親
子
あ
り
、
年
齢
も
性
別

も
さ
ま
ざ
ま
。
皆
楽
し
そ
う
に
、
し
か
も
懸
命
に
ス
キ
ー

を
滑
ら
せ
て
い
る
。
も
て
な
し
の
心
を
忘
れ
な
い
�
寒
い

国
の
温
か
い
大
会
�
だ
っ
た（
高
橋
進
氏
）。
子
供
の
時
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
に
常
に
親
し
み
、
大
人
に
な
っ
て
も
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
こ
と
が
日
常
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ー
ツ

の
生
活
化
を
見
た
感
じ
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
厳
し
く
暗
い

冬
で
も
、
当
然
の
よ
う
に
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
々
の

中
に
�
北
国
の
生
活
�
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。（
笹
岡
隆

氏
）〔
研
修
団
に
参
加
の
レ
ポ
ー
ト
〕』

【『
北
方
圏
』
第
３５
号
】

◆
広
報
映
画
「
北
方
圏
の
暮
ら
し
」
を
制
作

北
方
圏
諸
国
の
冬
の
生
活
の
優
れ
た
工
夫
を
道
民
に
紹

介
す
る
た
め
、『
北
方
圏
の
暮
ら
し
』
を
テ
ー
マ
に
映
画
を

制
作
中
。
カ
ナ
ダ
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
を
皮
切
り
に
撮
影
に

入
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

な
ど
４
カ
国
に
現
地
取
材
し
た
１６
㍉
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
１３

本
。
各
巻
の
内
容
は
冬
の
服
飾
、
栄
養
管
理
、
住
ま
い
の

工
夫
、
子
供
の
教
育
、
健
康
づ
く
り
、老
後
の
生
活
な
ど
、

衣
食
住
に
絞
っ
て
作
成
す
る
。
フ
ィ
ル
ム
は
道
内
各
地
で

紹
介
さ
れ
る
。

【『
北
方
圏
』
第
３５
号
】
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展
示
室
）
開
催

６

「
デ
ン
マ
ー
ク
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催

７

『
年
報
』
創
刊
【
現
在
継
続
】

８

「
北
海
道
・
ア
ラ
ス
カ
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
」（
千

歳
）
受
入

９

「
コ
ス
タ
３
０
０
年
展（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ガ
ラ
ス

工
芸
）」（
道
立
近
代
美
術
館
）開
催（
共
催
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
大
使
館
、
他
）

９

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
方
圏
海
難
防
止
会
議
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
漁
船
海
難
防
止

セ
ン
タ
ー
、
他
）

１０

「
北
方
圏
構
想
１０
周
年
記
念
文
化
講
演
会
」開
催

〔
講
師：

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
（
札
幌
、
函
館
）、

深
田
祐
介
氏（
札
幌
）〕（
共
催
・
国
際
交
流
基
金
、

他
）

１０

『H
O
PPO
K
EN
TO
D
A
Y

』（
英
訳
に
よ
る「
北

方
圏
時
代
」）
発
刊

１０

「
国
際
障
害
者
年
北
方
圏
婦
人
会
議
」
開
催
（
共

催
・
北
海
道
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
）

１０

「
屋
外
寒
暖
計
」
の
普
及
と
頒
布
開
始
【
平
８

（
１
９
９
６
）
迄
継
続
】

１２

「
北
の
服
飾
展
・
北
国
を
着
る
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示

室
）
開
催

１

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
用

具
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

２

「
北
海
道
手
づ
く
り
工
芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催
﹇
こ
の
ほ
か
北
方
圏
諸
国
の
在
日
公
館
と
連

携
し
て
企
画
展
を
２
回
、
所
蔵
の
展
示
品
貸
し
出

し
に
よ
る
地
方
展
を
９
市
町
村
で
開
催
﹈

２

第
３
回
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

今
村
源
吉
氏
、
他
（
北
見
）〕
開
催

２

第
３
回
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

カ
ナ
ダ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ウ
オ
ー
リ
ー
・
ウ
ー
ス

リ
ア
ッ
ク
氏
（
札
幌
、
他
５
市
町
）
開
催

３

広
報
映
画「
北
方
圏
の
冬
・
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
」

（
１６
㍉
３０
分
）
製
作

３

「
国
際
交
流
定
例
懇
談
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共

催
・
北
海
道
国
際
婦
人
協
会
）【
現
在
継
続（
奇
数

月
第
３
木
曜
日
）】

◆
『
年
報
』
創
刊

北
方
圏
構
想
１０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
北
方
圏
交
流

１０
年
の
歩
み
」
に
つ
い
て
の
諸
資
料
を
収
録
し
た
「
’８１
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
年
報
」
が
完
成
、
会
員
、
関
係
機
関
に
配

布
さ
れ
る
。
同
年
報
は
Ｂ
５
判
、
約
１
６
０
㌻
で
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
の
年
間
事
業
実
績
の
概
要
説
明
と
一
覧
表
に

よ
る
資
料
説
明
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
方
圏

交
流
状
況
の
周
知
を
は
か
り
、
記
録
資
料
と
す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
た
。
こ
の
た
め
、
国
別
、
年
度
別
の
交
流

状
況
や
季
刊
「
北
方
圏
」
創
刊
号
か
ら
第
３６
号
ま
で
の
総

目
次
抄
な
ど
を
集
録
、
関
連
写
真
を
随
所
に
掲
載
し
、
北

方
圏
交
流
の
１０
年
の
歩
み
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
。
併
せ

て
、
北
方
圏
交
流
基
金
の
概
要
、
事
業
も
紹
介
し
て
い

る
。

【『
北
方
圏
』
第
３７
号
】

◆
「
コ
ス
タ
３
０
０
年
展（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ガ
ラ
ス
工
芸
）」

開
催

コ
ス
タ
ガ
ラ
ス
工
房
は
１
７
４
２
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

南
部
の
ス
モ
ー
ラ
ン
ド
地
方
に
設
立
さ
れ
た
伝
統
を
誇
る

手
吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
で
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
淘
汰
さ

れ
、現
在
は
２０
に
足
り
な
い
工
房
が
存
続
継
承
し
て
い
る
。

同
展
は
、
道
立
近
代
美
術
館
、
ス
モ
ー
ラ
ン
ド
博
物
館
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
、北
方
圏
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
主
催
。

北
方
圏
交
流
基
金
、
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
ー
ト
の
後
援
で
９
月
１５
日
か
ら
１０
月
２７
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
小
鉢
、
水
差
し
、
花
器
な
ど
世
界
屈
指
の
技
術
を

誇
る
約
７０
点
が
展
示
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
東
条
猛
猪
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
会
長
が
「
今
日
の
北
海
道
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
交
流
の
中
で
見
事
な
芸
術
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
喜
ば
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
グ
ン
ナ
ー
・
ロ
ネ

ウ
ス
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
は
「
現
代
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ガ
ラ
ス
工
芸
を
、
同
じ
北
国
北
海
道
の
人
た
ち
に
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
は
光
栄
で
す
。
こ
の
展
示
会
を
通
じ
て
交

流
を
一
層
進
め
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
３７
号
】

◆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
方
圏
海
難
防
止
会
議
」
開
催

漁
船
員
の
生
命
を
守
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
方
圏

海
難
防
止
会
議
」
が
９
月
２４
日
か
ら
３
日
間
、
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
は
道
漁
船
海
難
防
止
セ

ン
タ
ー
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
道
指
導
漁
連
、
道
機
船
漁

協
連
の
４
団
体
が
実
行
委
員
会（
会
長
・
長
崎
勝
利
道
指
導

漁
連
会
長
）
を
結
成
し
て
開
催
、参
加
国
は
カ
ナ
ダ
、ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ソ
連
、日
本
の
６
カ

国
。海
外
か
ら
１１
人
が
参
加
し
た
。

会
議
で
は
、
予
防
と
海
難
、
国
際
協
力
に
お
け
る
実
情

と
問
題
点
、
救
命
器
具
、
着
氷
・
流
氷
を
克
服
す
る
航
海

な
ど
海
難
防
止
の
幅
広
い
分
野
に
各
国
の
実
情
が
述
べ
ら

れ
、
活
発
な
質
疑
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
種
の
会
議
は
世

界
で
初
め
て
で
、
各
国
の
海
難
防
止
に
前
進
す
る
姿
勢
が

示
さ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
３７
号
】

◆
「
屋
外
寒
暖
計
」
の
普
及
と
頒
布
開
始

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
旭
硝
子
㈱
の
協
力
で
室
内
か
ら

見
る
こ
と
の
で
き
る
「
屋
外
寒
暖
計
」
を
西
ド
イ
ツ
か
ら

取
り
寄
せ
、
道
内
の
普
及
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
冬
の
厳

し
い
北
欧
諸
国
で
は
こ
の
寒
暖
計
を
見
て
身
支
度
す
る
習

慣
が
定
着
、
日
常
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
用
具
と

し
て
浸
透
し
て
い
る
。
直
径
約
７
㌢
の
白
色
円
形
で
、
プ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
５０
度
Ｃ
ま
で
測
る
こ
と
が
で
き
、
屋
外

の
窓
枠
な
ど
に
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。
価
格
は
１
個

５
０
０
円
、
送
料
１
２
０
円
で
頒
布
し
て
い
る
。

【『
北
方
圏
』
第
３７
号
】

《「
屋
外
寒
暖
計
」
は
そ
の
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
も
そ
ろ
え
て

二
種
類
の
製
品
を
平
成
８
年
度

末
の
領
布
終
了
ま
で
の
１６
年
間

に
、
３
万
７
９
９
２
個
を
頒
布

し
、
北
国
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
と
の
道
民
の
意
識
の
高
ま
り

に
寄
与
し
た
。》
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５７

４

「
北
海
道
の
冬
と
生
活
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示

室
）
開
催

６

「
北
海
道
の
ガ
ラ
ス
工
芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

６

「
北
欧
イ
ン
テ
リ
ア
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

６

「
北
方
圏
交
流
北
海
道
国
際
会
議：

北
国
の
生
活

と
冬
の
レ
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ﹇
参
加

１０
カ
国
１４
人
・
道
内
２３
人
﹈）
開
催

６

『
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
北
方
圏
』刊
行（
同
刊
行
会
に

参
加
）

６

’８２
北
海
道
博
覧
会
「
北
方
圏
館
」
の
企
画
運
営
に

協
力

７

「
北
の
彫
刻
展
」（
札
幌
彫
刻
美
術
館
）開
催（
実

行
委
員
会
へ
参
加
）

７

「
北
欧
イ
ン
テ
リ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ﹇
参
加
４
カ
国
１４
人
・
道
内
２４
人
﹈）
開
催

８

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

團
伊
玖
磨
氏
（
札
幌
、

旭
川
）開
催（
共
催
・
国
際
交
流
基
金
、
他
）

８

「
北
欧
の
生
活
用
具
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

８

「
北
海
道
・
ア
ラ
ス
カ
少
年
交
流
キ
ャ
ン
プ
団
」

（
ア
ラ
ス
カ
州
デ
ナ
リ
）
派
遣

８

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
々
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催
﹇
こ
の
ほ
か
、
北
方
圏
諸
国
の
在
日

公
館
と
の
連
携
し
て
企
画
展
を
４
回
、
所
蔵
の
展

示
品
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展
を
６
市
町
で
開

催
﹈

９

「
カ
ナ
ダ
生
活
環
境
視
察
団
」（
エ
ド
モ
ン
ト
ン
、

他
）
派
遣
（
共
催
・
北
海
道
町
村
会
）

１０

「
北
方
圏
家
庭
料
理
実
習
会
」（
味
の
素
ク
ッ
キ
ン

グ
プ
ラ
ザ
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
国
際
婦
人
協

会
）【
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
迄
継
続
】

１１

「
カ
ー
リ
ン
グ
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

１

「
北
欧
地
域
暖
房
調
査
団
」（
３
カ
国
）派
遣
（
共

催
・
北
海
道
地
域
暖
房
協
議
会
）

１

第
４
回
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師

：

カ
ナ
ダ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ウ
オ
ー
リ
ー
・
ウ
ー

ス
リ
ア
ッ
ク
氏
（
白
老
町
、他
６
市
町
）〕開
催（
共

催
・
道
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
、
他
）

２

「
北
方
圏
経
済
交
流
協
会（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）」
設
立

◆
「
北
欧
イ
ン
テ
リ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
欧
諸
国
の
す
ぐ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
ぶ
と
同
時
に

北
海
道
の
イ
ン
テ
リ
ア
も
考
え
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
出
席
者
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
４
カ
国
か

ら
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
家
具
ア
ー
チ
ス
ト
、
大

使
館
員
ら
１４
人
、
本
道
側
か
ら
は
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
者
や

ク
ラ
フ
ト
作
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
教
育
関
係
者
ら
２４
人
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
４８
人
。
東
条
猛
猪
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
長

が
「
芸
術
性
に
富
ん
だ
北
欧
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
び
、
新

し
い
生
活
文
化
の
創
造
に
努
め
た
い
」と
開
会
あ
い
さ
つ
。

外
国
参
加
者
を
代
表
し
て
、ホ
ー
コ
ン
・
フ
レ
イ
ホ
ウ
・

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
が
「
北
方
圏
諸
国
と
北
海
道
の
交

流
が
深
ま
る
中
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
意
義
深
い
。

北
欧
の
生
活
様
式
に
対
す
る
知
識
を
広
め
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
風
土
と
人
間
の

関
わ
り
の
中
か
ら
北
欧
な
ら
で
は
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
ど
の

よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
か
、
ま
た
、
制
作
の
背
景
と
な
る

自
然
環
境
、
考
え
方
、
手
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。

【『
北
方
圏
』
第
４１
号
】

◆
「
北
方
圏
家
庭
料
理
実
習
会
」
開
催

第
１
回
と
な
る
実
習
会
は
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道

国
際
婦
人
協
会
の
共
催
で
、
講
師
は
デ
ン
マ
ー
ク
在
住
の

家
事
研
究
家
・
太
田
ひ
ろ
子

さ
ん
。
デ
ン
マ
ー
ク
風
ジ
ャ

ガ
イ
モ
料
理
を
テ
ー
マ
に

�
ヤ
ン
ソ
ン
氏
の
誘
惑
��
ジ

ャ
ガ
イ
モ
卵
ケ
ー
キ
�
な
ど

３
品
。
若
い
世
代
か
ら
中
年

層
ま
で
の
女
性
２５
人
が
受
講

し
た
。
食
材
が
身
近
な
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
せ
い
か
、
楽
し
い

ム
ー
ド
の
実
習
と
な
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
４２
号
】

ま
た
、
第
２
回
か
ら
は
、
北
海
道
の
家
庭
料
理
を
在
道

北
方
圏
婦
人
に
覚
え
て
も
ら
お
う
と
企
画
、
会
場
に
は
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
外
国
婦
人
１３
名
、
市
内
の
婦

人
９
名
が
参
加
。
講
師
は
辻
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
札
幌

校
校
長
・
満
田
浩
氏
。
献
立
は
�
豆
腐
の
ス
テ
ー
キ
��
い

わ
し
の
か
ば
焼
き
��
か
に
風
味
か
ま
ぼ
こ
黄
金
焼
き
�
な

ど
４
品
。
講
師
の
す
ば
ら
し
い
包
丁
さ
ば
き
、
手
さ
ば
き

に
見
と
れ
た
あ
と
で
の
実
習
で
は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
こ
と
に
苦
笑
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
北
海

道
料
理
を
覚
え
よ
う
と
参
加
者
は
真
剣
そ
の
も
の
。
出
来

上
が
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
４１
号
】

◆
「
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）」
設
立

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
本
道
と

北
方
圏
諸
国
と
の
経
済

交
流
の
窓
口
と
な
る

「
北
方
圏
経
済
交
流
協

会
」
が
発
足
し
た
。

２
月
２１
日
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
設

立
総
会
に
は
民
間
企
業

３２
社
、
道
や
関
係
各

市
、
経
済
団
体
な
ど
２４

団
体
が
参
加
。
代
表
幹

事
に
伊
藤
組
会
長
で
道

経
連
総
合
企
画
委
員
長

の
樫
原
泰
明
氏
を
選
任

し
た
。

同
協
会
の
事
務
局
は
道
経
連
に
置
き
、
商
談
情
報
の
相

互
交
流
、
翻
訳
・
契
約
作
成
・
市
場
調
査
な
ど
実
務
へ
の

協
力
事
業
、
懇
談
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
本
道
と
北

方
圏
諸
国
の
企
業
間
の
商
取
引
、
技
術
提
携
な
ど
の
経
済

交
流
を
具
体
的
に
促
進
す
る
た
め
の
�
橋
渡
し
�
を
す

る
。

【『
北
方
圏
』
第
４３
号
】
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（
発
起
人：

Ｎ
Ｒ
Ｃ
、
道
商
連
、
道
経
連
）

２

「
北
方
圏
技
能
交
流
研
修
団
」（
北
欧
３
カ
国
）派

遣
（
北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会
）

２

『
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
北
方
圏
』、『
北
方
圏
ガ
イ

ド
』
刊
行
（
同
刊
行
会
に
参
加
）

２

「
北
方
圏
冬
の
装
い
国
際
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催
（
共
催
・
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
）

２

「
冬
の
装
い
研
究
協
議
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

５８

４

「
北
方
圏
交
流
写
真
展
」（
道
庁
道
民
ホ
ー
ル
）開

催
（
共
催
・
北
海
道
）

５

「
火
と
氷
の
島
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
展
示
室
）
開
催
﹇
こ
の
ほ
か
、
企
画
展
４
回
、

所
蔵
の
展
示
品
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展
を
１２
市

町
で
開
催
﹈

５

「
北
海
道
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
交
流
懇
談
会
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
）

５

「
財
団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
」
設

立
〔
発
起
人
代
表
・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
〕

６

「
北
方
圏
経
済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

開
催
（
共
催
・
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
）

７

「
北
海
道
―
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
青
少
年
吹
奏

楽
団
受
け
入
れ
」実
施（
実
行
委
員
会
へ
参
加
）

８

「
講
演
会：

最
近
の
国
際
情
勢
」〔
講
師：

外
務

省
・
村
田
良
平
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

８

「
北
方
圏
国
際
人
形
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

９

北
海
道
ノ
ル
ウ
ェ
ー
協
会
設
立
〔
発
起
人
代
表
・

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
〕

９

「
北
欧
―
北
海
道
交
流
懇
談
会
」（
ホ
テ
ル
ア
ル
フ

ァ
・
サ
ツ
ポ
ロ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
、
北
方
圏

経
済
交
流
協
会
）

９

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

木
村
治
美
さ
ん（
札

幌
、釧
路
）〕
開
催
（
共
催
・
国
際
交
流
基
金
、他
）

９

「
北
欧
・
北
海
道
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

１０

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
人
々
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催

１０

「
カ
ナ
ダ
Ｂ
Ｃ
州
鮭
資
源
保
護
事
情
視
察
団
」（
バ

ン
ク
ー
バ
ー
、
他
）
派
遣

１１

「
ビ
ー
ゲ
ラ
ン
彫
刻
展
」（
札
幌
彫
刻
美
術
館
）開

◆
「
北
方
圏
冬
の
装
い
国
際
展
」
開
催

北
国
に
ふ
さ
わ
し
い
装
い
の
工
夫
を
求
め
て
―
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
は
北
方
圏
経
済
交

流
協
会
と
共
催
し
「
北
方
圏

冬
の
装
い
国
際
展
」
を
２
月

中
、
展
示
室
で
開
催
し
た
。

カ
ナ
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど

北
方
圏
の
６
カ
国
と
日
本
の

帽
子
、
手
袋
、
靴
、コ
ー
ト
、

セ
ー
タ
ー
、
ズ
ボ
ン
、下
着
、

靴
下
類
な
ど
約
１
０
０
点
が

展
示
さ
れ
、
お
国
ぶ
り
あ
ふ

れ
た
寒
地
衣
料
の
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
が
、
訪
れ
た
人
た
ち

に
北
海
道
の
防
寒
衣
に
対
す
る
方
向
性
を
考
え
さ
せ
た
。

出
展
協
力
の
在
日
公
館
、
企
業
な
ど
は
次
の
と
お
り
。〔
カ

ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
館
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
、
大
阪
府

貿
易
館
、小
杉
産
業
㈱
札
幌
支
店
、㈱
金
剛
商
会（
神
戸
）、

北
海
道
文
化
服
装
専
門
学
校
、
ハ
ド
ソ
ン
ズ
・
ベ
イ
Co.（
エ

ド
モ
ン
ト
ン
）〕

【『
北
方
圏
』
第
４３
号
】

◆
「
冬
の
装
い
研
究
協
議
会
」
開
催

北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
防
寒
の
装
い
と
北
海
道
の
衣
料

産
業
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う「
冬
の
装
い
研
究
協
議
会
」

が
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
北

方
圏
経
済
交
流
協
会
の
主

催
、
北
海
道
の
後
援
で
２

月
１８
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
。
同
協
議

会
に
は
行
政
機
関
、
学
識

経
験
者
、服
飾
専
門
学
校
、

服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
流
通

業
者（
百
貨
店
な
ど
）、
消

費
者
、
服
飾
メ
ー
カ
ー
、

関
係
団
体
な
ど
３８
人
（
他

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
約
２０
人
）
が
出
席
、
東
条
猛
猪
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
会
長
を
座
長
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

北
海
道
に
お
け
る
防
寒
の
装
い
は
、
最
近
、
防
寒
と
機

能
性
を
創
造
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
の
防
寒
服
飾
の
あ
り
方
に
つ

い
て
関
係
各
界
が
考
え
る
機
会
を
作
る
た
め
、
こ
の
２
月

の
１
カ
月
間
、
北
方
圏
諸
国
の
サ
ン
プ
ル
を
集
め
た
「
北

方
圏
冬
の
装
い
国
際
展
」
を
開
催
し
た
が
、こ
の
機
会
に
、

広
く
関
係
者
の
知
恵
を
集
め
、
北
海
道
の
防
寒
服
飾
と
衣

料
産
業
に
大
き
な
提
言
と
な
っ
た
。【『

北
方
圏
』
第
４３
号
】

《
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
防
寒
衣
料
に
対
す
る
問
題
点
が

洗
い
出
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
す
る
意
識
が

芽
生
え
た
。「
札
幌
市
北
国
の
消
費
者
生
活
研
究
会
」
が
行

っ
た
子
供
の
冬
の
屋
外
遊
び
着
調
査
に
対
し
て
、
メ
ー
カ

ー
、
デ
パ
ー
ト
、
販
売
店
の
�
改
善
品
制
作
�
へ
の
素
早

い
対
応
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た
。》

◆
「
北
方
圏
経
済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
経
済
交
流
協
会（
樫
原
泰
明
代
表
幹
事
）と
北
方

圏
セ
ン
タ
ー（
東
条
猛
猪
会
長
）が
共
催
し
た
「
北
方
圏
経

済
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
６
月
１０
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
経
済
の
分
野
で
の
北
方

圏
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て

で
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
方
圏
５
カ
国
の
在
日
機
関
代

表
６
名
、
本
道
側
か
ら
は
道
開
発
局
、
札
幌
通
産
局
、
道

庁
、
道
経
連
な
ど
団
体
や
企
業
か
ら
４０
人
が
参
加
し
、
北

海
道
と
北
方
圏
諸
国
と
の
経
済
交
流
促
進
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
互
い
に
相
手
地
域
に
対
す

る
関
心
と
経
済
交
流
の
必
要
性
を
認
識
し
、
単
に
企
業
間

だ
け
で
な
く
、
関
係
団
体
、
金
融
機
関
な
ど
を
含
め
た
広

い
協
力
体
制
の
整
備
と
情
報
交
換
の
緊
密
化
を
確
認
す
る

な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。【『

北
方
圏
』
第
４４
号
】
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催
（
共
催
・
北
海
道
ノ
ル
ウ
ェ
ー
協
会
、
他
）

１２

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

外
国
人
か
ら
見
た
北
海
道
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
﹇
在
道
外
国
人
８
カ
国
９
名
、
道
内
２６

名
﹈）
開
催

１

第
５
回
「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」〔
講
師：

カ
ナ
ダ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ウ
オ
ー
リ
ー
・
ウ
ー
ス

リ
ア
ッ
ク
氏（
旭
川
市
、
他
４
市
町
）〕
開
催
（
共

催
・
道
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
他
）

３

「
子
ど
も
の
生
活
北
欧
視
察
団
」（
３
カ
国
）
派
遣

５９

４

「
中
国
東
北
地
方
・
人
々
と
生
活
」
展
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

展
示
室
）
開
催

５

巡
回
展
「
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
エ
ン
ス
サ
ー
カ
ス
」（
滝

川
、
釧
路
、
網
走
）開
催（
共
催
・
北
海
道
新
聞
社

他
）

６

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
交
通
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催

６

「
極
北
の
花
・
ス
ケ
ッ
チ
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

６

’８４
小
樽
博
「
北
方
圏
館
」
に
北
方
圏
諸
国
紹
介
の

写
真
パ
ネ
ル
、
防
寒
衣
料
を
展
示

７

「
北
海
道
古
代
文
化
財
カ
ナ
ダ
展
」（
ト
ロ
ン
ト
大

学
エ
リ
ン
デ
ー
ル
校
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
開

拓
記
念
館
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
）

７

「
北
方
圏
さ
っ
ぽ
ろ
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開

催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

７

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
族
音
楽
の
夕
べ
」（
札
幌
、

旭
川
、
恵
庭
、
小
樽
）
開
催

８

北
方
圏
交
流
基
金
、
宝
酒
造
㈱
か
ら
２
千
万
円
の

寄
付
を
受
け
る

８

「
北
海
道
古
代
文
化
財
カ
ナ
ダ
展
」（
カ
ナ
ダ
国

立
人
類
博
物
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
開
拓
記

念
館
、
カ
ナ
ダ
国
立
人
類
博
物
館
）

９

「
北
欧
―
北
海
道
テ
キ
ス
タ
イ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

９

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
室
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

１０

「
北
海
道
・
冬
の
帽
子
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

１０

「
北
方
圏
・
地
方
の
ア
イ
デ
ア
国
際
会
議
」（
Ｎ

◆
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

外
国
人
か
ら
見
た
北
海
道
」
開
催

道
内
に
住
む
北
方
圏
諸
国
の
人
た
ち
か
ら
北
海
道
の
生

活
、
特
に
冬
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、
新
し

い
生
活
の
あ
り
方
を
探
ろ
う
と
１２
月
１５
日
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
北
欧
各
国
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
の
８
カ
国
９
人
の
外
国

人
、
北
海
道
側
か
ら
は
各
界
か

ら
２６
人
が
出
席
し
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ウ
ム
で
は
北
海
道
の
生
活

環
境
や
住
宅
、
防
寒
衣
料
、
余

暇
の
過
ご
し
方
、
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
、
国
際
交
流
な
ど
幅
広
く

意
見
を
交
換
し
た
。
外
国
代
表

か
ら
は
自
国
で
の
生
活
体
験
を

ふ
ま
え
て
、
北
海
道
の
暮
ら
し

ぶ
り
の
良
い
点
や
改
善
す
べ
き

点
な
ど
に
つ
い
て
率
直
な
指
摘
が
あ
り
、
北
海
道
側
出
席

者
も
う
な
ず
い
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
４７
号
】

◆
「
北
海
道
古
代
文
化
財
カ
ナ
ダ
展
」
開
催

北
方
圏
学
術
交
流
の
一
環
と
し
て
の
同
展
は
、
北
海
道

（
蝦
夷
）の
先
史
文
化
遺
跡
出
土
品
（
石
器
、土
器
、土
偶
等

７７
種
９
０
８
点
）、
ア
イ
ヌ
民
族
資
料（
２０
種
１
０
７
点
）、

古
地
図
等
を
展
示
・
紹
介
す
る
同
時
に
、
北
海
道
の
現
在

を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル（
５０
点
）や
映
画
の
上
映
を
通
じ

て
北
海
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
会
場

は
ト
ロ
ン
ト
大
学
エ
リ
ン
デ
ー
ル
校
「
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」（
ト
ロ
ン
ト
）
と
カ
ナ
ダ
国
立
人
類
博
物
館
「
ビ
ク

ト
リ
ア
記
念
館
」（
オ
タ
ワ
）
の
２
カ
所
。
北
海
道
の
古
代

文
化
財
が
大
量
に
海
を
渡
っ
て
展
示
さ
れ
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
、
北
海
道
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
よ
り
幅
の
広

い
交
流
に
向
け
て
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
４９
号
】

◆
北
方
圏
交
流
基
金
、
宝
酒
造
㈱
か
ら
２
千
万
円
の
寄
付

を
受
け
る

『
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
』
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
い
る
宝
酒
造（
本
社
・
京
都
）の
久
木
田
稔
社
長
が

８
月
３
日
来
道
し
「
サ
ケ
学
習
を
通
じ
て
の
青
少
年
の
国

際
交
流
に
役
立
て
て
」
と
財
団
法
人
北
方
圏
交
流
基
金
に

２
千
万
円
を
寄
付
し
た
。
宝
酒
造
は
『
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ケ
の

会
』
が
発
足（
５３
年
）し
た
翌
年
か
ら
同
会
の
カ
ム
バ
ッ
ク

・
サ
ー
モ
ン
運
動
を
支
援
し
、
記
念
ボ
ト
ル
を
売
り
出
す

な
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
今
回
の
寄
付
に
当
た
っ
て

久
木
田
社
長
は
「
酒
を
扱
う
私
の
企
業
は
き
れ
い
な
水
、

美
し
い
自
然
が
大
切
。
サ
ケ
も
大
切
な
も
の
は
同
じ
。
何

か
の
形
で
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
運
動
に
役
立
つ
の
な

ら
」
と
話
す
。
北
方
圏
交
流
基
金
で
は
寄
付
の
趣
旨
を
生

か
し
て
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ケ
の
会
と
も
相
談
し
、
サ
ケ
の
交
流

学
習
に
役
立
て
る
。

【『
北
方
圏
』
第
４９
号
】

◆
「
北
欧
―
北
海
道
テ
キ
ス
タ
イ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

北
欧
と
北
海
道
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
を
交

換
し
、
こ
れ
か
ら
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
あ
り
方
を
探
ろ
う

と
い
う
目
的
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
２１
日
に
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
４
カ
国
か
ら
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ほ
か
駐

日
大
使
や
大
使
館
商
務
参
事
官
な
ど
１１
名
が
出
席
、
北
海

道
側
か
ら
は
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
あ
る
い
は
イ
ン
テ
リ
ア
等

各
方
面
で
活
躍
す
る
２７
人
が
出
席
。
戸
坂
恵
美
子
・
北
海

道
女
子
短
期
大
学
教
授
を
座
長
に
、
北
国
の
生
活
の
中
の

テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
特
に
、
北
欧
の
美
し
い
自
然
景
観
を
デ
ザ
イ
ン
に
十

分
取
り
入
れ
、�
ア
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
�
の
方
向
を
目
指

し
て
い
る
北
欧
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
作
家
の
姿
勢
が
、
本

道
の
関
係
者
に
大
き
な
指
針
を
示
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５０
号
】
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Ｒ
Ｃ
﹇
在
日
外
国
人
１０
カ
国
１３
名
、
道
内
５８
名
﹈）

開
催

１１

「
北
の
染
・
織
・
編
作
品
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

１２

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

開
高
健
氏
（
札
幌
）〕

開
催
（
共
催
・
国
際
交
流
基
金
、
他
）

１２

「
北
の
手
作
り
工
芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

１

季
刊
誌
「
北
方
圏
」
創
刊
５０
号
特
別
記
念
号
を
発

刊

１

「
北
海
道
の
冬
」
ポ
ス
タ
ー
展（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

１

「
カ
ー
リ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」（
三
笠
、
他
３

市
町
）開
催
（
道
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
、
他
）【
昭
和

６１
（
１
９
８
６
）
迄
継
続
】

２

「
’８５
ウ
イ
ン
タ
ー
ル
ー
ド
」（
オ
タ
ワ
）
へ
氷
彫

刻
チ
ー
ム
４
名
を
派
遣

２

「
新
し
い
防
寒
衣
料
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

２

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

外
国
人
か
ら
見
た
北
海

道
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ﹇
在
道
外
国
人
６
カ
国
１３
名
、
道
内

５８
名
﹈）
開
催

２

「
北
方
圏
サ
ケ
学
習
交
流
（
北
海
道
―
カ
ナ
ダ
Ｂ

Ｃ
州
）」
が
ス
タ
ー
ト

３

「
北
海
道
秀
作
民
芸
品
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開

催
﹇
こ
の
ほ
か
、
所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に

よ
る
地
方
展
を
３１
市
町
村
で
開
催
﹈

３

「
北
海
道
―
カ
ナ
ダ
・
サ
ケ
学
習
交
流
親
善
団
」

派
遣（
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ケ
の
会
）を
後
援
、協
力

６０

４

北
方
圏
セ
ン
タ
ー「
地
方
シ
ン
ク
タ
ン
ク
協
議
会
」

に
参
画

４

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
工
業

省
）と
の
懇
談
会
」（
札
幌
）開
催（
共
催
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
他
）

５

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ド
ラ
ン
ド
基
金
総
裁
と

の
懇
談
会
」（
札
幌
）
開
催
（
共
催
・
北
方
圏
経
済

交
流
協
会
、
他
）

５

「
北
方
圏
サ
ケ
学
習
交
流
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催

６

デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ
ス
大
学（
日
本
語
研
修
生
）

北
海
道
研
修
団
受
入

◆
「
北
海
道－

カ
ナ
ダ
・
サ
ケ
学
習
交
流
親
善
団
」
派
遣

を
後
援
、
協
力

３３
人
の
小
さ
な
ド
サ
ン
コ
・
サ
ケ
大
使
が
海
を
渡
り
カ

ナ
ダ
野
外
自
然
学
校
を
体
験
し
た
帰
っ
て
き
た
。
不
自
由

な
コ
ト
バ
を
超
え
て
通
じ
合
っ
た
海
外
生
活
９
日
間
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
思
い
出
、
学
ん
だ
自
然
の
中
に
棲
む
人
間

と
動
物
た
ち
の
ル
ー
ル
、
そ
し
て
自
然
保
護
。

５
年
前
、《
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
運
動（
豊
平
川
に
サ

ケ
を
戻
そ
う
）》
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、カ
ナ
ダ
か
ら
太
平

洋
サ
ケ
協
会
会
長
ジ
ム
・
マ
レ
ー
氏
が
来
日
し
て
札
幌
で

の
こ
の
運
動
に
感
銘
し
、
帰
国
後
早
速
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に

カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
と
同
じ
目
的
で《
セ
ー
ブ
・
ザ
・
サ

ー
モ
ン
》
運
動
を
開
始
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ト
ヨ
ヒ

ラ
に
続
け
！
」
こ
れ
は
マ
レ
ー
氏
が
白
石
神
社
境
内
で
見

た
東
白
石
小
学
校
の
ミ
ニ
ふ
化
場
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
と
い
う
。カ
ナ
ダ
は
カ
ナ
ダ
独
自
の
運
動
を
展
開
し
、

北
部
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
こ
の
地
区
の
３
千
人
の
小
学
生
が

体
験
で
き
る
学
習
観
察
用
の
ミ
ニ
ふ
化
場
を
建
設
し
て
い

る
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
背
に
カ
ナ
ダ
杉
の
茂
る
森
の
中
に

そ
の
学
校
は
あ
っ
た
。
日
本
の
子
供
を
こ
こ
に
送
り
込
み

た
い
、
そ
し
て
共
通
の
自
然
に
つ
い
て
、
環
境
に
つ
い
て

語
ら
せ
た
い
。
い
ま
日
本
人
が
問
わ
れ
て
い
る
地
球
人
と

し
て
の
セ
ン
ス
、
そ
れ
が
子
供
の
時
代
か
ら
ご
く
自
然
に

身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
の
か
。
国
際
的
共
感

が
思
想
と
し
て
根
ざ
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
―
。

そ
れ
が
今
回
、
サ
ケ
交
流
第
１
陣
の
派
遣
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ベ
ー
ス
は
宝
酒
造
に

の
「
カ
ナ
ダ
さ
け
交
流
基
金
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ケ
の
会
・
菅
原
安
信
氏

寄
稿
〕

【『
北
方
圏
』
第
５２
号
】

◆
「
地
方
シ
ン
ク
タ
ン
ク
協
議
会
」
に
参
画

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、総
合
研
究
開
発
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

の
提
唱
に
よ
る
「
地
方
シ
ン
ク
タ
ン
ク
協
議
会
」
に
参
画

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
協
議
会
は
地
方
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
組
織
・
団
体
と
の
相
互
交
流
や
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
の
情
報
交

換
、
人
物
交
流
な
ど
幅
広
い
交
流
を
行
い
な
が
ら
、
我
が

国
に
お
け
る
政
策
研
究
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
年
４
月
３
日
に
設
立
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
７８
の
機
関
・
団
体
が
加
入
し
た
が
、
そ
の
う
ち
道
内
か

ら
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
㈱
た
く
ぎ
ん
総
合
研
究
所
、

北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
な
ど
７
つ
の
機
関
・
団

体
が
加
入
し
た
。
な
お
同
協
議
会
の
幹
事
と
し
て
道
内
か

ら
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
選
ば
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５２
号
】

◆
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ
ス
大
学
（
日
本
語
研
修
生
）
北

海
道
研
修
団
受
入

デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ
ス
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
室
の
キ

ー
ス
テ
ン
・
レ
フ
シ
ン
助
教
授（
今
年
７
月
ま
で
北
大
客
員

研
究
員
、
専
門
・
ア
イ
ヌ
言
語
文
化
）の
学
生
８
名
か
ら
な

る
日
本
語
研
修
団
が
６
月
２８
日
か
ら
１６
日
間
札
幌
に
滞
在

し
た
。
専
攻
は
日
本
語
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
、
経
済

学
、
社
会
政
治
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
ず
れ
は
日
本
と

関
わ
り
の
あ
る
職
務
に
就
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
２３
歳
か

ら
３０
歳
ま
で
の
学
生
た
ち
で
あ
る
。
２
週
間
を
超
え
る
日

程
に
は
、
道
庁
へ
の
表
敬
訪
問
は
じ
め
北
海
道
デ
ン
マ
ー

ク
会（
佐
藤
貢
会
長
）に
よ
る
歓
迎
会
、
酪
農
大
学
で
の
交

流
会
な
ど
行
事
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
、
北

海
道
大
学
言
語
文
化
部
で
は
特
別
講
座
で
村
崎
恭
子
教
授

ら
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
日
本
語
を
２
週
間
学
ん
だ
。
ま

た
、
箕
輪
登
代
議
士
宅
の
柏
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
で
の
８
日
間
の
合
宿
に
続
い
て
、
北
海
道
国
際
婦
人
協

会
会
員
の
協
力
を
得
て
５
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験

し
た
。
数
多
く
の
出
会
い
の
中
で
、
彼
ら
に
は
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
国
を
、
人
種
を
、
言
葉

を
超
え
た
愛
に
包
ま
れ
て
い
た
。
友
情
が
、
連
帯
の
心

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
関
係
を
支
え
る

相
互
理
解
が
芽
生
え
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５３
号
】
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６

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」（
カ
ナ
ダ
、
２
名
）招

待
派
遣
（
共
催
・
カ
ナ
ダ
太
平
洋
航
空
）

７

北
海
道
海
外
技
術
研
修
員
・
苑
崇
利
氏
（
黒
竜
江

省
外
事
弁
公
室
）
受
入
れ

７

「
北
方
圏
の
子
供
た
ち
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示

室
）
開
催

８

「
北
方
圏
の
釣
り
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

漫
画
家

・
矢
口
高
雄
氏
、
他
〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
ス

ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
協
会
）

８

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｓ
Ａ
Ｆ
中
小
企
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
の
懇
談
会
」（
札
幌
）
開
催
（
共
催
・
北
方
圏
経

済
交
流
協
会
、
他
）

８

「
北
欧
生
活
環
境
視
察
団
」（
デ
ン
マ
ー
ク
、
他
）

派
遣
（
共
催
・
北
海
道
町
村
会
）

８

「
北
方
圏
経
済
交
流
・
学
生
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共
催
・
ア
イ
セ
ッ
ク
小
樽
商
科
大

学
委
員
会
）

９

「
北
方
圏
科
学
政
策
と
開
発
―
そ
の
地
域
的
及
び

国
際
的
展
望
」（
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
、
ユ
ネ
ス
コ

Ｍ
Ａ
Ｂ
北
方
科
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）
に
Ｎ
Ｒ

Ｃ
役
員
派
遣

９

「
ピ
ウ
ス
ツ
キ
古
蝋
管
と
ア
イ
ヌ
文
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」（
北
大
学
術
交
流
会
館
）開
催（
共
催
・
北

海
道
大
学
）

９

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

外
務
省
・
小

和
田
恒
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

海
外
研
修
生
・
Ｊ
・
Ｐ
・
ビ
ィ
ト
ラ
ッ
プ
氏（
デ
ン

マ
ー
ク
・
オ
ル
ボ
ー
大
学
大
学
院
生
）受
入

１０

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

外
務
省
・
斉

藤
邦
彦
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
暮
ら
し
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

展
示
室
）
開
催

１０

「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
展
」（
北
海
道
日
ソ
友
好

文
化
会
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
日
ソ
友
好
文

化
会
館
）

１１

「
札
幌
Ｅ
Ｃ
ウ
ィ
ー
ク
」（
札
幌
）開
催（
共
催
・

駐
日
Ｅ
Ｃ
委
員
会
代
表
部
）

１１

「
北
海
道
冬
の
装
い
・
旭
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
旭

川
）開
催（
共
催
・
旭
川
北
方
圏
交
流
協
会
）

１１

「
北
海
道
冬
の
装
い
旭
川
展
」（
旭
川
西
武
）開
催

◆
「
北
方
圏
の
釣
り
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

北
方
圏
に
お
け
る
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

と
い
え
ば
サ
ケ
と
あ
っ
て
、
８
月
３１
日
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー

で
も
中
心
は
サ
ケ
。
会
場
の
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

は
２
０
０
人
を
超
え
る
釣
り
フ
ァ
ン
が
参
加
し
た
。
カ
ナ

ダ
映
画
「
サ
ケ
を
守
る
」
の
上
映
に
続
い
て
岡
田
鳳
二
・

道
立
水
産
ふ
化
場
育
種
資
料
科
長
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
い

「
サ
ケ
・
マ
ス
増
養
殖
へ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
」
と
題
し
ニ
ジ
マ
ス
の
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
生
ま
れ

る
稚
魚
を
全
部
メ
ス
、
ま
た
は
オ
ス
に
転
換
さ
せ
る
研
究

結
果
を
発
表
し
た
。
次
い
で
、
マ
ン
ガ
家
で
「
釣
り
キ
チ

三
平
」
で
お
な
じ
み
の
矢
口
高
雄
氏
が
「
中
国
の
釣
り
を

語
る
」
と
題
し
て
講
演
。
取
材
で
得
た
経
験
や
中
国
大
陸

で
の
釣
り
体
験
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
に
詰
め
か
け
た

人
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５３
号
】

◆
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｓ
Ａ
Ｆ
中
小
企
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の

懇
談
会
」
開
催

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
営
者
連
盟（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）中
小
企
業
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
一
行
２１
名
（
カ
ー
ル
・
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ト
代

表
）
が
８
月
３０
日
に
来
道
し
、北
方
圏
経
済
交
流
協
会
、北

方
圏
セ
ン
タ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ジ
ェ

ト
ロ
北
海
道
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
４
者
共
催
の
懇
談
会

（
会
場
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）に
出
席
し
た
。同
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
日
本
の
中
小
企
業
の
現
状
を
視
察
す
る
た
め
来
日
、

東
京
で
中
小
企
業
庁
、
日
経
連
な
ど
を
訪
問
し
た
後
、
来

道
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
経
営
者
連
盟
の
役
員
は
じ
め
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ

り
、
北
海
道
側
の
出
席
も
中
小
企
業
の
経
営
者
、
経
済
団

体
な
ど
。
そ
の
た
め
質
問
の
内
容
も
、本
道
の
失
業
率
、賃

金
水
準
、
技
術
や
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
制
度
、
企
業
立
地

の
優
遇
制
度
、
貿
易
・
技
術
提
携
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
、
予
定
の
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５３
号
】

◆
「
北
海
道
冬
の
装
い
・
旭
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

道
内
で
売
ら
れ
て
い
る
防
寒
衣
料
、
靴
、手
袋
な
ど
は
、

ほ
と
ん
ど
が
温
暖
な
本
州
で
作
ら
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
重
視
、
防
寒
性
軽
視
の
傾
向
が
強
く
、
本
道
の
冬
に

不
適
合
な
製
品
が
多
か
っ
た
。
最
近
、
こ
の
点
に
問
題
意

識
を
持
っ
て
そ
の
改
善
提
言
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
団
体

や
、
そ
れ
を
受
け
て
改
良
製
品
を
開
発
、
販
売
す
る
企
業

等
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
開
道
１
１
０
数
年
の
歴
史
の

中
に
初
め
て
「
暮
ら
す
人
が
つ
く
る
人
」
の
意
識
が
芽
生

え
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
札
幌
圏
だ
け
で
は
な
く

旭
川
を
中
心
と
し
た
地
域

で
も
次
第
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
き
た
。
そ
こ
で

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
旭
川

北
方
圏
交
流
協
会
は
１１
月

１
日
、
旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル

ホ
テ
ル
で
「
北
海
道
冬
の

装
い
旭
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
。�
冬
の
装

い
�
に
関
心
を
持
つ
約
２

３
０
人
の
市
民
が
参
加
し

て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
西

ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
加
わ
っ

て
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
東
条

猛
猪
会
長
が
「
地
元
の
旭
川
の
方
々
の
熱
意
に
敬
意
を
表

す
と
と
も
に
、
本
道
に
ふ
さ
わ
し
い
防
寒
衣
服
の
創
造
と

本
道
の
関
係
産
業
の
誇
り
あ
る
発
展
と
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」。続
い
て
、

旭
川
北
方
圏
交
流
協
会
の
小
檜
山
亨
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
り
、「
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
防

寒
の
装
い
」「
北
海
道
の
衣
料
産
業
を
考
え
る
」「
消
費
者

意
識
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ

講
師
の
方
々
に
よ
る
意
見
発
表
と
会
場
と
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５４
号
】



HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５２６

（
共
催
・
旭
川
ア
パ
レ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協

議
会
、
他
）

１１

「
５
周
年
を
迎
え
た
姉
妹
交
流
―
北
海
道
と
ア
ル

バ
ー
タ
展
」（
道
庁
道
民
ホ
ー
ル
）開
催（
共
催
・

北
海
道
）

１２

「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
・
ト
ー
ク
イ
ン
’８５
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

﹇
留
学
生
６
カ
国
７
名
、
道
内
４８
名
﹈）
開
催

２

「
エ
ド
モ
ン
ト
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
ト
’８６
」

氷
彫
刻
チ
ー
ム
５
名
を
派
遣
（
共
催
・
日
本
氷
彫

刻
会
旭
川
支
部
）

２

「
今
日
の
ソ
連
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催

﹇
こ
の
ほ
か
、
所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に
よ

る
地
方
展
を
５１
市
町
村
で
開
催
﹈

２

「
北
海
道
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
業
技
術
懇
談
会
」（
札

幌
）
開
催
（
共
催
・
駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
館
）

２

「
冬
の
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
’８６
」（
エ
ド
モ
ン
ト
ン
）

に
Ｎ
Ｒ
Ｃ
職
員
派
遣

３

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

今
井
通
子
氏
（
札
幌
、

帯
広
）〕
開
催
（
共
催
・
国
際
交
流
基
金
他
）

３

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
日
本
基
金
事
務
局
長
・
ペ
ー
ル
・
テ
ィ
ス

タ
ー
ド
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
、
他
）

３

第
２
回
「
サ
ケ
学
習
交
流
カ
ナ
ダ
訪
問
団
」
派
遣

（
共
催
・
サ
ケ
友
の
会
）【
平
２（
１
９
９
０
）迄
継
続
】

３

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
通
産
大
臣
と
の
経
済
懇
談
会
」

（
札
幌
）開
催（
共
催
・
駐
札
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
名
誉

領
事
館
、
他
）

６１

５

「
北
方
圏
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

建
築

家
・
清
家
清
氏（
道
新
ホ
ー
ル
）〕
開
催
（
共
催
・

日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
、
他
）

５

「
北
方
圏
の
ま
ち
な
み
写
真
展
」（
札
幌
、
北
見
）

開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

５

「
北
海
道
地
場
企
業
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）
開
催

６

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
カ
ナ
ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府
の
招
待
、
２
名
）

６

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

外
務
省
・
川

出
亮
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

◆
「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
’８５
」
開
催

道
の
新
計
画
基
本
構
想
で
は
、
北
方
圏
と
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
を
つ
な
ぐ
�
北
の
玄
関
口
�
と
し
て
、
北
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
広
げ
、
諸
外
国
と
の
交
流

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
流
れ
を
背
景
に
、『
北
方
圏
』誌
で

特
集
「
北
海
道
の
国
際
化
を
考
え
る
」
を
連
載
、
ま
た
国

際
感
覚
に
つ
い
て
の
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
き
た
が
１２
月
２０
日
、
在
札
の
外
国
人
留
学
生

や
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
員
ら
が
集
ま
り
、「
北
方
圏
ヤ
ン
グ

ト
ー
ク
イ
ン
’８５
」
と
銘
打
っ
て
、
北
海
道
の
国
際
化
を
テ

ー
マ
に
活
発
に
意
見
を
述
べ
あ
っ
た
。
こ
の
「
ト
ー
ク
イ

ン
」
で
は
、
北
海
道
開
発
問
題
研
究
調
査
会
の
五
十
嵐
智

嘉
子
・
研
究
員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ま
ず
中
国
、

韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
米

国
な
ど
の
在
札
の
留
学
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
由
な
発
言
を

も
ら
い
、
こ
れ
ら
の
発
言
を
中
心
に
参
加
者
と
国
際
化
と

は
何
か
、
国
際
化
で
果
た
す
北
海
道
の
役
割
、
将
来
の
国

際
化
へ
の
道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
北
海
道
へ
の
注
文
、
提
言
な
ど
建
設
的
な
意
見
も
多

く
出
さ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５５
号
】

◆
「
今
日
の
ソ
連
写
真
展
」
開
催

北
海
道
に
最
も
近
い
国
、
世
界
一
の
国
土
に
１５
の
共
和

国
と
１
２
０
以
上
の
民
族
が
暮
ら
し
て
い
る
国
�
ソ
連
�

の
今
日
の
姿
を
紹
介
す
る
写

真
展「
今
日
の
ソ
連
」が
２
月

２５
日
か
ら
３
月
１２
日
ま
で
展

示
室
で
開
催
さ
れ
た
。
人
々

の
暮
ら
し
と
文
化
を
紹
介
、

相
互
の
友
好
と
交
流
の
一
層

の
進
展
を
図
る
た
め
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
と
在
札
幌
ソ
連
邦

総
領
事
館
、
北
海
道
日
ソ
友

好
文
化
会
館
が
共
催
。
主
催

者
を
代
表
し
て
オ
コ
ニ
シ
ニ
コ
フ
総
領
事
が
「
隣
国
ソ
連

の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
展
示
写
真
は

同
総
領
事
館
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
、
美
し
い
自
然
や
建

物
、
産
業
や
文
化
、
人
々
の
生
活
が
生
き
生
き
と
写
し
出

さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
。
会
場
に
は
写
真
の
ほ
か
、
民

族
衣
装
や
壁
掛
け
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
な
ど
の
人
形
も
飾

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
総
領
事
館
の
提
供
に
よ
る
観
光

ビ
デ
オ
も
放
映
さ
れ
、来
訪
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５５
号
】

◆
「
北
海
道
地
場
企
業
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
札
幌
通
商
産
業
局
か
ら
委
託（
昭
和

６０
年
度
）を
受
け
た「
北
海
道
地
場
中
小
企
業
指
導
指
針
策

定
事
業（
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
の
国
際
化
）」
の
調

査
報
告
書
の
完
成
を
機
会
に
、
企
画
開
催
し
た
。
北
海
道

は
、
２１
世
紀
に
向
け
て
産
業
構
造
を
高
度
化
し
、
国
際
化

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
中

小
企
業
の
国
際
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
眞
野
修
・
北
大
経
済
学
部
教
授

が
「
北
方
圏
に
は
北
海
道
と
同
じ
人
口
規
模
の
国
々
が
独

立
国
と
し
て
や
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
第
二
次
産
業
が
発

達
し
て
お
り
、
北
海
道
で
も
そ
の
発
展
の
可
能
性
は
大
で

あ
る
。
モ
ノ
を
作
る
場
合
、
初
め
か
ら
そ
の
何
割
か
は
輸

出
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
二
次
産
業
が
育
成
さ

れ
発
展
す
る
こ
と
が
、
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
の
国

際
化
に
つ
な
が
る
」と
基
調
講
演
。
続
い
て
、田
村
修
二
・

札
幌
通
商
産
業
局
商
工
部
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

道
内
の
第
二
次
産
業
に
お
い
て
海
外
へ
の
進
出
や
提
携
な

ど
国
際
活
動
を
推
進
し
て
い
る
企
業
５
社
の
代
表
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
績
と
課
題
に
つ
い
て
の
紹
介
や
国
際
化
に
向

け
て
の
意
識
の
あ
り
方
、
経
営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５６
号
】
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６

「
北
海
道
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
北
見

市
ホ
テ
ル
黒
部
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

６

「
中
国
・
黒
竜
江
省
写
真
展
」（
道
庁
道
民
ホ
ー

ル
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

７

「
北
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ネ
ル
展
」（
９
市
町
巡
回
）

開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

７

「
北
方
圏
の
お
国
自
慢
写
真
展
」（
札
幌
地
下
街

オ
ー
ロ
ラ
プ
ラ
ザ
）
開
催

７

「
カ
ナ
ダ
現
代
ク
ラ
フ
ト
秀
作
展
」（
６
市
町
巡

回
）
開
催

７

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
事
情
懇
談
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

開
催
（
共
催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

７

「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

（
共
催
・
８０
年
代
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

９

「
北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

〔
講
師：

ア
州
農
務
省
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
氏（
北
海
道
会
館
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
、

他
）

９

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
寿
社
会
と
福
祉
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
、
紋
別
）
開
催
（
共
催
・
道
都
大
学
他
）

１０

「
北
方
民
族
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
、

網
走
）
開
催
（
共
催
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
国
際
流
氷
ロ

ー
ド
実
行
委
員
会
）

１０

「
赤
毛
の
ア
ン
の
ふ
る
さ
と
写
真
展
」（
１０
市
町

巡
回
）
開
催

１０

「
国
際
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
１
９
８
６
」

（
札
幌
芸
術
の
森
）開
催（
共
催
・
札
幌
芸
術
の
森
）

１１

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ア
イ
ス
ラ
ン

ド
極
東
地
域
担
当
大
使
・
ペ
ト
ゥ
ー
ル
・
ト
ー
ル

ス
テ
イ
ン
ソ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１１

「
北
方
圏
地
方
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
・
野
中
と
も
よ
氏（
釧
路
）〕
開
催

１１

「
産
学
官
協
力
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
大
学
事
務
総
長
・
ダ
ー

ン
・
ブ
レ
ン
ス
ト
レ
ー
ム
氏
（
室
蘭
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催

２

北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と

流
氷
」（
紋
別
）開
催（
共
催
・
同
実
行
委
員
会
）【
現

在
継
続
】

２

第
２
回
「
湧
別
原
野
オ
ホ
ー
ツ
ク
１
０
０
㌔
㍍

◆
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
事
情
懇
談
会
」
開
催

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ボ
ッ
テ
ン
県
商
工
会
議
所
専
務

理
事
の
レ
ナ
ー
ト
・
フ
ォ
ッ
シ
ュ
ベ
リ
イ
氏
が
「
北
海
道

と
ノ
ル
ボ
ッ
テ
ン
県
は
気
候
も
似
て
い
る
し
、
中
小
企
業

の
抱
え
る
問
題
に
も
共
通
点
が
多
い
と
思
う
」
と
、
冒
頭

で
あ
い
さ
つ
。
７
月
４
日
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
２

時
間
に
わ
た
っ
て
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ノ
ル
ボ
ッ
テ

ン
県
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
最
北
に
位
置
し
、
鉄
の
産
地
キ

ル
ナ
を
擁
す
る
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
開
発
が
待

た
れ
る
地
域
。「
わ
が
県
で
は
大
企
業
の
進
出
が
盛
ん
だ
が
、

中
小
企
業
の
育
成
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
地
方
政
府
と

地
元
の
大
学
が
協
力
し
て
育
成
に
当
た
っ
て
い
る
」
と
、

ノ
ル
ボ
ッ
テ
ン
の
現
状
を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
紹
介
、
質

疑
応
答
に
入
っ
た
。
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
は
詳
し
い
説

明
が
、
ま
た
、
北
海
道
側
へ
の
質
問
も
あ
り
、
本
道
と
ノ

ル
ボ
ッ
テ
ン
県
と
の
相
互
理
解
の
第
一
歩
に
ふ
さ
わ
し
い

懇
談
会
と
な
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５７
号
】

◆
「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

北
国
の
家
づ
く
り
を
も
う
一
度
総
合
的
に
考
え
直
し
て

み
よ
う
―
と
、
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
「
ト
ー
タ
ル
に
考

え
よ
う
家
づ
く
り
」
が
７
月
１１
日
、
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。「
北
方
圏
交
流
に
よ
っ
て
、
北
欧
や
カ
ナ
ダ

の
家
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
寒

地
住
宅
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
家
づ
く
り
を
考

え
る
機
会
に
」
と
、
東
条
猛
猪
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
会
長
が

あ
い
さ
つ
。
北
海
道
大
学
工
学
部
の
洪
悦
郎
教
授
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、住
宅
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
村
剛
氏
、

道
都
短
期
大
学
の
佐
藤
勝
泰
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
「
結
露
を

防
ぐ
に
は
」「
北
国
の
家
と
暮
ら
し
」
と
題
し
て
講
演
。
北

海
道
に
は
北
海
道
に
あ
っ
た
家
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。
【『
北
方
圏
』
第
５７
号
】

◆
「
産
学
官
協
力
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
地
域
振
興
技
術
セ
ン
タ
ー

な
ど
４
団
体
の
主
催
に
よ
り
「
産
学
官
協
力
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
大
学
事
務
総
長

ダ
ー
ン
・
ブ
レ
ン
ス
ト
レ
ー
ム
氏
を
迎
え
１１
月
２７
日
室
蘭
、

２８
日
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
北
部
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
鉄
鉱
業
の
衰
退
に
よ
り
経
済
的
に
打
撃
を
受
け
て

い
た
が
、
そ
の
地
域
再
開
発
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が

国
立
ウ
メ
オ
大
学
。
構
内
に
市
、
県
、
及
び
地
元
の
経
済

界
が
一
体
と
な
っ
て
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
を
設
置
し
、
バ
イ

オ
・
医
療
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
係
の
企
業
を
育
成
す

る
一
方
、
地
元
の
銀
行（
ノ
ル
ド
ラ
ン
ド
貯
蓄
銀
行
）と
共

同
で
、
財
団
法
人
ウ
メ
オ
技
術
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
機

械
を
中
心
と
す
る
製
造
業
の
育
成
に
努
力
し
て
い
る
。
ダ

ー
ン
・
ブ
レ
ン
ス
ト
レ
ー
ム
氏
は
こ
う
し
た
産
官
学
協
力

を
実
質
的
に
推
進
し
て
き
た
中
心
人
物
。
北
海
道
経
済
の

置
か
れ
た
状
況
下
で
は
こ
う
し
た
先
進
事
例
を
学
ぶ
こ
と

が
必
須
と
し
て
招
待
さ
れ
た
。
同
氏
は
、
産
・
学
・
官
の

協
力
は
地
場
企
業
の
育
成
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献

や
、
異
業
種
間
交
流
の
促
進
は
ウ
メ
オ
市
の
み
な
ら
ず
、

北
部
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
の
産
業
構
造
の
高
度
化
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
な
ど
を
講
演
し
た
。
【『
北
方
圏
』
第
５８
号
】

◆
北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
流

氷
」
開
催

２
回
目
を
迎
え
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
北
方
圏
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
な
ど

４
団
体
が
主
催
し
、
道
開
発
庁
、
科
学
技
術
庁
な
ど
が
後

援
。
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
か
ら
流
氷
研
究
者
７
名

を
招
い
て
流
氷
と
氷
海
が
人
間
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を

語
り
合
う
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
記
念
講
演
会
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
「
子
ど
も
流
氷
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
、「
流
氷
の
海
の
中
を
見
る
こ
と

の
で
き
る
海
中
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア

と
お
願
い
も
出
さ
れ
、
金
田
武
市
長
が
「
努
力
し
ま
す
」

と
公
約
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
【『
北
方
圏
』
第
５９
号
】

《
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
平
成
８
年
２
月
、
氷
海
展
望
塔
「
オ
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ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
開
催（
共
催
・

遠
軽
、
他
３
町
村
）【
現
在
継
続
】

３

「
北
方
圏
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師

：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
工
業
技
術
院
・
マ
ッ
テ
ィ
・
シ

ス
ト
ー
ネ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

３

「
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師

：

カ
ナ
ダ
建
築
設
計
家
・
エ
バ
ー
ハ
ー
ド
・
ザ
イ

ド
ラ
ー
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

３

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
中
村

紘
子
さ
ん
（
道
新
ホ
ー
ル
、
室
蘭
）〕
開
催
（
共

催
・
国
際
交
流
基
金
、
他
）

３

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
木
と
暮
ら
し
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

展
示
室
）
開
催
﹇
こ
の
ほ
か
、
所
蔵
の
展
示
資
料

貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展
・
巡
回
展
を
３４
市
町
村

で
開
催
﹈

３

「
北
方
圏
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」

（
北
大
学
術
交
流
会
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
バ

イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
懇
話
会
）

６２

４

「
北
方
圏
サ
ケ
学
習
交
流
写
真
展
」（
札
幌
地
下

街
オ
ー
ロ
ラ
コ
ー
ナ
ー
、
他
）開
催（
協
力：

北
海

道
教
育
委
員
会
、
他
）

５

「
国
際
セ
ミ
ナ
ー：

長
寿
社
会
へ
の
対
応
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
協
力：

道
都
大
学
）

６

「
北
国
の
快
適
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
写
真
展
」（
道

庁
道
民
ホ
ー
ル
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
、
他
）開
催（
共

催
・
北
海
道
）

７

「
北
方
圏
・
木
と
暮
ら
し
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
、

根
釧
地
区
１５
公
民
館
巡
回
）
開
催

７

「
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開

催
（
共
催
・
北
海
道
地
熱
綜
合
研
究
所
）

７

「
北
方
圏
体
験
ツ
ア
ー：

交
流
・
生
活
・
体
験
イ

ン
カ
ナ
ダ
」（
エ
ド
モ
ン
ト
ン
、
他
）
実
施

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」（
カ
ナ
ダ
、
２
名
）招

待
派
遣

７

「
ブ
リ
ヤ
ー
ト
展
」（
北
海
道
日
ソ
友
好
文
化
会

館
）
開
催
（
共
催
・
同
文
化
会
館
）

７

「
ア
メ
リ
カ
研
究
・
札
幌
ク
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
」（
北

大
学
術
交
流
会
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
ア
メ
リ

カ
学
会
）

ホ
ー
ツ
ク
タ
ワ
ー
」
の
完
成
で
実
現
し
た
。》

◆
「
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
の
イ
ー
ト
ン
セ
ン
タ
ー
設
計
者
と

し
て
、
ま
た
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
有
名
な
建
築
家
エ

バ
ー
ハ
ー
ド
・
Ｈ
・
ザ
イ
ド
ラ
ー
氏
を
講
師
に
招
い
て
３
月

２３
日
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
同
氏
の
「
ウ
イ
ン
タ

ー
シ
テ
ィ
ー
構
想
」
に
興
味
を
持
つ
大
学
や
建
築
関
係
者

お
よ
そ
７０
名
が
参
加
し
た
。

同
氏
は
「
都
市
に
お
け
る
生
活
は
夏
だ
け
で
な
く
冬
も

快
適
に
過
ご
せ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
が
言

う
の
は
、巨
大
な
ド
ー
ム
に
覆
わ
れ
た
環
境
を
作
っ
た
り
、

そ
の
中
に
温
帯
地
域
を
作
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
冬

に
は
冬
の
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

だ
。
冬
の
戸
外
を
楽
し
さ
と
室
内
の
温
か
さ
を
同
時
に
楽

し
む
も
の
で
あ
り
た
い
。
こ
の
よ
う
に
喜
び
の
要
素
を
注

意
深
く
紡
い
で
い
け
ば
、
私
た
ち
の
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

ー
の
魅
力
は
大
き
く
広
が
り
、
や
が
て
は
サ
ン
ベ
ル
ト
の

魅
力
を
し
の
ぐ
も
の
に
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
人
間
ら
し
さ
の
た
め
に
技
術

を
使
う
方
法
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
語
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
５９
号
】

◆
「
北
方
圏
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
や
実
践
が
、
世

界
の
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
北
海
道
の
研
究
者
を
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー

が
、北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、北
海
道
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

懇
話
会
等
４
団
体
の
主
催
で
３
月
１７
日
北
大
学
術
交
流
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。講
師
は
、カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
研

究
所
応
用
科
学
部
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
の
金
田
敏
氏
、元

帯
広
畜
産
大
学
学
長
・
前
酪
農
総
合
研
究
所
所
長
の
大
原

久
友
氏
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ニ
テ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
Ｖ
Ｓ
Ａ

社
長
・
国
際
微
生
物
協
会
連
合
会
会
長
補
佐
の
妙
田
俊
夫

氏
の
３
氏
。ま
た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
静
修
短
期
大

学
学
長
の
江
口
良
友
氏
が
当
た
っ
た
。
３
講
師
は
そ
れ
ぞ

れ
に
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
酪
農
に
お
け
る
バ
イ
オ
の
活
用
と
展
望
」「
バ
イ
オ

関
係
国
際
交
流
に
お
け
る
諸
問
題
」を
講
演
。バ
イ
オ
関
係

に
従
事
す
る
１
２
０
人
ほ
ど
が
参
加
、
今
後
の
バ
イ
オ
交

流
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
た
。
【『
北
方
圏
』
第
５９
号
】

◆
北
方
圏
国
際
交
流
ジ
ュ
ニ
ア
親
善
団
「
夏
休
み
少
年
少

女
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
」
派
遣

７
月
２７
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
１
週
間
「
夏
休
み
少

年
少
女
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
」
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
親
善
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
ア
ラ
ス
カ
州
と
本
道

と
の
な
じ
み
は
深
い
。
州
内
の
市
と
姉
妹
交
流
を
し
て
い

る
道
内
の
自
治
体
は
６
市
町（
帯
広
、紋
別
、根
室
、千
歳
、

天
塩
、佐
呂
間
）、学
校
間
交
流
を
し
て
い
る
小
・
中
・
高
校

は
３９
校
に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
水
産
、
木
材
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
経
済
面
、
ま
た
文
化
の
面
で
も
結
び
つ
き

は
強
い
。
今
回
の
親
善
団
は
子
供
３７
人
、
大
人
１３
人
。
ア

ラ
ス
カ
の
生
の
自
然
に

触
れ
な
が
ら
、
そ
こ
に

住
む
人
々
と
交
流
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
に

国
際
感
覚
と
幅
広
い
知

識
を
養
う
の
が
目
的
で

あ
る
。
姉
妹
交
流
、
学

校
間
交
流
を
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
を
中
心

に
、
道
内
各
地
は
も
ち

ろ
ん
、
遠
く
石
川
県
か

ら
も
参
加
し
た
。

「
こ
の
旅
行
中
、
子
供
た
ち
の
目
は
輝
い
て
い
た
。
荘

厳
な
ま
で
の
大
自
然
を
目
の
前
に
し
て
時
に
は
黙
し
、
時

に
は
歓
声
を
あ
げ
た
。
交
流
の
場
で
は
言
葉
は
通
じ
な
く

と
も
身
振
り
手
振
り
で
意
志
を
通
じ
合
っ
て
い
た
。
英
語

を
勉
強
し
な
き
ゃ
と
い
う
子
も
い
た
。
素
直
な
驚
き
と
感
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７

「
日
米
札
幌
夏
季
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

７

北
方
圏
国
際
交
流
ジ
ュ
ニ
ア
親
善
団
「
夏
休
み
少

年
少
女
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ア
ラ
ス
カ
」

派
遣
【
平
９（
１
９
９
７
）迄
継
続
】

８

「
カ
ナ
ダ
防
寒
衣
料
展
示
会
」（
帯
広
、他
）
開
催

（
共
催
・
道
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
他
）

８

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

駐
道
大
使
・

太
田
正
利
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

９

北
方
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
海
道
の
地
域
開
発
を

考
え
る
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催：

札
幌
市
、
他

道
内
主
要
１１
市
）

９

「
ソ
連
邦
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方
の
少
数
民
族
カ
リ

ヤ
ー
ク
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開
催（
共
催：

日

ソ
協
会
北
海
道
連
合
会
、
他
）

１０

「
カ
ナ
ダ
紹
介
写
真
展
」（
札
幌
地
下
街
オ
ー
ロ

ラ
コ
ー
ナ
ー
、
道
庁
道
民
ホ
ー
ル
、
他
）
開
催

１０

「
北
海
道
―
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ガ
ラ
ス
工
芸
セ

ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
、
他
）開
催（
共
催
・
北
欧
閣

僚
評
議
会
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

１０

「
北
方
圏
都
市
の
高
齢
型
ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ス
テ
ム
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

１１

「
子
ど
も
の
生
活
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
私
立
幼
稚
園
協
会
）

１１

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２
０
０
０
年
に
向
け
て

―
住
環
境
の
未
来
を
拓
く
」（
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

１１

「
人
間
ら
し
い
住
ま
い
の
実
現
に
向
け
て
」
国
際

居
住
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共

催
・
８０
年
代
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

１１

「
在
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
陶
芸
家
シ
ャ
シ
テ
ィ
・

ヘ
ル
ク
ビ
ス
ト
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
﹇
こ
の
ほ

か
、
所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展

を
４１
市
町
村
で
開
催
﹈

１２

「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
’８７
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

開
催（
共
催：

ア
イ
セ
ッ
ク
北
海
道
地
区
委
員
会
）

１２

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

東
京
国
際
大
学
教
授

・
國
弘
正
雄
氏（
道
新
ホ
ー
ル
、
他
）〕
開
催
（
国

際
交
流
基
金
、
他
）

激
の
中
か
ら
、
自
然
を
愛
す
る
心
、
人
間
を
愛
す
る
心
が

育
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。〔
毎
日
新
聞
道
支
社
・
江
畑
洋

一
記
者
の
同
行
記
〕」

【『
北
方
圏
』
第
６１
号
】

◆
北
方
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
海
道
の
地
域
開
発
を
考
え

る
」
開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
９
月
２
日
、
北
海
道
市
町
村
振
興
協

会
、
北
海
道
市
長
会
の
後
援
を
得
て
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
７０
人
が
参
加
し
た
。
北
大
農

学
部
教
授
・
黒
柳
俊
雄
氏
の
基
調
講
演
で
は
、
活
力
と
う

る
お
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
日
の
不
況
の

克
服
の
た
め
行
政
と
一
体
に
な
っ
て
社
会
基
盤
の
整
備
、

企
業
の
設
備
投
資
へ
の
融
資
、
大
学
の
拡
充
、
人
材
の
地

域
内
で
の
確
保
す
る
な
ど
が
重
要
。
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者

の
経
験
と
知
恵
、
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
し
て
、

地
場
産
業
振
興
に
プ
ラ
ス
さ
せ
る
。
多
目
的
に
物
を
見
、

数
字
に
強
い
経
営
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育
て
る
こ
と
も
欠
か

せ
な
い
。
弱
い
北
海
道
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
逆
発
想
で
変

え
、
新
し
い
北
海
道
づ
く
り
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
事
例

報
告
で
は
、保
健
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
旭
川
市
）、

十
勝
地
域
Ｉ
Ｓ
Ｎ
構
想（
帯
広
市
）、札
幌
芸
術
の
森
構
想

（
札
幌
市
）、
西
部
地
区
の
町
並
み
保
存（
函
館
市
）、産
・

学
・
官
協
力
の
実
例
（
室
蘭
市
）
な
ど
、
各
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
、
明
日
の
北
海
道
開
発
の
あ

り
方
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６１
号
】

◆
「
子
供
の
生
活
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
海
道
私
立
幼
稚
園
協
会
と
共
催
で
１１
月
７
日
、
子
供

に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
生
活
環
境
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
北
方
圏
諸
国
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
交
え
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

「
３
人
の
先
生
の
報
告
は
、
子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
大
い
に
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
で
は
、
日
常
ほ
と
ん
ど
接
す

る
こ
と
の
な
い
外
国
の
方
か
ら
き
れ
い
な
日
本
語
で
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
田
メ
リ
ア
さ
ん
か
ら
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
初
め
て
耳
に
す
る
こ
と
ば
か
り

で
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
の
裴
崢（
ペ
イ
・
ジ

ュ
ン
）さ
ん
の
お
話
も
良
か
っ
た
で
す
。
裴
さ
ん
の『
私
た

ち
に
と
っ
て
最
初
で
最
後
の
子
』
と
ご
自
身
の
子
供
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
一
人
っ
子
政

策
が
日
本
に
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
約
３
時

間
と
い
う
時
間
で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
非
常
に
短

い
時
間
の
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
し
た
。〔
松
山
真
理
子
さ
ん
「
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
の
感
想
」
か
ら
〕」

【『
北
方
圏
』
第
６１
号
】

◆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２
０
０
０
年
に
向
け
て
―
住

環
境
の
未
来
を
拓
く
」
開
催

国
際
居
住
年
の
記
念
事
業
と
し
て
１１
月
２０
日
、
京
王
プ

ラ
ザ
札
幌
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
横
路

知
事
を
は
じ
め
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
も
特
別
参

加
、
各
地
の
住
み
よ
い
住
居
や
住
環
境
に
つ
い
て
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
世
界
の
知
恵
を

集
め
て
よ
り
よ
い
生
活
を
目
指
す
住
環
境
の
あ
り
方
に
つ

い
て
熱
心
に
討
論
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
北
国

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
住
宅
、
住
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
示
し
、
道
内
各
地
か
ら
約
３
５
０
人
が
出
席
し
た
。

北
海
道
知
事
・
横
路
孝
弘
氏
が
「
北
海
道
ラ
イ
フ
の
確

立
を
目
指
し
て
」、
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
教
授
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ジ
ェ
ミ
ー
ソ
ン
氏
が
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
居
住

地
域
の
改
善
と
実
際
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
引
き
続
き

ヘ
ル
シ
ン
キ
市
都
市
計
画
局
・
吉
崎
恵
子
氏
、
建
築
家
・

圓
山
彬
雄
氏
、
札
医
大
講
師
・
ハ
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ノ
フ
氏

を
パ
ネ
リ
ス
ト
、
道
教
育
大
学
教
授
・
伊
藤
隆
一
氏
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

移
り
、
各
国
の
住
環
境
や
行
政
の
あ
り
方
、
将
来
展
望
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
活
発
に
質
疑
が
行
わ

れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６２
号
】
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２

講
演
会
「
中
国
の
寒
冷
地
に
お
け
る
住
環
境
と
住

宅
政
策
」〔
講
師：

黒
竜
江
省
都
市
科
学
研
究
所

・
唐
恢
一
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

２

「
ま
ち
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
空
知
―
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
キ
ル
ナ
に
学
ぶ
―
」（
滝
川
）開
催

３

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
「
ま
ち
づ
く
り
す
と
の
つ
ど

い
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

３

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
小
樽
）
開
催
（
共
催：

小
樽
市
）

３

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

元
エ
ド
モ
ン

ト
ン
総
領
事
・
船
越
衛
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６３

４

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
絵
画
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共

催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

４

「
日
ソ
経
済
セ
ミ
ナ
ー
�
Ⅰ
�」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共

催：

日
ソ
技
術
経
済
社
会
研
究
会
）

５

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
発
足
１０
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
」
開
催

５

『
新
北
方
圏
時
代
』
刊
行
（
企
画：

北
方
圏
セ
ン

タ
ー
、
発
行：

同
刊
行
会
）【
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
１０
周
年
記
念
事
業
】

５

「
セ
ミ
ナ
ー：

長
寿
社
会
へ
の
対
応
Ⅱ
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）
開
催
（
協
力
・
道
都
大
学
）

５

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
詩
に
親
し
む
夕
べ
」（
札
幌

豊
平
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協

会
）

５

「
中
国
・
黒
竜
江
省
技
術
研
修
員
（
歯
科
技
工
士

２
名
）」
受
入
れ

６

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
＆
ポ
ス
タ

ー
展
」（
札
幌
芸
術
の
森
）
開
催
（
共
催：

札
幌

国
際
デ
ザ
イ
ン
メ
ッ
セ
’８８
実
行
委
員
会
）

６

「
札
幌
国
際
デ
ザ
イ
ン
メ
ッ
セ
’８８
」（
札
幌
芸
術

の
森
）開
催（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

６

「
デ
ン
マ
ー
ク
工
業
製
品
紹
介
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開

催
（
共
催
・
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
）

６

「
デ
ン
マ
ー
ク
・
北
海
道
ト
レ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
、

デ
ン
マ
ー
ク
通
商
事
務
所
）

６

中
国
・
黒
竜
江
省
技
術
研
修
員（
旅
行
公
社
職
員
）

受
入

◆
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開

催ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再
開
発
に
よ
る
都
市
の
活
性

化
、
も
っ
と
水
辺
を
見
直
そ
う
と
い
う
気
運
を
受
け
３
月

１２
日
、
小
樽
市
と
の
共
催
で
「
歴
史
と
港
の
見
え
る
街
・

お
た
る
再
生
」を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

会
場
の
小
樽
市
消
防
庁
舎
大
会
議
室
に
は
、
小
樽
の
将
来

を
語
ろ
う
と
い
う
市
民
お
よ
そ
８０
名
が
集
ま
り
、
熱
心
な

討
論
が
続
い
た
。
基
調
講
演
に
た
っ
た
新
谷
小
樽
市
長

は
、
運
河
を
中
心
と
し
た
連
続
性
の
あ
る
水
辺
づ
く
り
構

想
に
つ
い
て
市
民
と
と
も
に
手
を
携
え
て
こ
れ
に
当
た
り

た
い
と
語
っ
た
。
ま
た
、
小
林
英
嗣
北
大
助
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
欧
米
の
先
進
事
例
、
な
か
で
も

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
ボ
ル
チ
モ
ア
の
街
づ
く
り
に
掛
け
る
市

民
の
意
慾
と
関
心
の
強
さ
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
共
感

を
呼
ん
だ
。

【『
北
方
圏
』
第
６３
号
】

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
発
足
１０
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
」
開
催

北
海
道
の
新
し
い
生
活
・
文
化
の
創
造
と
産
業
・
経
済

の
発
展
を
目
指
し
て「
北
方
圏
構
想
」が
登
場
し
て
１７
年
。

そ
し
て
こ
の
構
想
の
総
合

的
推
進
機
関
と
し
て
発
足

し
た
北
方
圏
調
査
会
を
発

展
的
に
改
組
、
拡
大
し
て

新
発
足
し
た
社
団
法
人
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年

で
１０
周
年
を
迎
え
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
『
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
発
足
１０
周
年
記

念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
』
が

５
月
１２
日
に
開
催
さ
れ

た
。
会
場
の
札
幌
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
は
、
横
路
孝

弘
北
海
道
知
事
を
は
じ
め
、
黒
柳
雄
二
北
海
道
開
発
局
官

房
長
、
堂
垣
内
尚
弘
元
北
海
道
知
事
、
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
デ

ン
ガ
ー
在
札
幌
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
総
領
事
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
フ
・
Ｖ
・
シ
ャ
ー
ロ
フ
駐
札
幌
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
総
領

事
、
許
世
麟
在
札
幌
大
韓
民
国
総
領
事
、
千
昌
奎
在
札
幌

中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
、
ア
イ
バ
ム
・
バ
ム
ス
テ
ッ
ド

・
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
東
京
事
務
所
長
ら
内
外
の
来

賓
、
北
方
圏
諸
国
の
公
館
を
代
表
す
る
方
々
や
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
会
員
な
ど
４
７
０
余
名
が
出
席
、
盛
大
な
中
に
も

和
や
か
な
雰
囲
気
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
っ
た
。

開
宴
に
先
立
っ
て
東
条
猛
猪
会
長
は
「
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
１０
年
の
活
動
が
道
民
生
活
の
向
上
や
本
道
の
発
展
に
少

し
で
も
役
立
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
会
員
を
は
じ

め
と
す
る
道
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
、
北
方
圏
諸
国
在
日

公
館
、
北
海
道
開
発
庁
、
北
海
道
庁
、
各
市
町
村
の
皆

様
、
加
え
て
、
北
方
圏
交
流
を
推
進
さ
れ
て
い
る
多
く
の

友
好
団
体
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
助
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
こ
の
機
会
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
１０
周
年
を
期
に
一
層
の
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
参
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
祝
辞
を
粕
谷
茂
・
北
海
道

開
発
庁
長
官（
黒
柳
雄
二
北
海
道
開
発
局
官
房
長
が
代

読
）、
横
路
知
事
、
シ
ャ
ー
ロ
フ
総
領
事
の
お
三
方
か
ら

い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
言
葉
の
中
に
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
の
活
動
や
さ
ら
な
る
交
流
の
拡
大
、
推
進
に
向
け
て
の

期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

ホ
ー
ル
の
中
央
に
は
北
方
圏
の
お
国
料
理
も
並
べ
ら
れ
、

そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
今
後
の
北
方
圏

交
流
に
つ
い
て
の
話
の
輪
が
広
が
っ
た
。
本
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
特
に
１０
周
年
記
念
海
外
旅
行
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
会

も
催
さ
れ
、
中
国
へ
３
名
、
ア
ラ
ス
カ
へ
２
名
の
計
５
名

の
方
に
幸
運
の
女
神
が
微
笑
ん
だ
。

最
後
に
樫
原
泰
明
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
代
表
幹
事
の

音
頭
で
北
方
圏
交
流
の
一
層
の
発
展
を
祈
っ
て
「
万
歳
」

を
三
唱
し
て
閉
宴
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６４
号
】
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７

「
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
ト
カ
・
図
書
展
」（
北
海

道
日
ソ
友
好
文
化
会
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
日

ソ
友
好
文
化
会
館
）

７

「
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー：

再
開
発
に

よ
る
地
域
活
性
化
方
策
」（
函
館
）開
催
（
共
催：

函
館
市
、函
館
―
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
協
会
）

７

「
北
欧
・
ト
ナ
カ
イ
遊
牧
民
の
工
芸
展
」（
北
海

道
開
拓
記
念
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
開
拓
記
念

館
、
他
）

７

「
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

都
市

開
発
の
動
向
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道

開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
、
他
）

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」（
米
国
・
ア
ラ
ス
カ

州
、
２
名
）
招
待
派
遣
【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周

年
記
念
事
業
】

７

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
市
エ
ス
ト
ラ
高
校
日
本

語
研
修
生
９
名
受
入

８

「
ソ
連
極
東
と
の
経
済
交
流
発
展
に
向
け
て
―
北

海
道
経
済
代
表
団
訪
ソ
報
告
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催

９

「
北
欧
の
音
楽
と
言
葉
に
親
し
む
夕
べ
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）
開
催

９

「
高
齢
者
の
た
め
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共
催：

地
域

と
交
通
研
究
会
）

９

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
ガ
ラ
ス
工
房
工

芸
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

交
流
セ
ン
タ
ー
）

９

「
日
ソ
経
済
セ
ミ
ナ
ー�
Ⅱ
�」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共

催：

北
海
道
水
産
部
）

９

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
招
待
海
外
旅
行
」（
中
国
・
黒
竜

江
省
、
３
名
）
派
遣
【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年

記
念
事
業
】

１０

「
イ
ワ
ナ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
国
際
会
議
」（
北
大
学

術
交
流
会
館
）
開
催
（
同
会
議
組
織
委
員
会
に
参

加
）

１０

「
北
海
道
―
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
交
流
写
真
展
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）﹇
こ
の
ほ

か
、
所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展

を
２４
市
町
村
で
開
催
﹈

１０

「
ま
ち
づ
く
り
国
際
会
議
’８８
イ
ン
室
蘭
」開
催（
共

◆
中
国
・
黒
竜
江
省
技
術
研
修
員（
旅
行
公
社
職
員
）受
入

中
国
国
際
旅
行
公
社（
国
営
）の
ハ
ル
ビ
ン
分
社
の
日
本

部
長
と
い
う
肩
書
き
の
研
修
生
は
金
紹
武
氏
。
だ
が
、
ま

だ
３２
歳
と
い
う
若
さ
。
日
本
へ
、
と
い
う
よ
り
外
国
に
出

た
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
だ
が
、「
中
国
に
来
ら
れ
る
日
本

人
や
外
国
人
旅
行
者
の
お
世
話
を
し
て
い
る
の
で
特
に
外

国
に
来
た
気
が
し
な
い
」
と
流
暢
な
日
本
語
。
そ
の
日
本

語
は
、
大
学
時
代
の
３
年
半
、
毎
日
欠
か
さ
ず
受
け
た
講

義
と
さ
ら
に
独
習
し
た
成
果
と
言
う
。
研
修
期
間
は
３
カ

月
間
。「
中
国
へ
多
く
の
日
本
人
観
光
客
を
招
く
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
、
観
光
行
政
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６４
号
】

◆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
市
エ
ス
ト
ラ
高
校
日
本
語
研

修
生
９
名
受
入

北
海
道
で
民
泊
し
な
が
ら
、
見
聞
を
広
め
日
本
語
を
学

び
た
い
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
校
生
の
夢
が
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
の
仲
介
で
７
月
２０
日
か
ら
２６
日
に
か
け
て
実
現

し
た
。
こ
の
高
校
生
ら
は
ウ
メ
オ
市
の
エ
ス
ト
ラ
高
校
の

工
科
系
の
男
子
生
徒
た
ち
で
、
ペ
ル
・
ブ
ル
ン
テ
ル
ン
君

を
は
じ
め
と
す
る
８
名
。
彼
ら
の
担
任
で
あ
る
中
山
ヤ
コ

ブ
セ
ン
静
子
先
生
に
引
率
さ
れ
た
一
行
は
長
旅
の
疲
れ
も

な
く
、初
め
て
踏
む
北
海
道
の
地
に
い
さ
さ
か
興
奮
気
味
。

そ
れ
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面
式
で
は
一
人

ひ
と
り
自
分
の
趣
味
や
家
庭
の
こ
と
を
話
し
、
す
っ
か
り

う
ち
解
け
た
様
子
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
日
本＝

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
高
校
生
の
交
流
を
目
的
に
札
幌
市
内
の
高
校
視

察
を
ア
レ
ン
ジ
。
藻
岩
高
校
で
は
書
道
の
授
業
を
見
学

し
、
た
ど
た
ど
し
い
筆
運
び
な
が
ら
も
「
日
本
」「
山
」
な

ど
を
書
い
て
藻
岩
校
生
の
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。
一
行
は

茶
会
な
ど
日
本
文
化
を
体
験
し
た
り
、
市
内
見
学
な
ど
し

て
、
次
の
目
的
地
の
滝
川
、
旭
川
に
向
か
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６４
号
】

◆
「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
招
待
海
外
旅
行
」（
中
国
・
黒
竜
江
省

３
名
）
派
遣

北
海
道
と
中
国
・
黒
竜
江
省
と
が
友
好
提
携
を
し
て
以

来
、
両
地
域
の
交
流
は
広
範
囲
に
拡
大
し
て
い
る
。
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
交
流
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、

黒
竜
江
省
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
か
ら
中
国
訪
問
団
を
派
遣
（
９
月
２３
日
〜
１０
月
２

日
）し
た
。
こ
の
訪
問
団
に
は
「
海
外
旅
行
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

に
当
選
し
た
幸
運
な
３
名
も
加
わ
っ
た
。

「
１０
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
広
大
な
中
国

の
一
部
を
か
い
ま
見
た
に
す
ぎ
な
い
研
修
旅
行
で
は
あ
っ

た
が
で
あ
っ
た
人
々
の
温
か
さ
を
感
じ
た
中
国
で
あ
っ
た
。

北
海
道
で
研
修
を
終
え
た
金
紹
武
さ
ん
が
「
中
国
と
日
本

は
同
じ
肌
の
色
、
顔
形
、
草
や
花
も
同
じ
よ
う
に
思
う
」

と
話
し
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
に
親
し
み
が
自
然
と
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
気
さ
え
す
る
。〔
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
・
佐
々
木
淑

子
氏
、
佐
藤
國
男
氏
の
中
国
印
象
記
〕」

【『
北
方
圏
』
第
６６
号
】

◆
「
ま
ち
づ
く
り
国
際
会
議
’８８
イ
ン
室
蘭
」
開
催

構
造
不
況
で
落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
を
ど
う
活
性
化
さ

せ
る
か
―
を
テ
ー
マ
に
１０
月
２８
・
２９
日
の
両
日
、
室
蘭
市

で
、
世
界
規
模
で
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る

西
独
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
財
団
が
地
域
レ
ベ
ル
の
催
し
と
し
て

は
わ
が
国
で
初
め
て
主
催
に
加
わ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
国
際
会
議
は
暮
ら
し
や
経
済
の
停
滞
に
直
面
す
る

室
蘭
市
が
地
域
再
生
の
強
い
意
気
込
み
を
示
し
た
も
の
。

こ
の
中
で
、同
じ
く
産
業
構
造
転
換
を
経
験
し
た
西
独（
ル

ー
ル
地
方
）、米
国（
ピ
ッ
バ
ー
グ
市
）の
地
域
代
表
か
ら
、

活
性
化
に
成
功
し
た
事
例
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
、
海
外
か

ら
の
専
門
家
６
名
に
地
元
や
東
京
か
ら
の
専
門
家
４
名
も

加
わ
っ
て
、「
先
進
事
例
に
学
ぶ
」「
開
発
政
策
へ
の
提
言
」

の
２
部
に
わ
た
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
各
界
の
参
加
者
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６６
号
】
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催：

室
蘭
市
、コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
財
団
、

他
）

１０

「
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
会
」（
札
幌
ジ
ャ

ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
地
熱
綜

合
研
究
所
）

１２

「
北
海
道
東
海
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

〔
講
師：

前
デ
ン
マ
ー
ク
首
相
ア
ン
カ
ー
・
ヨ
ー

エ
ン
セ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海

道
東
海
大
学
）

１２

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

俳
優
・
黒
柳
徹
子
さ

ん（
道
新
ホ
ー
ル
）〕
開
催（
共
催：

国
際
交
流
基

金
、他
）【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
事
業
】

１２

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
語
る
会
」〔
講
師：

前
駐
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
・
高
橋
正
太
郎
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開

催

１

「
北
国
の
風
土
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
を
考
え
る
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
留
辺
蘂
）開
催（
共
催：

網
走
管

内
婦
人
団
体
協
議
会
）

１

「
日
ソ
経
済
セ
ミ
ナ
ー�
Ⅲ
�」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共

催
・
ソ
連
東
欧
貿
易
会
）

２

「
セ
ミ
ナ
ー：

中
国
に
お
け
る
経
済
開
放
政
策
と

東
北
ア
ジ
ア
経
済
圏
」〔
講
師：

中
国
社
会
科
学

院
世
界
経
済
政
治
研
究
所
・
凌
星
光
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催

２

「
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
北
欧
に
お
け
る
住

ま
い
と
住
ま
い
方
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共
催
・
新

日
本
建
築
家
協
会
北
海
道
支
部
）

３

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

作
家
・
戸
川
幸
夫
氏

（
士
別
、稚
内
）〕開
催
（
共
催
・
国
際
交
流
基
金

他
）【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
事
業
】

３

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

Ｔ
Ｖ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
・
石
井
ふ
く
子
さ
ん
（
帯
広
）〕
開
催（
共
催
・

国
際
交
流
基
金
、
他
）【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周

年
記
念
事
業
】

３

『
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
る
』、

『
国
際
交
流
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、『
新
北
方
圏
時

代
』
発
刊【
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
事
業
】

３

「
ジ
オ
フ
ロ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

都
市

地
下
空
間
活
用
研
究
会
・
西
淳
二
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催
（
共
催：

環
境
計
画
研
究
会
）

◆
「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

黒
柳
徹
子
さ
ん
〕
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
の
「
文
化
講
演
会
」
が

１２
月
９
日
、
札
幌
道
新
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
国
際
交
流

基
金
、
北
海
道
新
聞
社
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
３
者
の
主

催
。
講
師
は
俳
優
、
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
の
黒
柳
徹
子
さ

ん
。
演
題
は「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
国
際
交
流
」。講
演
で
は
、

ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
の
仕
事
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
見
た
子
供
た
ち
の
様
子
、
貧
し

さ
、
医
療
の
不
備
な
ど
に
つ
い
て
、
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が

ら「
も
っ
と
皆
さ
ん
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
恵
ま
れ
た
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
国
際
協
力
の

必
要
性
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
ま
た
、
豊
富
な
海

外
で
の
経
験
談
や
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
話
に
は
超
満
員

の
ホ
ー
ル
が
爆
笑
の
ウ
ズ
と
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
見
慣
れ

た
親
し
み
と
幅
広
い
人
間
性
、
そ
し
て
優
し
さ
に
あ
ふ
れ

た
話
は
、
詰
め
か
け
た
人
た
ち
に
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ

ど
深
い
感
銘
を
与
え
た
よ
う
だ
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６６
号
】

◆
「
北
国
の
風
土
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
を
考
え
る
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催

網
走
管
内
婦
人
団
体
協
議
会
で
は
冬
期
研
修
会
の
一
環

と
し
て
、
北
国
の
風
土
に
根
ざ
し
た
生
活
や
文
化
を
学
ぼ

う
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
て
１
月
１７
・
１８
日
の
両

日
、
留
辺
蘂
町
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
北
海
道

東
海
大
学
助
教
授
川
崎
一
彦
氏
の
「
北
方
圏
の
暮
ら
し
」

と
題
し
て
の
講
演
に
続
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
同

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ペ
ー
タ
ー

・
ヘ
ル
ク
ビ
ィ
ス
ト
氏（
旭
川
在
住
・
家
具
デ
ザ
イ
ナ

ー
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
川
上
セ
イ
ヤ
さ
ん（
札
幌
在
住
・

主
婦
）、ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
館
一
等
書
記
官
夫
人
の
秀
子
グ

ル
ッ
ト
レ
さ
ん
の
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
ぶ
り
・
暮
ら

し
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
た
。
会
場
を
埋
め
た
４
７
０
余
名
の

参
加
者
か
ら
は
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
活
発
な
質
問
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
丁
寧
な
応
答
が
あ
っ
た
。
２
日
目
の

分
科
会
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
問
題
に
つ

い
て
話
題
が
集
中
、
福
祉
の
先
進
国
北
欧
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
有
意
義
な
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６７
号
】

◆
「
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
北
欧
に
お
け
る
住
ま
い

と
住
ま
い
方
」
開
催

北
海
道
の
住
宅
、
住
環
境
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
今
後

多
様
化
す
る
生
活
様
式
や
高
齢
化
、
都
市
化
に
対
応
す
る

�
住
ま
い
�
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
「
北
方
圏
住

宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
北
欧
に
お
け
る
住
ま
い
と
住
ま
い
方

を
テ
ー
マ
に
２
月
２８
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
講
師
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
在
住
で
王
立
建
築
家
協
会

会
員
の
田
中
久
氏
。
田
中
氏
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
住

宅
へ
の
考
え
方
と
歴
史
的
背
景
、
現
在
の
住
宅
建
築
状
況

な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
講
演
し
た
。
続

い
て
、
田
中
氏
に
倉
本
た
つ
ひ
こ
建
築
計
画
室
の
倉
本
龍

彦
氏
、
㈱
北
海
道
建
築
工
房
の
小
室
雅
伸
氏
の
３
人
に
よ

る
北
海
道
の
住
宅
、
住
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
の
鼎
談
が

行
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６６
号
】

◆
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０
周
年
記
念
事
業
・
図
書
３
冊
を
発

刊北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
設
立
１０
周
年
を
記
念
す

る
出
版
物
と
し
て
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
北
方
圏
交
流

の
実
績
に
つ
い
て
道
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
あ
げ
て
紹

介
し
、さ
ら
に
将
来
を
展
望
す
る
図
書
『
新
北
方
圏
時
代
』

（
Ａ
５
版
３
５
０
㌻
）、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
設
立
か
ら
北

方
圏
構
想
の
推
進
に
携
わ
っ
た
方
々
に
よ
る
座
談
会
の
記

録
集
『
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
る
』（
Ａ
５

版
８２
㌻
）、国
際
交
流
の
一
層
の
発
展
に
資
す
る
た
め
国
際

交
流
の
意
義
や
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
『
国
際
交

流
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
Ａ
５
版
１
３
０
㌻
）
の
３
冊
を
刊
行

し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６７
号
】
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発
展
す
る
北
方
圏
構
想
と

道
民
の
意
識
改
革

北
方
圏
諸
国
は
、
い
ず
れ
も
北
海
道
を

遙
か
に
上
ま
わ
る
北
国
と
し
て
の
長
い
歴

史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
海
道
よ

り
も
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
で
そ
の
地
域

に
根
ざ
し
た
独
特
の
生
活
を
積
み
重
ね
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
北
海
道
が
持
っ
て

い
る
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
北
方
圏
諸

国
と
の
交
流
の
中
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
学

び
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

何
よ
り
も
、
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
、
北
海

道
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
こ
の
北
方
圏
交
流
は
「
手
段
」
で
あ

っ
て
「
目
的
」
で
は
な
か
っ
た
。

道
内
か
ら
派
遣
さ
れ
る
視
察
団
、
調
査

団
、
研
修
団
に
よ
る
北
方
圏
交
流
は
さ
ら

に
広
範
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

衣
・
食
・
住
な
ど
の
生
活
に
関
す
る
視
察

団
、
本
道
の
文
化
あ
る
い
は
日
本
の
伝
統

文
化
の
紹
介
に
関
す
る
使
節
団
、
各
種
の

ス
ポ
ー
ツ
親
善
団
や
歩
く
ス
キ
ー
、
カ
ー

リ
ン
グ
と
い
っ
た
新
し
い
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

研
修
団
、
学
術
提
携
に
伴
う
研
究
者
の
派

遣
、
冬
季
及
び
寒
地
技
術
に
関
す
る
調
査

団
、
サ
ケ
を
通
じ
て
の
学
習
や
環
境
や
自

然
に
つ
い
て
学
ぶ
少
年
少
女
の
交
流
団
、

経
済
視
察
団
、
友
好
親
善
を
目
的
と
し
た

青
年
ジ
ェ
ッ
ト
、
市
民
ジ
ェ
ッ
ト
等
々
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
れ
は
単
に
親
善
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
目
で
北
方
圏
の

実
情
を
探
り
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
、
町
づ
く
り
や
新
し
い
生
活
・

文
化
の
創
造
な
ど
、
実
生
活
に
あ
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま

た
、
道
内
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
地
道

な
交
流
活
動
、
積
極
的
に
雪
や
寒
さ
を
生

活
に
取
り
込
も
う
と
す
る
活
動
も
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
、
北
海
道
の
人
た
ち
は
北
方

圏
構
想
に
よ
り
、
自
ら
意
識
を
確
実
に
変

革
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
北
海
道
の
国
際

化
を
い
っ
そ
う
進
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
充
実

事
業
は
大
き
く
分
け
て
、
①
北
方
圏
に

関
す
る
資
料
の
収
集
・
提
供
（
デ
ー
タ
バ

ン
ク
機
能
）
②
北
方
圏
に
関
す
る
専
門
調

査
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
）
③
北
方
圏
諸

国
と
の
交
流
の
推
進
（
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

機
能
）
を
軸
に
進
め
ら
れ
、
具
体
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ
い
て
、

大
ま
か
に
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
会
員
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
国
際

会
議
や
視
察
団
・
交
流
団
等
の
相
互
交
流

を
企
画
す
る
。
写
真
や
実
物
資
料
に
よ
る

北
方
圏
紹
介
展
示
会
、
ま
た
、
講
演
会
や

セ
ミ
ナ
ー
等
の
各
種
催
し
の
実
施
。
こ
の

ほ
か
出
版
・
広
報
の
部
門
で
は
、
季
刊

「
北
方
圏
」
誌
の
発
行
、
単
行
本
、
グ
ラ

フ
誌
、
小
冊
子
の
発
行
、
調
査
研
究
で
は

各
種
の
専
門
調
査
の
実
施
と
報
告
書
の
刊

行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
資
料
収
集
で
は

関
係
図
書
、
資
料
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の

充
実
に
努
め
、
ま
た
、
ビ
デ
オ
、
映
画
、

ス
ラ
イ
ド
等
の
整
備
や
英
文
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
の
発
行
に
よ
り
、
北
海
道
と
北
方
圏
諸

国
と
の
懸
け
橋
と
し
て
の
役
割
も
努
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
交
流
の
一
助
に
と

語
学
研
修
講
座
も
開
講
し
て
い
る
」。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
方
圏
諸
国

を
紹
介
す
る
可
能
な
限
り
の
資
料
を
収
集

す
る
こ
と
に
努
力
し
、
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
た
。
調
査
報
告
書
を
含

め
各
種
の
北
方
圏
紹
介
の
出
版
物
に
つ
い

て
は
《
資
料
》
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
、
展
示
会
の
実
施
状
況
か

ら
北
方
圏
交
流
と
国
際
理
解
の
促
進
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
物
木
製
品

で
幼
児
・
児
童
向
け
お
も
ち
ゃ
の
「
北
方

圏
の
木
製
遊
具
」、
同
食
卓
台
所
用
品
、

生
活
小
物
の
「
北
方
圏
木
の
暮
ら
し
」、

写
真
パ
ネ
ル
（
以
下
同
）「
中
国
・
黒
竜
江

省
紹
介
写
真
（
５０
点
）」、「
王
室
と
メ
ル

ヘ
ン
の
国
デ
ン
マ
ー
ク
（
５０
点
）」、「
カ

ナ
ダ
紹
介
写
真
（
６０
点
）」、「
北
欧
の

人
々
と
暮
ら
し
（
５１
点
）」
な
ど
全
部
で

１３
テ
ー
マ
の
展
示
用
資
料
を
常
備
し
地
域

の
借
し
出
し
要
望
に
応
え
た
。
こ
れ
ら
の

資
料
は
平
成
元
年
か
ら
７
年
ま
で
に
延
べ

１
０
９
回
の
展
示
会
が
町
役
場
の
ホ
ー
ル

で
、
中
学
や
高
校
の
文
化
祭
で
、
地
方
百

貨
店
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
展
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
方
圏
各
国
大
使
館
の
協
力

を
得
て
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
写
真

展
」、「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
民
族
衣
装
・
ブ
ー
ナ

ッ
ド
展
」
な
ど
、
様
々
な
企
画
展
を
同
じ

く
４６
回
実
施
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
展
示
資
料
の
貸
し
出

し
に
よ
る
に
よ
る
道
内
巡
回
展
の
開
催

は
、
地
域
の
人
々
の
北
方
圏
に
対
す
る
関

心
、
北
方
圏
交
流
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
の
知
る
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
り
、

外
国
へ
の
興
味
と
と
も
に
国
際
理
解
を
促

進
し
た
北
方
圏
交
流
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
際
環
境
の
変
貌
と
定
款
の
一
部
変
更

国
際
社
会
の
相
互
依
存
関
係
が
一
層
緊

密
化
す
る
中
で
、
産
業
や
経
済
は
も
と
よ

り
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
北
方
圏

構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
頃
と
は
国
際
環
境

が
著
し
く
変
貌
し
て
き
た
。
特
に
国
際
社

会
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う

に
至
っ
た
わ
が
国
に
対
し
、
諸
外
国
の
期

待
は
一
層
高
ま
り
、
と
り
わ
け
、
開
発
途

上
国
な
ど
か
ら
国
際
協
力
に
つ
い
て
の
要

請
が
大
き
く
な
っ
た
。
特
に
北
海
道
は
わ

が
国
の
中
で
は
北
米
、
欧
州
諸
国
に
一
番

近
い
ば
か
り
で
な
く
、
発
展
の
著
し
い
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
結
ぶ
「
要
」
に
も

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
北
方
圏
交
流
を

基
軸
と
し
て
、
北
方
圏
以
外
の
諸
国
と
も

交
流
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
に
立
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
７
年
６
月
、
定
款

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
（
破
線
部
）

し
た
。

《（
目
的
）
第
３
条
・
こ
の
法
人
は
、

北
海
道
と
北
方
圏
諸
国
と
の
経
済
、
文
化

及
び
学
術
等
の
交
流
（
以
下
「
北
方
圏
交

流
」
と
い
う
。）
を
積
極
的
に
推
進
し
、

併
せ
て
こ
れ
に
関
係
す
る
北
方
圏
諸
国
以

外
の
諸
国
と
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
わ
が
国
の
経
済
文
化
及
び
学
術
の

発
展
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
北
海

道
の
開
発
及
び
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。》
ま
た
《（
事
業
）
第
４
条

・
５
北
方
圏
交
流
の
促
進
の
た
め
又
は
北

方
圏
交
流
の
成
果
を
活
用
す
る
た
め
の
北

海
道
と
北
方
圏
諸
国
以
外
の
諸
国
と
の
国

際
交
流
の
推
進
、
６
北
海
道
国
際
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
》
が
加
え
ら
れ
た
。

《平成元（１９８９）年～同７（１９９４）年》
～道民生活に定着した北方圏意識、道民の国際理解を促進した北方圏交流～
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年
度

月

事
業
等
開
催
状
況

元

４

「
北
方
圏
諸
国
の
建
物
ス
ケ
ッ
チ
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

展
示
室
）
開
催

４

「
寒
地
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催

・
北
方
圏
住
宅
研
究
会
、
他
）

５

「
セ
ミ
ナ
ー：

デ
ン
マ
ー
ク
と
北
海
道
の
経
済
交

流
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共
催
・
デ
ン
マ
ー
ク
通
商

事
務
所
）

６

「
ソ
連
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
展
」（
北
海
道
日
ソ

友
好
文
化
会
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
日
ソ
友
好

文
化
会
館
）

６

写
真
展
「
小
石
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ま
で
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
展
示
室
、
他
）開
催（
共
催
・
在
日
カ
ナ
ダ
大

使
館
）

６

「
デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
フ
ス
大
学
日
本
語
研
修
生

１０
名
受
入
」
実
施

８

「
ロ
シ
ア
の
憂
愁
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
展
」

（
北
海
道
開
拓
記
念
館
）開
催（
共
催
・
同
実
行
委
員

会
）

８

「
ソ
連
極
東
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ソ
連
ア
カ
デ

ミ
ー
極
東
経
済
研
究
所
・
ミ
ナ
ー
キ
ル
・
パ
ー
ヴ

ェ
ル
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

８

「
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
理
想
的
な
住
環
境

計
画
」〔
講
師：

王
立
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
建
築
家
協

会
・
ヨ
ー
ン
・
シ
ョ
ー
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催（
共
催
・
北
海
道
建
築
士
事
務
所
協
会
、
他
）

８

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介
写
真
」
出
展
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
市
）

９

「
ソ
連
の
図
書
展
―
素
顔
の
ソ
連
―
」（
北
海
道

日
ソ
友
好
文
化
会
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
日

ソ
友
好
文
化
会
館
）

９

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
紹
介
写
真
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）開
催（
協
力
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
政
府
観
光

局
）

９

「
中
小
企
業
に
よ
る
北
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

地
方
に
お
け
る
国
際
経
済
交
流
」（
旭
川
）開
催（
共

催
・
同
実
行
委
員
会
）

９

「
北
海
道
―
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
芸
術
交
流
会
」

◆
「
ソ
連
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
展
」
開
催

古
代
ス
キ
タ
イ
人
の
芸
術
品
記
念
物
な
ど
の
ホ
ロ
グ
ラ

フ
ィ
ー
を
集
め
た
「
ソ
連
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
展
」
が
６

月
１
日
か
ら
１４
日
ま
で
�
北
海
道
日
ソ
友
好
文
化
会
館
で

開
か
れ
た
。
主
催
は
同
文
化
会
館
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
な

ど
。
初
日
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
物
理
研
究
所
の
Ｍ
・
ブ
ロ
デ
ィ
ン
所
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
た
な
か
で
、
柴
野
安
三
郎
同
会
館

理
事
長
が
「
ホ
ロ
グ
ラ
フ
と
し
て
門
外
不
出
の
美
術
品
を

実
物
そ
の
ま
ま
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
」

と
あ
い
さ
つ
。
ホ
ロ
グ
ラ
フ
は
辞
書
に
よ
れ
ば
「
立
体
写

真
」。会
場
に
展
示
さ
れ
た
の
は
約
１
０
０
点
。
エ
ル
ミ
タ

ー
ジ
ュ
美
術
館
な
ど
に
収
蔵
の
美
術
品
が
薄
明
か
り
の
な

か
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
様
は
幻

想
的
で
も
あ
る
。
１６
世
紀
か
ら
１９
世
紀
ま
で
が
メ
イ
ン
の

貴
重
な
宝
石
金
銀
細
工
品
が
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
見
学

に
訪
れ
た
人
々
は
一
様
に
そ
の
美
し
さ
と
、
立
体
的
に
再

現
し
て
見
せ
て
く
れ
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ
技
術
に
た
め
息
を
つ

い
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６８
号
】

◆
「
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
理
想
的
な
住
環
境
計

画
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
設
立
当
初
か
ら
そ
の
活
動
の
一

つ
に
寒
地
住
宅
問
題
を
取
り
上
げ
、
北
方
圏
に
住
宅
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
道
民
や
関
係
機
関
に
提
供
し
て

き
た
。
こ
の
「
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
北
欧
諸
国
の

住
宅
事
情
の
歴
史
的
変
遷
、
人
々
の
住
ま
い
に
対
す
る
意

識
の
変
化
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
住
環
境
の
改
善
に
取
り

組
み
、
世
界
で
も
っ
と
も
住
環
境
水
準
の
高
い
国
と
な
っ

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例
を
分
か
り
や
す
く
語
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
、
８
月
２５
日
開
催
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

立
建
築
家
協
会
会
員
で
王
立
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
芸
術
大
学
教

授
ヨ
ー
ン
・
シ
ョ
ウ
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
が
、「
理
想
的
住
環
境

計
画
に
つ
い
て
」
を
講
演
し
た
。
１
０
０
枚
の
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
か
ら
住
宅
に
対
す
る
考
え

方
、
か
つ
て
の
住
環
境
と
現
在
の
環
境
に
つ
い
て
、
考
え

方
の
基
本
的
な
違
い
や
問
題
点
を
説
明
し
た
。
会
場
の
当

セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
で
は
１
０
０
人
程
の
参
加
者
が
熱

心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
６９
号
】

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介
写
真
」
出
展

８
月
５
日
か
ら
１３
日
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
市

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
北
へ
７
０
０
㎞
）で
開
催
さ
れ
た

「
’８９
ノ
リ
ア
国
際
見
本
市
」
に
、
ノ
リ
ア
国
際
見
本
市
参

加
と
北
海
道
紹
介
展
開
催
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
を
出
展
し
た
。

同
国
際
見
本
市
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と

紹
介
さ
れ
た
北
海
道
ブ
ー
ス
に
は
、
北
海
道
、
札
幌
市
、

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
の
写
真
や
解

説
パ
ネ
ル
、
工
芸
品
な
ど
で
北
海
道
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

北
海
道
内
の
銀
行
、
医
療
機
器
、
防
寒
衣
料
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
企
業
９
社
の
製
品
等
を
出
展
し
た
。
北
海
道
か

ら
の
出
展
に
地
元
は
高
い
関
心
を
示
し
、
ノ
ル
ド
ベ
ル
グ

工
業
大
臣
や
ベ
ス
テ
ル
ボ
ッ
テ
ン
県
の
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
知
事

も
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
熱
心
に
説
明
を
受
け
て
い
た
。
同
時

に
北
海
道
か
ら
樫
原
泰
明
・
北
海
道
経
済
交
流
協
会
代
表

幹
事
を
団
長
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
、
同
見
本
市

会
場
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
対
日
貿
易
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
地
元
の
木
材
、
家
具
、
住
宅
資
材
、
パ
ル
プ
等
の

林
産
関
係
企
業
や
医
療
、
バ
イ
オ
等
の
先
端
技
術
の
企
業

関
係
者
６０
名
が
参
加
す
る
な
ど
、
日
本
・
北
海
道
へ
の
関

心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
て
い
た
。
【『
北
方
圏
』
第
６９
号
】

◆
「
’８９
国
際
交
流
の
集
い
（
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」

開
催

北
海
道
と
の
共
催
に
よ
る
「
’８９
国
際
交
流
の
集
い
」
が

１０
月
２０
日
、
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
会
場

に
は
約
６
０
０
人
が
詰
め
か
け
、講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
た
。
同
集
い

は
、
道
内
で
の
国
際
交
流
の
気
運
の
高
ま
り
と
広
が
り
を
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（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
―
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
交
流
委
員
会
）

１０

「
ア
メ
リ
カ
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ミ
ズ
ー

リ
州
立
大
学
食
糧
・
農
業
政
策
研
究
所
・
グ
レ
ッ

グ
・
シ
ュ
ー
ラ
ー
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催

・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

１０

「
’８９
国
際
交
流
の
集
い
（
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）」〔
講
師：

女
優
・
中
井
貴
恵
さ
ん
（
札
幌
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

１０

「
北
海
道
バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」（
北
大
学
術
交
流

会
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
バ
イ
オ
ス
テ
ー
ジ

実
行
委
員
会
）

１１

「
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
成
熟
高
齢
化
社
会

の
理
想
的
な
住
環
境
」〔
講
師：

王
立
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
建
築
家
協
会
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ベ
ル
リ
ン

ド
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１

「
ア
ク
セ
リ
・
ガ
レ
ン＝

カ
レ
ラ
絵
画
展
」（
札
幌

芸
術
の
森
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
協
会
、
他
）

２

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
紹
介
写
真
パ
ネ
ル
展
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

２

北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム「
冬
を
楽
し
く
の
集
い
」（
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）開
催（
共
催
・
同

実
行
委
員

会
）

２

「
名
寄
ミ
ニ
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
」（
名
寄
）開
催（
共

催
・
名
寄
青
年
会
議
所
）

２

「
下
川
町
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」（
下
川
）開
催（
共
催
・
同

実
行
委
員
会
）

２

「
カ
ナ
ダ
の
防
寒
衣
料
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）開

催
（
共
催
・
Ｊ
‐
Ｃ
ト
レ
ー
ズ
）﹇
こ
の
ほ
か
、

所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に
よ
る
地
方
展
を
３８

市
町
村
で
開
催
﹈

３

「
カ
ー
ル
１６
世
グ
ス
タ
フ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王

陛
下
来
道
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

今
日
に
お
け
る

環
境
問
題
へ
の
挑
戦
」（
ホ
テ
ル
ア
ル
フ
ァ
サ
ッ

ポ
ロ
）〕
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

３

「
中
国
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

黒
竜
江

省
計
画
経
済
委
員
会
・
陳
文
莱
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開

催

３

「
し
べ
つ
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
’９０
」（
士
別
）

図
る
た
め
、
北
海
道
は
じ
め
、
各
種
の
国
際
交
流
を
行
っ

て
い
る
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
『
国
際

交
流
月
間
』（
毎
年
１０
月
を
設
定
）の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
。
初
め
に
女
優
の
中
井
貴
恵
さ
ん
が
「
私
の
ア

メ
リ
カ
５
３
０
日
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
中
井
さ
ん
は

米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
で
挙
式
、
そ
し

て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
。
そ
の
際
の
体
験
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
な
が
ら
日
米
の
文
化
の
違
い
を
語
っ
た
。
続

い
て
、「
こ
こ
が
違
う
私
の
生
活
文
化
論
」を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
佐
藤
直
一
事

務
局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
日
本
人
、
外
国
人
合
わ

せ
て
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
日
本
と
欧
米
の
違
い
に
つ
い

て
意
見
を
発
表
し
、
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に

こ
れ
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
と
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
会

が
行
わ
れ
国
際
交
流
月
間
の
メ
イ
ン
行
事
を
締
め
く
く
っ

た
。

【『
北
方
圏
』
第
７０
号
】

◆
「
カ
ー
ル
１６
世
グ
ス
タ
フ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
陛
下

来
道
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

今
日
に
お
け
る
環
境
問
題

へ
の
挑
戦
」
開
催

『
名
誉
あ
る
来
賓
の
皆
様
、
ご
出
席
の
皆
様
、
環
境
は

地
球
規
模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
人
々
と
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
１

９
７
２
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
国
連

人
間
環
境
会
議
の
モ
ッ
ト
ー
は『
か
け
が
え
の
な
い
地
球
』

で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
た
ち
が
憶
測
し
た
以
上
に
、

こ
れ
が
正
確
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

真
の
問
題
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
明
日
の
世

界
、
す
な
わ
ち
１
０
０
億
人
の
人
口
を
持
っ
た
明
日
の
世

界
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
す
べ

て
の
人
間
が
住
む
た
め
に
、
本
当
に
良
好
な
環
境
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
日
、
資
源
の
不

足
の
結
果
、
貧
し
い
国
々
に
お
き
ま
し
て
は
、
環
境
の
悪

化
が
発
生
し
た
反
面
、
豊
か
な
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
結
果
、
浪
費
し
汚
染
が
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
こ
と
も
明
確
で
あ
り

ま
す
。
良
好
な
高
い
生
活
水
準
と
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
両

立
さ
せ
る
、
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ー
ン
な
技
術
と
、
賢
明
な

生
活
様
式
が
必
要
な
の
で
あ
の
ま
す
。

歴
史
を
通
し
ま
し
て
、
先
進
的
高
度
な
工
業
社
会
が
顕

著
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
に
対
し
て
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
将
来
の
破
壊
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
人
類
は
、
そ
の
未
来
に
対
し
て
責
任
を
負

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
惑
星
の
本
当
の
管
理
者

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
生
存
の
た
め
に
適
し
た

環
境
の
保
全
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
一

人
で
、
あ
る
い
は
一
カ
国
で
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
協
力
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う

な
先
進
工
業
国
は
、
特
別
な
責
任
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
々
に
は
、
資
源
が
存
在
し
て
お
り
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
他
国
に
模
範
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ク
リ

ー
ン
な
大
気
や
水
、
自
然
の
保
全
の
た
め
の
模
範
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
こ
う
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日

本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
間
の
今
後
の
さ
ら
な
る
協
力
に
向

け
て
の
第
一
歩
、
そ
し
て
重
要
な
第
一
歩
で
あ
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。
優
れ
た
講
演
者
、
専
門
家
が
こ
の
会
議

に
集
ま
っ
て
お
り
、
必
ず
や
レ
ベ
ル
の
高
い
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
後
の

数
時
間
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
今
日
に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の
挑
戦
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
会
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。』

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
今
日
に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の
挑
戦
」

（
平
成
２
年
３
月
１７
日
）
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
カ
ー

ル
１６
世
グ
ス
タ
フ
国
王
陛
下
の
お
言
葉
。

【『
環
境
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』（
平
２
・
１１
刊
）】
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開
催
（
共
催
・
同
実
行
委
員
会
）

２

４

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｅ
Ｃ
と
北
海
道
」〔
講
師

：

駐
日
Ｅ
Ｃ
委
員
会
代
表
部
・
マ
イ
ケ
ル
・
レ
イ

ク
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

４

「
デ
ン
マ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

オ
ー
フ
ス

市
・
ソ
ー
レ
ン
・
ポ
ー
ル
セ
ン
氏
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催
（
共
催
・
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
）

５

セ
ミ
ナ
ー
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
男
女
平
等
と
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」〔
講
師：

王
国
政
府
平
等
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
・
グ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
女
史
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

９

「
北
海
道
―
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
提
携

１０
周
年
記
念
親
善
使
節
団
派
遣
事
業
」（
エ
ド
モ

ン
ト
ン
、他
）
実
施
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

９

「
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ソ
連
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
経
済
研
究
所
・
ミ
ナ
ー
キ
ル

・
パ
ー
ヴ
ェ
ル
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

９

「
第
３
回
北
方
圏
会
議
」（
ア
ラ
ス
カ
州
ア
ン
カ

レ
ジ
）
へ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
職
員
派
遣

１０

「
セ
ミ
ナ
ー：

地
域
活
性
化
と
国
際
空
港
」〔
講

師：

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
・
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ヌ
フ
ビ
ル
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

「
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
紹
介
写
真
展
」（
道
庁

道
民
ホ
ー
ル
、
他
）
開
催

１０

「
シ
ベ
リ
ア
展
」（
北
海
道
日
ソ
友
好
文
化
会
館
）

開
催
（
共
催
・
北
海
道
日
ソ
友
好
文
化
会
館
）

１０

「
北
方
圏
３
極
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」（
北
大
学
術
交
流
会
館
）開
催（
共
催
・

北
海
道
バ
イ
オ
産
業
振
興
協
会
）

１１

「
カ
ナ
ダ
経
済
講
演
会
」〔
講
師：

日
本
カ
ナ
ダ

学
会
・
岩
崎
力
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
北

海
道
新
聞
社
）

１２

「
ロ
シ
ア
文
化
セ
ミ
ナ
ー
―
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

の
人
間
本
質
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
北
海
道
日
ソ

友
好
文
化
会
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
日
ソ
友

好
文
化
会
館
）

１

「
ア
ル
バ
ー
タ
州
児
童
絵
画
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催

﹇
こ
の
ほ
か
、
所
蔵
の
展
示
資
料
貸
し
出
し
に
よ

る
地
方
展
を
１３
市
町
村
で
開
催
﹈

１

「
世
界
の
北
の
教
育
と
文
化
」
講
演
会（
小
樽
）開

◆
セ
ミ
ナ
ー
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
男
女
平
等
と
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
」
開
催

こ
の
ほ
ど
来
札
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
男
女
平
等
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
の
グ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
女
史
を
招
い
て
５
月
２５
日
、

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
男
女
平
等
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と
題

し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
１
８
０
９
年
に
世
界
で
初

め
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
制
度
化
さ
れ
た
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
シ

ス
テ
ム（
行
政
監
察
専
門
委
員
制
度
）は
、各
国
で
任
命
者
、

権
限
な
ど
の
違
い
は
あ
る
が
、
今
や
制
度
導
入
を
行
う
国

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
行
政
の
監
察

や
行
政
に
対
す
る
苦
情
処
理
、
調
整
な
ど
に
大
き
な
権
限

を
持
ち
、
日
本
で
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
導
入
を
進

め
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
講
演
の
中
で
ノ

イ
マ
ン
女
史
は
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
日
本
で
説
明
す

る
の
は
難
し
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お

け
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
種
類
、
歴
史
、
ま
た
、
自
身
の
男

女
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仕
事
に
つ
い
て
男
女
差
別
の
例

を
挙
げ
、
苦
情
の
８５
％
は
女
性
か
ら
の
も
の
で
、
そ
の
解

決
の
た
め
労
働
裁
判
所
に
提
訴
し
被
害
者
を
弁
護
す
る
こ

と
で
あ
る
と
し
、「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
最
も
重
要
な
目
的
は
、

男
女
を
問
わ
ず
人
生
の
主
要
分
野
で
権
利
、
義
務
、
機
会

を
も
て
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
を
強
調
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７２
号
】

◆
「
北
海
道－

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
提
携
１０
周

年
記
念
親
善
使
節
団
派
遣
事
業
」
実
施

北
海
道
と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
と
の
姉
妹
提
携
１０

周
年
を
記
念
す
る
行
事
を
州
都
エ
ド
モ
ン
ト
ン
他
で
開
催

す
る
た
め
、道
内
の
関
係
機
関
約
６０
団
体
で
構
成
す
る「
北

海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
提
携
１０
周
年
記
念
親
善
使
節

団
派
遣
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
東
条
猛
猪
・
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
会
長
）」
の
事
務
局
を
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
担
当
。こ

の
派
遣
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
１０
年
間
の
地
域
間
交
流
の
実

績
を
踏
ま
え
、
新
た
な
交
流
の
出
発
点
に
す
る
こ
と
と
、

北
海
道
と
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府
が
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
開
催

す
る
記
念
行
事
を
側
面
か

ら
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

民
間
の
親
善
使
節
団
の
派

遣
に
つ
い
て
２
年
前
か
ら

計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
。

９
月
１０
日
か
ら
２１
日
ま

で
、北
海
道
か
ら
市
町
村
、

団
体
、
文
化
関
係
者
ら
総

勢
約
７
０
０
名
が
参
加
す

る
ア
ル
バ
ー
タ
州
訪
問
団

の
派
遣
実
施
と
な
っ
た
。

使
節
団
は
千
歳
空
港
か
ら

の
２
機
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機

で
直
接
エ
ド
モ
ン
ト
ン
へ
到
着
。
現
地
時
間
１３
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
っ
て
エ
ド
モ
ン
ト
ン
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
の
「
北
海
道
デ
ー
特
別
展
」
は
、
日
本
の

文
化
や
北
海
道
を
紹
介
す
る
催
し
で
、
人
形
、
刺
繍
、
活

け
花
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作
品
を
展
示
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

和
太
鼓
や
琴
、
剣
舞
、
書
道
、
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
初
日

か
ら
大
勢
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
民
で
あ
ふ
れ
た
。
ま
た
、

同
会
場
で
開
か
れ
た
「
両
地
域
の
合
同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

に
は
双
方
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
。
横
路
北
海
道
知

事
と
ホ
ー
ス
マ
ン
州
副
首
相
が
記
念
品
を
交
換
し
、
こ
れ

か
ら
の
交
流
の
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。
使
節
団
が
滞
在
し

た
期
間
中
、
州
内
の
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
行
事
が
開

催
さ
れ
、
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
内
は
北
海
道
一
色
と
な
っ
て

い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７２
号
】

◆
「
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

９
月
２５
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
３
日
間
、�
ソ
連
極
東
の
対

外
政
策
と
現
状
�
を
総
合
テ
ー
マ
と
し
て
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
ソ
連
に
お
い
て
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
の
一
環
と
し
て
１
９
７
８
年
に
貿
易
の
国
家
独
占
が

打
破
さ
れ
て
以
降
、
貿
易
権
限
の
企
業
へ
の
解
放
や
合
弁

企
業
へ
の
解
放
や
導
入
、
さ
ら
に
は
経
済
特
区
の
設
立
が



３９ HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５

催
（
共
催
・
小
樽
市
教
育
振
興
会
）

１

「
地
域
魅
力
ゾ
ー
ン
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
津
別
）

開
催
（
共
催
・
津
別
観
光
協
会
、
他
）

３

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
・
今
後
の
ソ
連
」〔
講
師

：

米
国
デ
ュ
ー
ク
大
学
・
ジ
ュ
リ
ー
・
ハ
フ
氏
他

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ

ン
タ
ー
）

３

「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
’９１
」〔
講
師：

在

日
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
・
ア
ッ
ヒ
ム
・
メ

ア
ラ
イ
ン
氏
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
ア
イ

セ
ッ
ク（
国
際
経
済
商
学
学
生
協
会
）北
海
道
委
員

会
、
他
）

３

４

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
グ
ハ
ウ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
国
貿
易
協

会
、
後
援
・
在
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
、
他
）

５

「
日
露
文
化
交
流
会
議
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共
催

・
�
国
際
文
化
会
館
）

６

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

映
画
監
督
・
山
田
洋

次
氏（
道
新
ホ
ー
ル
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
新

聞
社
）

６

「
セ
ミ
ナ
ー
・
日
米
の
競
争
力
」（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
）

開
催（
共
催
・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
、
他
）

７

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
保
育
懇
談
会
」〔
講
師：

ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
保
育
園
・
ヤ
ン
・
シ
モ
ン
氏
（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

７

「
国
際
交
流
団
体
全
国
協
議
会
」（
占
冠
）
開
催

７

「
ア
ラ
ス
カ
エ
ス
キ
モ
ー
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

フ
ィ
ル
ム
上
映
会
」（
追
分
、
他
）
開
催

７

「
北
の
女
性
の
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
実
行
委
員
会
を
構
成
）

７

「
講
演
会：

最
近
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
と
そ
の
課

題
」〔
講
師：

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
・
ホ
ワ
ン

・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・

札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

１０

「
寒
地
住
宅
セ
ミ
ナ
ー：

北
の
暮
ら
し
と
換
気
・

暖
房
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共
催
・
北
方
圏
住
宅
研

究
会
）

１０

「
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

サ
ハ
リ

ン
石
油
天
然
ガ
ス
研
究
所
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ア

相
次
い
で
い
る
。
極
東
地
域
は
こ
の
動
き
の
中
で
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
経
済
関
係
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
自
立
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
海

道
に
お
い
て
は
国
際
化
、
経
済
自
立
化
は
も
っ
と
も
重
視

さ
れ
る
べ
き
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
極
東
地
域
と

の
経
済
関
係
は
発
展
し
つ
つ
あ
る
。セ
ミ
ナ
ー
は
、こ
の
よ

う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
両
者
間
の
産
業
交
流
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
講
師
に

は
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
研
究
所
所
長
Ｐ
・
Ａ
・

ミ
ナ
ー
キ
ル
氏
、
同
副
所
長
Ａ
・
Ｓ
・
シ
ェ
イ
ン
ガ
ウ
ス

氏
ら
、
専
門
家
４
氏
が
来
道
し
、
極
東
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７４
号
】

◆
「
地
域
魅
力
ゾ
ー
ン
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
道
内
各
地
の
地
域
活
性
化
と

国
際
交
流
を
連
動
さ
せ
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

２
年
度
か
ら
新
し
い
事
業
と
し
て
「
地
域
魅
力
ゾ
ー
ン
形

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
海
外
の
ユ
ニ

ー
ク
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
を
、
道
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
や
催
事
と
結
ん
で
新
し
い
発
想
の
中
か
ら
地
域
の
活
性

化
を
考
え
て
み
よ
う
と
の
試
み
で
、
１
月
２３
日
か
ら
３０
日

ま
で
、
カ
ナ
ダ
Ｂ
・
Ｃ
州
か
ら
ロ
ギ
ン
グ（
木
こ
り
）チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
ー
チ
ャ
氏
と
レ
ス
・
ス
チ

ュ
ワ
ー
ト
氏
の
２
名
が
、
２６
・
２７
日
、
津
別
町
で
開
催
さ

れ
た「
第
８
回
つ
べ
つ
冬
ま
つ
り
」（
津
別
観
光
協
会
な
ど

実
行
委
員
会
主
催
）に
特
別
参
加
し
た
。
両
氏
は
、高
さ
１０

㍍
の
丸
太
に
登
り
先
端
を
切
り
落
と
す
ま
で
に
た
っ
た
の

１５
秒
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
自
在
に
操
り
丸
太
か
ら
１
脚
の

イ
ス
を
作
る
の
に
お
よ
そ
３
分
、
手
斧
を
使
っ
た
的
当
て

の
正
確
さ
、
種
目
は
想
像
以
上
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
本
場
の
「
ロ
ギ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
を
披
露
。
津
別
町
及
び

近
隣
の
市
町
村
か
ら
集
ま
っ
た
延
べ
８
０
０
０
人
の
観
衆

が
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
妙
技
を
楽
し
ん
で
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７５
号
】

◆
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
グ
ハ
ウ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

４
月
２４
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
が
誇
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・
環
境
と
調
和
」
が
開
催
さ

れ
、
１
１
０
名
が
参
加
し
た
。
講
演
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
建
築
家
イ
ヨ
ウ
リ
・
グ
ロ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
氏
が
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
て
日
本
建
築
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
建
築
の
共
通

点
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
古
代
か
ら
の
流
れ
、
建
築
様
式
な
ど

を
紹
介
。
続
い
て
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ン
カ
ラ

ケ
ン
ネ
社
の
エ
ー
ロ
・
サ
ー
レ
ラ
イ
ネ
ン
副
社
長
が
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
産
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
ロ
グ

ハ
ウ
ス
の
す
ば
ら
し
さ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
の
現
状
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
７
社

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

側
の
熱
意
が
伺
わ
れ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
海
道
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
関
係
強
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
弾
で
、
今
後
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
各
種
事
業
が
開

催
さ
れ
る
予
定
。

【『
北
方
圏
』
第
７６
号
】

◆
セ
ミ
ナ
ー
「
日
米
の
競
争
力
」
開
催

セ
ミ
ナ
ー
「
日
米
の
競
争
力
」
が
６
月
１０
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

札
幌
で
開
催
さ
れ
た
。
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
、
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
の
３
者
の
主
催

で
、
７０
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
米
国
競
争
力
評
議
会

会
長
の
ケ
ン
ト
・
Ｈ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
。
講
演
で
ヒ
ュ
ー
ズ

氏
は
、
競
争
力
を
決
め
る
要
因
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
と
し
、米
国
の
競
争
力
の
強
い
点
、

米
国
が
競
争
問
題
の
中
で
抱
え
て
い
る
問
題
、
さ
ら
に
今

後
米
国
が
国
家
と
し
て
技
術
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
内

容
、
日
米
の
競
争
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ
い
て
詳
細
に

述
べ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
会
長
の
講
演
に
続
き
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
藤
井
栄
一
氏（
小
樽
商
科
大
学
学
長
）に
よ
る
解
説
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
野
島
和
夫
氏（
北
海
道
拓
殖
銀
行
常
務
）

か
ら
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
さ
ら
に
参
加
者
か
ら
の
質
疑
応

答
を
交
え
て
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７６
号
】
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ス
タ
フ
ィ
エ
フ
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

「
北
海
道
サ
ケ
会
議
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催（
共
催
・

北
海
道
サ
ケ
友
の
会
）

１０

「
北
海
道
―
中
国
黒
竜
江
省
友
好
提
携
５
周
年
記

念
親
善
使
節
団
派
遣
事
業
」
実
施
（
同
実
行
委

員
会
に
参
加
）

１１

「
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー：

製
造
物
責
任
制
度
」〔
講

師：

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
弁
護
士
協
会
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

ス
リ
ン
グ
ビ
ー
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
北

方
圏
経
済
交
流
協
会
）

１１

「
北
方
圏
姉
妹
州
４
極
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催
（
共
催
・
北
海
道

バ
イ
オ
産
業
振
興
協
会
）

１２

「
東
欧
映
画
祭
」（
赤
れ
ん
が
ホ
ー
ル
）開
催
（
共

催
・
朝
日
新
聞
北
海
道
支
社
）

１

「
世
界
の
北
の
教
育
と
文
化
」
講
演
会（
小
樽
）開

催
（
共
催
・
小
樽
市
教
育
振
興
会
）

１

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

ア
ル
バ
ー
タ
事
情
と
北

海
道
の
関
係
」〔
講
師：

元
エ
ド
モ
ン
ト
ン
総
領

事
・
野
々
垣
哲
夫
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

２

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

今
後
の
日
ロ
関
係
の
展

望
」〔
講
師：

ロ
シ
ア
共
和
国
外
務
省
・
ブ
ィ
タ

リ
ー
・
チ
ュ
ル
キ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

２

「
ロ
シ
ア
極
東
・
北
海
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交
流

会
」（
小
樽
、
他
）
実
施

３

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
地
域
開
発
問
題
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
開
発

局
、
他
）

３

「
ロ
シ
ア
極
東
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
）開
催（
共
催
・
北
海
道
経
済
連
合
会
、他
）

３

「
独
立
国
家
共
同
体（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）を
考
え
る
セ
ミ
ナ

ー
」（
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）開
催（
共
催

・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

４

４

「
日
米
競
争
力
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催
（
共

催
・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

６

「
特
別
講
演
会：

北
海
道
と
Ｅ
Ｃ
―
こ
れ
か
ら
の

展
望
」〔
講
師：

駐
日
Ｅ
Ｃ
委
員
会
代
表
部
大
使

・
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
レ
ン
グ
氏
（
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
）〕
開
催

◆
「
北
海
道
サ
ケ
会
議
」
開
催

「
サ
ケ
」
を
通
し
て
、
自
然
・
生
活
・
情
操
な
ど
の
教

育
環
境
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
そ
れ
を
未
来
に
伝
え

よ
う
―
と
、
カ
ナ
ダ
Ｂ
・
Ｃ
州
か
ら
サ
ケ
学
習
交
流
団
を

迎
え
て
１０
月
１４
日
、「
北
海
道
サ
ケ
会
議
」が
北
海
道
サ
ケ

友
の
会
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
か
れ
た
。
カ
ナ

ダ
か
ら
は
セ
ー
ブ
・
ザ
・
サ
ー
モ
ン
運
動
創
始
者
の
ジ
ム

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
ら
４
人
、
日
本
側
か
ら
は
札
幌
市
豊

平
川
さ
け
科
学
館
の
長
内
稔
氏
を
は
じ
め
道
内
サ
ケ
の
会

７
人
、
子
供
た
ち
の
サ
ケ
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
・

中
学
校
か
ら
１３
人
の
教
師
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

報
告
し
、
交
流
を
深
め
た
。
会
議
は
、
北
海
道
で
の
カ
ム

バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
運
動
の
創
始
者
で
も
あ
る
吉
崎
昌
一

・
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ケ
の
会
代
表
を
議
長
に
始
め
ら
れ
、
ジ
ム

・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
に
よ
る
「
カ
ナ
ダ
の
サ
ケ
保
護
市
民

運
動
の
目
指
す
も
の
」と
題
す
る
記
念
ス
ピ
ー
チ
に
続
い

て
、カ
ナ
ダ
の
小
中
学
校
で
の
活
動
報
告
、
ま
た
、
長
内

稔
氏
に
よ
る
「
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
の
ル
ー
ツ
〜
豊

平
川
の
現
状
と
将
来
」
と
題
し
て
さ
け
科
学
館
の
活
動
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
道
内
サ
ケ
の
会
の
活
動
報
告
、
道
内

小
・
中
学
校
１３
校
か
ら
地
域
の
特
性
、
学
校
の
規
模
を
生

か
し
た
サ
ケ
学
習
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７８
号
】

◆
「
北
方
圏
姉
妹
州
４
極
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
開
催

「
農
業
・
食
品
分
野
に
お
け
る
バ
イ
オ
研
究
の
現
状
と

将
来
方
向
」
を
テ
ー
マ
に
１１
月
１５
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、

最
先
端
の
技
術
分
野
で
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研

究
推
進
は
北
海
道
に
と
っ
て
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
考
え

バ
イ
オ
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
を
過
去
５
回
開
催
し
て
き
た
。

特
に
昨
年
度
は
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
カ
ナ
ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
州
、
北
海
道
の
姉
妹
州
３
極
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
、
今
回
は
さ
ら
に
中
国
・
黒
竜
江
省

か
ら
の
参
加
を
得
て
姉
妹
州
４
極
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て

行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
マ
州
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
協

力
セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ケ
サ
ダ
代
表
、
ア
州
立

研
究
所
の
金
田
敏
代
表
研
究
員
、
黒
竜
江
省
東
北
農
学
院

の
王
文
超
院
長
、
道
立
中
央
農
業
試
験
場
の
相
馬
暁
農
芸

化
学
部
長
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
北
海
道
バ
イ
オ
産
業

振
興
協
会
の
江
口
良
友
会
長
。
特
に
今
回
は
、
各
州
・
省

と
北
海
道
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
農
業
と
食
品
を
テ
ー
マ

と
し
て
研
究
交
流
の
推
進
、
頭
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

産
業
の
推
進
等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
情
報
交
換
と
論
議

が
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
姉
妹
州
各
地
域
の
実
情
等
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

【『
北
方
圏
』
第
７８
号
】

◆
「
特
別
講
演
会：

北
海
道
と
Ｅ
Ｃ
―
こ
れ
か
ら
の
展
望
」

開
催

Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
９２
年
に
市
場
統
合
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
統
合
が
な
る
と
、
国
際
的
に
非
常
に
大

き
な
組
織
体
と
な
り
、
世
界
市
場
に
と
っ
て
大
き
な
出
来

事
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
、
北
海
道
経
済
連
合
会
、
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
な

ど
の
主
催
で
６
月
１１
日
、
駐
日
Ｅ
Ｃ
委
員
会
代
表
部
ジ
ャ

ン－

ピ
エ
ー
ル
・
レ
ン
グ
大
使
を
講
師
に
迎
え
、札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
大
使
は
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で

あ
り
、
各
国
間
の
交
渉
に
も
数
多
く
臨
ま
れ
た
経
験
豊
か

な
方
。
講
演
で
は
、
Ｅ
Ｃ
が
結
束
を
強
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
欧
州
、
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
の
創
設
に
つ
い
て
語

っ
た
。
明
日
の
Ｅ
Ｃ
の
課
題
は
、
機
能
で
き
る
一
つ
の
共

同
市
場
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
市
場
で
は
、
物
、人
、

資
金
が
何
の
生
涯
も
な
く
交
流
し
、
機
能
で
き
る
こ
と
が

９３
年
の
Ｅ
Ｃ
の
姿
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
の
ほ
か
に
も
う
２
つ
民

主
主
義
の
安
定
勢
力
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
日
本
と
ア
メ
リ

カ
で
、
こ
の
３
極
は
よ
り
強
い
結
束
を
持
ち
、
産
業
の
強

い
基
盤
と
民
主
主
義
の
制
度
を
生
か
し
て
世
界
に
貢
献
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。そ
し
て
、
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６

「
講
演
会：

北
海
道
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
経
済

交
流
」〔
講
師：

元
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ド
ラ

ン
ド
基
金
総
裁
・
ヨ
ア
キ
ム
・
ハ
ー
ツ
ベ
リ
ー
氏

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６

「
北
太
平
洋
の
共
生
と
協
力：

日
・
米
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」〔
講
師：

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ソ
連
研

究
所
・
ロ
バ
ー
ト
・
レ
グ
ブ
ォ
ー
ル
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

６

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

外
務
省
・
丹

波
實
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
建
築
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講

師：

デ
ン
マ
ー
ク
通
産
大
臣
・
ア
ネ
・
ル
ン
ホ
ル

ト
氏
、
他（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
デ
ン
マ
ー

ク
通
商
事
務
所
、
他
）

７

季
刊
「
北
方
圏
」
創
刊
２０
周
年
記
念
号（
第
８０
号
）

発
行
（
特
集：

北
方
圏
各
国
大
使
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
）

８

「
地
域
魅
力
ゾ
ー
ン
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
in
か
な
や

ま
湖
」（
南
富
良
野
）
開
催

９

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
７５
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」

（
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
）開
催（
同
記
念
事
業
連
絡

協
議
会
に
参
加
）

９

「
世
界
の
北
の
教
育
と
文
化
」（
小
樽
）開
催（
後

志
地
区
北
方
圏
交
流
推
進
員
会
、
他
）

９

「
ロ
シ
ア
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ロ
シ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
経
済
研
究
所
・
シ
ェ
イ

ン
ガ
ウ
ス
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
北

海
道
新
聞
社
、
他
）

９

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
北
海
道
ウ
イ
ー
ク
」
派

遣
事
業
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）実
施（
同
実

行
委
員
会
に
協
力
）

９

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ

レ
ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
で
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
協
力
交
流
に
つ
い
て
協
定
締

結
（
マ
州
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）

９

「
ロ
シ
ア
極
東
地
方
企
業
経
営
指
導
者
育
成
支
援

事
業
」（
札
幌
、
他
）実
施（
委
託：

北
海
道
）【
平

成
１４
（
２
０
０
２
）
迄
継
続
】

９

「
ラ
イ
ラ
・
ル
イ
ス
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
版
画
展
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
開
拓
記
念
館
）

日
本
と
Ｅ
Ｃ
が
協
力
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
経
済
・
通
商

面
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
多
国
間
の
貿
易
強
化
、
旧
ソ

連
に
対
す
る
支
援
と
対
策
、
環
境
問
題
へ
の
貢
献
、
開
発

途
上
国
へ
の
援
助
な
ど
、
具
体
的
に
５
項
目
を
挙
げ
た
。

特
に
旧
ソ
連
に
対
し
て
は
、
北
方
領
土
問
題
を
承
知
し
て

お
り
、
Ｅ
Ｃ
と
し
て
も
介
入
す
る
準
備
が
あ
り
、
そ
の
立

場
を
表
明
し
て
き
た
経
緯
の
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８０
号
】

◆
季
刊
「
北
方
圏
」
創
刊
２０
周
年
記
念
号（
第
８０
号
）発
行

昭
和
４７
年
秋
、
北
方
圏
調
査
会
に
よ
っ
て
年
４
回
発
行

の
季
刊
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
北
方
圏
』
が
８０
号
と
い

う
誌
齢
を
数
え
た
。
こ
の
創
刊
２０
年
を
記
念
し
て
、
北
方

圏
６
カ
国
の
駐
日
大
使
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
国
と
北
海
道
の
交

流
に
つ
い
て
、
温
か
な
励
ま
し

や
今
後
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
ま
た
、
北
海
道
知
事
は
じ

め
道
内
各
界
の
８
名
の
方
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
特
集
と
し
て
掲
載
し
た
。

ま
た
、「
北
方
圏
」誌
の
編
集
発

行
人
で
も
あ
る
歴
代
事
務
局
長

の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
折
々
の
思
い
出
と
今
後

の
提
言
を
語
っ
て
も
ら
う
座
談
会
を
開
催
し
集
録
し
た
。

こ
の
号
で
は
創
刊
号
か
ら
前
７９
号
ま
で
の
９
７
０
名
の
執

筆
者（
座
談
会
等
の
出
席
を
含
め
）を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８０
号
】

◆
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ

ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
で
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
研
究
協
力
交
流
に
つ
い
て
協
定
締
結

９
月
１０
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
９
日
間
、『
友
好
の
翼
』と

し
て
横
路
知
事
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
代
表
す
る

お
よ
そ
２
８
０
名
が
姉
妹
州
で
あ
る
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
を
訪
問
、「
北
海
道
ウ
ィ
ー
ク
」の
開
催
な
ど
を

通
し
て
相
互
の
一
層
の
友
好
・
親
善
、
相
互
理
解
の
輪
を

広
げ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
を
機
に
、
マ
リ
ン

バ
イ
オ
を
は
じ
め
２
冊
の
先
端
技
術
分
野
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
機
関
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク

セ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
間
で
同
１１
日
、
研

究
協
力
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
か

ら
北
大
農
学
部
・
冨
田
房
男
教
授
、
道
立
中
央
農
試
生
物

工
学
部
・
関
谷
長
昭
部
長
、
道
立
中
央
水
試
増
殖
部
・
西

川
良
信
部
長
が
出
席
し
、
同
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
共
催

し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。

【『
北
方
圏
』
第
８２
号
、「
９３
年
報
」】

◆「
ロ
シ
ア
極
東
地
方
企
業
経
営
指
導
者
育
成
支
援
事
業
」

実
施

本
事
業
は
、
平
成
２
年
に
当
時
ロ
シ
ア
共
和
国
と
北
海

道
と
の
間
で
締
結
し
た
「
北
海
道
と
ロ
シ
ア
共
和
国
と
の

友
好
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
合
意
書
」
に
基
づ

き
採
択
さ
れ
た
「
北
海
道
と
ロ
シ
ア
連
邦
極
東
地
域
と
の

経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
一
環
の
事
業
で
、極
東
地
域（
沿

海
地
方
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、サ
ハ
リ
ン
州
）
か
ら
９
名

の
企
業
関
係
者
を
北
海
道
に
招
き
、
日
本
経
済
・
北
海
道

経
済
の
現
状
、
流
通
、
各
種
産
業
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

市
場
経
済
の
実
際
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

極
東
に
お
け
る
市
場
経
済
化
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
北
海
道
の
委
託
を
受
け
て
初
め

て
の
実
施
と
な
っ
た
。
今
回
の
来
道
者
は
８
名
で
、
年
齢

も
３０
歳
か
ら
５４
歳
の
男
性
６
名
、
女
性
２
名
。
日
本
・
北

海
道
経
済
、
行
政
、
金
融
・
財
政
、
市
場
経
済
、
流
通
な

ど
１１
の
講
義
、
金
融
機
関
や
卸
売
市
場
な
ど
の
関
連
施
設

の
視
察
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
講
義
や
視
察
に
伴
う
質
疑
応

答
で
は
、
活
発
に
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
、
研
修
生
の
意

気
込
み
と
積
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８２
号
】
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１０

「
セ
ミ
ナ
ー：

最
近
の
ロ
シ
ア
情
勢
」〔
講
師：

外
務
省
・
小
町
恭
士
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
中
国
・

黒
竜
江
省：

相
互
交
流
事
業
）

１０

「
北
方
圏
サ
ケ
学
習
交
流
団（
カ
ナ
ダ
・
Ｂ
Ｃ
州
）

受
入
」
実
施
（
共
催
・
北
海
道
サ
ケ
友
の
会
）

１１

「
日
ロ
児
童
ぬ
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
（
北
海
道

日
ソ
友
好
文
化
会
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
日
ソ

友
好
文
化
館
）

１１

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
北
海
道
ウ
イ
ー
ク
展
」

（
道
庁
道
民
ホ
ー
ル
）
開
催
（
北
海
道
、
他
）

３

「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー：

カ
ナ
ダ
の
住
生
活
・

換
気
と
暖
房
」（
北
海
道
建
設
会
館
）開
催（
共
催

・
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

３

「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
」（
札
幌
か
で
る
）

開
催
（
共
催
・
国
際
経
済
商
学
学
生
協
会
）

５

４

北
海
道
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
合
唱
団
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

「
北
を
歌
う
ク
ア
イ
ア
交
流
の
夕
べ
」（
ザ
・
ル

ー
テ
ル
・
ホ
ー
ル
）
開
催

４

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

女
優
・
栗
原
小
巻
さ

ん
（
名
寄
、
他
）〕
開
催
（
北
海
道
新
聞
社
、
他
）

５

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
と
の
バ
イ
オ
研
究
（
水
産

関
係
者
来
日
）
交
流
」（
佐
呂
間
、
他
）
実
施

６

事
務
局
に
「
企
画
部
」
を
新
設

６

「
イ
ヌ
イ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
展
」（
北
海
道
開
拓
記

念
館
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
開
拓
記
念
館
）

６

「
ア
ラ
ス
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
北
海
道
訪
問
団
受
入
」

（
西
興
部
、
他
）
実
施

６

「
ロ
シ
ア
連
邦
及
び
ロ
シ
ア
極
東
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ロ
シ
ア
鉱
物
資
源
埋
蔵
量
委

員
会
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ベ
イ
グ
レ
ン
コ
氏
、
他

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６

「
国
際
先
住
民
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
北
海

道
開
拓
記
念
館
）開
催（
共
催
・
北
海
道
開
拓
記
念

館
）

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
米
国
・

ア
ラ
ス
カ
州
、
２
名
）

７

「
カ
ナ
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

展
」（
北
海
道
開
拓
記
念
館
）開
催（
共
催
・
北
海

◆
「
北
方
圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
」
開
催

「
日
露
間
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
両
国
民

の
相
互
理
解
を
い
か
に
進
め
る
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
３
月

１８
日
、
札
幌
か
で
る
２
・
７
の
研
修
室
を
会
場
に
「
北
方

圏
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
イ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
学
生
を
中
心
に

一
般
参
加
を
含
め
た
約
６０
名
が
参
加
し
た
。
基
調
講
演
で

は
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
望
月
喜
市
教
授
が
「
若

い
う
ち
に
見
聞
を
広
げ
て
お
く
こ
と
が
新
た
な
発
想
に
つ

な
が
る
。
そ
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
提
言
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
在
札
幌
ロ
シ
ア
連
邦
総
領

事
が
ロ
シ
ア
の
教
育
問
題
に
触
れ
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基

づ
い
た
旧
ソ
連
の
教
育
か
ら
、
人
間
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
教
育
に
変
わ
る
過
渡
期
に
あ
る
の
で
見
守
っ
て
い

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
�
粧
連
の
西
脇
社
長

が
「
互
い
に
信
頼
関
係
と
互
い
の
文
化
を
認
識
し
理
解
し

合
う
こ
と
が
大
切
」
と
提
言
し
た
。【『

北
方
圏
』
第
８３
号
】

◆
北
海
道
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
合
唱
団
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
「
北

を
歌
う
ク
ワ
イ
ア
交
流
の
夕
べ
」
開
催

北
海
道
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
親
善
と
文
化
交
流
の
推
進

の
た
め
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
大
作
曲
家
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
グ

リ
ー
グ
生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
て
初
来
日
す
る
合
唱
団

「
ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ー
ル
ム
」
を
北
海
道
に
招
き
、
北
海

道
の
代
表
的
市
民
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
活
躍
す
る
「
札
幌
ア

カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
」
と
の
「
北
を
歌
う
ク
ワ
イ
ア
交
流
の

夕
べ
」
が
、
４
月
８
日
、
ザ
・
ル
ー
テ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。「
ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ー
ル
ム
」
は
１
９
６
４
年
オ

ス
ロ
大
学
に
創
設
さ
れ
、
同
大
学
音
楽
研
究
所
の
活
動
の

一
翼
を
担
っ
て
お
り
国
外
で
の
活
動
も
数
多
い
。
特
に
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
作
曲
家
の
作
品
紹
介
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

今
回
は
北
欧
音
楽
協
会
世
話
人
の
大
束
省
三
氏
と
と
も
に

同
音
楽
研
究
所
の
ア
ル
ゥ
ィ
ド
・
ヴ
ォ
ル
ス
ネ
ス
教
授
、

指
揮
の
コ
ー
レ
・
ハ
ン
ケ
ン
氏
は
じ
め
男
性
１２
名
、
女
性

１６
名
の
総
勢
３０
名
で
来
札
。「
札
幌
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
」は

１
９
８
４
年
に
創
設
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｆ
は
じ
め
、
積
極
的
な
活

動
を
し
て
い
る
市
民
合
唱
団
。
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

ス
コ
ラ
・
カ
ン
ト
ー
ル
ム
の
女
性
た
ち
の
美
し
い
民
族
衣

装（
ブ
ー
ナ
ッ
ド
）に
目
を
引
か
れ
、
初
め
て
聴
く
ノ
ル
ウ

ェ
ー
語
の
歌
声（
混
声
合
唱
）と
、
民
族
楽
器�
フ
ィ
ド
ル
�

の
調
べ
。
そ
し
て
、
札
幌
ア
カ
デ
ミ
ー
の
荘
厳
な
歌
声
。

最
後
に
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
２
つ
の
合
唱
団
全
員
に
よ
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
、
集
ま
っ
た
２
０
０
名
の
市
民
は
酔
い
し
れ

て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８４
号
】

◆
「
文
化
講
演
会
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
新
聞
社
、
名
寄
市
国
際
交

流
推
進
連
絡
協
議
会
の
３
者
の
共
催
で
、
講
師
に
女
優
の

栗
原
小
巻
さ
ん
を
迎
え
て
名
寄
市
の
ホ
テ
ル
で
４
月
１９
日
、

『
私
の
国
際
文
化
交
流
』
と
題
し
て
文
化
講
演
会
を
開
催

し
た
。
栗
原
さ
ん
は
舞
台
、
テ
レ
ビ
、
映
画
で
活
躍
し
ゴ

ー
ル
デ
ン
ア
ロ
ー
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
な
ど
、
多
く
の
フ

ァ
ン
を
魅
了
し
て
お
り
、
日
ソ
合
作
映
画
「
モ
ス
ク
ワ
わ

が
愛
」「
白
夜
の
調
べ
」
な
ど
に
主
演
、
国
際
女
優
と
し
て

の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
い
。
ま
た
、
ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）撲

滅
基
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。講
演
で
、

栗
原
さ
ん
は
、
自
ら
の
ロ
シ
ア
や
中
国
の
映
画
人
と
の
交

流
を
中
心
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
、
国
境
を
越
え
た
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
温
か
さ
を
強
調
し
た
。

終
わ
り
に
、
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
エ
デ
ィ

ッ
ト
・
ピ
ア
フ
の
自
伝
を
朗
読
。
叙
情
豊
か
な
声
と
、
ま

た
朗
読
の
合
間
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
２
曲
披
露
し
て
、
会
場

を
魅
了
し
た
。
最
後
に
、
日
本
の
国
際
協
力
に
ふ
れ
「
現

在
、
日
本
は
援
助
す
る
側
み
た
い
で
�
援
助
し
て
や
っ
て

い
る
ん
だ
�
と
言
う
気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
。
し

て
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
は
」
と
講
演
を
終
え

た
。
集
ま
っ
た
市
民
７
０
０
人
は
、
ま
た
一
つ
新
し
い
魅

力
を
栗
原
さ
ん
に
発
見
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８４
号
】
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道
開
拓
記
念
館
）

８

「
国
際
社
会
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
紋
別
、
他
）

開
催
（
共
催
・
道
都
大
学
、
他
）

９

「
北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
都
市
連
絡
会
議
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
参
加

９

「
第
１
回
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
ノ
ル
ウ
ェ
ー

・
ト
ロ
ム
ソ
市
）
へ
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
長
派
遣

１０

「
中
国
姉
妹
州
交
流
研
修
生（
観
光
業
務
）受
入
」

実
施
（
中
国
・
黒
竜
江
省：

相
互
交
流
事
業
）

１０

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー：

北
極
圏
の
人
々
と

文
化
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
協
会
）

１１

「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー：

住
ま
い
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
と
生
涯
住
宅
」（
北
海
道
建
設
会
館
）開
催

（
共
催
・
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

１１

「
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
全
日
空
ホ
テ
ル
）開
催

（
共
催
・
北
海
道
経
済
連
合
会
、
他
）

１２

「
北
方
圏
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」（
教
育
文
化
会
館
）開

催
（
共
催
・
国
際
経
済
商
学
学
生
協
会
）

１

「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
講
演
会
」〔
講
師：

マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ

ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ケ
サ
ダ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１

「
旭
川
寒
地
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」（
旭
川
）開
催
（
共

催
・
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

１

「
世
界
の
北
の
教
育
と
文
化
」（
小
樽
）開
催
（
小

樽
教
育
振
興
会
、
他
）

２

「
サ
ハ
共
和
国
に
つ
い
て
の
講
演
会
」〔
講
師：

ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ
共
和
国
副
首
相
・
ブ
レ
ジ
ビ
ン

氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

２

「
米
国
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催

・
在
札
幌
米
国
総
領
事
館
、
他
）

６

４

ノ
ル
ウ
ェ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ

に
よ
る
小
品
の
調
べ
」（
上
湧
別
、
他
）
開
催

４

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
押
し
花
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展

示
室
）
開
催

５

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
講
習
会
」〔
講
師：

押
し

花
作
家
・
武
田
良
子
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

７

「
米
国
・
日
本
・
ロ
シ
ア
三
極
安
全
保
障
セ
ミ
ナ

◆
「
国
際
社
会
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

「
２１
世
紀
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
・
社
会
福
祉
の
現
状
と
課

題
を
展
望
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ

ダ
、
米
国
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
８
カ
国
か
ら
社
会
福
祉
の
専

門
家
ら
１６
名
と
日
本
の
専
門
家
を
招
い
て
８
月
２６
日
か
ら

２９
日
ま
で
の
４
日
間
、
札
幌
、
紋
別
を
会
場
に
、
道
都
大

学
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
新
聞
社
の
３
者
の
主
催

で
開
催
。
札
幌
の
道
新
ホ
ー
ル
で
は
、
開
会
式
に
続
い
て

日
本
社
会
事
業
大
学
学
長
の
三
浦
文
夫
氏
が
「
変
わ
り
ゆ

く
社
会
と
福
祉
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
今
後
確
実
に
想

定
さ
れ
る
少
産
少
子
と
い
う
人
口
構
造
と
高
齢
化
社
会
の

進
展
を
見
据
え
、
ケ
ア
問
題
や
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
だ

け
で
な
く
地
域
住
民
全
体
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
問
題
と
指
摘
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
「
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
直
面
す
る
教
育
・
経
済
・
政
治
的
課
題
」（
会
場

・
道
新
ホ
ー
ル
）、「
２１
世
紀
に
向
け
た
公
的
施
策
の
展
開
」

（
会
場
・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

人
的
社
会
資
源
の
確
保
」（
会
場
・
同
）、「
変
化
す
る
家
族

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
社
会
福
祉
」（
会
場
・
紋
別
市

民
会
館
）の
４
つ
の
分
科
会
で
は
、各
国
の
事
例
発
表
や
今

後
の
施
策
、
国
際
社
会
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
、
い
ず
れ
の
会
場
も

多
く
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８５
号
】

◆
「
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
道
経
連
、
北
方
圏
経
済
交
流
協
会

の
主
催
で
「
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
１１
月
２２
日
、
札
幌

全
日
空
ホ
テ
ル
で
約
１
５
０
人
を
集
め
て
開
催
。
北
欧
３

国
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
き
、
北
欧
諸
国
と
北
海
道
と
の

経
済
交
流
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

在
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
経
済
担
当
参
事
官
カ
ー
ル
ヘ

ン
リ
ッ
ク
・
ハ
ム
リ
ン
氏
、
デ
ン
マ
ー
ク
通
商
事
務
所

（
札
幌
）所
長
オ
ー
レ
・
ソ
レ
ン
セ
ン
氏
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
通

商
産
業
省
の
援
助
を
受
け
て
札
幌
に
設
立
さ
れ
た
ア
ル
ト

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
代
表
ア
ル
ト
・
ペ
ラ
ン
ダ
ー
氏
の

３
氏
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
っ
て
、
北
海

道
東
海
大
学
の
川
崎
一
彦
教
授
が
基
調
講
演
を
行
い
、「
北

欧
は
生
活
福
祉
と
と
も
に
機
械
産
業
が
発
達
し
た
経
済
大

国
で
あ
り
、
日
本
へ
の
関
心
が
高
い
」
と
指
摘
、
経
済
交

流
の
拡
大
を
訴
え
た
。
ま
た
、
国
際
化
に
つ
い
て
「
国
の

役
割
が
小
さ
く
な
っ
て
、
州
・
県
・
市
・
地
域
レ
ベ
ル
の

国
際
化
の
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
�
心

際
�
と
も
言
う
べ
き
心
の
国
際
化
も
出
て
き
て
良
い
の
で

は
」と
提
言
し
た
。こ
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
北
欧
諸
国
か

ら
北
海
道
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
製
品
や
将
来
有
望
と
思
わ

れ
る
企
業
を
紹
介
。
本
道
と
北
欧
と
の
経
済
交
流
促
進
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８６
号
】

◆
ノ
ル
ウ
ェ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ

る
小
品
の
調
べ
」
開
催

ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
で
ド
イ
ツ
の
ウ
ル
ム
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
活
躍
す
る
フ
ル
ー
ト
奏
者
ラ
ル
ス
・
ア
ス
ビ
ヨ
ル
ン

セ
ン
氏
と
、
一
緒
に
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
奏
者

で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
立
音
楽
大
学
教
師
の
武
田
牧
子
さ

ん
を
招
い
て
、
小
品
に
よ
る
室
内
楽
の
夕
べ
を
４
月
１３
日

（
札
幌
）、
１４
日（
上
湧
別
）

の
両
日
開
催
し
た
。
上
湧

別
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
頃
、
海
外
音
楽
家
の
生

の
演
奏
に
ふ
れ
る
機
会
が

少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

２
６
０
人
が
詰
め
か
け

た
。
演
奏
曲
目
は
グ
リ
ー

グ
の
小
品
は
じ
め
バ
ッ
ハ

か
ら
現
代
曲
ま
で
６
曲
。

ま
た
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え

て
日
本
の
曲
３
曲
を
披
露

し
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
８８
号
】
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ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催（
共
催
・
北
大
ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
、
他
）

７

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
講
座：

モ
ン
ゴ
ル
の
今
」〔
講

師：

モ
ン
ゴ
ル
タ
イ
ム
ス
・
チ
ョ
ナ
イ
・
ク
ラ
ン

ダ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・L-m

ove

）

７

「
極
北
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
ア
ー
ト
展
」（
道
立
近
代

美
術
館
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

７

「
中
国
姉
妹
州
交
流
研
修
生（
観
光
業
務
１
名
）受

入
」
実
施
（
黒
竜
江
省
と
の
相
互
交
流
事
業
）

９

「
北
欧
の
先
住
民
族
サ
ー
ミ
の
話
と
演
奏
の
夕
べ
」

〔
講
師：

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
・
イ
リ
ヤ
・
セ
ウ
ル

ヤ
ル
ビ
―
カ
リ
氏
、
他
（
札
幌
パ
ー
ム
ホ
ー
ル
）〕

開
催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
）

９

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
中
国
・

黒
竜
江
省
、
他
、
２
名
）

１１

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
的
な
織
物
と
レ
ー
ス
展
」

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

１１

「
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー：

花
・
ベ
ル
ツ
と
異
文
化
へ

の
理
解
」〔
講
師：

在
独
・
ベ
ル
ツ
研
究
家
・
眞

寿
美
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１１

「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
暮

ら
し
に
生
か
す
手
工
芸
品
」〔
講
師：

駐
日
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大
使
夫
人
・
メ
ッ
タ
‐
ク
リ
ス
チ
ー
ナ

・
ヴ
ァ
ー
ル
ク
ビ
ス
ト
さ
ん
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１１

「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー：

豊
か
な
生
活
と
換
気

設
計
」（
北
海
道
建
設
会
館
）開
催（
共
催
・
北
方

圏
住
宅
研
究
会
）

１２

「
ム
ー
ミ
ン
絵
本
展
（
駐
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

館
所
蔵
）」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）
開
催

１２

「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
便

り
」〔
講
師：

駐
日
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
・
ル
フ
サ

ン
ド
ー
ギ
ン
・
ダ
シ
プ
レ
フ
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１

「
帯
広
寒
地
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」（
帯
広
）開
催（
共

催
・
北
方
圏
住
宅
研
究
会
）

１

「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
の
受
託

を
承
認
（
平
成
６
年
度
Ｎ
Ｒ
Ｃ
第
３
回
理
事
会
）

２

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

中
国
経
済
の
現
状
と
北
海
道

と
の
交
流
の
可
能
性
」（
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

開
催（
共
催
・
北
方
圏
経
済
交
流
協
会
、
他
）

２

「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

バ
イ
キ
ン
グ
の
文
化

◆
「
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
暮
ら
し
に
生

か
す
手
工
芸
品
」
開
催

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
か
ら
メ
ッ
タ－

ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ク
ビ
ィ
ス
ト
大
使
夫
人
を
迎
え
て
１１
月
８

日
、
同
大
使
夫
人
と
エ
ヴ
ァ
・
バ
リ
エ
公
使
夫
人
の
企
画

と
展
示
に
な
る
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
的
な
織
物
と
レ

ー
ス
展
』
の
開
催
に
合
わ
せ
て
企
画
さ
れ
た
。「
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
文
化
を
是
非
を
紹
介
し
た
い
」
と
伝
統
的
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
で
講
師
を
務
め
ら
れ
た
ヴ
ァ
ー
ル
ク
ヴ
ィ
ス
ト

夫
人
は
、
レ
ー
ス
や
織
物
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
各
地
の
そ

れ
ぞ
れ
に
伝
承
さ
れ
た
文
様
や
色
合
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

母
か
ら
娘
、
孫
へ
と
伝
え
ら
れ
、
生
活
の
豊
か
な
潤
い
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
ご
自
身
で
製
作
し
た
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
説
明
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
文
化
へ
の
一

層
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
。
【『
北
方
圏
』
第
９０
号
】

◆
「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
便
り
」

開
催

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
モ
ン
ゴ
ル
を
理
解

し
よ
う
と
１２
月
２２
日
、
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
の
一
等
書

記
官
ル
フ
サ
ン
ド
ー
ギ
ン
・
ダ
シ
プ
レ
フ
氏
を
講
師
に
迎

え
開
催
。
モ
ン
ゴ
ル
は
１
９
９
２
年
、
新
憲
法
に
基
づ
い

て
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
と
な
り
、
新

し
い
国
を
建
設
中
だ
が
、
ダ
シ
プ
レ
フ
氏
は
流
暢
な
日
本

語
で
「
市
場
経
済
移
行
期
に
あ
る
の
で
経
済
は
厳
し
い
状

況
で
、
自
力
で
は
困
難
で
協
力
を
必
要
と
し
て
お
り
、
特

に
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
は
日
本
の
援
助
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
た
。
ま
た
「
観
光
産
業
に
も
力
を
入
れ
あ
り
の
ま

ま
の
モ
ン
ゴ
ル
を
世
界
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

気
候
の
似
て
い
る
北
海
道
と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
９１
号
】

◆
「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営
の
受
託
を
承

認
（
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
第
３
回
理
事
会
）

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
平
成
６
年
度
第
３
回
理
事
会
が
１

月
２０
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
、
国

際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
っ
て
札
幌
、
帯
広
両

市
に
設
置
さ
れ
る
「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運

営
を
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
開
発
途
上
国
の
行
政
担
当
者
や
技
術

者
を
中
、
長
期
に
わ
た
っ
て
宿
泊
研
修
さ
せ
る
施
設
で
、

地
域
の
国
際
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
も
利
用
し
て
も
ら
う
。

研
修
所
は
昨
年
９
月
か
ら
、
札
幌
市
白
石
区
本
通
り
１６
丁

目
の
市
交
通
局
営
業
所
跡
地
と
帯
広
市
西
２０
条
南
６
丁
目

の
帯
広
の
森
内
に
建
設
さ
れ
、
今
年
１２
月
に
完
成
、
来
年

度
オ
ー
プ
ン
す
る
。
主
な
受
託
業
務
は
、
研
修
の
実
施
の

ほ
か
会
議
室
や
宿
泊
所
、
機
材
な
ど
の
施
設
管
理
、
施
設

の
維
持
保
守
、
研
修
員
の
福
利
厚
生
な
ど
。
ま
た
、
こ
の

受
託
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
北
方
圏
諸
国
と
の
交

流
推
進
を
基
軸
と
し
な
が
ら
「
そ
の
他
の
諸
外
国
と
の
交

流
も
進
め
」
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
承

認
事
項
は
監
督
官
庁
の
道
開
発
庁
と
協
議
し
、
５
月
に
開

催
の
通
常
総
会
で
議
決
す
る
予
定
で
あ
る
。

【『
北
方
圏
』
第
９１
号
】

◆
「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

バ
イ
キ
ン
グ
の
文
化
と
民

族
音
楽
の
調
べ
」
開
催

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
ご
夫
妻
を
招
い
て
の
北
方
圏
理

解
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
１７
日
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
た
。
講
師
は
ヨ
ン
・
ビ
ョ
ル
ネ
ビ
ー
大
使
と
エ

レ
ン
夫
人
。
ビ
ョ
ル
ネ
ビ
ー
大
使
は
、
駐
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
か
ら
９４
年
１０
月
に
着
任
で
北
海
道
訪
問
は
初
め
て
。

講
演
の
中
で
「
バ
イ
キ
ン
グ
と
は
海
賊
の
イ
メ
ー
ジ
が
一

般
的
だ
が
、
他
方
で
交
易
や
友
好
的
な
活
動
も
行
い
、
多

く
の
国
に
文
化
、
社
会
、
言
語
的
な
影
響
を
残
し
た
」
と

述
べ
、
彼
ら
の
豊
か
な
文
字
、
優
秀
な
造
船
技
術
、
軍
事

知
識
、
平
等
な
社
会
組
織
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
紹
介
し
た
。
こ
の
講
演
の
合
間
に
、民
族
衣
装（
ブ
ー

ナ
ッ
ド
）を
着
た
エ
レ
ン
夫
人
が
フ
ル
ー
ト
演
奏
を
披
露
し

た
。
夫
人
は
オ
ス
ロ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
主
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と
民
族
音
楽
の
調
べ
」〔
講
師：

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ

ー
大
使
・
ヨ
ン
・
ビ
ョ
ル
ネ
ビ
ー
夫
妻
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催

２

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
民
族
衣
装
・
ブ
ー
ナ
ッ
ト
（
駐

日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
所
蔵
）展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ

展
示
室
）
開
催

３

「
北
方
圏
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

ロ
シ
ア
の
今
・
そ
し

て
人
々
」〔
講
師：

北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

・
ア
ン
ド
レ
イ
・
ベ
ロ
フ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

３

３
極（
ア
ル
バ
ー
タ
州
・
黒
竜
江
省
・
北
海
道
）カ

ー
リ
ン
グ
交
流
と
し
て
黒
竜
江
省
へ
指
導
者
を
派

遣
（
共
催
・
北
海
道
、
他
）

７

６

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
民
族
衣
装
・
ブ
ー
ナ
ッ
ト
（
駐

日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
所
蔵
）展
」（
芸
術
の

森
美
術
館
）開
催（
共
催
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使

館
、
他
）

６

「
ア
ラ
ス
カ
州
ジ
ュ
ノ
ー
市
青
少
年
北
海
道
訪
問

団
受
入
」（
長
万
部
、
他
）
実
施

６

「
オ
ー
ロ
ラ
・
ト
ー
ク：

メ
ロ
デ
ィ
は
自
然
の
さ

さ
や
き
」（
帯
広
）開
催（
共
催
・
帯
広
デ
ザ
イ
ン

協
議
会
、
他
）

７

「
北
海
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ア
ル
バ
ー
タ
」（
エ

ド
モ
ン
ト
ン
市
）開
催（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
カ
ナ
ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
州﹇
友
好
の
翼
﹈参
加
、
２
名
）

８

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
の
研
究
交
流
開
始
。
道

内
試
験
研
究
機
関
代
表
者
マ
州
訪
問

８

「
セ
ミ
ナ
ー：

デ
ン
マ
ー
ク
の
対
日
経
済
関
係
と

地
域
振
興
政
策
」〔
講
師：

デ
ン
マ
ー
ク
通
商
産

業
省
・
イ
ェ
ン
ス
・
ビ
ト
ラ
ッ
プ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催
（
共
催
・
ジ
ェ
ト
ロ
北
海
道
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
、
他
）

９

「
第
２
回
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
総
会
」（
札
幌
、

赤
井
川
）
開
催
に
参
画

９

「
北
方
圏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’９５
・
展
示
会
・
交
流

会
・
子
ど
も
の
絵
画
展
」（
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

９

「
北
方
圏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’９５
・
特
別
講
演
会
」

〔
講
師：

国
連
環
境
計
画
事
務
局
次
長
・
ル
ー
ベ

席
フ
ル
ー
ト
奏
者
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
本
格
派
。
集
ま

っ
た
約
８０
人
の
市
民
は
美
し
い
調
べ
に
聞
き
入
り
、
講
演

と
演
奏
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
初
め
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
楽
し
ん

だ
。

【『
北
方
圏
』
第
９１
号
】

◆
３
極（
ア
ル
バ
ー
タ
州
・
黒
竜
江
省
・
北
海
道
）カ
ー
リ

ン
グ
交
流
と
し
て
黒
竜
江
省
へ
指
導
者
を
派
遣

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
北
海
道
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
な
ど
と

と
も
に
、
３
月
１１
日
か
ら
５
日
間
、
中
国
黒
竜
江
省
の
省

都
・
ハ
ル
ビ
ン
市
で
、
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
指
導
を
行
っ

た
。
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
北
海
道
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ

ー
タ
州
、
中
国
・
黒
竜
江
省
の
３
極
間
交
流
事
業
の
一
つ

と
し
て
企
画
さ
れ
、中
国
の
カ
ー
リ
ン
グ
導
入
は
初
め
て
。

指
導
に
当
た
っ
た
の
は
北
海
道
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
会
長

の
土
居
博
昭
氏（
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
副
会
長
）と
日
本
カ
ー

リ
ン
グ
協
会
Ａ
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
阿
部
周
司
氏（
北

海
道
常
呂
町
職
員
）。
ま
た
、ア
ル
バ
ー
タ
州
か
ら
も
ア
イ

ス
メ
ー
カ
ー
の
ド
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ド
氏
が
参
加
し
た
。
こ

の
講
習
会
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
３
地
域
間
の
交
流
事

業
と
し
て
黒
竜
江
省
で
の
カ
ー
リ
ン
グ
講
習
会
の
開
催
を

提
案
。
北
海
道
か
ら
指
導
者
を
派
遣
す
る
こ
と
、
ア
ル
バ

ー
タ
州
か
ら
は
カ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ー
ン
な
ど
用
具
２

セ
ッ
ト
寄
贈
す
る
こ
と
で

実
現
し
た
。
講
習
会
は
、

ア
ル
バ
ー
タ
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ば
か
り
の
用
具
を
使

っ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
氷
上
訓

練
基
地
で
行
わ
れ
た
。
黒

竜
江
省
外
事
弁
公
室
と
省

体
育
運
動
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
同
省
ば
か
り
で
な

く
、吉
林
省
、遼
寧
省
か
ら

も
駆
け
つ
け
、
定
員
を
超

え
６３
人
が
集
ま
り
、関
心
の
高
さ
を
示
し
た
。こ
の
中
に

は
、体
育
学
院（
日
本
の
体
育
大
学
）の
助
教
授
や
、ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

な
ど
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
多
く
、
熱
心
に
講
習
を
受

け
て
い
た
。
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
１
９
９
８
年
に
開
催
さ
れ

る
第
１８
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
長
野
大
会
に
お
い
て
正

式
種
目
に
な
る
こ
と
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
も
関
心
が
高

く
、
黒
竜
江
省
の
関
係
者
は
「
こ
れ
を
機
に
競
技
者
の
育

成
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
９２
号
】

◆
「
第
２
回
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
総
会
」
開
催
に
参
画

北
方
圏
地
域
に
共
通
す
る
課
題
や
北
方
圏
地
域
に
影
響

を
与
え
る
世
界
的
規
模
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
北

方
圏
地
域
の
地
方
政
府
の
協
力
と
参
加
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
「
北
方
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第
２
回
総
会
が
、
９
月

１１
日
か
ら
４
日
間
札
幌
市
と
赤
井
川
村
で
開
催
さ
れ
た
。

「
北
方
圏
の
新
し
い
発
展
を
め
ざ
し
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
初
の
ア
ジ
ア
開
催
と
な
っ
た
会
議
に
は
１０
カ
国
１７

地
域
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
、
特
に
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ

共
和
国
は
大
統
領
特
別
機
で
１
０
０
人
を
超
え
る
大
代
表

団
を
送
り
込
ん
で
き
た
。

総
会
は
２
年
に
一
回
加
盟
地
域
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
、日
本
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
韓

国
、
の
１０
カ
国
か
ら
代
表
が
参
加
し
た
。
今
回
は
モ
ン
ゴ

ル
の
ド
ル
ノ
ド
地
方
か
ら
バ
ッ
ク
知
事
が
設
立
総
会
以
来

初
め
て
参
加
し
、
黒
竜
江
省
か
ら
は
田
省
長
、
韓
国
も
本

国
か
ら
金
外
務
長
官
特
別
補
佐
官
が
出
席
す
る
な
ど
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
へ
の
期
待
感
の
大
き
さ
を
示
し
た
。
今
総
会
で

は
、
今
後
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
経
済
交
流
促
進
の
た
め
「
北
方
圏

経
済
人
会
議
」
な
ど
の
創
設
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進

め
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
『
北
海
道
宣
言
』
採
択
し

た
。

【『
北
方
圏
』
第
９４
号
】
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ン
・
オ
レ
ン
ボ
氏
（
か
で
る
２
・
７
）〕
開
催
（

同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

１０

「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
友
好
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

〔
基
調
講
演
講
師：

作
家
・
深
田
祐
介
氏
、
パ
ネ

リ
ス
ト：

５
カ
国
８
地
域
８
名
（
札
幌
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

１０

「
北
海
道
の
国
際
交
流
の
歩
み
写
真
展
」（
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

１０

「
セ
ミ
ナ
ー：

冷
戦
後
の
日
米
安
全
保
障
関
係
」

〔
講
師：

ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
・
シ
ェ
ル
ド
ン
・

サ
イ
モ
ン
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
札
幌
ア

メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

１１

「
北
方
圏
住
宅
セ
ミ
ナ
ー：

暖
房
と
換
気
の
設
計
」

（
北
海
道
建
設
会
館
）開
催（
共
催
・
北
方
圏
住
宅

研
究
会
）

１１

「
講
演
会：

最
近
の
ロ
シ
ア
情
勢
」〔
講
師：

駐

ロ
シ
ア
大
使
・
渡
邊
幸
治
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕開
催（
共

催
・
北
海
道
）

１１

「
セ
ミ
ナ
ー：

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
・
ハ
ル
と
日
本
の

若
者
」〔
講
師：

北
海
学
園
大
学
・
パ
ト
リ
シ
ア

・
ギ
ブ
ン
ス
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・L-

m
ove

）

２

「
剣
持
小
枝：

桐
塑
人
形
展
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
展
示
室
）

開
催

３

「
ロ
シ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ロ
シ
ア
連
邦
燃
料
電
力
省
・
ア
レ
ク
セ
イ
・
マ
ス

チ
ェ
パ
ノ
フ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

３

「
黒
竜
江
省
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
普
及
指
導
事
業
」

（
中
国
・
黒
竜
江
省
）指
導
者
派
遣
実
施（
共
催
・

北
海
道
体
育
協
会
）

３

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」（
美
瑛

・
大
雪
青
年
の
家
﹇
１５
カ
国
４７
名
﹈）
開
催

３

「
氷
彫
刻
制
作
指
導
者
派
遣
」（
ロ
シ
ア
連
邦
サ

ハ
共
和
国
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市
）
実
施

３

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
語
学
研
修
講
座
」
閉
講

３

Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘

事
業（
３
カ
所
１５
名
）」（
札
幌
、
他
）実
施
（
委
託

・
外
務
省
、
支
援
委
員
会
）【
平
１１
（
１
９
９
９
）

迄
継
続
】

◆
「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
友
好
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
７
年
が
戦
後
５０
年
と
い
う

節
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
２１
世
紀
に
向
け
た
、
本
道
と

関
係
の
深
い
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
、
今
後
の
交
流

の
あ
り
方
や
北
海
道
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
１０
月
２５
日
に
開
催
し
た
。
会
場
の
ホ
テ
ル
・
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
は
３
５
０
人
を
超
す
市
民
が
集
ま
り
、

関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。
直
木
賞
作
家
の
深
田
祐
介
氏

に
よ
る
「
北
東
ア
ジ
ア
事
情
」
と
題
す
る
基
調
講
演
で

は
、『
北
方
圏
』
と
い
う
「
圏
」
の
構
想
が
時
代
を
先
取

り
す
る
先
見
性
に
満
ち
た
画
期
的
な
構
想
と
感
じ
た
こ
と

や
、「
圏
」
の
構
想
は
民
族
、国
家
の
枠
を
離
れ
て
、近
隣

す
る
各
地
域
が
独
自
の
構
想
を
持
っ
て
交
流
を
推
進
す
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
、
北
海
道
を
取
り
巻

く
北
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
地
域
が
理
解
し
、
協
力
し
合
う

こ
と
が
平
和
へ
の
道
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま

た
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
北
海
道
の
５

カ
国
８
地
域
か
ら
専
門
家
を
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
北
東
ア
ジ
ア
の
国
々
・
地
域
の
信
頼
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」
な
ど
、
意
見
や
提
言
が
出
さ
れ
た
。

【『
北
方
圏
』
第
９４
号
】

◆
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
北
方
圏
交
流
だ
け
で
な
く
、
国
際

協
力
の
面
で
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
て
、全
世
界
の
国
々
と

の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
初
め

て
の
留
学
生
支
援
事
業
を
企
画
し
、３
月
１４
・
１５
の
両
日
、

札
幌
及
び
近
郊
の
大
学
に
学
ぶ
１５
カ
国
４７
名
の
参
加
を
得

て「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」を
実
施
し
た
。

大
雪
青
年
の
家
に
滞
在
し
、
地
元
シ
ル
バ
ー
の
方
々
と

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
、
旭
川
の
大
学
生
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
、
北
海
道
で
の
生
活
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
場
を
用
意
し
、
普
段
考
え
て
い
る
北
海
道
や
日
本
に

つ
い
て
の
意
見
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。
意
見
の
中
に
は
、

我
々
日
本
人
に
と
っ
て
耳
の
い
た
い
も
の
、
目
か
ら
鱗
が

落
ち
る
よ
う
な
も
の
な
ど
、有
意
義
な
も
の
ば
か
り
。私
た

ち
は
こ
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
今
後
も
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
事

業
と
し
て
継
続
的
に
開
催
し
、
直
接
的
、
間
接
的
に
留
学

生
の
支
援
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【『
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
』
報
告
書
】

◇
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
語
学
研
修
講
座
」
閉
講

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
新
施
設
オ
ー
プ
ン
の
昭
和
５３
年
に
開

設
さ
れ
、
会
員
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
北
方
圏
語
学
研
修

講
座
」
が
、施
設
改
築
の
た
め
３
月
を
も
っ
て
閉
講
し
た
。

当
語
学
講
座
は
、
北
大
を
は
じ
め
市
内
の
大
学
教
授
や
外

国
人
教
師
の
方
々
を
講
師
に
、
英
語
を
中
心
と
し
た
５
コ

ー
ス（
平
成
７
年
４
月
か
ら
は
ロ
シ
ア
語
も
開
設
）と
、
英

語
（
初
・
中
・
上
級
）
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

語
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
な
ど
を
独

習
テ
ー
プ
を
利
用
し
て
自
ら
学
ぶ
独
習
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
開
設
以
来
１８
年
の
両
コ
ー
ス
を
合
わ
せ
た
受
講
生
は

延
べ
４
６
３
６
人
、
ま
た
、
担
当
し
た
講
師
は
２４
名
に
の

ぼ
り
、
札
幌
大
学
助
教
授
で
後
に
在
札
幌
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
総
領
事
と
な
る
マ
リ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
さ
ん
も
本
講

座
の
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。
受
講
生
は
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
週
１
回
の
講
座
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」「
秋
の
収
穫
祭
」「
イ

ー
ス
タ
ー
」な
ど
の
テ
ー
マ
で

全
員
が
参
加
す
る
親
睦
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、
日
頃
会
う
こ
と
の

な
い
別
の
曜
日
の
受
講
生
と
話

し
合
う
の
も
大
き
な
楽
し
み
と

も
な
っ
て
い
た
。
市
中
の
英
会

話
学
校
が
発
展
す
る
以
前
に
、

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
語
学
研
修

講
座
」
が
果
た
し
た
役
割
は
き

わ
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ

た
。

《
次
頁
参
照
》



□ 講 師 〔所属は、担当時のもの〕

在籍
昭５３～５５
昭５３～５８
昭５４～５９
昭５４～５５
昭５４～５７
昭５４～５８
昭５５～５６
昭５６～平元
昭５７～５９
昭５８～平元
昭５８～平元
昭５９～平２
昭６０～６１
昭６０～６３
昭６２～６３
昭６２～６３
昭６３～平７
昭６３～平３
平２～７
平３～７
平４～７
平４～７
平６～７

平７

所 属
北大文学部 教授
札幌市成人学校講師、後 静修短大助教授
札幌大学 助教授
北大言語文化部 助教授
会議通訳、札幌国際大学 講師
元北海道インターナショナルスクール校長
北海道インターナショナルスクール理事、宣教師
北大 外国人教師
藤女子大 助教授
会議通訳者
札幌女子大 講師
北大 外国人教師
藤女子大 講師
静修短大 講師
札幌大学 外国人教師
北大 外国人教師
会議通訳者
札幌大学 講師
北星大学 助教授
道教育大学 外国人教師
札幌大学 講師
英語教材制作者
北海道インターナショナルスクール教師

元サンクトペテルブルグ大学助教授

国籍
日本
日本
米国
日本
日本
米国
米国
米国
米国
日本
米国
米国
米国
米国
カナダ
カナダ
日本
米国
米国
米国
米国
米国
米国

ロシア

性別
男性
女性
女性
男性
女性
女性
男性
男性
男性
男性
女性
男性
男性
女性
男性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
女性
男性

男性

《 英 語 》
氏 名

北 市 陽 一
山 中 � 子
マリー・シェーファー
高 橋 宣 勝
斉 藤 彩 子
カレン・シャルフェーエフ
ステファン・ハスブロック
エドワード・ボーラー
ロバート・クンツ
新 壽 春
スザンヌ・米坂
マシュー・ハンレイ
バリー・サンダース
シェリー・小田
ジム・アリスン
ポール・ステイプルトン
三 上 郁 子（加島）
ロバート・グレイバー
デール・アン・佐藤
ダン・ヒンクルマン
ディル・シナー
ジル・サザナミ
アンドリュー・マグダーウェル
《 ロシア語 》
アンドレイ・ベロフ

□ 受講者数
合 計
（延人数）

４４
２４２
２７３
２５１
２９８
２５６
３２４
３４６
２９５
２９３
２９０
２８８
２６０
２４９
２６２
２４０
２０２
２２３
４，６３６

ロシア語
受講者数

４６
４６

独習
受講者数

２４
４７
４５
４８
３９
４４
３７
２８
４２
４１
３６
２０
３４
２５
４６
２５
３２
６１３

英語
受講者数
４４
２１８
２２６
２０６
２５０
２１７
２８０
３０９
２６７
２５１
２４９
２５２
２４０
２１５
２３７
１９４
１７７
１４５
３，９７７

学期
（独習を除くコース数）

後期のみ（２）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（６）
後期（５）
後期（５）
後期（５）
後期（５）
後期（５）
後期（５）

合 計

前期（８）
前期（６）
前期（７）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（６）
前期（５）
前期（５）
前期（５）
前期（５）
前期（５）
前期（５）

西暦

’７８
’７９
’８０
’８１
’８２
’８３
’８４
’８５
’８６
’８７
’８８
’８９
’９０
’９１
’９２
’９３
’９４
’９５

年度

昭和５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３

平成元
２
３
４
５
６
７

北方圏センター語学講座《昭和５３年～平成７年》
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北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
交
流
へ

国
際
協
力
事
業
団
（
現
・
国
際
協
力
機

構
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
技
術
協
力
事
業

の
一
環
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
技
術
者

や
行
政
官
に
技
術
の
習
得
す
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
東
京
を
は
じ
め
、
国
内
１１

カ
所
に
研
修
施
設
を
設
置
し
て
い
る
が
、

新
た
に
援
助
対
象
国
に
な
っ
た
旧
ソ
連
邦

地
域
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
積
雪
寒
冷
地
の

技
術
支
援
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
ま
た
、
地

方
に
あ
る
技
術
や
人
材
の
活
用
を
る
た

め
、
札
幌
と
帯
広
に
研
修
施
設
「
北
海
道

国
際
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
た
。

北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
色

の
一
つ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
の
宿
泊
施

設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
や
国

際
交
流
団
体
が
行
う
国
際
交
流
、
国
際
協

力
な
ど
地
域
の
国
際
化
事
業
に
活
用
で
き

る
施
設
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
各
地
域

の
国
際
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
国
の
考
え
方
に

よ
る
も
の
で
、
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
国
際
化
推
進
の

重
要
な
役
割
を
担
う
国
際
交
流
団
体
に
委

託
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成
７
年

６
月
の
定
款
の
一
部
変
更
に
よ
り
、
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
管
理
運
営
を
受
託

し
た
。

近
年
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
海
外

の
諸
地
域
と
の
交
流
を
よ
り
一
層
進
め
る

と
と
も
に
、
道
内
の
地
域
間
で
の
協
力
関

係
を
築
き
、
地
域
の
立
場
で
国
際
社
会
の

発
展
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北

方
圏
諸
国
と
の
交
流
を
基
軸
と
し
な
が

ら
、
国
際
協
力
分
野
の
事
業
を
含
め
、
広

く
世
界
の
国
々
と
の
交
流
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
際
協

力
部
が
新
設
さ
れ
、
ま
た
、
札
幌
、
帯
広

の
国
際
セ
ン
タ
ー
に
は
管
理
担
当
の
部
署

が
誕
生
し
た
。

地
域
国
際
化
協
会
の
認
定

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
平
成
１０
年
３
月
、

自
治
省
（
現
・
総
務
省
）
か
ら
「
地
域
国

際
化
協
会
」
の
認
定
を
受
け
た
。

地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
化
を
推
進
す
る
た

め
各
地
方
公
共
団
体
で
は
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
域
の
国
際
化
は

行
政
の
み
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
民

間
の
国
際
交
流
組
織
の
活
用
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
国
際
交
流
を
推

進
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
中
核
的
民
間
国

際
交
流
組
織
を
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指

定
都
市
を
代
表
す
る
一
つ
の
団
体
を「
地

域
国
際
化
協
会
」と
認
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、

「
国
際
交
流
」「
国
際
協
力
」「
地
域
の
国
際

化
」
な
ど
を
総
合
的
に
と
り
進
め
る
北
海

道
の
中
核
的
な
国
際
交
流
団
体
と
し
て
、

活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
海
道
青
年
海
外
研
修
派
遣
と

海
外
青
年
研
修
の
受
け
入
れ

「
地
域
国
際
化
協
会
」
の
認
定
を
受
け

た
同
じ
年
、「
北
海
道
青
年
婦
人
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
統
合
し
、
そ
の
業
務
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
に
交
流

部
を
新
設
し
、
青
年
・
婦
人
の
海
外
派
遣

や
海
外
青
年
の
受
け
入
れ
な
ど
、
事
業
の

拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

派
遣
事
業
で
は
「
北
海
道
婦
人
国
際
交

流
事
業
」「
北
海
道
青
年
国
際
交
流
事
業
」

「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
事
業
」

を
実
施
す
る
。
テ
ー
マ
別
の
研
修
を
は
じ

め
、
訪
問
地
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
本
道
の
国
際

化
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

ま
た
、
受
入
事
業
で
は
、「
北
海
道
・

ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
」「
中
国
・
黒
竜
江

省
青
年
代
表
団
」「
ア
ル
バ
ー
タ
州
青
年

（
１
名
）
研
修
受
入
」
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
青
年
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
、

一
層
の
相
互
理
解
が
深
ま
り
将
来
に
つ
な

が
る
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。

在
住
外
国
人
（
留
学
生
）
等
へ
の

交
流
支
援
事
業

定
款
の
一
部
変
更
に
伴
い
、
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
の
事
業
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
地
球
市
民
」
と
い
う

言
葉
が
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
国
際
交
流
団
体
と
し
て
世
界
の

人
々
と
の
交
流
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
が
、
留
学
生
へ
の
交
流
支
援
事
業

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
・
イ
ン
北
海

道
」も
そ
の
一
つ
。平
成
８
年
３
月
に
第
１

回
を
実
施
、以
来
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
事
業
に
参
加
し
た
留
学
生
は
１５
カ
国

４７
名
。
出
身
は
ア
ジ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
改
め
て
北

海
道
も
国
際
社
会
の
ま
っ
た
だ
中
に
位
置

し
て
い
る
の
を
認
識
す
る
。
小
旅
行
を
通

し
て
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
勉
強
を

離
れ
て
北
海
道
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
と

も
に
、
普
段
考
え
て
い
る
北
海
道
や
日
本

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
感
想
文
、
意

見
交
換
会
で
発
表
し
て
も
ら
っ
た
が
、

「
日
本
人
は
、
外
国
人
に
見
え
る
外
国
人

に
は
優
し
い
が
、
外
国
人
に
見
え
な
い
外

国
人
に
は
、
関
心
を
持
た
な
い
よ
う
だ
」

と
の
、
耳
の
痛
い
指
摘
も
あ
っ
た
。

国
際
交
流
と
し
て
の
幅
を
広
げ
た
こ
と

は
、
本
道
の
国
際
化
の
推
進
に
大
き
な
意

義
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
い
北
方
圏
交
流
と

国
際
協
力
の
推
進

北
方
圏
諸
国
と
の
交
流
も
間
断
な
く
実

施
さ
れ
て
い
る
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立

２０
周
年
を
記
念
し
て
「
２１
世
紀
に
向
け
て

の
北
方
圏
交
流
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

札
幌
商
工
会
議
所
と
共
催
し
て
開
催
。
ま

た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ア
ラ
ス

カ
と
の
交
流
を
進
め
る
「
北
方
圏
ジ
ュ
ニ

ア
親
善
使
節
団
・
夏
休
み
少
年
少
女
オ
ー

ロ
ラ
ス
ク
ー
ル
」
も
回
を
重
ね
て
い
る
。

北
方
圏
交
流
を
兼
ね
た
国
際
協
力
の
事

業
も
登
場
し
た
。
北
海
道
庁
か
ら
受
託
の

「
ロ
シ
ア
極
東
・
企
業
経
営
指
導
者
育
成

支
援
事
業
」
と
外
務
省
と
支
援
委
員
会
か

ら
受
託
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
・
日
本
セ
ン
タ

ー
成
績
優
秀
者
招
聘
事
業
」、
ま
た
、
北

方
四
島
交
流
北
海
道
推
進
委
員
会
か
ら
受

託
の
「
北
方
四
島
交
流
・
日
本
語
習
得
研

修
受
入
事
業
」
で
あ
る
。
新
し
く
誕
生
し

た
ロ
シ
ア
へ
の
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
等
の

理
解
促
進
に
向
け
て
経
済
、
流
通
、
行
政

等
の
講
義
や
視
察
で
の
研
修
、
ま
た
、
日

本
語
の
研
修
と
と
も
に
日
本
の
生
活
や
文

化
等
の
研
修
を
通
し
て
、
研
修
生
に
は
よ

り
日
本
の
理
解
者
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
の
新
し
い

北
方
圏
交
流
、
協
力
事
業
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

《平成８（１９９５）年～同１４（２００２）年》
～北方圏交流に加えて、国際理解・国際協力も積極的に推進～

第Ⅳ章

国際協力への拡大
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年
度

月

事
業
等
開
催
状
況

８

４

事
務
局
に
「
国
際
協
力
部
」
を
新
設

４

国
際
協
力
事
業
団（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）委
託
に
よ
る
「
北

海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」（
札
幌
Ｃ
、帯
広
Ｃ
）
の
管

理
運
営
を
開
始
【
現
在
継
続
】

４

「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
開
所
式

５

「
セ
ミ
ナ
ー：

ア
ル
バ
ー
タ
大
学
と
北
海
道
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」〔
講
師：

ア
ル
バ
ー
タ
大

学
学
長
・
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
レ
イ
ザ
ー
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
、
他
）

６

「
セ
ミ
ナ
ー：

ロ
シ
ア
に
お
け
る
地
方
自
治
権
と

極
東
経
済
」〔
講
師：

世
界
経
済
国
際
関
係
研
究

所
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
ワ
ノ
フ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催

６

「
セ
ミ
ナ
ー：

カ
ナ
ダ
人
女
性
が
見
た
日
本
の
農

村
」〔
講
師：

カ
ナ
ダ
・
マ
ニ
ト
バ
州
駐
日
代
表

・
ア
ン
・
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕開
催（
共

催
・
毎
日
新
聞
道
支
社
、
他
）

６

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」（
４
カ
国

４
名
研
修
受
入
れ
）

６

国
際
協
力
情
報
紙
「
で
あ
い
」（
季
刊
）
創
刊
【
現

在
継
続
】

６

「
セ
ミ
ナ
ー：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
社
会
」〔
講
師：

前
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
科
学

技
術
政
策
室
・
デ
ビ
ッ
ド
・
ラ
イ
テ
ル
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
札
幌
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
）

７

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
に

研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
以
後
、
年
度
内
に

札
幌
５
回
、
帯
広
６
回
実
施
）

９

「
北
海
道
・
黒
竜
江
省
友
好
提
携
１０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」
参
加
、
各
種
記
念
事
業
を
実
施

９

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
中
国
・

黒
竜
江
省
、﹇
友
好
の
翼
へ
参
加
﹈
２
名
）

１０

「
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー：

男
女
共
同
参
画
の
社
会
を

め
ざ
し
て
」〔
講
師：

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
男
女
平

等
オ
ン
ブ
ッ
ド
・
ア
ン
ネ
・
リ
ー
セ
・
リ
ー
エ
ル

氏
（
札
幌
市
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）〕
開
催

１０

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

駐

日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
・
ペ
ッ
カ
・
リ
ン

◆
「
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
」
開
所
式

北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
・
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

帯
広
国
際
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
４
月
１
日
と
５
日
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
で
は
樫
原

泰
明
会
長
が
「
こ
の
宿
泊
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
て
、
実
り

の
あ
る
国
際
交
流
の
推
進
を
図
り
た
い
。
研
修
員
の
み
な

さ
ん
に
は
、
自
国
に
帰
っ
た
ら
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を

紹
介
し
て
、交
流
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

挨
拶
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
入
所
者
と
な
っ
た
の

は
、
外
務
省
の
委
託
を
受
け
当
セ
ン
タ
ー
実
施
の
旧
ソ
連

邦
諸
国
支
援
事
業
の
道
内
企
業
で
経
営
に
つ
い
て
研
修
す

る
モ
ス
ク
ワ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
か
ら
の

１５
名
と
、
地
域
開
発
を
勉
強
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
１５
名

や
ザ
ン
ビ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
か
ら
の
５
名
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
員
で
、「
部
屋
が
広
く
、勉
強
と
休
養
に
最
適

だ
」
と
好
評
で
あ
っ
た
。
一
方
、
帯
広
セ
ン
タ
ー
は
５
日

に
開
所
式
を
行
っ
た
。初
入
所
者
は
タ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の

研
修
員
１０
名
。

両
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
年
間
の
総
利
用
者
は
延
べ
３
万
人
を
超
え

る
見
込
み
だ
。

【『
北
方
圏
』
第
９６
号
】

◆
「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」
開
始

自
治
省
が
所
管
す
る
協
力
交
流
事
業
で
、
海
外
の
地
方

自
治
体
職
員
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
、
日
本
の
行
政

事
務
や
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
。
諸
外
国
の
人
づ
く
り

に
対
す
る
国
際
協
力
を
進
め
る
と
共
に
、
北
海
道
の
国
際

化
の
促
進
を
図
る
目
的
で
本
年
度
４
カ
国
４
名
（
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
）
の
地
方
自
治
体

職
員
を
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

【「
’９７
年
報
」】

◆
国
際
協
力
情
報
紙
「
で
あ
い
」（
季
刊
）
創
刊

北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
機
に
、
国
際
協
力
情

報
の
収
集
や
提
供
、
国
際
協
力
団
体
と
の
連
携
な
ど
を
通

じ
て
北
海
道
の
国
際
化
を
進
め
る
た
め
、国
際
協
力
事
業
、

道
内
の
国
際
協
力
活
動

な
ど
を
紹
介
す
る
情
報

紙
「
で
あ
い
」（
季
刊
）

を
創
刊
し
た
。
オ
ー
プ

ン
し
た
両
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
、
研
修
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
収

録
し
、
１
５
０
０
部
を
印
刷
。
市
町
村
の
ほ
か
国
際
協
力

・
交
流
団
体
、
大
学
な
ど
に
配
布
し
た
。

【『
北
方
圏
』
誌
第
９６
号
】

《
な
お
、V

ol.13.（
平
成
１１
・
６
発
行
）
で
はJIC

A

国
際

協
力
事
業
団
の
ニ
ュ
ー
ス�JIC

A

だ
よ
り
�の
２
ペ
ー
ジ

を
加
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、V

ol.37

（
平
成
１７
・
６
発
行
）

か
ら
正
式
に
共
同
発
行
と
し
、
各
号
４
０
０
０
部
を
北
方

圏
セ
ン
タ
ー
会
員
は
じ
め
関
係
機
関
に
送
付
し
て
い
る
》

◆
「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る
研

修
員
と
の
交
流
会
等
）
開
催

世
界
に
は
多
種
多
様
な
生

活
や
文
化
、
社
会
や
民
族
が

存
在
し
て
い
る
が
そ
れ
ら
の

人
々
の
生
活
等
に
つ
い
て

の
、
国
際
理
解
を
促
進
す
る

た
め
、
次
代
を
担
う
地
域
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
北

海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
の
研
修

員
と
の
交
流
事
業
を
展
開
し

た
。
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
で

中
学
校
１
校
・
小
学
校
４
の
計
５
回
、
帯
広
国
際
セ
ン
タ

ー
で
中
学
校
２
校
・
小
学
校
１
校
・
キ
ャ
ン
プ
な
ど
３
件

の
計
６
回
を
実
施
し
た
。

【
国
際
協
力
情
報
紙
「
で
あ
い
」V

ol.2

】

◆
北
方
圏
セ
ミ
ナ
ー
「
男
女
共
同
参
画
の
社
会
を
め
ざ
し

て
」
開
催
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ト
ウ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
協
会
、
他
）

１０

「
講
演
と
音
楽
の
夕
べ
」〔
講
師：

駐
日
ノ
ル
ウ

ェ
ー
王
国
大
使
・
ヨ
ン
・
ビ
ョ
ル
ネ
ビ
ー
夫
妻

（
釧
路
、
帯
広
）〕
開
催
（
共
催
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

国
大
使
館
、
他
）

１０

「
デ
ン
マ
ー
ク
住
宅
建
築
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

デ
ン
マ
ー
ク
住
宅
建
設
大
臣
・
オ
ー
レ
・
シ
モ
ン

セ
ン
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
デ
ン
マ

ー
ク
通
商
事
務
所
、
他
）

１１

南
米
チ
リ
支
援
の
た
め
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
研
究
機
関（
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｅ
）と
共
同
研
究
の
協
定

覚
書
調
印
『
Ｍ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
始
動

１２

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

作
家
・
椎
名
誠
氏
（
道

新
ホ
ー
ル
）
開
催
（
共
催
・
北
海
道
新
聞
社
）

２

「
女
性
の
自
立
プ
ラ
ン
講
演
会
」（
小
樽
）
開
催

（
共
催
・
小
樽
市
女
性
の
自
立
プ
ラ
ン
推
進
協
議

会
）

２

Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘

事
業
（
５
カ
所
２３
名
）」（
札
幌
、他
）
実
施
（
委
託

・
外
務
省
、
支
援
委
員
会
）

３

「
国
際
協
力
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）﹇
参

加：

札
幌
地
区
８
団
体
﹈
開
催

３

「
国
際
協
力
団
体
と
の
懇
話
会
」（
網
走
）﹇
参

加：

網
走
地
区
４
団
体
﹈
を
開
催

３

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」（
美
瑛

・
大
雪
青
年
の
家
、
他
﹇
８
カ
国
３１
名
﹈）
開
催

３

「N
R
C
N
EW
S
LETTER

」
廃
刊
﹇
№
５７
﹈

３

『
屋
外
寒
暖
計
』
の
頒
布
（
合
計
３
万
７
９
９
２

個
）
を
終
了

９

４

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー：

ア
ラ
ス
カ
州
の
教
訓
か

ら
〜
原
油
流
出
事
故
の
沿
岸
対
策
〜
」〔
講
師：

元
ア
ラ
ス
カ
州
知
事
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ク
ー
パ
ー

氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

４

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開

催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
）

５

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
日
本
『
大
学
間
交
流
札
幌
フ
ォ

ー
ラ
ム
』（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
以
後
、
小
中
学
生
を

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の「
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド
」の
ア
ン
ネ
・

リ
ー
セ
・
リ
ー
エ
ル
さ
ん
の
来
日
を
機
に
、札
幌
市
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
１０
月
１
日
、「
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
男
女
平
等
政
策
」
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

「
オ
ン
ブ
ッ
ド
」
と
は
、
一
般
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
言

わ
れ
て
い
る
北
欧
で
生
ま
れ
た
行
政
監
察
官
の
こ
と
で
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
１
９
７
９
年
に
制
定
さ
れ
た
「
男
女
平

等
法
」
で
設
置
が
規
定
さ
れ
た
国
家
機
関
で
あ
る
。
男
女

を
す
べ
て
同
一
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
皆
に
同

じ
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
考
え
が
〈
北
欧
の
福
祉
国

家
〉
の
根
底
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
９８
号
】

◆
「
デ
ン
マ
ー
ク
住
宅
建
築
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

デ
ン
マ
ー
ク
通
商
事
務
所
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
共
催
で
、
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
に
お
い
て
１０
月
２２
日
、「
地

球
環
境
型
建
築
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
住

宅
建
設
省
大
臣
オ
ー
レ
・
シ
モ
ン
セ
ン
氏
ら
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
た
。デ
ン
マ
ー
ク
技
術
研
究
所
の
イ
ワ
ー
ル
・

モ
ル
ケ
氏
が
、
３
層
の
ガ
ラ
ス
窓
に
ク
リ
プ
ト
ン
ガ
ス
を

充
填
し
て
、
断
熱
効
果
を
高
め
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
を
減
ら
し
た
実
験
住
宅
「
ビ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

紹
介
。
道
内
の
住
宅
関
連
企
業
関
係
者
ら
多
数
が
参
加
し

て
、
北
欧
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示

し
て
い
た
。

【『
北
方
圏
』
第
９８
号
】

◆
南
米
チ
リ
支
援
の
た
め
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

研
究
機
関
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｅ
）
と
共
同
研
究
の
協
定
覚
書
に

調
印
。『
Ｍ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
始
動

１１
月
２６
日
、
南
米
の
チ
リ
を
支
援
す
る
た
め
、
多
数
国

間
投
資
基
金（
Ｍ
Ｉ
Ｆ
）の
資
金
を
受
け
て
米
国
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
と
の
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
樫
原
泰

明
会
長
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
チ
リ
の
関
係
機
関
の

２
会
長
が
協
議
し
、
一
致
し
た
。

平
成
４
年
に
結
ん
だ
同
州
の
研
究
開
発
機
関
Ｍ
Ｃ
Ｅ

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
・
セ
ン
タ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン

ス
）
と
バ
イ
オ
分
野
な
ど
の
共
同
研
究
交
流
協
定
の
具
体

化
の
中
か
ら
「
南
米
・
チ
リ
支
援
事
業
」
が
持
ち
上
が
っ

た
も
の
で
、
北
海
道
側
か
ら
は
農
業
試
験
場
、
水
産
試
験

場
、
林
産
試
験
場
、
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
道

立
研
究
機
関
が
参
加
す
る
。

《
共
同
研
究
は「
Ｍ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
さ
れ
、

翌
９
年
９
月
、
日
・
米
・
チ
リ
の
代
表
者
と
、
資
金
を
拠

出
す
る
米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）
駐
日
事
務
所
、
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ.

Ｃ.

に
あ
る
多
数
国
間
投
資
基
金
（
Ｍ
Ｉ

Ｆ
）
担
当
者
ら
が
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
を
し
た
。》

【『
北
方
圏
』
第
９８
号
】

◆
「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

椎
名
誠
氏
〕
開
催

北
海
道
新
聞
社
と
共
催
で
、
１２
月
５
日
、
道
新
ホ
ー
ル

（
札
幌
）
で
作
家
で
あ
り
、
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍
中

の
椎
名
誠
氏
を
招
き
、
文
化
講
演
会
を
開
催
し
た
。

椎
名
氏
は
「
見
え
て
き
た
も
の
〜
硬
直
化
し
た
日
本
と

そ
の
あ
や
し
い
未
来
」
と
題
し
て
講
演
。
同
氏
は
、
日
本

人
の
特
異
性
と
し
て
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
確
実
に
配
達
さ

れ
る
宅
配
便
を
例
に
、「
日
本
は
安
全
な
国
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
一
方
で
、
個
人
の
氏
名
、
住
所
な
ど
が
見
え
た
ま

ま
で
荷
物
が
行
き
交
っ
て
い
る
こ
と
の
危
険
に
気
づ
か
な

い
」こ
と
や
、日
本
人
の
ユ
ニ
ー
ク
性
を
示
す
例
と
し
て
、

流
行
に
対
し
て
、「
同
じ
格
好
を
す
る
こ
と
が
カ
ッ
コ
悪
い

こ
と
に
気
づ
か
な
い
」
な
ど
ム
ラ
社
会
の
中
で
の
横
並
び

の
価
値
観
が
影
響
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
『
頑
張
っ
て
』
を
「Take

it
easy

」、モ
ン
ゴ
ル
で
は「
馬
の
汗
の
匂
い
を
嗅
い
で
こ
い
」

と
、
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
言
葉
に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「
あ
ま
り
頑
張
ら
ず
、
自
分
の
価
値
観
を
し
っ
か
り
持
っ

て
生
き
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
の
よ
う
に
思
う
」
と
結
ん
だ
。

【『
北
方
圏
』
第
９８
号
】
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対
象
に
研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
年
度
内
に

札
幌
Ｃ
５
回
、
帯
広
Ｃ
９
回
実
施
）

６

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」（
２
カ
国

２
名
研
修
受
入
れ
）
実
施

６

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
音
楽
と
講
演
の
夕
べ
」〔
講
師：

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
夫
人
・
エ
レ
ン
・
ビ

ョ
ル
ネ
ビ
ー
氏
、
他
（
函
館
）〕
開
催（
共
催
・
渡

島
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
）

７

季
刊
「
北
方
圏
」
誌
創
刊
１
０
０
号
記
念
号
を

発
刊

７

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

開
催
（
参
加：

札
幌
地
区
７
団
体
）

８

北
方
圏
ジ
ュ
ニ
ア
親
善
使
節
団
「
第
１１
回
夏
休
み

少
年
少
女
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
ー
ル
in
ア
ラ
ス
カ
」
派

遣
【
本
年
度
で
終
了
】

１１

「
北
海
道
青
年
北
欧
派
遣
」（
北
欧
４
カ
国
・
ド

イ
ツ
）
事
業
の
実
施

１１

「
セ
ミ
ナ
ー：

ア
ス
ト
リ
ッ
ト
・
リ
ン
ド
グ
レ
ン

の
生
涯
」〔
講
師：

ジ
ェ
ト
ロ
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
事
務
所
・
三
瓶
恵
子
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共

催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

１２

「
デ
ン
マ
ー
ク
建
築
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講

師：

デ
ン
マ
ー
ク
国
鉄
・
ギ
ュ
ン
ナ
ー
・
ソ
レ
ン

セ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
デ
ン
マ
ー
ク

通
商
事
務
所
、
他
）

１２

「
デ
ン
マ
ー
ク
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

デ
ン
マ
ー
ク
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
・
ク
ヌ
ー
ズ
・

イ
エ
プ
セ
ン
氏
、
他（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・

デ
ン
マ
ー
ク
通
商
事
務
所
、
他
）

１

「
文
化
講
演
会
」〔
講
師：

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
永

六
輔
氏
（
道
新
ホ
ー
ル
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道

新
聞
社
）

２

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
計
講
座
」（
札

幌
Ｃ
）
開
催

２

「
国
際
協
力
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）﹇
参

加：

札
幌
地
区
６
団
体
﹈
開
催

３

Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘

事
業
（
極
東
３
カ
所
２３
名
）」（
札
幌
）実
施
（
委
託

・
外
務
省
、
支
援
委
員
会
）

３

「
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

◆
季
刊
「
北
方
圏
」
誌
創
刊
１
０
０
号
記
念
号
を
発
刊

道
内
３
市
町
の
長
の
参
加
を
得
て
、
座
談
会
「
夢
ふ
く

ら
む
自
治
体
の
国
際
交
流
」
を
掲
載
。
ま
た
、
１
０
０
号

記
念
企
画
と
し
て
募
集
し
た
懸
賞
論
文
・
写
真
の
入
選
作

を
発
表
し
た
。

【『
北
方
圏
』
第
１
０
０
号
】

《
な
お
、
同
季
刊
誌
は
次
号
の
１
０
１
号
か
ら
１８
年
ぶ
り

に
そ
の
表
紙
の
題
字
を
変
更
す
る
。
題
字
は
ロ
ー
マ
字
で

「H
oppoken

」。
毎
日
書
道
展
審
査
委
員
の
加
藤
幸
道
氏

の
筆
に
よ
る
。》

◆
「
北
海
道
青
年
北
欧
派
遣
」
事
業
の
実
施

北
海
道
の
将
来
を
担
う
青
年
１５
名
を
北
欧
４
カ
国
お
よ

び
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
た
。
１５
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
見
ら

れ
る
特
色
を
、「
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
と
社
会
環
境
」

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
に
お
け
る
産
学
協
働
の
あ
り

方
」「
都
市
の
デ
ザ
イ
ン
と
福
祉
に
よ
る
町
づ
く
り
」「
国
際

協
力
の
実
情
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
難
民
の
受
け
入

れ
」「
地
球
・
人
間
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
〜
ゴ
ミ
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
」「
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
業
と
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
」
の
６
つ
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
研
修
を
実
施
し

た
。
帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
報
告
書
に
ま
と
め

刊
行
し
た
が
、
テ
ー
マ
と
は
別
の
印
象
記
の
中
で
最
年
少

２０
歳
で
参
加
し
た
井
上
沙
綾
佳
さ
ん
は
「
様
々
な
こ
と
を

見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
分
野
で
新
鮮
な
発
見
が

あ
っ
た
。
北
海
道
で
な
ら
実
現
で
き
そ
う
な
こ
と
も
多
か

っ
た
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
全
て
の
人
が
関
心
を
持
ち

生
活
の
中
で
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

た
こ
と
だ
」
と
記
し
て
い
る
。

【『
北
海
道
青
年
北
欧
派
遣
事
業
報
告
書
』】

◆
Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘
事

業
」
実
施

外
務
省
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
室
）
及
び
支
援
委
員
会
か
ら
の

委
託
を
う
け
、
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘
事
業
と

し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
設
立
さ
れ
て
い
る
日
本
セ
ン
タ
ー

（
モ
ス
ク
ワ
、
キ
ル
ギ
ス
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
に
学

ぶ
若
手
経
済
人
及
び
学
生
な
ど
の
受
講
生
の
中
か
ら
選
抜

さ
れ
た
成
績
優
秀
者
受

入
を
実
施
す
る
も
の
で

３
年
度
目
に
な
る
。

こ
の
事
業
は
、
市
場

経
済
シ
ス
テ
ム
等
に
つ

い
て
の
理
解
の
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
日
本

の
理
解
者
と
し
て
活
動

し
て
も
ら
う
人
材
の
育

成
が
目
的
。
今
年
度
は

極
東
地
区
の
３
つ
の
日

本
セ
ン
タ
ー
か
ら
２３
名

を
受
け
入
れ
、
道
内
企
業
９
社
の
協
力
を
得
て
、
企
業
で

の
実
務
研
修
を
通
じ
て
日
本
の
経
済
構
造
、
企
業
経
営
等

の
理
解
促
進
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
及
び
日
本
の

生
活
・
文
化
等
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
文
化

研
修
等
を
実
施
し
た
。

【「
’９８
年
報
」】

◆
「
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談

会
」
開
催

２
月
１６
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
シ
ベ
リ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
副
所

長
ボ
リ
ス
・
Ｇ
・
サ
ネ
ー
エ
フ
氏
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
主
任
研
究
員
横
地
明
宏
氏
を
招
き
、
石
油
、
天
然

ガ
ス
の
資
源
開
発
の
問
題
点
と
展
望
や
日
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
の
推
移
に
つ
い
て
、
道
内
の
研
究
者
ら
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
。

【「
’９８
年
報
」】
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懇
談
会
」〔
講
師：

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

シ
ベ
リ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
・
ボ
リ
ス
・
Ｇ

・
サ
ネ
ー
エ
フ
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

３

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」（
大
滝

村
﹇
１１
カ
国
４０
名
﹈）
開
催

３

自
治
省
か
ら
「
北
海
道
に
お
け
る
地
域
国
際
化
協

会
」
の
認
定
を
受
け
る

１０

４

事
務
局
に
「
交
流
部
」
を
新
設
、ま
た
「
企
画
部
」

を
廃
止

５

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
２０
周
年
記
念
・
功
労
者

表
彰
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

５

「
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
青
年
研
修
生
受
入

（
１
名
）」
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）【
現
在
継
続
】

５

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」（
中
国
１

名
研
修
受
入
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
に

研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
以
後
、
年
度
内
に

札
幌
６
回
、
帯
広
９
回
実
施
）

６

ア
ラ
ス
カ
・
ジ
ュ
ノ
ー
市
「
青
少
年
親
善
使
節

団
」
受
入
（
追
分
、
他
）
実
施

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」招
待
派
遣（
中
国
﹇
新

千
歳
〜
瀋
陽
定
期
就
航
記
念
ツ
ア
ー
へ
参
加
﹈
２

名
）

８

「
中
国
・
黒
竜
江
省
青
年
代
表
団
」
受
入
（
１３
名
）

実
施

８

「
カ
ナ
ダ
・
ス
ク
ー
ル：

カ
ナ
ダ
の
近
年
の
発
展

と
挑
戦
」〔
講
師：

駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
・
レ
ナ
ー

ド
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・

北
海
道
カ
ナ
ダ
協
会
）

８

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

﹇
参
加：

道
央
地
区
２４
団
体
﹈
開
催

８

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
新

し
い
北
海
道
」（
札
幌
Ｃ
）
開
催

１０

北
海
道
青
年
国
際
交
流
派
遣
〔
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ

カ
班（
１０
名
）、
中
国
班（
８
名
）、
東
南
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
班
（
１０
名
）〕
事
業
実
施

１０

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
北

海
道
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
・
方
法
と
課
題
へ
の
対
応
」（
札

幌
Ｃ
）
開
催

◆
自
治
省
か
ら
「
北
海
道
に
お
け
る
地
域
国
際
化
協
会
」

の
認
定
を
受
け
る

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、自
治
省
か
ら
３
月
２５
日
付
で「
地

域
国
際
化
協
会
」
に
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
自
治
省
が

設
け
た
制
度
で
、こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、そ
の
地
域
（
都

道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
）
で
活
動
す
る
民
間
国
際
交
流

団
体
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
国
際
交
流
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
機
に
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
事
務
局
に
「
交
流

部
」
を
新
設
し
て
事
業
を
拡
大
、
道
内
の
青
年
、
婦
人
の

ブ
ラ
ジ
ル
派
遣
や
受
入
の
事
業
を
行
う
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
、

米
国
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
と
の
交
流
を
展
開
し
、

北
海
道
の
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
【『H

oppoken

』
第
１
０
４
号
】

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
２０
周
年
記
念
・
功
労
者
表
彰
」

５
月
２２
日
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
平
成

１０
年
度
の
通
常
総
会
後
、
会
員
が
集
う
親
睦
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
。
席
上
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
５３
年
（
１
９

７
８
年
）に
前
身
の
北
方
圏
調
査
会
を
引
き
継
い
で
か
ら
、

２０
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
北
方
圏
交
流
に
功
労
の
あ
っ
た
５
個
人
、
１
法
人
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、特
別
功
労
賞
の
堂
垣
内
尚
弘
氏（
元

北
海
道
知
事
）、功
労
賞
の
阿
部
三
恵
氏（
北
海
道
国
際
婦

人
協
会
会
長
）、
伊
藤
隆
一
氏
（
道
都
大
学
教
授
）、
辻
井

達
一
氏
（
北
星
学
園
大
学
教
授
）、山
中
文
夫
氏
（
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
調
査
委
員
）
の
５
人
。
ま
た
、（
株
）土
屋
ホ
ー

ム
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
生
み
の

親
で
あ
る
堂
垣
内
尚
弘
・
元
知
事
は
上
京
の
た
め
「
今

日
、
活
発
な
国
際
交
流
や
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
４９
年
に
第
１
回
北
方
圏
環
境
会
議
を
札
幌
で
開
催
す
る

な
ど
、
北
方
圏
交
流
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、代
理
で
夫
人
の
香
知
枝
さ
ん

が
出
席
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
０
４
号
】

◆
「
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
青
年
研
修
生
受
入
」
実
施

北
海
道
と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
友
好
関
係
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
目
的
で
、
平
成

４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
。
カ
ナ
ダ
国
籍
を
有
し
、
ア

ル
バ
ー
タ
州
に
住
む
３５
歳
ま
で
の
青
年
１
名
を
２
年
間
受

け
入
れ
、
研
修
目
的
に
合
わ
せ
て
、
道
内
の
研
究
機
関
や

企
業
で
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
の
受
け
入
れ
研
修
生

は
ケ
ビ
ン
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
君
で
、
北
海
道
大
学
教
育
学
部

で
研
究
を
行
っ
た
。

【「
’９９
年
報
」】

◆
「
北
海
道
青
年
国
際
交
流
派
遣
」
事
業
実
施

国
際
性
豊
か
な
北
海
道
人
を
育
成
し
よ
う
と
「
北
海
道

青
年
国
際
交
流
派
遣
事
業
」
を
３
地
域
に
分
け
て
実
施
し

た
。
中
国
に
は
青
年
８
名
を
（
１０
月
６
日
〜
１５
日
）、ま
た

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
に
は
１０
名
を
（
同
１５
日
〜
２６
日
）、

東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
１０
名
（
１１
月
１０
日
〜
２１

日
）を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
た
。
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
班
は
ア

ル
バ
ー
タ
州
議
会
、
グ
レ
ン

ロ
ー
ズ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
役
所

は
じ
め
ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
、ま
た
、中

国
班
は
上
海
、ハ
ル
ビ
ン
、牡

丹
江
な
ど
で
学
校
、企
業
な

ど
を
訪
問
し
研
修
し
た
。さ

ら
に
、東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
班
は
北
海
道
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
事
務
所
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

養
護
学
校
や
、
メ
ル
ボ
ル
ン

や
シ
ド
ニ
ー
の
環
境
や
交
流
機
関
の
施
設
を
訪
問
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
実
り
多
い
研
修
を
行
っ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
０
６
号
】
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１０

「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
」
受
入
（
１２

名
）
実
施

１０

「
国
際
協
力
フ
ェ
ス

’
タ
９８
in
北
海
道
」（
札
幌
Ｃ
）

開
催
（
参
加：

国
際
協
力
３０
団
体
他
）

１０

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
２０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
２１
世
紀
に
向
け
て
の
北
方
圏
交
流
の
展

望
』」（
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
開
催
（
共
催
・
札

幌
商
工
会
議
所
）

１１

「
セ
ミ
ナ
ー：

総
選
挙
後
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
治

事
情
」〔
講
師：

元
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
・

グ
ン
ナ
ー
ル
・
ロ
ネ
ウ
ス
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共

催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

１１

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海
道
」（
浦
河
、

他
﹇
６
カ
国
２８
名
﹈）
開
催

１２

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

開
催
（
参
加：

道
央
地
区
１１
団
体
）

１

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）開
催﹇
参

加：

道
央
地
区
９
団
体
﹈

２

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
北
見
）﹇
参

加：

網
走
地
区
５
団
体
﹈
開
催

２

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
・
マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
さ
ん

（
美
瑛
、深
川
）〕開
催（
共
催
・
美
瑛
町
、深
川
市
他
）

２

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
旭
川
市
）

﹇
参
加：

道
北
地
区
２
団
体
﹈
開
催

３

Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘

事
業
（
５
カ
所
１１
名
）」（
札
幌
）実
施（
委
託
・
外

務
省
、
支
援
委
員
会
）

１１

５

「
セ
ミ
ナ
ー：

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
福
祉
制
度
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
文

化
交
流
協
会
・
ア
ン
キ
・
ダ
ー
リ
ン
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催
（
共
催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

５

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」（
中
国
１

名
、
韓
国
１
名
研
修
受
入
）実
施（
委
託
・
北
海
道
）

５

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
中
南
米
４
カ
国
７

名
、
ア
ジ
ア
２
カ
国
７
名
、
ア
フ
リ
カ
１
名
研
修

受
入
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
に

研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
以
後
、
年
度
内
に

◆
「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
受
入
事
業
」
実
施

北
海
道
出
身
者
の
子
弟
で
あ
る
２
世
、
３
世
の
青
年
が

父
祖
の
地
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
共
に
、
北
海
道

の
青
年
が
移
住
者
の
開
拓
精
神
に
触
れ
、
相
互
理
解
と
友

好
親
善
を
図
る
た
め
に
、
行
わ
れ
て
い
る
事
業
。

平
成
１０
年
度
は
、
１２
名
が
来
道
し
、
１０
月
２１
日
〜
３１
日

ま
で
の
１１
日
間
滞
在
し
た
。
各
地
を
訪
問
・
視
察
す
る
と

共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
父
祖
の
地
及
び
札
幌
市
内
に
お
い
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
。

【「
’９９
年
報
」、『H

oppoken

』
第
１
０
６
号
】

◆
「
国
際
協
力
フ
ェ
ス
タ
’９８
in
北
海
道
」
を
初
め
て
開
催

１０
月
１７
日
（
土
）、
１８
日
（
日
）
の
両
日
、「
国
際
協
力

フ
ェ
ス
タ
’９８
in
北
海
道
」
が
、
北
海
道
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国

際
協
力
活
動
を
広
げ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
初
め
て

開
催
さ
れ
、
北
海
道
で
活
動
す
る
３０
の
国
際
協
力
団
体
が

参
加
し
た
。
坪
井
善
明
早
稲
田
大
学
教
授
に
よ
る
国
際
協

力
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
・

方
法
と
課
題
へ
の
対
応
」を
は

じ
め
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
の
伊
藤
道
雄
事
務
局
長
に

よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
活

動
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
展

示
や
ビ
デ
オ
の
放
映
、
ま
た
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
ら
に
よ
る

自
国
の
料
理
教
室
等
を
開
催
し
、
各
国
の
味
、
歌
、
踊
り

の
紹
介
も
あ
っ
て
訪
れ
た
市
民
な
ど
が
交
流
を
深
め
た
。

主
催
は
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
、
北
海
道

ほ
か
。
ま
た
、
会
場
は
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
）

及
び
リ
フ
レ
サ
ッ
ポ
ロ
。

【「
で
あ
い
」V

ol.11

】

◆
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立
２０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
２１
世
紀
に
向
け
て
の
北
方
圏
交
流
の
展
望
』
開
催

１０
月
２９
日
、
２１
世
紀
に
向
け
て
の
相
互
協
力
の
あ
り
方

や
、
北
方
圏
諸
国
な
ど
と
の
経
済
交
流
に
つ
い
て
展
望
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
北
海
道
新
聞
社
論
説
主
幹
の

柏
木
榮
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
・
ヨ
ン
・
ビ
ョ
ル
ネ
ビ
ー
氏
、
駐

日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
・
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
氏
、

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
・
ボ
ー
・
ル
ン
ド
ベ
リ
ィ
氏
、

在
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
・
参
事
官
の
カ
ウ
コ
・
ラ
イ

テ
ィ
ネ
ン
氏
を
、
北
海
道
側
か
ら
、
北
海
道
副
知
事
・
真

田
俊
一
氏
、
札
幌
商
工
会
議
所
国
際
貿
易
委
員
長
・
滝
澤

靖
六
氏
に
よ
る
、「
２１
世
紀
に
向
け
て
の
北
方
圏
交
流
の

展
望
」と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
冒

頭
、
戸
田
一
夫
会
長
は

「
北
欧
諸
国
か
ら
学
ぶ
」

と
題
し
た
基
調
講
演

で
、
北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、デ
ン
マ
ー
ク
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
、

例
を
ひ
い
て
「
北
海
道

の
一
人
ひ
と
り
が
北
海

道
の
将
来
と
い
う
も
の

を
考
え
て
、
自
分
の
意

思
で
北
海
道
の
将
来
に

向
か
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
と
感
じ
た
」
と
よ
く
学
ん
で
、
力
を
合
わ
せ
よ

う
と
呼
び
か
け
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
０
６
号
】

◆
「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：
マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ヌ
さ
ん
〕
開
催

国
際
経
験
が
豊
か
で
比
較
文
化
に
詳
し
い
マ
リ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
氏
を
講
師
に
、
北
海
道
の
国
際
化
と
国
際
的

視
野
の
広
が
り
に
向
け
て
、
美
瑛
町
（
２
月
１５
日
）
と
深

川
市（
同
１６
日
）
で
開
催
し
た
〔（
社
）日
本
外
交
協
会
の

後
援
〕。
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札
幌
８
回
、
帯
広
７
回
実
施
）

７

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

﹇
参
加：

道
央
地
区
２４
団
体
﹈
開
催

７

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

国
際
協
力
の
現
状
と
外

務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
策
」（
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
）
開
催

７

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

タ
レ
ン
ト
・
ケ

ン
ト
・
デ
リ
カ
ッ
ト
氏
（
江
差
、
長
万
部
）〕
開
催

（
共
催
・
江
差
国
際
交
流
協
会
、
長
万
部
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
、
他
）

７

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
旭
川
）﹇
参
加：

道
北
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
１４
団
体
﹈
開
催（
共
催
・

国
際
交
流
基
金
）

７

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
北
欧
４

カ
国
、
２
名
）

１０

「
セ
ミ
ナ
ー：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
先
住
民
族
サ
ー

ミ
に
学
ぶ
」〔
講
師：

サ
ー
ミ
議
会
議
長
・
ペ
ッ

カ
・
ア
イ
キ
オ
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共

催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
）

１０

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
野
中
と
も
よ
さ
ん
（
小
樽
、
恵
庭
）〕
開
催

（
共
催
・
小
樽
市
、
恵
庭
市
、
他
）

１０

「
北
海
道
婦
人
国
際
交
流
派
遣
」〔
北
欧
班
（
１２

名
）、
中
国
班
（
１２
名
）〕
実
施

１１

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

今
、
な
ぜ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
」（
帯
広
）
開
催

１１

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
幌
加
内
町
﹇
１１
カ
国
２７
名
﹈）
開
催

１１

「
北
海
道
・
南
米
青
年
交
流
派
遣
」（
ブ
ラ
ジ
ル
、

他
﹇
１１
名
﹈）
実
施

１

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

水
・
土
・
緑
か
ら
見
た

中
国
〜
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
最
前
線
か
ら
〜
」（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）
開
催

２

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
足
寄
町
﹇
６
カ
国
１２
名
﹈）
開
催

２

「
留
学
生
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業
」（
和
寒
町
﹇
６
カ

国
２２
名
﹈）
開
催

３

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
魅
力

と
必
要
性
〜
関
西
の
実
践
か
ら
〜
」（
札
幌
経
済

セ
ン
タ
ー
）
開
催

３

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
さ
ん
は
、
そ
の
生
い
立
ち
や
様
々
な
経

験
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
諸
外
国
で
は
外
国
人
を
で

き
る
だ
け
受
け
入
れ
る
た
め
に

工
夫
と
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る

と
同
時
に
、
自
分
の
中
に
し
っ

か
り
と
主
張
で
き
る
自
国
の
文

化
を
も
つ
こ
と
が
大
切
と
さ
れ

る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
北
海
道

の
開
拓
は
人
々
の
助
け
合
い
に

よ
っ
て
成
さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
貢
献
も
外
国
の
恵
ま
れ

な
い
人
々
の
た
め
と
意
気
込
む
の
で
は
な
く
、
自
分
の
身

近
な
地
域
へ
の
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
切
で
、
そ
の

精
神
を
国
境
を
越
え
て
の
広
が
り
を
保
た
せ
る
の
が
良

い
、
と
述
べ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
０
７
号
】

◆
「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

今
、
な
ぜ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
」（
帯
広
）
開
催

「
第
２
回
北
海
道
国
際
協
力
フ
ェ
ス
タ
’９９
」
の
帯
広
会

場
の
行
事
と
し
て
「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー
」
が
１１
月
５
日

か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
連
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
に
殉
職
し
た
中
田
厚
仁
さ
ん
の
父
武
仁
氏

（
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
使
）
が
「
今
、
な
ぜ
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
‐
息
子
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
」
と
題
し
て

講
演
。
厚
仁
さ
ん
の
活
動
ぶ
り
や
息
子
を
亡
く
し
た
親
の

思
い
を
語
り
、
そ
の
熱
い
思
い
は
会
場
に
集
ま
っ
た
人
々

を
感
動
さ
せ
て
い
た
。
【『H
oppoken

』
第
１
１
０
号
】

◆
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
先
住
民
族
サ
ー
ミ
に
学

ぶ
」
開
催

１０
月
９
日
、
白
老
町
で
開
か
れ
た
先
住
民
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
た
め
来
道
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

サ
ー
ミ
議
会
議
長
ペ
ッ
カ
・
ア
イ
キ
オ
氏
が
１０
月
１２
日
に

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
先
住
民
族
サ
ー
ミ
の
政
治
、

社
会
状
況
と
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
ま
た
、

同
行
し
た
サ
ー
ミ
現
代
曲
歌
手
の
ウ
ッ
ラ
・
ピ
ル
テ
ィ
ヤ

ル
ビ
さ
ん
が
昔
か
ら
あ
る
サ
ー
ミ
の
子
ど
も
の
歌
を
披
露

し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
イ
ナ
リ
湖
か
ら
さ
ら
に
北

へ
行
っ
た
ウ
ツ
ヨ
キ
と
い
う
町
に
住
み
、
姉
と
と
も
に
サ

ー
ミ
の
伝
統
的
な
歌
と
現
代
的
な
歌
を
う
た
っ
て
い
る
。

【『H
oppoken

』
第
１
１
０
号
】

◆
「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

野
中
と
も
よ
氏
〕
開
催

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協
賛
を
得
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
野
中
と
も
よ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
小
樽
市

く
に
ぎ
わ
び
と

（
１０
月
１３
日
）
と
恵
庭
市
（
１４
日
）
で
「�
国
際
人
�と
し

て
生
き
る
、
私
た
ち
�
地
球
人
�」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

「
国
際
交
流
を
考
え
る
時
、「
地
球
人
」
と
い
う
意
識
に

立
つ
必
要
が
あ
っ
て
、
地
球
人
と
は
平
等
な
生
命
を
も
っ

た
こ
の
地
球
に
棲
む
す
べ
て
の
人
々
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」と
、国
際
交
流
で
大
切
な
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
々

や
文
化
を
親
し
み
を
こ
め
て
知
る
こ
と
、
外
国
の
人
々
に

出
会
え
て
良
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
互
い
に
理
解
す
る

こ
と
と
語
っ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
１
０
号
】

◆
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー
「
水
・
土
・
緑
か
ら
見
た
中
国
〜
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
の
最
前
線
か
ら
〜
」
開
催

１
月
３１
日
、
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
会
議
室
に
お
い
て
、
少
雨
で

「
砂
漠
化
」
の
進
む
中
国
の
黄

土
高
原
の
中
心
都
市
の
大
同
市

で
、
砂
漠
化
を
食
い
止
め
る
た

め
に
植
樹
に
挑
戦
し
、
緑
化
協

力
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｇ
Ｅ
Ｎ
）」
事
務
局
長
・
高
見

邦
雄
氏
に
よ
る
国
際
協
力
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
自
然
条
件
と
人
々
の
生
活
と
の
悪
循

環
で
定
着
し
な
い
森
林
回
復
の
難
し
さ
を
話
し
た
。

【「
で
あ
い
」V

ol.16
】
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﹇
参
加：

道
央
地
区
２１
団
体
﹈
開
催

３

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
北
海
道
国

際
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
開
設

３

Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
「
日
本
セ
ン
タ
ー
成
績
優
秀
者
招
聘

事
業
（
５
カ
所
１３
名
）」（
札
幌
）実
施（
委
託
・
外

務
省
、
支
援
委
員
会
）【
本
年
度
で
終
了
】

１２

５

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
事
業
」（
中
国
１

名
研
修
受
入
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
中
南
米
４
カ
国
７

名
、
ア
ジ
ア
２
カ
国
５
名
、
ア
フ
リ
カ
１
名
、
欧

州
１
名
研
修
受
入
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
技
術
研
修
員
受

入
」（
２
名
）実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
に

研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
以
後
、
年
度
内
に

札
幌
５
回
、
帯
広
７
回
実
施
）

７

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
（
英

語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
）」
登
録
・
派
遣
の
実

施
【
現
在
継
続
】

７

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
森
・
七
飯
﹇
７
カ
国
２１
名
﹈）
開
催

７

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
滝
川
）
開
催
﹇
参

加：

道
内
１１
団
体
﹈
開
催

８

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

２６
団
体
﹈
開
催

８

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

ロ
シ
ア

国
立
極
東
総
合
大
学
函
館
校
校
長
・
セ
ル
ゲ
イ
・

イ
リ
イ
ン
氏
（
余
市
）〕
開
催

８

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

技
術
協
力
の
現
状
と
地

域
の
役
割
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
開
催

９

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
米
国
・

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
２
名
）﹇
北
海
道
・
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
姉
妹
提
携
１０
周
年
記
念
訪
問
団

参
加
﹈

９

「
中
国
・
黒
竜
江
省
青
年
代
表
団
受
入
」（
１４
名
）

実
施

１０

「
セ
ミ
ナ
ー：

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
産
業
と
北
海
道
の

関
わ
り
」〔
講
師：

駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使

・
オ
ッ
ド
・
フ
ォ
ス
ア
イ
ド
ブ
ロ
ー
テ
ン
氏
（
札

◆
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
北
海
道
国
際
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開
設

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
１２
年
３
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
事
業
内
容

の
ほ
か
、
道
内
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
・
協
力

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
関
心
の
高
い
各
種
デ
ー
タ
を

掲
載
し
た
。
ま
た
、
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
季
刊
誌

「H
oppoken

（
北
方
圏
）」
の
創
刊
号
か
ら
の
記
事
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
在
住
外
国
人
向
け
の
生
活
情
報
と
し

て
、
道
内
で
外
国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
ロ

シ
ア
語
）
が
使
え
る
医
療
機
関
の
掲
載
も
し
て
い
る
。
そ

の
他
国
際
交
流
に
関
す
る
各
種
の
機
関
や
団
体
へ
の
リ
ン

ク
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、
利
用
に
供
し
て
い
る
。

【「
’０１
年
報
」】

◆
「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
技
術
研
修
員
受
入
事

業
」
実
施

本
事
業
は
、
北
海
道
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
ロ
シ
ア
・

サ
ハ
リ
ン
州
の
「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
」
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
技
術
等
の
習
得
を
目
的
と
す
る
研
修
員
を

受
け
入
れ
、
サ
ハ
リ
ン
州
の
次
世
代
を
担
う
子
弟
の
育
成

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
人
会
を
支
援
し
、
サ
ハ
リ

ン
州
と
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

サ
ハ
リ
ン
で
は
北
海
道
か
ら
の
観
光
客
や
ロ
シ
ア
本
土

か
ら
の
旅
行
者
も
増
え
て
き
て
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
修

テ
ー
マ
は
観
光
業
。
初
め
て
の
研
修
員
と
な
っ
た
の
は
旅

行
代
理
店
業
務
を
研
修
す
る
イ
・
エ
ン
・
ヒ
さ
ん
と
、
ホ

テ
ル
の
実
務
を
研
修
す
る
ア
ン
ド
ウ
・
エ
ン
・
ヒ
さ
ん
の

女
性
２
人
。
６
月
１
日
に
来
道
、
約
１
カ
月
間
の
日
本
語

研
修
を
経
て
、研
修
企
業
へ
。
イ
さ
ん
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
海
外
旅

行
札
幌
支
店
で
、
ア
ン
ド
ウ
さ
ん
は
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
札
幌
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１０
カ
月
間
、
基
礎
訓
練
と
接
客
等

の
実
務
に
取
り
組
ん
だ
。

【「
’０１
年
報
」】

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
登
録
事
業
」

実
施

北
海
道
内
の
各
地
で
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
求
め
ら
れ
る
の
は
外
国
語
を
話
す
こ
と
の
で
き
る
人
た

ち
。
道
内
各
地
の
国
際
交
流
団
体
等
が
実
施
す
る
国
際
交

流
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
寄
与
す
る
た
め
、「
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
制
度
を
発
足
さ
せ
、
英
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国

語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
、
１
６
９
名
の
方
々
に
登
録
を
い
た
だ
い
た
。
地

域
で
の
各
種
の
交
流
事
業
で
地
元
の
人
々
と
外
国
人
と
の

交
流
の
接
点
と
な
る
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
で
地
域

で
の
交
流
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
る
。

【『H
oppoken

』
１
１
３
号
】

◆
「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」
開
催

広
い
視
野
、
高
い
視
点
に
立
っ
て
外
国
の
諸
制
度
や
文

化
の
理
解
を
促
し
、
地
域
の
人
々
の
国
際
意
識
の
向
上
に

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
有
識
者
を
講
師

に
招
い
て
「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」
を
本
年
度
事
業

と
し
て
企
画
し
た
。
そ
の
第
１
回
を
ロ
シ
ア
国
立
極
東
総

合
大
学
函
館
校
校
長
の
セ
ル
ゲ
イ
・
イ
リ
イ
ン
氏
を
講
師

に
迎
え
８
月
２
日
、
余
市
町
で
開
催
し
た
。

イ
リ
イ
ン
氏
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
同
大
学
の
東
洋

学
部
日
本
語
科
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
進

み
「
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
の
諸
問
題
」
で
博
士
号
を

修
得
し
て
い
る
日
本
通
。
講
演
で
は
、
ロ
シ
ア
極
東
の
歴

史
、
ロ
シ
ア
と
北
海
道
と
の
交
流
、
特
に
初
代
箱
舘
ロ
シ

ア
総
領
事
で
、
北
海
道
に
来
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で

あ
る
ゴ
シ
ュ
ケ
ビ
ッ
チ
と
函
館
の
人
々
と
の
交
流
と
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
、
流
暢
な
日
本
語
で
語
っ
た
。
最
後
に

「
私
が
生
ま
れ
た
の
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
、
そ
し
て
今

住
ん
で
い
る
の
は
函
館
市
。
ど
ち
ら
も
大
変
好
き
な
街
で

す
。
両
市
民
が
仲
良
く
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

沿
海
地
方
と
北
海
道
が
友
情
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
結
ん
だ
。【『H

oppoken

』
１
１
３
号
】
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幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）〕
開
催
（
共
催
・
札
幌
商
工
会

議
所
、
他
）

１０

「
北
海
道
青
年
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研

修：

デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
他
（
１０
名
）〕

１０

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

・
米
原
万
里
氏
（
留
萌
、
名
寄
）〕
開
催
（
共
催
・

留
萌
国
際
交
流
協
会
、
名
寄
国
際
交
流
連
絡
協
議

会
、
他
）

１０

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

国
連
を
通
し
て
見
た
国

際
社
会
の
中
の
日
本
」〔
講
師：

国
連
広
報
セ
ン

タ
ー
所
長
・
高
島
肇
久
氏
〕（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）
開
催

１０

「
北
海
道
青
年
海
外
派
遣
」〔
国
際
協
力
研
修：

タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
受
入
」（
８

名
）
実
施

１１

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

北
海
道

医
療
大
学
教
授
・
ハ
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ノ
フ
氏
（
陸

別
町
）〕
開
催

１１

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
平
取
・
夕
張
﹇
９
カ
国
３１
名
﹈）
開
催

１１

「
ロ
シ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

サ
ハ
リ
ン
海
洋
石
油
天
然
ガ
ス
研
究
所
所
長
・
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
Ｎ
・
ア
ス
タ
フ
ィ
エ
フ
氏
、
他

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕開
催

１１

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

カ
ル
メ

ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス
・
石
井
氏
（
標
茶
）〕
開
催

１２

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

北
大
留

学
生
セ
ン
タ
ー
助
教
授
・
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ル
コ

ラ
氏
（
砂
川
）〕
開
催

１

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

タ
レ
ン
ト
・
ケ

ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
氏（
釧
路
、
帯
広
）〕開
催（
共

催
・
釧
路
市
、
帯
広
市
、
他
）

２

「
留
学
生
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業
」（
栗
沢﹇
４
カ
国

１
地
域
２８
名
﹈）
開
催

２

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
・
小
森
毅
氏
（
追

分
）〕
開
催

３

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

北
星
女

子
短
大
専
任
講
師
・
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
ー
プ
氏
（
七

◆
「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
１２
年
度
総
会
に
引
き
続
き
催
さ
れ

た
会
員
親
睦
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い
て
海
外
派
遣
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
抽
選
が
行
わ
れ
、
個
人
会
員
の
廣
瀬
淑
子
さ
ん
（
登

別
市
）
と
法
人
会
員
の
和
光
建
設
株
式
会
社
（
今
金
町
）

が
当
選
し
た
。
２
会
員
は
、北
海
道
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
姉
妹
提
携
１０
周
年
記
念
訪
問
団
に
参
加
し
て
米
国
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
を
訪
問
す
る
。

【『H
oppoken

』
第
１
１
２
号
】

「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
よ
る
公
式
行
事
が
ボ
ス
ト

ン
の
州
庁
舎
で
行
わ
れ
た
。
知
事
同
士
が
観
光
・
文
化
・

経
済
分
野
を
中
心
交
流
を
推
進
す
べ
き
だ
と
の
「
姉
妹
提

携
促
進
書
」
に
署
名
、力
強
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
た
。こ
れ

か
ら
の
す
ば
ら
し
く
、
そ
し
て
実
り
多
い
交
流
に
期
待
し

た
い
。
ボ
ス
ト
ン
は
古
さ
と
新
し
さ
の
混
在
、
美
し
い
自

然
と
と
も
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
で
あ
る
の
を
感
じ
た
。」

（
廣
瀬
淑
子
さ
ん
の
参
加
手
記
か
ら
）

【『H
oppoken

』
第
１
１
４
号
】

◆
「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

国
連
を
通
し
て
見
た
国
際
社

会
の
中
の
日
本
」〔
講
師：

高
島
肇
久
氏
〕
開
催

１０
月
２９
日
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
は
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
で
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
所
長

に
就
任
し
た
ば
か
り
の
高
島
肇
久
氏
を
迎
え
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
海
道
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
な
ど
の

主
催
で
「
北
海
道
国
際
協
力
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０
」
の
催

し
の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
、
約
１
７
０
人
の
市
民
ら
が
国

連
の
役
割
に
理
解
を
示
し
た
。

講
演
の
中
で
高
島
氏
は
先
ず
「
国
連
に
対
し
て
日
本
は

米
国
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
分
担
金
を
払
っ
て
い
て
、

こ
れ
は
国
民
一
人
当
た
り
約
４
０
０
円
に
な
る
」
と
、
日

本
は
国
連
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
明
。
し
か
し
、

「
日
本
人
と
国
連
の
間
は
年
ご
と
に
離
れ
て
い
っ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
延
べ
、
国
連
の
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
し
な

が
ら
「
も
う
少
し
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
戦
争
の
防
止
に
主

眼
を
置
い
て
き
た
国
連
の
現

状
に
触
れ
、「
冷
戦
終
了
後
は

民
族
や
部
族
、
宗
教
の
対
立

に
人
道
的
介
入
の
名
の
も
と

に
軍
を
派
遣
し
て
き
た
が
内

政
干
渉
と
の
批
判
を
生
ん

だ
」と
指
摘
。こ
れ
に
変
わ
る

方
策
と
し
て
�
人
間
の
安
全

保
障
�
と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
し
「
戦
争
を
引
き
起
こ

す
要
因
と
な
る
貧
困
、
差
別
、
敵
対
心
を
取
り
除
く
た
め

に
務
め
て
い
る
」
と
話
す
と
と
も
に
、
日
本
は
そ
の
『
人

間
の
安
全
保
障
基
金
』
に
資
金
を
拠
出
し
て
高
い
評
価
を

得
て
い
る
と
述
べ
た
。
【『H

oppoken

』
第
１
１
４
号
】

◆
「
ロ
シ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

１１
月
９
日
、
国
際
会
議
場
で
サ
ハ
リ
ン
州
か
ら
、
サ
ハ

リ
ン
・
モ
レ
ネ
フ
チ
ガ
ス
副
社
長
で
、
サ
ハ
リ
ン
海
洋
石

油
・
天
然
ガ
ス
研
究
所
所
長
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
Ｎ
・
ア

ス
タ
フ
ィ
エ
フ
氏
を
講
師
に
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
説
明
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
大
陸
棚

で
は
現
在
、
２６
カ
所
で
天
然
ガ
ス
の
鉱
床
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
推
定
埋
蔵
量
は
石
油
が
９
兆
㌧
、
天
然
ガ
ス
が
７

兆
立
方
㍍
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
サ
ハ
リ
ン
州

北
東
部
の
埋
蔵
量
が
一
番
多
く
、
１
９
９
９
年
夏
に
採
掘

を
開
始
し
た
「
サ
ハ
リ
ン
Ⅱ
」
の
今
年
の
生
産
は
石
油
１２

万
㌧
の
見
込
み
だ
が
、
０２
年
に
は
新
た
な
石
油
井
を
含
め

年
産
２
０
０
万
㌧
を
超
え
る
見
込
み
。
将
来
は
、
サ
ハ
リ

ン
州
を
南
北
に
横
断
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
て
、

同
島
南
に
ガ
ス
の
液
化
プ
ラ
ン
ト
と
石
油
の
積
み
出
し
基

地
を
造
る
計
画
と
い
う
。
ま
た
、「
サ
ハ
リ
ン
Ⅰ
」
は
０５
年

に
も
採
掘
を
開
始
す
る
予
定
と
語
っ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
１
４
号
】
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飯
）〕
開
催

３

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

１８
団
体
﹈
開
催

１３

５

「
北
方
四
島
交
流
（
日
本
語
習
得
研
修
）
受
入
」

（
札
幌
、
他
）﹇
参
加：

国
後
島
４
名
、択
捉
島
４

名
、色
丹
島
２
名
﹈
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）【
現
在
継
続
】

５

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
」（
中
国
１
名
研

修
受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
中
南
米
４
カ
国
８

名
、ア
ジ
ア
３
カ
国
５
名
研
修
受
入
れ
）実
施
（
委

託
・
北
海
道
）

６

「
サ
ハ
リ
ン
州
技
術
研
修
員
受
入
」（
２
名
）
実
施

（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

１８
団
体
﹈
開
催

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」
北
村
交
流
会
参
加
（
小

中
学
生
を
対
象
に
研
修
員
と
の
交
流
会
等
）
開
催

（
以
後
、
年
度
内
に
札
幌
５
回
、
帯
広
６
回
実
施
）

７

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
立
石
善
裕
氏
（
長
万

部
）〕
開
催

８

「
留
学
生
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業
」（
砂
川﹇
６
カ
国

１
地
域
２８
名
﹈）
開
催

８

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
北
欧
４

カ
国
、
２
名
）
実
施

１０

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
深
川
・
美
瑛
﹇
３
カ
国
２７
名
﹈）
開
催

１０

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

ア
フ
リ
カ
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
（
２
部
構
成
）」（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
）
開
催
（
共
催
・（
財
）札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
）

１１

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
北
見
）開
催﹇
参

加：

網
走
地
区
７
団
体
﹈

１１

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

北
海
道

医
療
大
学
教
授
・
ハ
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ノ
フ
氏
（
北

見
市
）〕
開
催

１１

「
留
学
生
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業
」（
広
尾
﹇
９
カ
国

３２
名
﹈）
開
催

１２

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
石
狩
）
開
催﹇
参

◆
「
北
方
四
島
交
流
（
日
本
語
習
得
研
修
）
受
入
事
業
」

実
施

北
方
四
島
ビ
ザ
な
し
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
日
本

語
の
習
得
を
希
望
す
る
北
方
四
島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
を
招

い
て
、
日
本
社
会
の
生
活
、
文
化
の
体
験
を
通
し
て
、
相

互
理
解
と
友
好
親
善
を
深
め
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向

け
て
の
環
境
づ
く
り
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北

方
四
島
交
流
北
海
道
推
進
委
員
会（
土
居
博
昭
会
長
）の
初

め
て
の
事
業
を
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
受
託
し
、実
施
し
た
。

期
間
は
５
月
１８
日
か
ら
６
月
末
ま
で
の
４０
日
間
。
研
修

生
は
、
教
員
、
地
区
行
政
府
の
職
員
、
図
書
館
司
書
、
水

産
加
工
場
の
工
員
な
ど
職
業
も
様
々
な
、
２５
歳
か
ら
５１
歳

ま
で
の
男
性
３
名
、
女
性
７
名
の
計
１０
名
（
国
後
島
４

名
、択
捉
島
４
名
、色
丹
島
２
名
）
で
あ
っ
た
。

研
修
生
の
滞
在
と
日
本
語

研
修
の
場
所
と
し
た
の
は
、

北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー
。
５

月
１８
日
、全
員
緊
張
の
な
か
、

研
修
内
容
や
滞
在
中
の
留
意

事
項
に
つ
い
て
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。翌
日
か
ら
早
速
、

３
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
に
分
か

れ
て
日
本
語
の
研
修
を
開

始
。
毎
日
宿
題
が
出
さ
れ
、

ま
さ
に
日
本
語
漬
け
の
生
活

と
な
っ
た
。
週
末
に
は
、
折

り
紙
、
書
道
、
茶
道
、
華
道

等
の
日
本
文
化
体
験
や
北
海
道
開
拓
記
念
館
な
ど
の
文
化

視
察
な
ど
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
等
も
実
施
し
た
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
宿
泊
研
修
で
多
く
の
日
本
人
と
ふ
れ
あ

う
機
会
も
設
け
た
。

豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
た
長
期
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

っ
た
が
、
終
了
時
に
は
、
受
講
生
全
員
が
「
機
会
が
あ
れ

ば
も
う
一
度
受
講
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
１
７
号
】

◆
「
国
際
理
解
促
進
事
業
」
北
村
交
流
会
に
参
加

国
際
協
力
理
解
促
進
事
業
と
し
て
毎
年
、
空
知
管
内
北

村
の
夏
祭
り
「
田
舎
（
か
っ
ぺ
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
今
年
度
は
、
北
村
国

際
交
流
協
会
の
設
立
１０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
か
ら
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
が
初
め
て
参
加
し
て
、
地
元
の
小
中
学
生

と
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
し
た
。

さ
ら
に
、
例
年
通
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
チ
リ
、
ブ
ー
タ
ン
、
ネ

パ
ー
ル
な
ど
か
ら
の
北
海
道
海
外
技
術
研
修
員
と
自
治
体

職
員
協
力
交
流
員
、
サ
ハ
リ
ン
技
術
研
修
生
ら
大
勢
が
参

加
し
た
。

【『H
oppoken

』
１
１
８
号
】

◆
「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」
開
催

道
民
一
人
ひ
と
り
に
国
際
的
な
視
野
を
、
と
の
目
的
で

今
年
度
６
回
開
催
を
予
定
し
て
い
る
「
地
球
市
民
国
際
理

解
講
座
」
の
第
１
回
目
を
７
月
２７
日
、
長
万
部
町
と
共
催

で
同
町
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
。

講
師
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
立
石
善
裕
氏

が
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
で
活
動
し
た
経
験
か
ら
「
国
際
協

力
っ
て
何
だ
？
」
と
題
し
、�
地
球
市
民
�
と
い
う
考
え

方
や
身
近
な
国
際
協
力
の
大
切
さ
、
日
本
人
が
忘
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

「
途
上
国
で
あ
る
ケ
ニ
ア
の
生
活
や
考
え
方
の
中
に
あ

る
、
余
分
な
開
発
を
せ
ず
次
世
代
の
た
め
に
残
す
と
い
う

分
か
ち
合
い
の
気
持
ち
、
エ
ゴ
の
反
対
、
み
ん
な
に
対
し

て
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち
。
ケ
ニ
ア
の
人
た
ち
の
方
が
ず
っ

と
地
球
市
民
的
な
感
覚
で
す
。そ
し
て
、自
分
だ
け
を
考
え

て
い
る
の
で
は
な
く
家
族
な
ど
他
人
の
こ
と
を
考
え
る
。

こ
の
延
長
が
世
界
や
地
球
市
民
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が

る
。
国
際
協
力
と
は
、
与
え
る
も
の
で
は
な
く
逆
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
。
経
済
発
展
の
上
で
忘
れ
た
も
の
を
彼
ら
か

ら
学
ぶ
、こ
れ
が
国
際
協
力
で
あ
る
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

【『H
oppoken

』
１
１
７
号
】
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加：

石
狩
、
空
知
、
胆
振
地
区
１１
団
体
﹈

１２

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

外
務
省

国
内
広
報
課
長
・
宮
下
孝
之
氏
（
石
狩
）〕
開
催

２

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

翻
訳
家

・
デ
ボ
ラ
・
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
氏
（
美
瑛
、
朝

日
）〕
開
催

２

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

評
論
家
・
金
美

麗
氏
（
苫
小
牧
、
静
内
）〕
開
催
（
共
催
・
苫
小
牧

市
、
静
内
町
、
他
）

２

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
環
境
整
備

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
（
２
部
構
成
）」（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）
開
催
（
共
催
・
外
務
省
）

２

「
地
球
市
民
国
際
理
解
講
座
」〔
講
師：

ス
ペ
イ

ン
語
講
師
・
エ
ン
カ
ル
ニ
ー
タ
・
荒
井
氏
（
中
頓

別
）〕
開
催

２

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

﹇
参
加：

１０
団
体
﹈
開
催

３

「
留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム：

北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
〜
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

１２
カ
国
１
地
域
２６
名
﹈
開
催（
助
成：

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
）

１４

５

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
』
受
入
事

業
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

５

「
海
外
自
治
体
職
員
協
力
交
流
」（
中
国
１
名
研

修
受
入
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
中
南
米
３
カ
国
５

名
、
ア
ジ
ア
３
カ
国
５
名
、
ア
フ
リ
カ
１
名
研
修

受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
サ
ハ
リ
ン
州
技
術
研
修
員
受
入
」（
２
名
）実
施

（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
国
際
理
解
促
進
事
業
」（
小
中
学
生
を
対
象
に

研
修
員
と
の
交
流
会
等
）開
催（
以
後
、
年
度
内
に

札
幌
５
回
、
帯
広
２
回
実
施
）

７

「H
oppoken

」
創
刊
３０
周
年
記
念
特
集
号
発
刊

７

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
函
館
市
）開
催﹇
参

加：

道
南
、
胆
振
、
後
志
地
区
９
団
体
﹈

７

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

１９
団
体
﹈
開
催

◆
「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
北
見
・
石
狩
）
開
催

北
海
道
内
で
活
動
す
る
国
際
交
流
団
体
間
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
団
体
の
活
動
状
況
な
ど
の
報
告

や
意
見
交
換
の
会
議
を
２
回
開
催
し
た
。

１
回
目
は
、
１１
月
１０
日
に
北
見
市
で
網
走
地
区
内
の
国

際
交
流
７
団
体
９
名
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。２
回
目
は
、

１２
月
１
日
、
石
狩
地
区
、
空
知
地
区
、
胆
振
地
区
の
１１
団

体
１７
名
が
石
狩
市
で
の
会
合
に
参
加
し
た
。

い
ず
れ
も
、
地
球
市
民
国
際
理
解
教
室
と
併
せ
て
開
催

し
、
参
加
者
は
講
師
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
講
師
を

ア
ド
バ
イ
サ
ー
に
、
国
際
交
流
団
体
の
活
動
内
容
や
事
業

推
進
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【「
’０２
年
報
」】

◆
「
留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

〜
北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
〜
」
開
催

北
海
道
の
地
で
学
ぶ
留
学
生
が
、専
門
の
学
問
を
超
え
、

住
ん
で
い
る
地
域
を
越
え
て
一
堂
に
会
し
、
共
通
の
話
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
や
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

留
学
生
の
在
籍
す
る
道
内
各
地
の
大
学
や
高
等
専
門
学
校

の
協
力
を
得
て
、
３
月
２１
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
４
日
間
、

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

開
催
し
た
。

参
加
し
た
留
学
生
は
、
バ

ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、中
国
、ブ
ル
ガ
リ
ア
、

エ
チ
オ
ピ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
な
ど
、
道
内
１４
大
学
・

高
等
専
門
学
校
か
ら
推
薦
を

得
た
１２
カ
国
１
地
域
２６
名
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
次
の

４
つ
を
テ
ー
マ
に
、
分
科
会

で
討
論
を
重
ね
、
本
会
記
で

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
真
摯

で
率
直
な
感
想
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
１
‐
北
海
道
・

日
本
と
の
出
会
い
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流
〔
交
流
で
感

じ
た
印
象
〕、２
‐
異
文
化
と
し
て
の
北
海
道
と
の
出
会
い

で
生
じ
た
自
己
の
変
化
〔
北
海
道
で
の
生
活
に
よ
る
自
己

の
内
面
の
変
化
〕、３
‐
北
海
道
で
の
留
学
体
験
を
将
来
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、
４
‐
後
に
続
く
留
学
生
の

た
め
に
、
道
民
へ
の
提
言
〔
道
民
に
対
す
る
希
望
や
あ
っ

て
ほ
し
い
姿
〕

最
後
に
、
北
の
大
地
の
留
学
生
は
彼
ら
自
身
の
留
学
生

生
活
に
対
す
る
希
望
や
要
望
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
の
美

し
さ
の
認
識
や
若
者
達
へ
の
敬
老
精
神
の
喚
起
な
ど
を
指

摘
し
て
く
れ
る
内
容
の
濃
い『
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

を
発
信
し
て
く
れ
た
。

な
お
、
留
学
生
に
は
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
終
了
時

に
感
想
文
の
記
述
を
依
頼
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

《
本
事
業
は（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
に
よ
る
留
学

生
地
域
交
流
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
》

【「
留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

〜
北
の
大
地
の
留
学
生
か
ら
〜
報
告
書
」】

◇
「H

oppoken

」
創
刊
３０
周
年
記
念
特
集
号
を
発
刊

昭
和
４７
年
１１
月
に
「
北
方
圏
を
考
え
る
」
季
刊
誌
と
し

て
創
刊
さ
れ
て
３０
周
年
を
迎
え
、
誌
齢
も
１
２
０
号
を
数

え
た
。巻
頭
辞
は
「『
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
』
創
刊
３０
周
年

に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
堀
達
也
知
事
の
特
別
寄
稿
。

ま
た
、「
北
方
圏
と
私
」と

題
し
て
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

か
ら
の
寄
稿
を
は
じ
め
在
札

の
大
学
生
９
名
に
よ
る
「
座

談
会
・
異
文
化
理
解
」、
さ

ら
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
寄

稿
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
海
外
レ
ポ
ー
ト
」
寄
稿
者
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
録
な
ど
、
１
５
２
ペ
ー
ジ
に
及

ぶ
記
念
企
画
を
満
載
し
て
発
刊
し
た
。
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８

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
カ
ナ
ダ

・
北
米
、
２
名
）
実
施

８

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」（
下
川
﹇
８
カ
国

１
地
域
３１
名
﹈）
開
催
（
共
催
・
下
川
町
国
際
交
流

ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委
員
会
、
助
成：

中
島
記
念

国
際
交
流
財
団
）

９

「
第
１１
回
ロ
シ
ア
極
東
企
業
経
営
指
導
者
育
成
支

援
事
業
」（
札
幌
、他
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

【
本
年
度
で
終
了
】

９

「
国
際
交
流
団
体
活
性
化
促
進
事
業
」〔
講
師：

ド
イ
ツ
人
・
パ
ー
ペ
ン
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
ケ
氏
（
旭

川
市
・
嵐
山
小
中
学
校
）〕
開
催

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研
修：

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

世
界
の
た
め
に
働
き
た

い
！
（
２
部
構
成
）」（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
）
開
催
（
共
催
・（
財
）
札
幌
国
際
プ
ラ

ザ
）

１０

「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
受
入
」（
９

名
）
実
施

１０

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

女
優
・
星
野
知

子
氏
（
旭
川
、
北
見
）〕
開
催
（
共
催：

旭
川
市
、

北
見
市
、他
、助
成：

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
）

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
協
力
研
修：

タ
イ
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
（
１０
名
）〕
実
施

１２

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

道
」（
ニ
セ
コ
﹇
４
カ
国
２３
名
﹈）
開
催

１２

「
国
際
交
流
団
体
連
絡
会
議
」（
旭
川
市
）開
催﹇
参

加：

上
川
、
宗
谷
地
区
１６
団
体
﹈

１

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」（
上
磯
﹇
９
カ
国

１
地
域
２５
名
﹈）
開
催
（
共
催
・
上
磯
町
ス
ノ
ー
ラ

ン
ド
か
み
い
そ
実
行
委
員
会
、
助
成：

中
島
記
念

国
際
交
流
財
団
）

２

「
国
際
交
流
団
体
活
性
化
促
進
事
業
」〔
講
師：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
イ
ヨ
ン
・
リ
ス
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
氏
（
函
館
市
・
稜
北
高
校
）〕
開
催

２

「
国
際
交
流
団
体
活
性
化
促
進
事
業
」〔
講
師：

セ
ネ
ガ
ル
・
マ
マ
ド
ゥ
・
ロ
ー
氏
（
枝
幸
町
・
問

牧
小
学
校
）〕
開
催

◆
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
開
催

８
月
３１
日
、
９
月
１
日
の
両
日
、
札
幌
、
旭
川
、
北
見

か
ら
の
８
カ
国
１
地
域
３１
名
の
留
学
生
が
「
下
川
町
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
。
今
回
の
事
業
は
タ
イ
ト
ル

を
『�
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
�ふ
れ
あ
い
交
流
in
し
も
か
わ
』。

到
着
の
夜
の
歓
迎
会
で
は
下
川
国
際
交
流
の
会
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、町
関
係
者
な
ど
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

１６
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
、
翌
日
午
前
は
下
川
囃

子
の
踊
り
と
む
か
で
の
練

習
。
午
後
は
下
川
町
の
新
名

所
「
万
里
の
長
城
」
を
視

察
。
夜
は
用
意
さ
れ
た
ゆ
か

た
と
は
っ
ぴ
姿
で「
ま
つ
り
」

に
参
加
。
踊
り
の
輪
に
飛
び

込
ん
だ
。「
町
中
の
人
た
ち
に

歓
迎
さ
れ
て
と
て
も
嬉
し

い
」と
留
学
生
。ま
つ
り
の
も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
む

か
で
競
争
」。
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
参
加
し
た
。留
学
生
チ

ー
ム
が
コ
ー
ス
を
走
る
間
拍
手
が
続
い
た
。

出
身
国
も
大
学
も
年
齢
も
違
う
留
学
生
た
ち
が
一
つ
に

な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
関
係
者

の
温
か
い
も
て
な
し
の
中
で
、
留
学
生
た
ち
は
下
川
町
民

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
１
号
】

◆
「
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交
流
団
受
入
」
実
施

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
北
海
道
出
身
者
の
子
弟
が
父
祖
の

地
に
つ
い
て
認
識
と
理
解
を
深
め
、
北
海
道
と
ブ
ラ
ジ
ル

の
友
好
、
発
展
に
役
立
て
よ
う
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は

隔
年
で
北
海
道
・
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
団
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

今
年
は
主
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
周
辺
か
ら
青
年
７
名
と
団
長

団
２
名
が
来
道
し
た
。
１０
月
８
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
１１
日

間
の
滞
在
で
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
を
は
じ
め
生
活
・

文
化
・
産
業
等
の
視
察
や
札
幌
東
商
業
高
等
学
校
を
訪
問

し
生
徒
達
と
の
交
流
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
父

祖
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
北

海
道
生
活
を
体
験
し
た
。

団
員
の
一
人
、
市
原
之
充
美
（
い
ち
は
ら
・
の
え
み
）

さ
ん
は
、「
日
系
人
が
家
族
の
出
身
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
交
流
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
人

た
ち
に
お
礼
を
述
べ
て
い
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
２
号
】

◆
「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」（
国
際
協
力
研
修
）
実
施

現
地
関
係
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
開
発
途

上
国
に
お
け
る
国
際
協
力
の
実
態
と
道
内
活
動
の
差
異
や

効
果
的
な
協
力
事
業
の
あ
り
方
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

に
、国
際
協
力
研
修
派
遣
（
タ
イ
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
班
）
が
、

１０
月
２３
日
か
ら
１１
月
１
日
の
１０
日
間
実
施
さ
れ
、
国
際
協

力
事
業
団（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）事
業
の
取
り
組
み
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
参
加
者
は
道

内
各
地
か
ら
選
考
さ
れ
た
団
員
１０
名
、
及
び
団
長
１
名
、

総
務
１
名
の
計
１２
名
。

団
員
の
一
人
は
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
事
務
所
」
訪
問
で
の
印
象
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
事
務
所
が
行
う
事
業
の

最
終
目
標
は
『
自
立
さ
せ
る
』
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
れ
ま

で
の
私
は
『
援
助
』
イ
コ
ー
ル
『
支
援
』
だ
と
理
解
し
て

い
た
が
、
こ
こ
に
来
て
そ
の
方
程
式
が
崩
れ
去
り
、
認
識

の
革
命
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
」。

そ
し
て
、団
長
を
務
め
ら
れ
た
細
川
武
雄
氏
は
、「
我
々

の
研
修
に
参
加
し
た
団
員
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

を
視
察
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
し
て
訪
問
し

た
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
屈
託
の
な
い
子
供
の
笑
顔
を
い
つ

ま
で
も
忘
れ
ず
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
役
に
立
つ
こ
と

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
、
誰
も
が
そ
う
心
に
誓
っ
た
と

信
じ
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

【「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
２
０
０
２
」
報
告
書
】
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地
域
の
国
際
交
流
団
体
や

市
民
と
の
連
携
・
協
力

国
際
交
流
の
中
身
が
少
し
ず
つ
変
化
し

始
め
て
い
る
。
従
来
、
国
際
交
流
と
聞
い

て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
海
外
へ
出
か
け

て
い
く
、
海
外
か
ら
人
を
招
い
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
す
る
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る

と
い
う
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
現
在
で

は
、
海
外
に
出
か
け
て
い
く
よ
り
も
、
国

内
で
日
本
人
を
対
象
に
し
た
異
文
化
理
解

と
か
、
国
際
理
解
を
進
め
る
事
業
を
す
る

と
か
、
在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
活

動
、
国
際
協
力
を
目
指
し
た
活
動
に
変
化

し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る

国
際
交
流
は
、
海
外
と
の
交
流
か
ら
離

れ
、
地
域
社
会
を
巻
き
込
ん
で
多
様
化
し

た
交
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
自
治
体
が
財
政
難
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
自
治
体
の
国
際
交
流
活
動
、
あ
る
い

は
国
際
交
流
協
会
の
活
動
が
低
迷
、
停
滞

し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の

国
際
交
流
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
活
動

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
互
に
連
携
・
協

力
し
て
、
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
際
交
流
に
お
い
て

も
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
に
根
ざ
し

て
一
般
市
民
、
学
校
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
団
体
同
士
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
情
報
の
交
換
と
共
有
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
活
動
が

期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
で
は
「
地
域
国
際
交
流
会
議
」「
国
際

交
流
団
体
懇
話
会
」
を
年
２
回
ほ
ど
開
催

し
好
評
を
得
て
い
る
。

「
北
方
圏
理
解
講
座
」
の
開
催

国
際
協
力
や
東
南
ア
ジ
ア
、
南
米
な
ど

全
方
位
の
国
際
交
流
の
推
進
も
加
わ
っ

て
、
交
流
の
幅
が
拡
大
し
た
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
の
活
動
だ
が
、
北
方
圏
諸
国
の
産
業

経
済
や
生
活
文
化
等
に
対
す
る
学
習
と
ア

ッ
プ
デ
イ
ト
な
情
報
交
換
を
図
る
場
と
し

て
平
成
１５
年
に
「
北
方
圏
講
座
」
を
開
設

し
た
。

そ
の
第
１
回
は
５
月
２６
日
、
駐
日
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ミ
カ
エ
ル
・
リ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ム
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
環
境
政
策
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
た
。
第
２
回
は
６
月
１７
日
、「
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
研
究
者
が
見
た
北
海
道
の
知

的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
現
状
」
と
題
し
て
、

講
師
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ

大
学
の
講
師
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ロ
ー
ム

氏
と
同
大
学
１５
名
の
学
生
た
ち
。
一
行
は

北
海
道
東
海
大
学
に
短
期
留
学
し
て
、
北

海
道
を
研
究
し
て
い
る
。

以
後
、
北
方
圏
諸
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
を

迎
え
て
、
政
治
、
経
済
、
文
化
を
テ
ー
マ

に
、
１５
年
度
４
回
、
１６
年
度
か
ら
は
各
年

度
６
回
開
催
し
好
評
を
得
て
い
る
。

新
た
な
国
際
協
力
事
業
の
推
進

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
推
進
し
て
き
た
北

方
圏
交
流
は
、
北
海
道
の
生
活
文
化
の
向

上
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
や
が
て
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
北
海
道

で
も
「
国
際
協
力
」
の
必
要
性
が
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
取
り

も
直
さ
ず
、
世
界
の
紛
争
、
貧
困
、
日
常

的
な
食
料
や
飲
料
水
の
不
足
、
飢
餓
や
幼

児
の
死
亡
率
な
ど
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
疲
弊
し
た
日
本
に

小
麦
を
、
子
供
た
ち
に
粉
ミ
ル
ク
を
送
っ

て
く
れ
た
の
は
ユ
ニ
セ
フ
、
ケ
ア
な
ど
の

国
際
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
ミ
ル
ク
で
育

っ
た
日
本
人
は
、
と
も
す
る
と
「
国
際
協

力
」
イ
コ
ー
ル
「
援
助
」・「
支
援
」
と
、

と
ら
え
る
傾
向
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

２１
世
紀
を
迎
え
て
の
「
国
際
交
流
」

は
、
あ
る
意
味
で
「
国
際
協
力
」
の
側
面

を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
飢
饉
に
苦
し
む
人
々
に

小
麦
を
届
け
れ
ば
そ
れ
で
協
力
し
た
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と

を
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
、
セ
ミ
ナ

ー
、
講
演
会
、
講
座
な
ど
が
道
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
も
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
国
際
理
解
教
室
」
や
、
一

般
市
民
も
参
加
す
る
「
地
球
市
民
国
際
理

解
講
座
」
な
ど
を
関
係
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
主
た
る
目
的
は
、「
そ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
国
を
、
人
々
を
、
世
界
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
」
で
あ
る
。

ひ
と
は
「
知
る
」
こ
と
で
そ
の
対
象
を

「
身
近
か
」
に
思
う
こ
と
が
出
来
る
。
身

近
か
に
な
っ
た
人
々
の
た
め
に
、
何
か
役

に
立
ち
た
い
と
行
動
を
起
こ
す
こ
と
こ
そ

が
「
国
際
協
力
」
へ
の
参
画
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

国
際
協
力
の
例
と
し
て
、
農
産
物
の
栽

培
や
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
ア
フ
リ
カ
・

マ
ラ
ウ
イ
国
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
に

学
ん
で
も
ら
い
、
マ
ラ
ウ
イ
の
農
業
生
産

に
役
立
て
て
も
ら
う
事
業
を
続
け
て
い
る

滝
川
市
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
必
要

と
し
て
い
る
技
術
を
伝
え
、
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
際
協
力
の

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
各

国
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て

各
種
の
「
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２０
年
４
月
、

設
立
３０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今

後
の
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
全
道
各

地
で
様
々
な
記
念
行
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
活
動
の
あ
り
方

の
点
検
・
検
討
に
向
け
有
識
者
に
よ
る

『
あ
り
方
検
討
委
員
会
』
を
設
置
し
た
。

ま
す
ま
す
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
の
中
で
、
地
域
社
会
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
何
か
、
地
域
社
会
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
交
流
や
国

際
的
な
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

こ
の
設
立
３０
周
年
を
迎
え
た
今
、
北
海

道
の
中
核
の
国
際
交
流
団
体
と
し
て
、
世

界
と
の
さ
ら
な
る
「
交
流
」「
発
信
」「
連

携
」
に
向
け
て
一
層
の
役
割
発
揮
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

～市民生活に溶け込んだ国際交流と地域との連携の中で～

《平成１５（２００３）年～同２０（２００８）年》第Ⅴ章

交流の拡大と地域国際化の推進
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年
度

月

事
業
等
開
催
状
況

１５

４

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

２３
団
体
﹈
開
催

５

「
北
方
四
島
交
流『
日
本
語
及
び
日
本
文
化
研
修
』

受
入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交

流
北
海
道
推
進
委
員
会
）

５

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
政
策
」

〔
講
師：

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
・
ミ
カ
イ
ル

・
リ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

５

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会：

北
東
ア
ジ
ア
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
中
南
米
３
カ
国
７

名
、
ア
ジ
ア
１
カ
国
２
名
、
ア
フ
リ
カ
１
名
研
修

受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
通
訳
員
養
成
研

修
員
受
入
」（
１
名
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅰ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

６

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
者
が
見

た
北
海
道
の
知
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
現
状
」〔
講

師：

ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
講
師
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス

ト
ロ
ー
ム
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

６

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

２０
団
体
﹈
開
催

８

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」（
由
仁
﹇
４
カ
国

２８
名
﹈）
開
催
（
共
催
・
由
仁
町
国
際
交
流
協
会
、

他
、
助
成：

中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
）

８

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅱ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託：

北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

９

「
小
中
校
生
の
国
際
理
解
教
室
（
国
際
交
流
団
体

活
性
化
促
進
事
業
）」〔
講
師：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
メ
イ
ヨ
ン
・
リ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
氏
（
深
川

・
多
度
志
小
学
校
）〕
開
催

９

「
Ｎ
Ｒ
Ｃ
会
員
海
外
旅
行
」
招
待
派
遣
（
ロ
シ
ア

・
モ
ス
ク
ワ
、
他
、
１
名
）
実
施

９

留
学
生
交
流
支
援
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in
北
海

◆
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会：

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
情
」
開
催

５
月
３０
日
、
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ

ー
経
済
研
究
所
か
ら
３
名
の
研
究
者
を
招
い
て
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会
と
し
て
講
演
会
「
北

東
ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
」
を
開
催
し
た
。

講
師
の
同
研
究
所
常
務
理
事
・
兼
清
賢
介
氏
は
「
北
東

ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
シ
ベ
リ
ア
原
油
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
」
と
題
し
て
、
拡
大
す
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
と
効
率
的
な
原
油
輸
送
体
制
を
確
立
す

る
に
は
、
こ
の
地
域
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
敷
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
ま
た
、
同
・
国

際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
長
の
福
島
篤
氏
か
ら
は
、北
東

ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
需
給
の
問
題
と
中
国
、
極
東
地
域
の

大
気
汚
染
等
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
「
こ
の
北
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
い
て
は
、
石
炭
は
今
後
も
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
環
境
対
策
に
日
本
は
大
き
く

貢
献
で
き
る
」
と
語
っ
た
。
北
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、
サ
ハ

リ
ン
Ⅰ
、
Ⅱ
の
資
源
開
発
が
本
格
化
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
研
究
者
、

自
治
体
、
企
業
等
の
関
係
者
約
６０
人
が
参
加
。
メ
モ
を
取

る
な
ど
し
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
５
・
１
２
６
号
】

◆
「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究
者
が
見
た
北

海
道
の
知
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
現
状
」
開
催

北
海
道
東
海
大
学
と
共
催
で
６
月
１７
日
、
国
際
会
議
場

で
北
海
道
の
知
的
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
毎
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヨ
ー
テ
ボ

リ
大
学
か
ら
北
海
道
東
海
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
た

ち
の
研
究
発
表
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
。
本
年
１５

名
の
留
学
生
た
ち
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
知
的
サ
ー
ビ
ス
は

北
海
道
経
済
活
性
化
の
救
世
主
か
？
」。学
生
た
ち
の
発
表

に
先
立
っ
て
、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ロ

ー
ム
講
師
が
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
と
日
本
企
業
の
国
際
化
」
と
題
し
講
演
。「
日
本
経
済

は
世
界
第
２
位
の
規
模
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
門
で
は

非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
今
後
は
専
門
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
分
野
の
成
長
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
学
生

５
人
に
よ
る
調
査
結
果
の
発
表
で
は
「
北
海
道
に
と
っ
て

重
要
な
要
因
は
、
大
学
等
の
高
度
な
教
育
水
準
を
持
っ
た

学
生
を
生
み
出
す
教
育
制
度
を
促
進
し
、
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
提
供
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
が
必
要
」
と

提
言
し
た
。
会
場
に
は
、
行
政
関
係
者
、
大
学
生
、
高
校

生
ら
４０
人
が
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
５
号
】

◆
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
開
催

北
海
道
で
学
ぶ
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
道
内
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
や

親
睦
を
図
り
友
好
親
善
や
相
互
理
解
の
推
進
を
目
的
と
し

た
留
学
生
派
遣
事
業
を
８
月
１
日
〜
３
日
（
由
仁
町
）
と

翌
年
の
３
月
４
日
〜
６
日
（
鹿
追
町
）
に
実
施
し
た
。

由
仁
町
に
は
「
ふ
れ
あ
い
交
流
in
夏
ま
つ
り
・
ゆ
に
」

と
し
て
、
札
幌
市
、
札
幌
市
近
郊
、
苫
小
牧
市
、
音
更
町

の
大
学
に
学
ぶ
４
カ
国
２８
名
の
留
学
生
が
参
加
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
町
内
の
特
色
あ
る
農
家
、
庭
園
、
郷

土
資
料
館
等
の
視
察
の
他
、
そ
ば
打
ち
の
体
験
や
祭
り
イ

ベ
ン
ト
の
ム
カ
デ
障
害
物
競
走
等
に
挑
戦
し
、
地
元
町
民

ら
の
喝
さ
い
を
浴
び
た
。
ま
た
、
鹿
追
町
で
は
「
ふ
れ
あ

い
交
流
in
し
か
お
い
」
と
し
て
、札
幌
市
、札
幌
市
近
郊
、

苫
小
牧
市
、
帯
広
市
、
音
更
町
の
大
学
に
学
ぶ
１４
カ
国
１

地
域
３４
名
の
留
学
生
が
参
加
。
氷
結
し
た
然
別
湖
の
自
然

に
触
れ
た
り
、
鹿
追
町
で
農
業
の
傍
ら
多
く
の
油
絵
を
描

い
た
農
民
画
家
・
神
田
日
勝
記
念
館
等
を
視
察
の
他
、「
そ

ば
打
ち
」
や
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
」
な
ど
を
体
験
。
留
学

生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
各
種
の
交
流
会
を
通
し
て
町
民

と
の
交
流
を
深
め
た
。

【「
’０４
年
報
」】
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道
」（
浜
益
﹇
２
カ
国
２８
名
﹈）
開
催

９

「
ロ
シ
ア
極
東
の
企
業
経
営
指
導
者
の
育
成
支
援

業
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託：

ロ
シ
ア
東
欧
貿

易
会
）

１０

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

ピ
ー
ス
・
ト
ー
ク
（
５

部
構
成
）」（
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）

開
催
（
主
催：

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
共
催
・（
財
）札
幌
国

際
プ
ラ
ザ
、
他
）

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研
修：

英
国
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
協
力
研
修：

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
（
１０
名
）〕
実
施

１１

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
２５
周
年
記
念：

全
道
国
際
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」〔
基
調
講
演
講
師：

（
財
）日

本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
毛
受
敏
浩
氏
（
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
）〕
開
催

１１

「
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー：

開
発
教
育
北
海
道
キ
ャ

ラ
バ
ン
」（
函
館
、
他
）開
催（
共
催
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

１２

「
北
方
圏
講
座：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
経
済
の
奇
跡
と

そ
の
要
因
」〔
講
師：

前
駐
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

・
長
谷
川
憲
正
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１２

「
小
中
校
生
の
国
際
理
解
教
室
（
国
際
交
流
団
体

活
性
化
促
進
事
業
）」〔
講
師：

ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ブ
レ
ベ
ン
ス
氏
（
朝
日
・
朝
日
中
学

校
）〕
開
催

１

「
北
方
圏
講
座：

変
革
ま
っ
た
だ
中
の
ラ
ッ
プ
ラ

ン
ド
」〔
講
師：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド

大
学
事
務
総
長
・
ユ
ハ
ニ
・
リ
ル
ベ
リ
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催

２

「
国
際
理
解
講
演
会：

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
の
日

本
見
聞
録
」〔
講
師：

タ
レ
ン
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー
ル
氏
（
砂
川
、東
川
）〕
開
催
（
共
催
・
砂
川

市
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
委
員
会
、
東
川
町
国
際
文

化
交
流
協
会
、
助
成：

自
治
体
総
合
セ
ン
タ
ー
）

２

「
小
中
校
生
の
国
際
理
解
教
室
（
国
際
交
流
団
体

活
性
化
促
進
事
業
）」〔
講
師：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
メ
イ
ヨ
ン
・
リ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
氏
（
津
別

・
津
別
高
校
）〕
開
催

３

「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」（
鹿
追﹇
１４
カ
国

１
地
域
３４
名
﹈）
開
催
（
共
催
・
鹿
追
町
国
際
交
流

◆
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
２５
周
年
記
念
・
全
道
国
際
交
流
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
発
足
２５
周
年
を
記
念
し
、
１１
月
１８

日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
を
会
場
に
道
内
の
国
際
交

流
団
体
や
自
治
体
の
関
係
者
が
参
加
し
て
「
全
道
国
際
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
の
地
域
社
会
と
国
際

交
流
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
、
道
内
の
自

治
体
、国
際
交
流
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
関
係

者
ら
約
２
５
０
人
が
参

加
。
基
調
講
演
で
は
、

日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
・
チ
ー
フ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
の
毛

受
敏
浩
氏
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
地
域
社
会
と
国
際
交
流
」
と
題
し
て
「
現

在
、
地
域
に
お
け
る
国
際
交
流
が
多
様
化
す
る
な
ど
、
大

き
な
曲
が
り
角
に
来
て
お
り
、
も
う
一
度
再
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
」
な
ど
、
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
難
の
な
か
で

国
際
交
流
団
体
等
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
で
、

そ
れ
を
発
信
し
続
け
る
な
ど
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
際
交
流
は
閉
塞
感
を
刺
激
す
る
目

的
意
識
と
戦
略
性
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
地
域
に
お
け
る
国
際
交
流
の
課
題
と
展
望
」
に
つ
い
て
、

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
林
美
香
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
滝
川
市
長
・
田
村
弘
氏
、
元
札

幌
国
際
プ
ラ
ザ
専
務
理
事
・
杉
岡
昭
子
氏
、
酪
農
学
園
大

学
教
授
・
松
本
懿
氏
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
副
会
長
・
専
務

理
事
の
町
田
真
英
氏
の
４
名
を
迎
え
、
さ
ら
に
毛
受
氏
が

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、「
国
際
交
流
か
ら
新
た
な
視
点

を
見
出
す
こ
と
が
必
要（
田
村
氏
）」、「
若
い
人
の
国
際
理

解
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
必
要（
杉
岡
氏
）」、「
理
念
・
目

標
・
戦
略
な
ど
政
策
が
問
わ
れ
て
い
る（
松
本
氏
）」「
国
際

協
力
や
交
流
団
体
間
の
連
携
と
協
力
を
積
極
的
に
（
町
田

氏
）」
な
ど
の
意
見
や
提
案
が
な
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
休
憩
後
の
分
科
会

で
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
第
１
分
科

会
「
市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
・
協
力
事
業
の
進
め

方
」、
第
２
分
科
会
「
姉
妹
都
市
交
流
の
活
性
化
」、
第
３

分
科
会
「
交
流
団
体
の
運
営
と
活
動
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
、
事
例
発
表
を
交
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
６
号
】

◆
「
国
際
理
解
講
演
会：

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
の
日
本
見

聞
録
」
開
催

山
形
弁
の
研
究
家
と
し
て
、
ま
た
、
何
で
も
こ
な
す
マ

ル
チ
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー

ル
氏
を
講
師
に
、
２
月
２５
日
、
２６
日
の
両
日
、
砂
川
市
と

東
川
町
で
国
際
理
解
講
演
会
を
開
催
し
た
。

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
は
、
日
本
で
の
留
学
経
験
や
Ａ

Ｅ
Ｔ
と
し
て
過
ご
し
た
山
形
県
で
の
失
敗
談
や
楽
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
そ
の
体
験
か
ら
、
日
本
の
不
思
議

さ
や
日
本
人
の
良
さ
、
そ
し
て
、
日
本
人
が
外
国
人
と
の

交
流
を
進
め
る
上
で
心
が
け
る
点
に
つ
い
て
、
得
意
の
山

形
弁
を
交
え
な
が
ら
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
特
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
日
本
語
の
『
や
り
と
り
』。で
も
、
日
本
人
は
情
報

を
聞
き
出
す
『
と
り
』
は
得
意
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ら
な
い
『
や
り
と
り
』
だ
か
ら

『
や
り
』
も
必
要
。
外
国
の
方
に
は
日
本
の
こ
と
、
北
海

道
の
こ
と
を
も
っ
と
自
慢
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
、
も

っ
と
お
国
自
慢
を
す
る
方
が
よ
い
な
ど
と
提
案
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
７
号
】
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協
会
、
助
成：

中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
）

１６

５

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
手
工
芸
品
展
（
展
示
会
・
セ
ミ

ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）」（
道
新
ぎ
ゃ
ら
り
ー
、

他
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

５

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅰ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

５

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
学
ぶ
地
域
開

発
の
新
動
向
」〔
講
師：

東
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
地
域

連
合
議
会
議
長
・
イ
ル
マ
・
ヨ
ル
ツ
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・
北
海
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
）

５

「
北
方
圏
講
座：

最
近
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ニ
ュ

ー
ス
」〔
講
師：

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
・
ミ

カ
エ
ル
・
リ
ン
ド
ス
ト
ロ
ム
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

（
共
催
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）

５

「
海
外
自
治
体
職
員
受
入
」（
中
国
・
黒
竜
江
省

１
名
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
」（
ブ
ラ
ジ
ル
１
名
、

パ
ラ
グ
ア
イ
１
名
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
名
）
実
施

（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅱ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

６

「
北
方
圏
講
座：

研
究
者
が
見
た
北
海
道
の
知
識

産
業
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大

学
教
授
・
ク
ラ
ー
ス
・
ア
ル
ブ
ス
タ
ム
氏
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
東
海
大
学
）

７

「
財
団
法
人
北
方
圏
交
流
基
金
」
を
統
合

７

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
通
訳
員
養
成
研

修
員
受
入
」（
１
名
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
４
」
へ
参
加

９

「
ロ
シ
ア
極
東
の
企
業
経
営
指
導
者
の
育
成
支
援

事
業
」（
札
幌
、他
）
実
施
（
委
託：

ロ
シ
ア
東
欧

貿
易
会
）

９

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
札
幌
Ｃ
）

﹇
参
加：

９
団
体
﹈
開
催

９

「
小
中
高
生
の
国
際
理
解
教
室
」〔
講
師：

ア
メ

リ
カ
・
エ
バ
ン
・
タ
ー
キ
ン
ト
ン
氏
、
他
（
釧
路

・
江
南
高
校
）〕
開
催

（カルチャーナイト２００６より）

◆
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
手
工
芸
品
展
」
開
催

北
海
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
、
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
と

共
催
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
エ
ス
テ
ル
ヨ
ー
ト
ラ
ン
ド

県
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
協
会
の
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
手
工
芸

品
、
約
５
０
０
点
の
展
示
会
を
５
月
１４
日
〜
２５
日
、
道
新

ぎ
ゃ
ら
り
ー
（
札
幌
市
）
で
開
催
し
た
。

作
品
は
、
木
工
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
布
、
刺
繍
、
ワ
イ

ヤ
ー
細
工
、
陶
芸
な
ど
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
東
部
地
域
の
伝

統
的
な
も
の
か
ら
、
現
代
ア
ー
ト
風
の
も
の
ま
で
、
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
た
。
来
道
し
た
１１
名
の
ア
ー
チ
ス
ト
ら
は

色
鮮
や
か
な
民
族
衣
装
を
纏
う
な
ど
、
会
場
を
一
層
華
や

か
に
し
、
来
場
者
に
自
分
の
作
品
の
制
作
意
図
や
制
作
技

法
等
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
。
展
示
品
は
全
て
希
望
者

に
販
売
す
る
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
わ
れ
先
に
と
予
約
す

る
人
が
殺
到
し
、
関
係
者
を
あ
わ
て
さ
せ
る
一
幕
も
。
ま

た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
こ
の
展
示
会
が
北
海
道
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
実
現
し
た
こ
と
を

象
徴
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、
両
国
国
旗
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
テ
ー
プ
を
硬
く
結
ぶ
こ
と
で
、
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
た
。
期
間
中
、
来
道
の
ア
ー
チ
ス
ト
ら
が

講
師
と
な
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら
に

商
談
会
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
愛
好
家
ら
が
参

加
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
８
号
】

◆
「
財
団
法
人
北
方
圏
交
流
基
金
と
社
団
法
人
北
方
圏
セ

ン
タ
ー
が
統
合
」

北
海
道
の
国
際
交
流
等
を
担
う（
社
）北
方
圏
セ
ン
タ

ー
、（
財
）北
方
圏
交
流
基
金
及
び（
財
）北
海
道
海
外
協
会

の
３
団
体
を
統
合
し
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
運
営
を

図
る
こ
と
に
な
り
、こ
の
団
体
統
合
に
先
行
し
て
、７
月
１

日
、（
財
）北
方
圏
交
流
基
金
を
統
合
し
た
。（
財
）北
方
圏
交

流
基
金
は
、
民
間
団
体
等
の
北
方
圏
交
流
事
業
に
資
金
的

支
援
を
目
的
に
、
昭
和
５３
年
７
月
に
設
立
し
た
。
北
方
圏

交
流
基
金
の
事
業
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
継
続
す
る
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
８
号
】

◆
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
４
」
へ
参
加

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
２３
日
、
官
公
庁
や
企
業

の
施
設
を
夜
間
に
開
放
し
て
、
文
化
行
事
を
開
催
す
る

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
」
に
協
賛
し
て
、
本
年
度
か
ら
実

施
。
こ
れ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
開

催
さ
れ
て
い
る
行
事
を
札
幌
で
も
開
催
し
た
い
と
の
こ
と

か
ら
、
昨
年
か
ら
市
民
ら
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
。
道
庁
別
館
１２
階
の
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
世
界

の
人
と
話
そ
う
、世
界
の
人
と
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
伝
統
楽
器
「
カ
ン
テ
レ
」
の
演
奏
会
や
国

際
会
議
場
で
同
時
通
訳

に
よ
る
本
格
的
な
国
際

会
議
の
体
験
。
さ
ら

に
、
海
外
か
ら
の
研
修

生
ら
に
よ
る
自
国
の
伝

統
的
な
遊
び
を
体
験
、

世
界
の
切
手
で
の
し
お

り
づ
く
り
な
ど
、
日
頃

あ
ま
り
体
験
で
き
な
い

国
際
交
流
が
テ
ー
マ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
勢

の
親
子
連
れ
が
参
加
し

た
。

【『H
oppoken

』
第
１
２
９
号
】

◆
「
ロ
シ
ア
極
東
の
企
業
経
営
指
導
者
の
育
成
支
援
事

業
」
実
施

ロ
シ
ア
東
欧
貿
易
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
９
月
１２
日

か
ら
２０
日
ま
で
の
９
日
間
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
企
業
家

の
育
成
と
北
海
道
と
の
経
済
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
サ

ハ
リ
ン
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
沿
海
地
方
か
ら
「
水

産
加
工
関
連
企
業
」
の
経
営
者
６
名
を
受
け
入
れ
、
道
内

各
地
の
関
連
企
業
で
の
研
修
や
意
見
交
換
な
ど
を
実
施
し

た
。こ

の
「
ロ
シ
ア
極
東
の
企
業
経
営
指
導
者
の
育
成
支
援
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１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研
修：

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
協
力
研
修：

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
国
際
理
解
講
演
会
」〔
講
師：

料
理
研
究
家
・

カ
ー
リ
ー
西
條
氏（
森
町
）〕
開
催（
共
催
・
森
町
、

他
）

１０

「
北
海
道
国
際
協
力
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
」（
サ

ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）
開
催
（
同
実
行

委
員
会
に
参
加
）

１０

「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
・
沿
海
地
方
投
資
セ
ミ

ナ
ー
」〔
講
師：

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
経
済
管
理

委
員
会
副
委
員
長
・
セ
ル
ゲ
イ
・
ベ
ロ
ラ
イ
ネ
ン

氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
、
他
）

１１

「
地
域
国
際
交
流
会
議：

地
域
社
会
と
国
際
交
流

を
考
え
る
」〔
基
調
講
演
講
師：

（
財
）日
本
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
・
毛
受
敏
浩
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１１

「
地
域
国
際
交
流
会
議：

新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代

と
国
際
交
流
を
考
え
る
」（
函
館
市
）
開
催

１１

「
小
中
高
生
の
国
際
理
解
教
室
」〔
講
師：

セ
ネ

ガ
ル
・
マ
マ
ド
ゥ
ー
・
ロ
ー
氏
（
様
似
町
・
鵜
苫

小
学
校
、
他
）〕
開
催

１２

「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
極
東
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
日
本
セ
ン

タ
ー
所
長
・
浅
井
利
春
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

（
共
催
・
北
海
道
経
済
国
際
化
推
進
会
議
、
他
）

２

「
日
本
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
交
樹
立
１
０
０
周
年
記

念
セ
ミ
ナ
ー
」（
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）
開
催
（
同

実
行
委
員
会
に
参
加
）

２

「
留
学
生
地
域
交
流
支
援：

異
文
化
・
多
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
in
北
海
道
」（
日
高
町
・
平

取
町
﹇
１０
カ
国
３１
名
﹈）
実
施
（
共
催
・
日
本
学
生

支
援
機
構
札
幌
支
部
、
助
成：

中
島
記
念
国
際
交

流
財
団
）

３

「
国
際
協
力
推
進
団
体
と
の
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

﹇
参
加：

２１
団
体
﹈
開
催

３

「
北
方
圏
講
座：

今
後
の
中
国
と
北
海
道
の
交
流

を
考
え
る
」〔
講
師：

駐
札
幌
中
華
人
民
共
和
国

総
領
事
・
李
鉄
民
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・

北
海
道
日
中
友
好
協
会
）

事
業
」
は
、
平
成
４
年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
「
北
海
道
と

ロ
シ
ア
連
邦
極
東
地
域
と
の
経
済
協
力
に
関
す
る
常
設
合

同
委
員
会
」
で
採
択
さ
れ
た
「
北
海
道
と
ロ
シ
ア
連
邦
極

東
地
域
と
の
経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」事
業
の
一
環
と
し

て
、同
年
の
第
１
回
開
催
か
ら
北
海
道
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
、
実
施
し
て
き
た
。

平
成
８
年
ま
で
の
５
年
間
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、

沿
海
地
方
、
サ
ハ
リ
ン
州
の
３
地
域
か
ら
企
業
幹
部
や
行

政
関
係
者
に
対
し
て
極
東
地
域
で
の
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム

の
理
解
の
増
進
を
図
る
目
的
で
産
業
・
経
済
、
行
政
、
流

通
、
貿
易
な
ど
に
関
し
て
の
１１
の
講
義
と
、
卸
売
市
場
、

製
造
工
場
、
港
湾
施
設
、
各
種
産
業
視
察
な
ど
の
研
修
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成
９
年
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
３
地
域

側
の
希
望
に
よ
り
縫
製
業
、
金
融
業
、
道
路
建
設
業
、
観

光
業
、
リ
ー
ス
業
な
ど
テ
ー
マ
が
絞
ら
れ
、
北
海
道
の
特

色
あ
る
施
設
や
企
業
を
訪
問
し
幹
部
に
よ
る
講
義
や
視
察

を
通
し
て
専
門
性
を
重
視
し
た
実
践
的
な
研
修
と
し
て
実

施
し
て
き
た
。

平
成
４
年
の
第
１
回
実
施
以
来
１３
年
間
継
続
し
て
き
た

本
事
業
は
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
経
済
の
進
展
と
安
定
に

よ
り
本
年
度
を
も
っ
て
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本

事
業
に
は
、
３
地
域
か
ら
１
０
４
名
が
参
加
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
１５
年
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
東
欧
貿
易
会
か
ら

の
委
託
事
業
と
な
っ
て
継
続
さ
れ
た
。

【『
企
業
経
営
指
導
者
育
成
支
援
事
業
報
告
書
』】

◆
「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
・
沿
海
地
方
投
資
セ
ミ
ナ

ー
」
開
催

１０
月
５
日
、
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
国
連
工
業
開
発

機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）
が
招
聘
し
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
市
経
済
管
理
委
員
会
の
セ
ル
ゲ
イ
・
イ
ワ
ノ
ビ
ッ

チ
・
ベ
ロ
ラ
イ
ネ
ン
副
委
員
長
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
ベ
ロ
ラ
イ
ネ
ン
氏
は
、
日
ロ
経
済
関
係
の
進
展

に
伴
っ
て
、
日
本
か
ら
沿
海
地
方
へ
の
投
資
が
急
速
に
拡

大
し
、２
０
０
３
年
度
の
実
績
で
は
、３
８
６
０
万
ド
ル
、

全
体
投
資
額
の
５０
％
以
上
に
上
る
と
評
価
。
ま
た
、
沿
海

地
方
の
豊
富
な
天
然
資
源
で
あ
る
木
材
、
水
産
物
、
鉱
物

等
へ
の
日
本
か
ら
の
更
な
る
投
資
に
期
待
を
寄
せ
た
。
さ

ら
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
極
東
地
域
に
お
け
る
産
業
の

中
心
地
で
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
と
の
距
離
は
１
万
㌔
あ
る
が

東
京
と
は
１
０
０
０
㌔
強
、
北
海
道
と
は
さ
ら
に
近
い
と

地
理
的
優
位
さ
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
０
号
】

◆
「
地
域
国
際
交
流
会
議：

地
域
社
会
と
国
際
交
流
を
考

え
る
」
開
催

北
海
道
市
長
会
と
共
催
で
地
域
で
活
動
す
る
国
際
交
流

団
体
間
の
連
携
等
を
目
指
し
て
、
１１
月
２６
日
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
、
２７
日
函
館
市
で
開
催
し
た
。

２６
日
の
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、石
狩
、後
志
、空
知
の

道
央
地
区
の
国
際
交
流
団
体
や
市
町
村
の
教
育
委
員
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
か
ら
担
当
者
ら
８０
人
が
参
加
。姉
妹
都

市
交
流
、交
流
団
体
の
運
営
、
地
域
の
活
動
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
引
き
続

き
、
財
団
法
人
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
フ
ィ
サ
ー
の
毛
受
敏
浩
氏
が
「
地
域
社
会
と
国
際
交
流

を
考
え
る
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
毛
受
氏
は

「
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
モ
ノ
、
情
報

の
広
が
り
を
加
速
さ
せ
、
社
会
現
象
を
変
化
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
が
、
国
際
交
流
に
も
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
」
と
、
今
日
の

国
際
交
流
を
位
置
付
け
た
。
そ
の
上
で
、
国
際
交
流
の
意

義
に
つ
い
て
「
異
文
化
と
接
触
す
る
こ
と
で
地
域
の
閉
鎖

性
が
打
破
出
来
る
」「
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
再
発
見
と
活

性
化
に
結
び
付
く
」
な
ど
６
つ
の
貢
献
要
素
を
挙
げ
、
質

の
高
い
事
業
を
目
指
し
て
違
う
分
野
と
の
協
働
を
展
開

し
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
活
動
を
追
及
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

な
お
、
２７
日
は
函
館
市
で
道
南
地
区
会
議
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
０
号
】
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１７

４

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」発
行﹇
年
４
回
﹈【
以

降
継
続
】

５

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅰ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

５

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
女
性

の
社
会
進
出
と
少
子
化
問
題
」〔
講
師：

駐
日
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
大
使
・
ミ
カ
イ
ル
・
リ
ン
ド
ス

ト
ロ
ム
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・（
財
）ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
、
他
）

５

「
北
方
圏
講
座：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ
ル
市
の

産
学
官
連
携
の
今
」〔
講
師：

前
オ
ウ
ル
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
・
セ
ッ
ポ
・
マ
キ
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

開
催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
、
他
）

５

「
海
外
自
治
体
職
員
受
入
れ
」（
中
国
・
黒
竜
江

省
１
名
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

６

「
北
方
圏
講
座：

研
究
者
が
見
た
北
海
道
の
観
光

産
業
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ

大
学
・
ラ
ー
シ
ュ
・
ノ
ル
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
、
他

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
東
海
大
学
）

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
事
業
」（
ブ
ラ
ジ
ル
２

名
、
パ
ラ
グ
ア
イ
１
名
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
名
研

修
受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
通
訳
員
養
成
研

修
員
受
入
事
業
」（
１
名
）実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
日
欧
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ム
」

（
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
）
開
催
（
共
催
・

（
財
）日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
他
）

７

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
５
」
へ
参
加

８

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅱ
』
受

入
事
業
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島

交
流
北
海
道
推
進
委
員
会
）

９

「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
極
東
地
域
と
北
海
道
の

交
流
を
考
え
る
」〔
講
師：

駐
札
幌
ロ
シ
ア
連
邦

総
領
事
・
レ
オ
ニ
ー
ド
・
シ
ュ
フ
チ
ュ
ー
ク
氏

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
日
本
ロ
シ
協

会
）

９

「
地
域
国
際
交
流
会
議：

今
日
の
時
代
に
お
け
る

地
域
社
会
と
国
際
交
流
を
考
え
る
」〔
基
調
講
演

◇
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
の
発
行

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
主
催
・
共
催
す
る
行
事
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
紹
介
す
る
情
報
紙
「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

（
Ａ
４
版
・
２
頁
）
を
発
行
し
、
会
員
や
関
係
団
体
、
来

訪
者
に
広
く
提
供
し
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
広
報
・
出

版
物
に
は
季
刊
「H

oppoken

」、
季
刊
「
で
あ
い
」、「
年

報
」
の
３
誌
が
あ
る
が
、
季
刊
等
の
制
約
も
あ
り
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
内
容
や
結
果
・
成
果
な
ど
事
後
紹
介
の
性

格
が
強
か
っ
た
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
直
近
の
事
業
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
度
向
こ
う
３
カ
月
の
行
事
予
定
を
満
載
し
た
第
１
号
が

発
行
さ
れ
、
４
〜
６
月
の
行
事
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
道

内
の
市
町
村
や
国
際
交
流
団
体
が
行
う
事
業
や
地
域
の
国

際
化
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
北
方
圏
交
流
基
金
の
助

成
、
国
際
交
流
・
国
際
協
力
情
報
の
提
供
、
国
際
交
流
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

い
る
様
々
な
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

◆
「
北
方
圏
講
座：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ
ル
市
の
産
学

官
連
携
の
今
」
開
催

北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
他
と
共
催
で
、５
月
２５
日
、

当
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

オ
ウ
ル
市
か
ら
、
前
オ
ウ
ル
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
セ
ッ
ポ
・
マ
キ
氏
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
マ
キ
氏
は
、
オ
ウ
ル
市
が
ど
の
よ
う
に
し
て
技

術
都
市
や
専
門
知
識
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
現
在
オ
ウ
ル
市
に

は
８
０
０
ほ
ど
の
ハ
イ
テ
ク
関
連
企
業
が
合
計
３７
億
ユ
ー

ロ
を
売
り
上
げ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、「
大
学
や
科
学
技

術
専
門
校
等
に
約
２
万
３
５
０
０
人
以
上
の
学
生
が
学
ん

で
お
り
、
北
海
道
と
の
協
力
関
係
を
進
め
る
こ
と
は
大
賛

成
」
と
語
っ
た
。
オ
ウ
ル
市
は
北
海
道
の
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
構
想
の
モ
デ
ル
都
市
と
な
っ
た
都
市
で
、
そ
の
前
担
当

者
の
講
演
と
あ
っ
て
、
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
３
号
】

◆
「
日
欧
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開

催北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
他

の
関
係
機
関
と
と
も
に
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ

の
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
、
国
際
協
力
に
お
け
る
市
民
運
動
組
織

の
代
表
ら
を
招
き
、
地
域
主
導
の
国
際
協
力
活
動
と
市
民

交
流
の
あ
り
方
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
７
月
１３
日
、

札
幌
市
で
、
ま
た
、
前
日
の
１２
日
に
は
、
同
テ
ー
マ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
滝
川
市
で
開
催
し
た
。

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
に
多
く
の
関
係
者
が
参
加

し
た
中
、
冒
頭
、
日
本

と
英
国
の
非
営
利
、
非

政
府
交
流
を
促
進
す
る

リ
ン
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
の
フ
ィ
リ
ー
ダ
・

パ
ー
ビ
ス
氏
が
「
市
民

交
流
時
代
と
国
際
協

力
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
国
際
協
力
に
お
け

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
や
貧

困
、
健
康
、
教
育
、
紛

争
、
環
境
な
ど
に
つ
い

て
「
こ
れ
ら
に
は
地
球

市
民
の
感
覚
が
必
要
」ま
た「
市
民
の
国
際
協
力
活
動
は
、

途
上
国
の
地
域
的
で
多
様
な
問
題
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と

と
、
日
本
の
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
」
と
述
べ
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
Ｅ
Ｕ
と
の
地
域
主
導
の
国
際

協
力
と
交
流
の
促
進
に
向
け
て
」が
テ
ー
マ
。日
本
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
の
毛
受
敏
浩
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

英
国
・
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ン
キ
ン
グ
協
会
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
ニ
ッ
ク
・
モ
ー
リ
ス
氏
を
は
じ
め
、英
国
、イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
北
海
道
か
ら
田
村
弘

・
滝
川
市
長
が
加
わ
り
、
国
際
協
力
活
動
と
地
域
社
会
等

に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
３
号
】
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講
師：

関
西
国
際
交
流
団
体
協
議
会
・
降
旗
高
司

郎
氏（
滝
川
）〕
開
催
﹇
参
加：

空
知
・
道
北
地
区

団
体
﹈

９

「
日
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ：

ロ
シ
ア
企
業
商

談
会
」（
稚
内
市
）
実
施
（
委
託
・
ロ
シ
ア
東
欧
貿

易
会
）

１０

「
北
海
道
国
際
協
力
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」（
サ

ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）
開
催
（
同
実
行

委
員
会
へ
参
加
）

１０

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研
修：

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
１０
名
）〕
実
施

１０

「
小
中
高
生
の
国
際
理
解
教
室
」〔
講
師：

南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ン
コ
シ
氏
（
江
別

市
・
大
麻
中
学
校
）〕
開
催

１０

「
在
住
外
国
人
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
国
際
ふ
れ
あ

い
交
流
〜
」（
深
川﹇
４
カ
国
１
地
域
２１
名
﹈）開
催

（
共
催
・
深
川
市
、
助
成
・（
財
）自
治
体
国
際
化

協
会
）

１１

「
北
方
圏
講
座：

こ
れ
か
ら
の
中
国
と
北
海
道
と

の
交
流
を
考
え
る
」〔
講
師：

駐
札
幌
中
華
人
民

共
和
国
総
領
事
・
斉
江
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共

催
・
北
海
道
日
中
友
好
協
会
）

１１

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
協
力
研
修：

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・（
１０
名
）〕
実
施

１１

「
青
年
招
聘：

ブ
ー
タ
ン
王
国
青
年
の
受
入
」（
札

幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

１２

「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
極
東
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
日
本
セ
ン
タ

ー
所
長
・
前
田
奉
司
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕

２

「
小
中
高
生
の
国
際
理
解
教
室
」〔
講
師：

キ
ル

ギ
ス
共
和
国
・
デ
ュ
シ
ャ
リ
エ
ワ
・
ヌ
リ
ヤ
氏
、

他
（
旭
川
・
道
教
大
付
属
旭
川
中
学
校
）〕
開
催

３

「
国
際
情
勢
講
演
会：

世
界
と
日
本
、
期
待
さ
れ

る
日
本
の
役
割
」〔
講
師：

Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
大
使
・

五
月
女
光
弘
氏（
江
差
）〕
開
催
（
共
催
・
江
差
地

域
大
学
、
他
）

３

『
懸
け
橋
そ
し
て
未
来
へ
と
』（
道
内
市
町
村
国

際
交
流
・
協
力
事
例
集
）
発
行
（
自
主
調
査
研
究
）

１８

４

事
務
局
の
「
事
業
部
」
を
廃
止
（
所
管
業
務
を
交

◆
「
在
住
外
国
人
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
国
際
ふ
れ
あ
い
交

流
〜
」
開
催

道
内
在
住
の
外
国
人
と
道
民
と
の
よ
り
良
い
共
生
を
考

え
る
た
め
、
留
学
生
等
外
国
人
と
小
・
中
学
生
や
青
年
な

ど
地
域
の
人
々
の
参
加
を
得
て「
国
際
ふ
れ
あ
い
交
流『
私

た
ち
家
族（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）』で
す
！
」を
１０
月
２８
〜
３０
日
、

深
川
市
、
深
川
市
教
育
委
員
会
の
共
催
を
得
て
、
市
内
の

施
設
を
舞
台
に
実
施
し
た
。

参
加
し
た
の
は
４
カ
国
１
地
域
・
２１
名
の
留
学
生
や
地

元
の
外
国
人
と
小
学
校
高
学

年
の
１１
名
、
６
名
の
中
学

生
、
そ
し
て
地
元
の
農
協
青

年
部
や
Ｊ
Ｃ
の
人
た
ち
な
ど

２７
名
。
全
員
が
５
つ
の
家
族

（
グ
ル
ー
プ
）に
分
か
れ
、お

父
さ
ん
、お
母
さ
ん
な
ど
の

役
割
を
決
め
た
模
擬
家
族
に

な
り
、
み
ん
な
で
工
夫
し
、

協
力
し
て
グ
ル
ー
プ
毎
に
一

つ
の
作
品
づ
く
り
の
た
め
に

１
泊
２
日
で
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。
文
化
や
年
齢
を
超
え

て
交
流
を
深
め
た
。

【『
国
際
ふ
れ
あ
い
交
流
〜
私
た
ち
家
族
で
す
〜
報
告
書
』】

◆
「
青
年
招
聘：

ブ
ー
タ
ン
王
国
青
年
の
受
入
」
実
施

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
開
発

途
上
国
へ
の
技
術
協
力
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
国
の

将
来
を
担
う
青
年
を
専
門
分
野
別
に
招
聘
し
、
日
本
の
同

世
代
の
青
年
と
の
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深
め
真
の

友
情
と
信
頼
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
た「
青
年
招
聘
事

業
」を
実
施
し
て
い
る
が
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
札
幌
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
１１
月
２８
日
か
ら
約

２
週
間
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
教
育
分
野
（
初
中
等
）
の

青
年
１０
名
を
受
け
入
れ
た
。

一
行
は
２５
〜
３４
歳
ま
で
の
全
員
男
性
で
、
ブ
ー
タ
ン
国

内
各
地
の
１
０
０
人
か
ら
４
０
０
人
規
模
の
小
学
校
や
中

学
校
の
主
任
教
師
、
い
わ
ば
校
長
職
の
青
年
達
。
北
海
道

教
育
大
学
札
幌
校
で
、
講
義
を
聴
講
し
た
ほ
か
、
石
狩
市

厚
田
区
の
聚
富
小
中
学
校
で
は
授
業
参
観
や
給
食
を
体
験

し
た
り
、
教
師
と
の
懇
談
会
に
参
加
し
た
。
札
幌
、
石

狩
、
深
川
、
滝
川
の
各
市
で
教
育
関
係
施
設
の
視
察
や
交

流
を
通
し
て
、
日
本
の
教
育
の
実
情
や
日
本
の
生
活
に
触

れ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
４
号
】

◆
「
国
際
情
勢
講
演
会：

世
界
と
日
本
、
期
待
さ
れ
る
日

本
の
役
割
」
開
催

３
月
３
日
、
外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
大
使
の
五
月
女
光
弘

氏
を
江
差
町
に
招
い
て
、国
際
情
勢
講
演
会
を
開
催
し
た
。

五
月
女
大
使
は
、
日
本
の
国
際
貢
献
や
国
際
協
力
に
つ

い
て
「
戦
後
の
日
本
の
復
興
支
援
に
国
連
加
盟
の
一
部
の

国
か
ら『
敵
国
へ
の
援
助
は
不
要
』と
の
意
見
の
あ
る
中
、

ユ
ニ
セ
フ
初
代
事
務
局
長
が
『
子
供
に
罪
は
無
い
、
飢
え

に
苦
し
ん
で
い
る
子
供
を
見
て
助
け
な
い
と
し
た
ら
文
明

国
家
の
恥
で
あ
る
』
と
説
得
し
、
当
時
の
お
金
で
６５
億
円

相
当
の
ミ
ル
ク
や
薬
品
の
援
助
を
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の

恩
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
強
調
。
ま
た
、
日
本
の
国

際
貢
献
に
つ
い
て
「
日
本
は
世
界
で
最
も
国
際
社
会
か
ら

恩
恵
を
受
け
た
国
で
あ
り
、
こ
の
恩
返
し
が
大
切
」
な
ど

と
話
し
、「
日
本
は
、
自
分
た
ち
だ
け
の
力
で
豊
か
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
。
支
え
て
く
れ
た
国
々
の
人
々
へ
の
恩
義

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
」
と
語
っ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
６
号
】

◆
北
海
道
の
国
際
交
流
、
国
際
協
力
事
例
集
『
懸
け
橋

そ
し
て
未
来
へ
と
』
発
行

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
１８
年
３
月
、
北
海
道
内

の
４５
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
国
際
交
流
や
国
際
協
力
の

活
動
を
紹
介
し
た
書
籍（
Ａ
４
版
１
８
４
頁
）を
刊
行
し
、

関
係
機
関
に
配
布
の
他
、
希
望
者
に
頒
布
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
４
号
】
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流
部
に
統
一
）

５

「
海
外
自
治
体
職
員
受
入
（
協
力
交
流
研
修
員
受

入
事
業
）」（
中
国
・
黒
竜
江
省
１
名
）
実
施（
委
託

・
北
海
道
）

５

「
北
方
圏
講
座：

出
生
率
向
上
へ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

の
取
り
組
み
」〔
講
師：

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

国
大
使
・
ミ
カ
イ
ル
・
リ
ン
ド
ス
ト
ロ
ム
氏
（
Ｎ

Ｒ
Ｃ
）〕
開
催（
共
催
・（
財
）ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流

セ
ン
タ
ー
、
他
）

５

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
事
業
」（
ブ
ラ
ジ
ル
２

名
、
パ
ラ
グ
ア
イ
１
名
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
名
研

修
受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

５
「
移
住
者
子
弟
留
学
生（
パ
ラ
グ
ア
イ
１
名
）受
入
」

実
施
（
補
助
・
北
海
道
）

６

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅰ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

６

「
北
方
圏
講
座：

創
造
性
の
地
理
学
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
・
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
、
他（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共

催
・
北
海
道
東
海
大
学
、
他
）

７
（
財
）北
海
道
海
外
協
会
を
統
合
し
、事
務
局
に「
南

米
圏
交
流
室
」
を
新
設

７

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
通
訳
員
養
成
研

修
員
受
入
事
業
」（
１
名
）実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
青
年
招
聘：

ア
フ
リ
カ
青
年
の
受
入
」（
札
幌
、

他
）
実
施
（
委
託
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

７

「
留
学
生
修
学
助
成
」（
私
費
に
よ
る
留
学
生
７０

名
へ
）
開
始
【
以
後
継
続
】

７

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
５
」
参
加

７

「
北
海
道
・
中
国
黒
竜
江
省
友
好
提
携
２０
周
年
記

念
事
業
」（
黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
、他
）開
催（
同

実
行
委
員
会
へ
参
加
）

８

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
国
際
交
流
研
修：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
他
（
１０
名
）〕
実
施

８

「
北
海
道
地
域
観
光
視
察
団
」（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
派
遣

８

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅱ
』
受

入
事
業
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島

交
流
北
海
道
推
進
委
員
会
）

◆
財
団
法
人
北
海
道
海
外
協
会
を
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
に
統
合

北
海
道
の
国
際
交
流
等
を
担
う（
社
）北
方
圏
セ
ン
タ
ー

と（
財
）北
海
道
海
外
協
会
の
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
１８
年
７
月
１
日
、（
財
）北

海
道
海
外
協
会
を（
社
）北
方
圏
セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
た
。

（
財
）北
海
道
海
外
協
会
は
、北
海
道
出
身
の
海
外
移
住
者

及
び
日
系
人
等
へ
の
支
援
を
目
的
に
、
昭
和
３６
年
８
月
に

設
立
し
た
。統
合
後
は
、北
方
圏
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に「
南

米
圏
交
流
室
」
を
設
置
し
、
移
住
者
子
弟
留
学
生
受
入
、

移
住
者
支
援
等
の
事
業
を
継
続
す
る
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
６
号
】

◆
「
留
学
生
修
学
助
成
」
開
始

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
か
ら
の
委
託
事
業
と

し
て
、
平
成
１８
度
か
ら
外
国
人
私
費
留
学
生
（
大
学
院
生

等
）
へ
の
修
学
助
成
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
北
海

道
内
に
居
住
す
る
私
費
留
学
生
の
生
活
を
支
援
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
７０
人
の
留
学
生
に
助
成
。
ま
た
、
延
９１
人

の
留
学
生
を
地
域
の
交
流
行
事
へ
の
参
加
を
支
援
し
た
。

◆
「
北
海
道
・
中
国
黒
竜
江
省
友
好
提
携
２０
周
年
記
念
事

業
」
開
催

北
海
道
日
中
友
好
協
会
な
ど
と
と
も
に
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
７
月
、
ハ
ル
ビ
ン
市
で
の
記
念
式
典
他
に
、
高

橋
は
る
み
・
北
海
道
知
事
を
は
じ
め
１
０
０
名
を
超
え
る

訪
問
団
を
派
遣
し
、
北
海
道
紹
介
・
物
産
展
等
を
開
催
。

ま
た
、
１０
月
に
は
黒
竜
江
省
か
ら
関
係
者
を
招
き
、
同
省

の
紹
介
展
等
を
札
幌
市
内
で
実
施
し
た
。

北
海
道
紹
介
・
物
産
展
は
、
７
月
２６
日
か
ら
２
週
間
に

わ
た
っ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
市
内
の「
遠
大
デ
ー
パ
ー
ト
」で
開

催
。北
海
道
の
観
光
パ
ネ
ル
や
北
海
道
の
児
童
の
絵
画
、書

道
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
三
味
線
と
二
胡
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。「
北
海
道
物
産
展
」で
は
、カ

ニ
や
ホ
タ
テ
な
ど
加
工
食
品
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が
人
気
。

「
日
本
語
弁
論
大
会
」
に
は
、
高
校
生
や
大
学
生
の
２
０

０
名
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
第
１
次
審
査
を
パ
ス
し
た

１６
名
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
審
査
の
結
果
、
５
名
が
入
賞

し
、
１０
月
下
旬
北
海
道
旭
川
市
で
の
弁
論
発
表
の
た
め
招

待
さ
れ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
７
号
】

◆
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
２
０
０
６
」

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
市
）
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
、
道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
、９
月
２
日
〜
３０
日
ま
で
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
の

エ
ス
テ
ル
ヨ
ー
ト
ラ
ン
ド
県
リ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
市
に
お
い

て
北
海
道
の
生
活
文
化
を
紹
介

す
る
展
示
会
等
を
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
０４
年
５

月
に
札
幌
で
開
か
れ
た
同
地
域

の
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
協
会
会
員

ら
に
よ
る
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
手

工
芸
品
展
」
の
返
礼
の
文
化
交

流
事
業
と
し
て
実
施
。
北
海
道

か
ら
手
工
芸
家
や
文
化
教
室
の

関
係
者
ら
８２
名
が
訪
問
。
期
間

中
リ
ン
シ
ョ
ー
ピ
ン
市
内
の
４

会
場
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
メ
イ
ン
会
場

で
は
、
北
海
道
の
木
工
・
陶
器

・
ガ
ラ
ス
な
ど
、
訪
問
し
た
作

家
ら
の
手
工
芸
品
を
展
示
。
会

場
に
は
多
く
の
見
学
者
が
訪

れ
、
制
作
技
法
な
ど
に
つ
い
て

熱
心
な
質
問
を
し
て
い
た
。

ま
た
、
北
海
道
発
祥
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
、
琴

の
演
奏
、
着
付
け
、
少
林
寺
拳
法
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

披
露
。
さ
ら
に
、関
係
者
が
現
地
の
工
芸
高
校
を
訪
問
し
、

陶
芸
や
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
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９

「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

２
０
０
６
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
シ
ョ
ー
ピ

ン
市
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会
に
参
加
）

９

「
異
文
化
・
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
in
北

海
道
」（
日
高
町
、
他
﹇
４
カ
国
１
地
域
３３
名
﹈）

実
施
（
共
催
・
日
本
学
生
支
援
機
構
北
海
道
支
部
）

１０

「
開
発
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」（
札

幌
、ベ
ト
ナ
ム
、カ
ン
ボ
ジ
ア
）
実
施
（
助
成
・
自

治
体
国
際
化
協
会
）

１０

「
南
米
青
年
訪
問
団
受
入
」（
札
幌
、他
﹇
ブ
ラ
ジ

ル
７
名
、
パ
ラ
グ
ア
イ
２
名
﹈）
実
施

１１

「
地
域
国
際
交
流
会
議：

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
」〔
基
調
講
演
講
師：

早
稲
田

大
学
教
授
・
山
西
優
二
氏
（
北
見
）〕
開
催
﹇
参

加：

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
団
体
﹈

１１

「
国
際
情
勢
講
演
会
」〔
講
師：

駐
札
幌
中
華
人

民
共
和
国
総
領
事
・
斉
江
氏
（
釧
路
）〕
開
催
（
共

催
・
釧
路
市
国
際
情
勢
講
演
会
世
話
人
会
））

１２

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
方
自
治
体

と
地
元
産
業
と
の
連
携
」〔
講
師：

前
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
レ
ク
サ
ン
ド
市
長
・
ベ
ッ
テ
ル
・
ダ
ニ
エ

ル
ス
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・（
財
）ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
、
他
）

１

「
北
方
圏
講
座：

ロ
シ
ア
極
東
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」〔
講
師：

在
札
幌
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事

館
・
セ
ル
ゲ
イ
・
カ
ス
ト
ル
ノ
フ
氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
）

３

「
北
方
圏
講
座：

青
い
光
が
見
え
た
か
ら
〜
１６
歳

の
留
学
記
」〔
講
師：

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ
ル

大
学
生
・
高
橋
絵
里
香
さ
ん
、
他（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開

催
（
共
催
・
北
海
道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
）

３

『「
活
動
の
輪
」
を
広
げ
る
た
め
に（
国
際
交
流
へ

の
補
助
・
助
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）』
発
行

１９

４

事
務
局
に
「
調
査
研
究
出
版
部
」
新
設
（「
調
査

研
究
部
」「
出
版
部
」
の
２
部
を
統
合
）

４

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
青
年
研
修
生
（
留
学
生
）

受
入
実
施

６

「
海
外
自
治
体
職
員
受
入
」（
中
国
・
黒
竜
江
省

１
名
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

し
た
他
、「
こ
れ
か
ら
の
北
方
圏
地
域
の
観
光
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
く
の
行
事

が
実
施
さ
れ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
７
号
】

◆
「
開
発
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
実
施

本
事
業
は
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
平
成
１８
年
度
か
ら
取

り
組
ん
だ
新
た
な
事
業
。

開
発
教
育
と
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
環
境
破
壊
や

貧
困
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
何
ら
か
の
形
で
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
、
解
決
に
結
び
つ
け
て
い
こ
う
と
い
う

活
動
で
あ
り
、
ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
「
学
び

あ
い
を
促
進
す
る
役
割
を
担
う
人
」
と
い
う
意
味
で
、
こ

の
事
業
で
は
、
海
外
研
修
で
実
際
に
見
て
、
聞
い
て
、
感

じ
た
体
験
を
基
に
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。
本
年
度
は
、
開
発
教
育
や
国
際
協
力
に
関
心
の
あ
る

北
海
道
内
の
青
年
ら
１０
名
を
募
集
。
講
師
に
は
、
開
発
教

育
の
分
野
で
は
日
本
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
北
海
道
教
育

大
学（
札
幌
校
）の
大
津
和
子
教
授
を
迎
え
、
１
泊
２
日
の

宿
泊
研
修
で
は
熱
心
な
講
義
や
指
導
を
受
け
て
、
研
修
の

主
題
を
「
子
ど
も
」
に
絞
っ
た
。
参
加
者
同
士
が
意
見
を

交
換
し
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
自
ら
の
研
修
テ

ー
マ
を
設
け
、
海
外
で
の
研
修
先
と
視
察
施
設
等
を
選
定

す
る
な
ど
、
積
極
的
な
姿
勢
が
伺
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
１２
月
に
は
約
１

週
間
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
訪
問
し
て
自
ら
の
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
支
援

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
障
害
を
も
っ

た
子
供
の
支
援
施
設
、
職
業

訓
練
校
な
ど
を
視
察
を
通
し

て
、
参
加
者
全
員
が
自
主
的

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返

す
な
ど
高
い
レ
ベ
ル
の
研
修

内
容
と
な
っ
た
。

初
め
て
の
開
発
教
育
の
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

者
自
ら
が
「
開
発
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
活

動
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
行
い
、
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
て
学
校
現
場
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

【『H
oppoken

』
第
１
３
９
号
】

◆
「
北
方
圏
講
座：

青
い
光
が
見
え
た
か
ら
〜
１６
歳
の
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
記
〜
」
開
催

３
月
１９
日
、
同
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
の
高
校
生
活
を
綴
っ
た
高
橋
絵
里
香
さ
ん
を
迎
え
て
北

方
圏
講
座
を
開
催
し
た
。

現
在
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ
ル
大
学
２
年
生
の
高
橋

さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
に
で
あ
っ
た
「
ム
ー
ミ
ン
童
話
」

を
通
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
あ
こ
が
れ
、
北
海
道
の
中
学

卒
業
後
、
単
身
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ニ
エ
ミ
市
の
高

校
に
入
学
。
高
橋
さ
ん
は
、
言
葉
の
壁
に
苦
し
み
な
が
ら

も
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
や
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
の
生
活
ぶ
り
を
ス
ラ
イ
ド
等
で
紹
介
。
１
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

を
ど
の
よ
う
に
し
て
マ
ス
タ
ー
し
た
か
」
な
ど
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
。
講
演
後
に
行
わ

れ
た
著
書
へ
の
サ
イ
ン
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
な

言
葉
を
添
え
て
サ
イ
ン
を
し
て
い
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
４
０
号
】

◇
『「
活
動
の
輪
」
を
広
げ
る
た
め
に（
国
際
交
流
へ
の
補

助
・
助
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）』
発
行

国
際
交
流
事
業
の
実
施
を
希
望
し
て
も
経
済
的
事
情
で

実
施
を
躊
躇
す
る
団
体
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
で
は
３
月
、
国
際
交
流
団
体
や
国
際
協
力
団
体

が
利
用
可
能
な
助
成
・
補
助
等
を
実
施
し
て
い
る
機
関
や

団
体
を
紹
介
し
た
資
料
集
を
発
行
。
希
望
者
に
配
布
し
た

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
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６

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
展
＆
北
欧
百
景
写
真
展
」

（
か
で
る
２
・
７
）
開
催

６

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅰ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

６

「
北
方
圏
講
座：

初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
創
造

性
の
育
成
」〔
講
師：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
ー
テ

ボ
リ
大
学
博
士
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ロ
ー
ム

氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催
（
共
催
・
北
海
道
東
海

大
学
、
他
）

６

「
国
際
理
解
教
室
」〔
講
師：

中
国
・
張
宇
氏
、

他
（
札
幌
市
・
常
磐
中
学
校
）〕
開
催

６

「
海
外
技
術
研
修
員
受
入
事
業
」（
ブ
ラ
ジ
ル
２

名
、
パ
ラ
グ
ア
イ
１
名
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
名
研

修
受
入
れ
）
実
施
（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
移
住
者
子
弟
留
学
生（
ブ
ラ
ジ
ル
１
名
）受
入
」

実
施
（
補
助
・
北
海
道
）

７

「
サ
ハ
リ
ン
北
海
道
人
会
子
弟
等
通
訳
員
養
成
研

修
員
受
入
事
業
」（
１
名
）実
施（
委
託
・
北
海
道
）

７

「
国
際
交
流
団
体
懇
話
会
」（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）

７

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
７
」
参
加

８

「
留
学
生
セ
ミ
ナ
ー
（
災
害
復
興
）」（
札
幌
国
際

Ｃ
）
実
施
（
委
託
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

８

「
北
海
道
・
ロ
シ
ア
極
東
交
流
事
業
」（
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
、
他
）
開
催
（
同
実
行
委
員
会

に
参
加
）

８

「
北
方
四
島
交
流
『
日
本
語
習
得
研
修
・
Ⅱ
』
受

入
」（
札
幌
、
他
）
実
施
（
委
託
・
北
方
四
島
交
流

北
海
道
推
進
委
員
会
）

８

「
北
方
圏
講
座：

経
済
交
流
の
視
点
か
ら
見
た
北

海
道
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
」〔
講
師：

日
本

貿
易
振
興
機
構
・
大
久
保
徹
夫
氏（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開

催
（
共
催
・
北
海
道
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
協
会
他
）

９

「
日
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ：

ロ
シ
ア
企
業
商

談
会
」（
札
幌
）
実
施
（
委
託
・
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
貿

易
会
）

９

「
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
」〔
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
、

北
京
、
西
安
、
上
海
﹇
１２
名
﹈〕
実
施

１０

「
北
方
圏
講
座：

ノ
ル
ウ
ェ
ー
ト
ー
ク
・
ア
ラ
カ

ル
ト
＆
Ｓ
Ｔ
Ｂ
」〔
講
師：

ノ
ル
ウ
ェ
ー
Ｓ
Ｔ
Ｂ

◆
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
展
＆
北
欧
百
景
写
真
展
」
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ

ー
他
と
共
催
し
、
６
月
１１
日
〜
１４
日
、
札
幌
市
の
「
か
で

る
２
・
７
」
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
工
芸

展
と
セ
ミ
ナ
ー
「
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
産
業
経
済
と
文
化
」

の
ほ
か
、
糸
数
昌
寧
氏
の
北
欧
風
景
写
真
展
を
開
催
し

た
。

展
示
さ
れ
た
の
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
最
も
工
芸
が
盛

ん
な
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
も
の

で
、
手
織
り
物
、
ハ
ン
ド
プ

リ
ン
ト
製
品
、
木
工
芸
品
、

鉄
工
芸
品
、
伝
統
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
燭
台
な
ど
、
約
１
７

０
点
。
会
場
で
は
、
ダ
ー
ラ

ナ
地
方
を
象
徴
す
る
馬
の
置

物「
ダ
ー
ラ
ヘ
ス
ト
」の
製
作

実
演
も
行
わ
れ
、
来
場
者
の

多
く
が
足
を
止
め
て
い
た
。

関
連
行
事
と
し
て
、
レ
ク
サ
ン
ド
地
方
を
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
同
地
方
の
観
光
政
策
や
手
工
芸
な
ど

の
説
明
に
約
７０
人
が
参
加
。
ま
た
、北
欧
百
景
写
真
展
は
、

北
欧
の
風
景
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
写
真

家
糸
数
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
約
５０
点
を
展
示
。
北
欧
の

清
涼
な
空
気
が
織
り
な
す
美
し
い
色
彩
に
、
多
く
の
来
場

者
が
見
入
っ
て
い
た
。
【『H
oppoken

』
第
１
４
３
号
】

◆
「
北
海
道
・
ロ
シ
ア
極
東
交
流
事
業
」（
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ

ン
ス
ク
市
）
開
催

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
州
と
の

友
好
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
日
本
ロ
シ
ア
協

会
他
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
「
市
民
交
流
会
議
」
や
青

少
年
を
対
象
と
し
た
「
体
験
・
友
情
の
船
」
を
実
施
し
た
。

８
月
３
日
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
で
開
催
の
市
民
交
流

会
議
に
は
、
両
地
域
の
教
育
関
係
者
ら
７０
人
が
参
加
。
ま

た
、
８
月
１
日
〜
８
日
ま
で
、
北
海
道
か
ら
青
少
年
１
２

１
人
が
訪
れ
、
各
種
交
流
会
他
を
実
施
し
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
４
１
号
】

◆
「
日
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ：

ロ
シ
ア
企
業
商
談

会
」
実
施

ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
貿
易
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
ロ
シ
ア
連

邦
極
東
地
域
と
の
経
済
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
サ
ハ
リ

ン
州
内
の
企
業
を
招
聘
し
て
９
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の

５
日
間
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
北
海
道
内
の
企
業

と
生
活
関
連
分
野
で
の
商
談
会
を
実
施
し
た
。

北
海
道
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
実
施
し
た
こ
の

事
業
は
、
平
成
１７
年
度
か
ら
「
ロ
シ
ア
極
東
企
業
経
営
指

導
者
育
成
支
援
事
業
」
に
変
わ
っ
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
招
い
て
商
談
会
と

い
う
形
式
を
取
っ
た
。
今
回
来
道
し
た
の
は
３
名
で
、
ユ

ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
ス
ー
パ
ー
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る

２
名
と
電
気
製
品
や
玩
具
を
販
売
し
て
い
る
１
名
。
期
間

中
に
北
海
道
の
企
業
１４
社
と
精
力
的
に
商
談
会
を
行
い
、

購
入
希
望
の
商
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
、
輸
出
方
法
及
び

今
後
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な
話
し
合
い
が
行

わ
れ
た
。

【「
’０８
年
報
」】

◆
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
「
国
際
交
流
研
修
団
」〔
中
国
・

ハ
ル
ビ
ン
、
北
京
、
西
安
、
上
海
〕
実
施

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
際
的
な
視
点
を
生
か
し
た

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え
る
方
々
を
対
象
に
海
外
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
１９
年
度
に
お
い
て
は
、

東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
の
促
進
を
視
点
に
１２
名
を
中
国

に
派
遣
。
９
月
１２
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
１０
日
間
、
ハ
ル
ビ

ン
、
北
京
、
西
安
、
上
海
を
巡
り
、
急
速
に
発
展
し
て
い

る
中
国
の
様
子
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
省
政
府
や
友
好

協
会
の
訪
問
、
企
業
や
大
学
の
視
察
・
訪
問
し
、
中
国
に

お
け
る
国
際
化
社
会
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
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前
団
長
・
テ
リ
エ
・
ベ
ッ
ク
氏
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１０

「
開
発
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」（
札

幌
、フ
ィ
リ
ピ
ン﹇
１０
名
﹈）
実
施
（
助
成
・
自
治
体

国
際
化
協
会
）

１０

「
南
米
青
年
訪
問
団
受
入
」（
札
幌
、
他
﹇
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
８
名
﹈）
実
施

１０

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
北
海
道
」（
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
）
開
催
（
同
実
行
委
員

会
に
参
加
）

１０

「
北
欧
展
」（
札
幌
三
越
）開
催
（
同
実
行
委
員
会

に
参
加
）

１０

「
青
年
招
聘：

フ
ィ
リ
ピ
ン
青
年
受
入
」（
札
幌
、

他
）
実
施
（
委
託
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

１１

「
多
文
化
共
生
時
代
の
中
で
の
『
環
境
問
題
』
と

ま
ち
づ
く
り
」（
留
学
生
等
地
域
交
流
事
業
）実
施

（
共
催
・
日
本
学
生
支
援
機
構
北
海
道
支
部
）

１１

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
教
育
交
流
団
の
受
入
」（
札
幌
、

他
）
実
施

１１

「
北
方
圏
講
座：

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
教
育
と

交
流
の
お
誘
い
」〔
講
師：

東
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
環

境
自
然
高
校
理
事
長
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ニ
ル
ソ
ン

氏
、
他
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）〕
開
催

１１

「
ア
フ
リ
カ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
」（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー
）開
催（
同

実
行
委
員
会
に
参
加
）

１１

「
地
域
国
際
交
流
会
議
」（
函
館
市
）
開
催
（
共

催
・
北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

１２

「
国
際
理
解
教
室
in
小
樽
」〔
講
師：

カ
ナ
ダ
・

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
Ｓ
・
バ
ー
テ
ィ
ー
氏
、
他
（
小
樽

市
・
塩
谷
中
学
校
）〕
開
催

２

「
留
学
生
セ
ミ
ナ
ー
（
社
会
福
祉
）」（
札
幌
国
際

Ｃ
）
実
施
（
委
託
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

３

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＆
北
海
道
・
地
域
政
策
セ
ミ
ナ

ー
」（
札
幌
、
他
）
開
催

２０

４

「
国
際
情
勢
講
演
会：

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要

と
お
も
て
な
し
の
心
」〔
講
師：

外
務
省
副
報
道

官
・
谷
口
智
彦
氏
〕（
伊
達
市
、
他
）
開
催

だ
。最

初
に
訪
問
し
た
黒
竜
江
省
政
府
と
の
間
で
は
、
来
年

度
か
ら
の
青
年
交
流
団
の
相
互
派
遣
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
ま
た
、
北
京
の
友
好
協
会
で
は
、
北
海
道
と

の
新
し
い
形
の
学
校
交
流
に
つ
い
て
の
提
案
を
受
け
、
さ

ら
に
西
安
で
は
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
に
つ
い
て
の
要
請
を
受
け
た
。

【「
海
外
研
修
報
告
２
０
０
７
」
報
告
書
】

◆
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
北
海
道
」
開
催

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
主
催
に
よ
る
「
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
北
海
道
」の
開
催
に
当
た
り
、同
大
使

館
等
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、
１０
月
２１
日
、
当
別
町

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
大
使
館
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と

と
も
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
北
海
道
と
の
経
済
交
流
の
推
進

を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

大
使
館
か
ら
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ノ
レ
ー
ン
駐
日
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
大
使
を
は
じ
め
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
５
社
の
幹
部
が
出
席
。
ま
た
、
北
海
道

か
ら
は
、
高
橋
は
る
み
・
北
海
道
知
事
、
上
田
文
雄
・
札

幌
市
長
、
高
向
巌
・
道
商
連
会
頭
な
ど
官
民
の
そ
う
そ
う

た
る
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
た
。
大
使
館
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
ブ
リ
ー
フ
イ
ン
グ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
の
事

業
紹
介
が
行
わ
れ
、
日
程
の
最
後
と
し
て
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

【『H
oppoken

』
第
１
４
３
号
】

◆
「
多
文
化
共
生
時
代
の
中
で
の
『
環
境
問
題
』
と
ま
ち

づ
く
り
」
―
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
環
境
を
考
え

る
―
開
催

近
年
、
留
学
生
が
増
加
し
国
籍
も
多
様
化
し
て
い
く
中

で
、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
も
支
援
型
に
加
え

て
、
人
材
育
成
や
高
度
な
知
的
交
流
の
活
発
化
な
ど
「
知

的
国
際
交
流
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
北

海
道
支
部
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
、
北
海
商
科
大
学
の
３
者

が
共
催
し
て
１１
月
３
日
、
留
学
生
と
大
学
生
と
の
意
見
交

換
会
を
企
画
・
開
催
し
た
〔（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財

団
助
成
事
業
〕。

「
省
エ
ネ
」「
交
通
」「
環
境
教
育
」「
食
」「
ま
ち
づ
く

り
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
参
加
し
た
１０
カ
国
・

地
域
１６
名
の
外
国
人
留
学
生
と
札
幌
圏
の
７
大
学
か
ら
２４

名
の
学
生
が
混
成
の
テ
ー
マ
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
日
常
生
活
に
お
い
て
利
用

す
る
公
共
施
設
な
ど
の
見
学
（
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
）

を
行
い
、
身
近
な
環
境
問
題
へ
の
「
気
づ
き
」
を
誘
発
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
や
、

国
境
を
越
え
た
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
同
・
実
施
報
告
書
】

◆
「
国
際
情
勢
講
演
会：

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
と
お

も
て
な
し
の
心
」
開
催

４
月
２１
日
と
２２
日
、
伊
達
市
と
留
寿
都
村
で
、
外
務
省

副
報
道
官
の
谷
口
智
彦
氏
を
招
い
て
「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

の
概
要
と
お
も
て
な
し
の
心
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催

し
た
。

谷
口
氏
は
本
年
７
月
７
日
か
ら
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
来

道
す
る
多
く
の
外
国
人
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
「
洞
爺
湖

の
美
し
い
景
色
や
豊
か
な
食
材
と
一
緒
に
、
ほ
ほ
笑
み
と

『
あ
り
が
と
う
』
が
大
切
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
各
国
首

脳
の
夫
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
元
の
観
光
施
設
の
訪
問

も
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
語
っ
た
。
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併せてこれに関係する北方圏諸国以外の諸国との交流の推進

・北方圏交流基金助成（Ｓ５４～） ・ロシア企業 経営者育成支援事業（Ｈ４～１６） ・ロシア極東ビジネスマッチング事業（Ｈ１７～）
・歩くスキー、カーリング指導者講習会（Ｓ５４～６１） ・スウェーデン交流展（Ｈ１６、１８、１９）
・国際会議、シンポジウム、セミナー（Ｓ５６～） ・北方四島日本語研修（Ｈ１３～）・北欧地域観光視察団（Ｈ１８）
・北方圏紹介展（Ｓ５７、５８、６２、Ｈ２）・少年少女交流団（Ｓ６２～Ｈ９） ・アルバータ州１０周年使節団、黒竜江省５周年訪問団（Ｈ２） ・北方圏講座（Ｈ１６～）

・年報（Ｓ５４～） ・国際交流ガ イドブック（Ｓ６３） ・マ州ＭＩＦプロジェクト（Ｈ４～１３） ・市町村交流事例集（Ｈ１７）
・北方圏時代（Ｓ５５） ・新北方圏時 代（Ｓ６３） ・国際情報ネットワーク（Ｈ１１～） ・助成ハンドブック（Ｈ１８）
・普及用スライド、１６�

・語学講座（Ｓ５４～Ｈ７） ・国際理解講演会（Ｈ１０～）
・文化講演会（Ｓ５６～Ｈ９） ・国際理解教室（Ｈ１４～）

・留学生地域交流事業（Ｈ７～） ・留学生修学支援事業（Ｈ１８～）
・青年派遣研修（Ｈ９～） ・日ロ市民交流会議・青少年交流事業（Ｈ１８～）
・南米青年訪問団（Ｈ１０～） ・日中青年交流（Ｈ２０～）

・国際センター（札・帯）管理運営（Ｈ８～） ・開発教育ファシリテーター養成研修（Ｈ１８、１９）
・国際協力情報紙「であい」（Ｈ８～） ・国際協力実務研修（Ｈ１７、１８）
・南米・サハリン技術研修員（Ｈ１１～） ・青年招聘事業（Ｈ１７～）

・全道国際シンポジウム（Ｈ１５） ・地域国際交流会議（Ｈ１６～）
・通訳ボランティア（Ｈ１５～） ・ＥＵ国際シンポジウム（Ｈ１７）
・国際交流団体懇話会（Ｈ１５～）

（一般）１３９，９５３千円 （一般）１５６，０９１千円 （一般）３１０，４３３ （一般）４１２，８０７ （一般）３８１，６０７ （一般）２８１，２９５
（特別）４２６，０６９ （特別）５０１，２５６ （特別）４４５，２３３ （特別）４４０，０５９

会員 １，２９１ 会員 ３，８７３ 会員 ２，６９２ 会員 ２，１１６ 会員 １，７０３ 会員 １，２２９

会長 東条猛猪（Ｓ５３～Ｈ２） 会長 樫原泰明（Ｈ３～８） 会長 戸田一夫（Ｈ９～１１） 会長 泉 誠二（Ｈ１２～１６） 会長 南山英雄（Ｈ１７～）
副会長８人（兼専務理事１人） 副会長１０人（兼専務理事１人） 副会長９人（兼専務理事１人） 副会長９人（兼専務理事１人） 副会長８人（兼専務理事１人）
理事２８人 監事２人 理事２８人 監事２人 理事２８人（常務理事１人）監事２人 理事２２人（常務理事１人）監事２人 理事２８人 監事２人

４部１０人 ４部１３人 ６部２１人 ６部１室２４人 ５部２０人
２センター１２人 ２センター１７人 ２センター１５人

交流の拡大と地域国際化の推進

Ｈ２０

Ｈ２０

Ｈ１８．７

韓国・慶尚南道と
交流趣意書

海外協会の
統合

Ｈ１８．６Ｈ１７．１２

韓国・釜山広域
市と交流趣意書

Ｈ１６．７

北方圏交流
基金の統合

Ｈ１３．１

北海道サハリン
事務所の設置

Ｈ１５

Ｈ１５

国際協力への拡大

青年婦人国際交流
センターの統合

サハリン州との
友好提携

Ｈ１０．１１

Ｈ１０．４

（地域国際化事業）

JICA国際センター
（札幌・帯広）の設置

Ｈ１０．３

地域国際化
協会の認定

Ｈ８．４

Ｈ８

Ｈ８

（国際協力事業」）

北方圏交流と 国際理解の促進

定款改正

Ｈ７．６

北方圏諸国との経済、文化、学術等の交流の推進

北方圏フォーラム
の設立

（国際交流事業）

マサチューセッツ州
との姉妹提携

Ｈ２．２

Ｓ６３

Ｓ６３

Ｈ３．１１

北方圏交流の普及と推進

Ｓ６１．６

黒竜江省との
友好提携

Ｓ５５．９

アルバータ州との
姉妹提携

Ｓ５３．７

北方圏交流
基金の設置

（社）北方圏センターの組織・活動の推移

Ｓ５３．４

（社）北方圏
センター

Ｓ５３

Ｓ５３

・北方圏環境会議（Ｓ４７～）
・北方圏視察団（Ｓ４８、５５、５７、５８）

・季刊誌「北方圏」（Ｓ４７～）
・自主・委託調査研究（Ｓ５４～）
・北方圏情報センター（Ｓ５１ ）

（国際理解事業）

予算（一般）：９，９２０千円

会員 ２５０

会長 堂垣内尚弘（Ｓ４６～５２）

３人

北方圏構想の始動と
センターの設立へ

Ｓ４６．４

北方圏調査会

Ｓ４６

Ｓ４６

（北方圏交流事業）

調査研究出版・�
�

�
�情報収集提供事業

【組 織】

【事 業】

【予算・会員】

【役 員】

【事 務 局】



有限会社アールズセミナー

旭川スウェーデン協会

石屋製菓株式会社

伊藤組土建株式会社

井原水産株式会社

岩倉建設株式会社

株式会社ＨＢＡ

大江建設株式会社

株式会社オビショク

加森観光株式会社

其水堂金井印刷株式会社

キャリアバンク株式会社

協和印刷株式会社

株式会社京王プラザホテル札幌

ＮＰＯ法人国際パークゴルフ協会

株式会社札幌オーバーシーズ・コンサルタント

ホテル札幌ガーデンパレス

札幌グランドホテル

札幌国際親善の集い

財団法人札幌国際プラザ

財団法人札幌勤労者職業福祉センター札幌サンプラザ

学校法人札幌大学

札幌ビール株式会社北海道本社

札幌プリンスホテル

株式会社サンコー緑化

山藤三陽印刷株式会社

北海道旅客 道株式会社

ＪＴＢ北海道法人営業札幌支店

新光証券株式会社札幌支店

財団法人スウェーデン交流センター

株式会社田中組

大地みらい信用金庫

株式会社土屋ホーム

株式会社電通北海道

東海大学

株式会社東京フラワー

株式会社道新文化センター

学校法人櫻井産業学園道都大学

トップツアー株式会社札幌支店

株式会社富田商会

中道リース株式会社

株式会社西村組

日興美装工業株式会社

株式会社ニトリ

財団法人日本国際協力センター

第３セクター美唄未来開発センター

学校法人北星学園

株式会社北洋銀行

ホクレン農業協同組合連合会

学校法人北海学園

社団法人北海道医師会

北海道エンジニアリングサービス株式会社

社団法人北海道開発技術センター

北海道カナダ協会

社団法人北海道観光振興機構

株式会社北海道銀行

北海道経済連合会

北海道サーモン協会

株式会社北海道職員互助サービス

北海道女性国際交流連絡協議会

北海道女性団体連絡協議会

社団法人北海道水産会

財団法人北海道青少年育成協会

財団法人北海道青少年科学文化財団

財団法人北海道体育協会

社団法人北海道治山林道協会

財団法人北海道電気保安協会

北海道電力株式会社

北海道日中友好協会

ＮＰＯ法人北海道日本ロシア協会

北海道フィンランド協会

学校法人谷内学園北海道文化服装専門学校

社団法人北海道貿易物産振興会

有限会社北光社

財団法人北方文化振興協会

ホテルニューオータニ札幌

ホテルモントレエーデルホフ札幌・ホテルモントレ札幌

幌村建設株式会社

株式会社マルイ

株式会社美図濃

ユニオン給食株式会社

学校法人酪農学園酪農学園大学

株式会社ラルズ

株式会社龍文堂

日本労働組合総連合会北海道連合会

六花亭製菓株式会社

稚内信用金庫

北海道米販売拡大委員会

設立３０周年記念事業にあたって次の企業、団体から協
賛を賜りました。ご協力ありがとうございました。協賛広告

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５７６
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ITで未来をクリエイト。�
私たちHBAは、お客様とお客様の未来を�

先進のITで結ぶクリエイター�

〒060-0004�　�札幌市中央区北4条西7丁目1番地8�
TEL.011-231-8301　FAX.011-281-0915�
http://www.hba.co.jp/�

HBA Relation System�

Outsourcing Software
Development

System
integration

3つの事業をリレーション。�

最適な情報システムの提案、構築、運用を�

万全のセキュリティで総合的に行います。�

●システムインテグレーション�

●アウトソーシング�

●ソフトウェア開発�

www.rusutsu.co.jp

ルスツリゾートスキー場
11/22　Open（予定）

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５７８

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年



優れた技術・誠意で築く

代表取締役社長　阿　部　芳　昭

本　　社　札幌市中央区北6条西17丁目 TEL 代表611‒3331
営業本部　札幌市中央区北5条西6丁目（第２道通ビル2F）TEL 代表222‒7771
支　　店　旭川・東京・函館・釧路・帯広・苫小牧

株 式

会 社田中組

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年
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学校
法人北海道櫻井産業学園 道都大学

社会福祉学部
社会福祉学科

経営学部
経営学科

美術学部
デザイン学科

美術学部
建築学科

総　長　櫻井　淳
〒061-1196　北海道北広島市中の沢149番地
TEL（011）372-3111（代）　FAX（011）376-9339 0120-870205 H P・・・http://www.dohto.ac.jp

E-mail・・・nyushi@dohto.ac.jp

明日の企業経営を
　　強力にバックアップします。

広範な取扱商品で
あらゆるニーズに対応します
・土木建設機械
・医療機器
・輸送運搬機械
・産業機械
・食品機械
・OA・情報機器
・商業店舗設備
・サービス機器
・外食産業設備
・環境関連設備
・スペースシステム

本社　〒060-0031　札幌市中央区北1条東3丁目3番地　中道ビル6階
　　　TEL 011-280-2266㈹
支社　東京　　支店　大宮／横浜／千葉／仙台／青森／盛岡／
郡山／札幌／旭川／帯広／函館／苫小牧　　営業所　釧路／山形
http://www.nakamichi-leasing.co.jp/　info@nakamichi-leasing.co.jp JQA-QM7707 QS Accreditation

R009

北海道21世紀の高度情報化社会をめざして

　第３セクター
「美唄未来開発センター」

代 表 取 締 役
（札幌美唄会副会長） 大　竹　繁　夫

札幌事務所：中央区南 7条西10丁目はなぞのビル　電話 011－512－8551（G.E 機電連接）
※関連事業体㈳美唄情報開発学園「北海道中央コンピュータ・カレッジ」
※情報技術（I・T）と雪活用技術（S・T）の連携、融合　　※G.I.S・G.P.S 活用システム
※農道空港（コミュニティー空港）完成　　　　　　　　　※通信衛星イコノス活用システム
※素けい材タウン構想・食料備蓄基地構想　　　　　　　　※介護、福祉、教育等の情報化
※バックアップセンター構想等地域振興策協力推進　　　　※ワンストップ、サービス行政システム

“I・Tと S・T（雪活用技術）の融合による
　　　　　　　　　　　　　　地域社会の活性化”
雪だるま産業賞・受賞美唄自然エネルギー研究会
ゼオライト（亜炭）活用技術開発
中国留学研究生採用及び交流

160-0023 6-10-1
20 21

 03-5322-2500  http://sv2.jice.org 

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５８０
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社団
法人 北海道開発技術センター

〒060－0051　札幌市中央区南1条東2丁目11番地
　　　　 ☎（011）271-3028　FAX（011）271-5154

ほくでんは、北海道にあかりを灯すために

歩みつづけてきました。

これからも、北海道の活性化に向けた

取り組みを応援することで、

北海道に元気を灯してまいります。

明日の北海道のために、暮らしを灯すあかり、街をてらすあかり。

北海道フィンランド協会（1976年創立）　会長　井口光雄�
（主な活動）�
　フィンランド語学講座（入門、初級など4クラス）フィンランド・セミナー等の開催�
　サークル活動（ペサパッロ・サークル　カンテレ・サークル　ノルディック・サークル）�
　2009年度：日本・フィンランド外交90周年記念「北海道文化使節団」フィンランド公演�
　協会誌「Aurora」　協会ニュース「Huomenta　Suomi」等の発行�

〒064-0809　札幌市中央区南9条西3丁目パークビル4Ｆ　Tel:011-788-2011　Fax:011-788-2211�

　　　Mail:finland.ho@tune.ocn.ne.jp　　Homepage:http://www.saturn.dti.ne.jp/̃h-fin/f1fin-top.html

学 校 法 人
北海学園大学大学院

北 海 学 園 大 学

北 海 商 科 大 学

北 海 高 等 学 校

北海学園札幌高等学校

S IN C E  1 8 8 5

理事長　森本正夫

北 海 学 園

www.hokka i - t - u . a c . j p 〒062-8605 札幌市豊平区旭町4丁目1番40号　（011）841‒1161（代表）

地下鉄 東豊線
「学園前」駅を
ご利用下さい。

地下鉄 東西線

豊水すすきの

地
下
鉄 

南
北
線

地
下
鉄 

東
豊
線

JR線

大　通

学
園
前

さっぽろ
旧
北
海
中
学
校
校
舎（
北
海
道
開
拓
の
村
に
保
存
）
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労働相談�
フリーダイヤル�

一人ではできないことも、みんなで力を合わせればきっと実現できます。�
悩みがあったら「相談ダイヤル」へ！連合がお手伝いします。�
●賃金の問題●労働時間●退職金・一時金のこと●休日手当について�
●不当な解雇●リストラ・倒産問題●セクハラ問題●育児・介護について�
●パート労働問題●派遣労働者のこと�

労働組合はどこでも誰でもつくれます。専門のアドバイザーが労働組合づくりのお手伝いをします。�

全道各
地で専

門の�

アドバイ
ザーが

�

ご相談
を�

待って
います

。�

「労働組合づくり、労働問題は連合まで」�

連合北海道�

創業44年、「安心」「安全」なお弁当を皆様に

真心込めて提供します。

札幌市白石区東札幌5条2丁目8-19 TEL（011）841-1431（代）
FAX（011）841-1434

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５８２

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年



有限会社 アールズセミナー�

代表取締役�

佐々木　亮子�

〒060-0004�

札幌市中央区北4条西7丁目5番地 緑苑第2ビル707号�

Tel：（011）261-5882 Fax：（011）261-5169�

E-mail:rseminar@ruby.ocn.ne.jp

数の子ひとくちゼミナール�

ニシンが魚でなかった頃。�
ニシンは「鰊」と書きますが、かつては�
「鯡」つまり魚に非ずという意味の�
字がつかわれていました。�
これは、北海道がニシンの�
豊漁に賑っていた頃、その恩恵の�
大きさは「魚に非ず、二親（ふたお�
や＝にしん）の如し」と言われ�
ていたからです。�

旭川スウェーデン協会

会長　奈良　信子

〒070-0043　旭川市常盤通1丁目
　　　　　　道北経済センタービル5F
　　　　　　（社団法人旭川観光協会内）
　　　　　　電話（0166）23-0090

岩倉建設株式会社

代表取締役社長　宮　﨑　英　樹

本社　札幌市中央区南1条西1丁目16-2　電話（011）281-6000
本店　苫小牧市木場町2丁目9-6　　　　電話（0144）38-3000

大江建設株式会社

代表取締役

大　江　敏　文
OOE　 Toshifumi

本　　社　095-0371 士別市上士別町16線北2
　　　　　TEL(0165)24-2335・FAX 24-2865
　　　　　E-mai l：tsf-ooe@ooekensetu.co.jp

環境関連設計施工

本　　　社／〒089-1182　帯 広 市 川 西 町 基 線 4 2
　　　　　　☎0155 - 5 9 - 2 1 4 5　　0155 - 5 9 - 2 1 4 4
フラワーショップ／〒080-0032　帯 広 市 西 2 条 北 １ 丁 目
　　　　　　☎0155 - 2 2 - 4 8 5 6　　0155 - 2 2 - 8 9 4 2
コープベルデ店　☎0155 - 3 4 - 7 9 8 8

祝
・
設
立
30
周
年
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北方圏諸国に

広げようパークゴルフの輪！

（NPO）国際パークゴルフ協会

理事長　　前原　懿

㍿札幌オーバーシーズ・コンサルタント

代表取締役　　滝沢　靖六

札幌市中央区北 4条西 11 丁目（SOCビルヂング）
電話　２３１－６５４７

～ 出会い ふれあいの複合施設 ～
ご宿泊・ご宴会・プール・レストラン・音楽ホール

001-0024 札幌市北区北24条西5丁目
地下鉄北24条駅1番出口より徒歩3分

TEL.(011)758-3111
http://www.sunplaza.or.jp

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５８４
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株式会社　サンコー緑化

代表取締役　佐々木　一敏

〒003-0828
札幌市白石区菊水元町8条1丁目8番21号
　　　電話（011）875－1608

この街を応援しています。
信用金庫

理 事 長

〒087-8650　根室市梅ヶ枝町 3丁目 15 番地
　TEL0153-24-4101 ㈹　FAX0153-24-2801
　　　http://www.daichimirai.co.jp

心に響く、花束を贈りたい。�

本店／札幌市中央区北2条西4丁目北海道ビル地階�

TEL（代）011-231-0723　FAX011-231-9217�
事業部／札幌市東区北16条東7丁目�

TEL（代）011-742-6262　FAX011-742-6263

電話で贈る こだわりのフラワーギフト�

株式�
会社�東京フラワー�

060-0001 1 1-2

TEL 011-271-7024HOKKAIDO CAMPUSES
Sapporo  Asahikawa

Feel the Power of United Tokai !

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年
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代表取締役　　西　村　幸　浩

〒099-6404　紋別郡湧別町栄町１３３番地の１
TEL（01586）5-2111（代）　　FAX（01586）5-2700

学校　　
　　    法人　北星学園

☆ 北星学園大学

 ☆ 北星学園大学短期大学部

☆ 北星学園女子中学高等学校

☆ 北星学園大学附属高等学校

☆ 北星学園余市高等学校

★☆★ ★☆★

社団法人　北海道医師会

会長　長　瀬　　清

札幌市中央区大通西6丁目6番地
℡（０１１）２３１－１４３２

〒060-0051 札幌市中央区南1条東1丁目 パークイースト札幌7階
 TEL011-221-0821, FAX011-222-4357
 http://www.toptour.co.jp
 

札幌支店

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５８６
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北海道エンジニアリングサービス株式会社

〒060－0001　札幌市中央区北 1条西 5丁目 3

電　話　　　　０１１－２７１－００２１

HES

HOKKAIDO

President

http://blog.h-salmon.jp

HOKKAIDO SALMON SOCIETY 

㈱北海道職員互助サービス

〒060－0003
札幌市中央区北３条西７丁目緑苑ビル２階
TEL（011）271－4277　　FAX（011）222－4753
URL　 http://www.gojyo－s.co.jp
E－mail　　info@gojyo－s.co.jp

代表取締役社長 木　下　良　雄

060-0002

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年
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社団法人　北海道水産会
会 長 理 事　櫻　庭　武　弘
副会長理事　高　橋　英　明
　　〃　　　安　藤　善　則
　　〃　　　山　田　邦　雄
　　〃　　　田　谷　克　弘

札幌市中央区北３条西７丁目
Ｔｅｌ　０１１（２７１）５０５１

Ｆａｘ　０１１（２７１）５０５３

第30回記念サッポロ・インターナショナル・ナ
イトへのご協力有難うございました。お蔭様
で本財団も今年創立35周年を迎えました�

（財）北海道青少年科学文化財団�

理事長　廣 重　力�

〒064-0809　札幌市中央区南9条西3丁目パークビル4Ｆ�
Tel:011-788-2011　Fax:011-788-2211�

Mail:zaidan.ho@tune.ocn.ne.jp

社団法人　北海道治山林道協会
会　長　谷口　　徹

副会長　石崎　大輔

　〃　　林　　正博

　〃　　廣野　秀夫

札幌市中央区北 4条西 5丁目
林業会館内

電話　０１１－２２２－０５６７

財団法人　北海道電気保安協会

理事長　　菅　 伸之

〒060－0031　札幌市中央区北1条東3丁目1番地1
電話（011）261－6491

URL:http://www.snowman.ne.jp/hochan/

NPO法人 北海道日本ロシア協会

〒060-0003
札幌市中央区北3条西7丁目1番地
　　　　　　　緑苑ビル601号室

TEL ：（011）261-8887
FAX ：（011）261-0177
E-mail:druzhba@do-nichiro.org
http://www.do-nichiro.org

会　長　鈴　木　泰　行

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５８８
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学校法人　谷内学園

北海道文化服装専門学校
校長　谷　内　真 佐 子

〒062‒0904　札幌市豊平区豊平4条8丁目1‒7
TEL：011-811-0101（代）／FAX：011-811-0105
U R L 　 h t t p : / / w w w . h - b u n k a . j p

社団法人 北海道貿易物産振興会

会長　滝沢　靖六

〒060－0001　札幌市中央区北1条西2丁目
北海道経済センター　1F

TEL　011-251-7976

財団法人北方文化振興協会

北海道立北方民族博物館

理事長 遠 藤 隆 也

館　長 谷 本 一 之

網 走 市 字 潮 見 3 0 9 - 1
電　話　01 5 2 - 4 5 - 3 8 8 8

幌村建設株式会社�

代表取締役� 幌村　司�

本　　社　日高郡新ひだか町三石蓬栄１２６�
　　　　　電話（０１４６）３３ -２０３１�
札幌支店　札幌市清田区清田７条３丁目２４-５�
　　　　　電 話 ０１１ - ８８６ - ４２７５�

ISO9001. ISO14001. OHSAS18001認証登録�

代表取締役会長　池　澤　映　二

北海道紋別市北浜町2丁目5番1号
電話　0158-24-4111

祝祝 ��北北方方圏圏セセンンタターー設設立立３３００周周年年
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稚内信用金庫

会　長　　井　須　孝　誠

理事長　　増　田　雅　俊

稚内市中央3丁目9番6号
電話　016 2 - 2 3 - 5 1 3 1

社団法人北方圏センター　設立３０周年記念

バックナンバーについては、
直接調査研究出版部　℡（０１１）２２１‒７８４０　

までお問い合わせを。

《紀伊國屋書店札幌本店　　　　　　　　　　　　
　　　（札幌市中央区北４条西５丁目）で開催中》

２００３年秋号（Vol.１２５）～　
２００８年夏号（Vol.１４４）まで

季刊誌「Hoppoken」（北方圏）
バックナンバー展

ふたつの北海道の酒米が
　　　　　　芳醇な日本酒を作り出す
全国新酒鑑評会において「吟風」を使用した清酒は金賞受賞
の常連になり、「彗星」も１８年度に初めて金賞を受賞するなど
年々評価が高まっています。

北海道米販売拡大委員会 〶060-0004
札幌市中央区北４条西１丁目　北農ビル１０階
☎011-232-6413

HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５９０
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展示場所等

展示ホール

役員室

役員室

事務室

事務室

会議室

事務室

事務室

会議室

事務室

展示ホール

収蔵庫

役員室

収蔵庫

特別会議室

ラウンジ

役員室

収蔵庫

ラウンジ

役員室

特別会議室

特別会議室

特別会議室

特別会議室

特別会議室

特別会議室

特別会議室

寄贈者

本郷 新

大塚 武

中嶋 憲

中嶋 憲

中嶋 憲

中嶋 憲

北海道拓殖銀行

栃内 忠男

北海道銀行

吉崎 道治

水出 耀

菅野

Lila Lrving

小川 東洲

加藤 幸道

中国黒竜江省

大滝 重美

秋山 康之進

浅原 千代治

小林 碧

木内 綾

木村 藤

剣持 小枝

Gerd Knapper

高橋 武志

伊藤 健二

作 者

本郷 新

大塚 武

中嶋 憲

中嶋 憲

中嶋 憲

中嶋 憲

豊島 輝彦

栃内 忠男

稲垣 昌紀

西村 計雄

吉崎 道治

山内 彌一郎

Mark Chagall

Lila Lrving

小川 東洲

加藤 幸道

張 恒軒

岩松 健夫

Paul Hoff

浅原 千代治

小林 碧

木内 綾

木村 藤

剣持 小枝

Gerd Knapper

高橋 武志

中村 興市

作品の題名

エチュード

ポカラの夜明け

初夏のレイクルイーズ

夜明けのカナディアンマッターホルン

カナディアンロッキーの朝

夏の朝

さびたの花

貝殻

白い建物

摩周湖

流氷

有珠山

Printemps（春）

鳴く鳥

岬

風

北方圏友好の書

昼の集い（丹頂鶴）

孔雀（Peacok）

THE HOKKAIDO

紅葉

冬の摩周湖

北の女（風吹雪）

コタンの水汲み

渦巻模様花瓶

均窯花瓶

練上線文壺

種 類

彫 刻

絵 画

石版画

書

写 真

ガラス工芸

和紙染色

優佳良織

人 形

陶 芸

「流氷」吉崎道治

北方圏センター
美術品収蔵状況

【平成２０年７月現在】

９１ HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５
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定
期
刊
行
物

・
季
刊
「
北
方
圏
」
創
刊
号
〜

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
「
年
報
」

・N
R
C
N
EW
SLETTER

創
刊
号

〜
５７
号

・「
で
あ
い
」
創
刊
号
〜

調
査
報
告
書

・
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域

と
の
経
済
交
流
に
関
す
る
調
査
報

告
書

・
北
海
道
と
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域

と
の
科
学
技
術
交
流
に
関
す
る
調

査
報
告
書

・
北
海
道
と
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
地

域
と
の
経
済
、
文
化
交
流
等
に
関

す
る
調
査
報
告
書

調
査
報
告
書

・
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
の
交
通
運
輸
の

現
況

・
北
海
道
と
北
欧
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

３
国
と
の
経
済
、
生
活
、
文
化
交

流
等
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
方
圏
諸
国
の
長
期
計
画
と
北
海

道
と
の
関
連
に
関
す
る
調
査
報
告

書

北
の
今
・
人
・
明
日
を
考
え
る
総
合
誌

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
す
べ
て

道
内
の
話
題
を
北
方
圏
諸
国
の
関
係
機
関
に

配
布
（
英
文
）

北
海
道
の
国
際
協
力
情
報
紙
（
平
成
１１
年
度

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
と
共
同
発
行
）

（
北
海
道
、
北
海
道
開
発
庁
、
道
内
主
要
都
市

委
託
）

わ
が
国
初
め
て
の
、
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
・
極

東
地
域
と
の
経
済
交
流
に
関
す
る
総
合
的
解
説

ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
開
発
計
画
に

伴
う
科
学
技
術
動
員
態
勢
と
、
日
本
、
北
海
道

の
対
応
・
協
力
策

日
本
、
特
に
北
海
道
と
の
経
済
、
文
化
交
流

強
化
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
現
状
と
課
題

（
北
海
道
、
外
務
省
、
道
内
主
要
都
市
委
託
）

シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
域
の
日
ソ
共
同
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
、
そ
の
根
幹
と
な
る

交
通
輸
送
に
関
す
る
将
来
方
向

新
し
い
北
海
道
の
創
造
と
、
各
種
交
流
拡
大

の
た
め
の
経
済
、
文
化
、
福
祉
、
各
般
に
わ
た

る
基
礎
調
査

北
方
圏
諸
国
の
長
期
開
発
計
画
と
、
こ
れ
に

対
応
す
る
北
海
道
の
産
業
育
成
、
社
会
開
発
の

方
向
調
査

昭
４７
〜

昭
５６
〜

昭
５５
〜平

８

平
８
〜

昭
４８
・
３

昭
４９
・
３

昭
５０
・
３

昭
５１
・
３

昭
５２
・
３

昭
５３
・
３

調
査
報
告
書

・
北
方
圏
に
お
け
る
思
考
と
新
し
い

北
海
道
創
造
に
関
す
る
調
査
報
告

書
（
カ
ナ
ダ
・
ア
ラ
ス
カ
編
）

・
北
方
圏
に
お
け
る
思
考
と
新
し
い

北
海
道
創
造
に
関
す
る
調
査
報
告

書
（
北
欧
編
）

・
北
方
圏
に
お
け
る
思
考
と
新
し
い

北
海
道
創
造
に
関
す
る
調
報
告
書

（
ソ
連
編
）

・
快
適
な
冬
の
歩
行
者
空
間
の
創
造

を
め
ざ
し
て

調
査
報
告
書

・
北
方
圏
経
済
交
流
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
機
能
の
開
発
と
地
域
経
済
活

性
化
に
対
す
る
調
査

・
冬
の
都
市
に
お
け
る
歩
行
者
の
移

動
性
に
関
す
る
調
査

・
北
海
道
と
中
国
東
北
地
方
と
の
経

済
交
流
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査

報
告
書

・
北
方
圏
に
お
け
る
快
適
な
空
間
の

創
造
と
そ
の
政
策
に
関
す
る
調
査

報
告
書

・
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
基

礎
調
査

・
寒
冷
地
特
有
産
業
の
振
興
方
策
に

関
す
る
調
査
報
告
書

・
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
産
業
計
画
等
の
現
状
及
び
課
題

と
北
海
道
と
の
交
流
拡
大
の
可
能

性
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
ロ
シ
ア
極
東
地
方
・
中
国
東
北
地

方
に
お
け
る
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
現
状
と
北
海
道
と
の
関
連

に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
方
圏
地
域
に
お
け
る
調
査
研
究

機
関
間
の
交
流
に
関
す
る
調
査
報

告
書

・
北
方
圏
諸
国
に
お
け
る
各
地
域
の

（
北
海
道
、
道
内
主
要
都
市
委
託
）

北
国
に
ふ
さ
わ
し
い
北
海
道
の
生
活
、
文

化
、
産
業
社
会
創
造
の
た
め
の
調
査
（
カ
ナ
ダ

・
ア
ラ
ス
カ
編
）

北
国
に
ふ
さ
わ
し
い
北
海
道
の
生
活
、文
化
、

産
業
社
会
創
造
の
た
め
の
調
査
（
北
欧
編
）

北
国
に
ふ
さ
わ
し
い
北
海
道
の
生
活
、文
化
、

産
業
社
会
創
造
の
た
め
の
調
査
（
ソ
連
編
）

冬
季
間
の
人
の
移
動
と
、
積
雪
や
寒
さ
に
配

慮
し
た
歩
行
者
対
策
な
ど
の
調
査

（
北
海
道
委
託
）

北
海
道
経
済
活
性
化
の
た
め
の
対
外
経
済
交

流
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能
開

発
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

冬
季
間
の
歩
行
者
交
通
確
保
に
つ
い
て
多
様

な
側
面
か
ら
調
査
し
冬
の
都
市
づ
く
り
へ
提
言

北
海
道
と
東
北
三
省
と
の
具
体
的
な
経
済
交

流
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
、
提
言

冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
公
園
、
冬
の
都

市
交
通
ほ
か
、
冬
の
都
市
問
題
と
対
策
に
つ
い

て
カ
ナ
ダ
の
例
を
含
め
調
査

地
方
自
治
体
が
国
際
協
力
を
効
果
的
、
総
合

的
に
実
施
す
る
中
核
と
な
る
国
際
協
力
セ
ン
タ

ー
の
組
織
、
機
構
に
つ
い
て
提
言

北
海
道
技
術
マ
ッ
プ
と
寒
冷
地
特
有
産
業
の

市
場
機
会
マ
ッ
プ
を
作
成
、
北
海
道
が
多
寒
冷

地
産
業
の
振
興
方
策
を
提
言

姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
北
海
道
と
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
の
企
業
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
基
に
、
産
業
経
済
分
野
を

中
心
に
、
今
後
の
交
流
拡
大
の
可
能
性
と
方
策

を
考
察

ロ
シ
ア
極
東
地
方
と
中
国
東
北
部
の
地
域
開

発
の
現
状
と
北
海
道
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
実
施
し
考
察

本
道
と
気
候
風
土
の
類
似
す
る
北
方
圏
地
域

に
お
け
る
調
査
研
究
機
関
間
の
実
態
と
交
流
の

可
能
性
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
現
地

調
査
で
考
察

北
方
圏
諸
国
の
各
地
域
の
実
態
等
に
つ
い
て

昭
５４
・
３

昭
５５
・
３

昭
５６
・
３

昭
６２
・
３

昭
６２
・
３

昭
６３
・
３

平
元
・
１

平
２
・
３

平
２
・
３

平
３
・
３

平
４
・
３

平
５
・
３

平
６
・
３

平
７
・
３

資

料

名

内

容

発
刊
年

北
方
圏
セ
ン
タ
ー

出
版
目
録
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政
治
、
経
済
、
社
会
制
度
等
の
実

態
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
方
圏
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術

交
流
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
機
能
の
形
成
に
関
す
る
調
査
報

告
書

・
北
方
圏
地
域
の
文
化
振
興
の
実
態

と
北
海
道
の
文
化
交
流
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
農
村
地
域

の
道
路
整
備
及
び
農
村
景
観
づ
く

り
・
北
米
に
お
け
る
農
村
地
域
の
道
路

整
備
及
び
農
村
景
観
づ
く
り

調
査
報
告
書

・
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
地
域
の
経
済

調
査

・
ア
ラ
ス
カ
に
関
す
る
経
済
調
査

・
サ
ハ
リ
ン
天
然
ガ
ス
導
入
に
関
す

る
調
査
報
告
書

・
カ
ナ
ダ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
調
査

報
告
書

・
カ
ナ
ダ
、
北
欧
等
寒
冷
地
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
と
ロ
ー
カ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
利
用
調
査
報

告
書

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
ソ
連
の
石
油

開
発
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
ソ
連
の
天
然

ガ
ス
開
発
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
ソ
連
の
石
炭

及
び
電
力
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
コ
メ
コ
ン
編

Ⅰ
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
コ
メ
コ
ン
編

Ⅱ
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
シ
ベ
リ
ア
・

現
地
調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
報
告
書

北
方
圏
諸
地
域
間
の
科
学
技
術
交
流
を
促
進

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用

の
現
状
、
問
題
点
を
提
言

北
方
圏
諸
地
域
の
文
化
振
興
、
文
化
交
流
等

の
実
態
と
、
地
域
間
交
流
と
北
海
道
の
文
化
交

流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
農
村

環
境
整
備
の
推
進
策
等
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

実
施
し
、
北
海
道
の
農
村
景
観
を
考
察
・
提
言

カ
ナ
ダ
、
米
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
農
村
環

境
整
備
の
推
進
策
等
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実

施
し
、
北
海
道
の
農
村
景
観
を
考
察
・
提
言

（
外
務
省
委
託
）

カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
と
の
経
済
交
流
の
基
礎

資
料ア

ラ
ス
カ
の
経
済
開
発
の
現
況
と
方
向

サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
の
天
然
ガ
ス
採
鉱
事
業
の

推
移
と
北
海
道
へ
の
導
入
の
対
応
策

カ
ナ
ダ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
需
給
状
況
の

調
査寒

冷
地
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
現
状

と
今
後
の
対
応
策

ソ
連
の
最
近
の
石
油
情
勢
に
つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
、
開
発
計
画
の
現
状
、
今
後

の
見
通
し
を
調
査

ソ
連
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
中
で
特
に
重
要

な
天
然
ガ
ス
の
開
発
と
そ
の
動
向
を
調
査

ソ
連
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
の
中
で
石

炭
と
電
力
の
需
給
展
望
を
調
査

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
中
心
と
し
て
、
世
界
経

済
に
お
け
る
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
経
済
動
向
を
調

査
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
中
心
と
し
て
、
世
界
経

済
に
お
け
る
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
経
済
動
向
を
調

査
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
問
題
を
中
心
と
し
て
、

ソ
連
経
済
の
新
側
面
、
及
び
ソ
連
に
お
け
る
シ

平
８
・
３

平
９
・
３

平
１０
・
３

平
１１
・
３

昭
５０
・
３

昭
５１
・
３

昭
５４
・
３

昭
５５
・
３

昭
５６
・
３

昭
５７
・
３

昭
５８
・
３

昭
５９
・
３

昭
６０
・
３

昭
６１
・
３

昭
６２
・
３

極
東
編
Ⅰ
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
シ
ベ
リ
ア
・

極
東
編
Ⅱ
）

・
中
央
計
画
経
済
圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
調
査
報
告
書
（
コ
メ
コ
ン
・

東
欧
編
）

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
環
境
問
題
に

関
す
る
調
査
報
告
書

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
環
境
問
題

（
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の

移
行
）
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
市
場
経
済
化
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
・

東
欧
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
変
化
に

関
す
る
調
査
報
告
書
（
ロ
シ
ア
極

東
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
下
資
源
）

・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
４
カ
国
に
お
け
る
外
貨
獲

得
能
力
と
内
外
通
貨
管
理
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
調
査
報
告
書

・
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
調
査
報
告
書
（
北
東

ア
ジ
ア
の
中
長
期
需
給
見
通
し
と

関
連
）

・
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
調
査
報
告
書
（
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
周
辺
の
資
源
と
開
発
の

現
状
）

・
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
状
況
調

査
報
告
書

・
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
賦
存
状
況

・
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
地
域

の
電
力
事
情

・
欧
州
の
国
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
ガ

ス
取
り
引
き
の
現
状
と
見
通
し

ベ
リ
ア
・
極
東
の
位
置
づ
け
を
調
査

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
問
題
を
中
心
と
し
て
、

シ
ベ
リ
ア
・
極
東
の
経
済
発
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
を
調
査

コ
メ
コ
ン
諸
国
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
対
す

る
政
治
・
経
済
的
な
ス
タ
ン
ス
、
そ
の
対
応
と

選
択
に
つ
い
て
各
国
ご
と
に
考
察

ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
の
環
境
問

題
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
考
察

ソ
連
、
東
欧
の
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ

の
移
行
過
程
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
国

境
を
越
え
る
環
境
汚
染
の
問
題
に
つ
い
て
考
察

Ｃ
Ｉ
Ｓ
・
東
欧
の
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済

へ
の
移
行
動
向
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
か
ら
調
査

し
、
さ
ら
に
経
済
政
策
及
び
対
外
政
策
と
の
関

連
に
お
い
て
も
調
査
分
析

Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
お
け
る
対
外
債
務
問
題
を
貿
易
、

内
外
通
貨
管
理
の
分
野
を
通
し
て
調
査
分
析

ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
石
油

・
天
然
ガ
ス
の
資
源
賦
存
及
び
技
術
開
発
を
含

む
開
発
状
況
と
今
後
の
可
能
性
を
調
査

ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
と
中
長
期
的
な
意
義
に
注
目
、
需
要
サ
イ

ド
か
ら
見
た
同
地
域
の
炭
化
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
及
び
そ
の
開
発
に
関
す
る
問

題
点
の
分
析
と
提
言

ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
、
特
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル

ス
ク
地
方
の
資
源
開
発
と
ロ
シ
ア
連
邦
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
に
つ
い
て
考
察
と
提
言

中
国
の
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量

等
を
調
査
、
さ
ら
に
第
９
次
５
カ
年
発
展
計
画

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
分
析

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
を
主

体
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
調
査

日
露
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
で
合
意
さ
れ
た
「
日

露
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
話
強
化
の
た
め
の
包
括
的
協

力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
現
地
調
査
を
実

施
、
ロ
シ
ア
の
地
方
電
力
会
社
等
の
民
営
化
促

進
を
提
言

欧
州
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
現
状
と

ロ
シ
ア
か
ら
輸
送
の
天
然
ガ
ス
の
国
家
間
、
民

間
レ
ベ
ル
の
契
約
形
態
等
に
つ
い
て
調
査

昭
６３
・
３

平
元
・
３

平
２
・
３

平
３
・
３

平
４
・
３

平
５
・
３

平
６
・
３

平
７
・
３

平
８
・
３

平
９
・
３

平
１０
・
３

平
１１
・
３

平
１２
・
３
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・
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
よ
る
ガ
ス
取
り
引
き
の

課
題

調
査
報
告
書

・
北
海
道
の
住
宅
及
び
住
環
境
の
あ

り
方
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
海
道
の
住
宅
及
び
住
環
境
の
あ

り
方
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
提

言
と
課
題
）

・
北
海
道
の
地
域
開
発
の
現
況
と
そ

の
対
応
に
関
す
る
調
査
報
告
書

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例
と
対
比
）

・
北
海
道
の
地
域
開
発
の
現
況
と
そ

の
対
応
に
関
す
る
調
査
報
告
書

（
デ
ン
マ
ー
ク
の
例
と
対
比
）

・
北
海
道
の
地
域
開
発
の
現
況
と
そ

の
対
応
に
関
す
る
調
査
報
告
書

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
例
と
対
比
）

・
北
海
道
の
地
域
開
発
の
現
況
と
そ

の
対
応
に
関
す
る
調
査
報
告
書

（
カ
ナ
ダ
の
例
と
対
比
）

・
北
海
道
の
地
域
開
発
の
現
況
と
そ

の
対
応
に
関
す
る
調
査
報
告
書

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
例
と
対
比
）

・
北
海
道
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発

ビ
ジ
ョ
ン
（
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
関

す
る
住
民
意
向
調
査
編
）

・
北
海
道
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発

ビ
ジ
ョ
ン

・
地
域
特
性
に
あ
っ
た
高
齢
者
対
策

の
あ
り
方－

積
雪
寒
冷
地
の
特
性

を
ふ
ま
え
て－

・
地
域
特
性
に
あ
っ
た
高
齢
者
就
労

の
あ
り
方

・
高
齢
者
福
祉
制
度
と
行
政
の
役
割

に
つ
い
て

・
北
方
圏
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
整
備
に
係
る
条
件
や
制
度
の
あ
り
方

等
の
つ
い
て
調
査

（
道
内
主
要
都
市
委
託
・
協
賛
）

北
方
圏
諸
国
の
住
宅
、
住
環
境
と
の
比
較
の

中
で
北
海
道
の
そ
れ
を
ど
う
底
上
げ
す
る
か
に

つ
い
て
調
査

前
年
度
調
査
で
整
理
さ
れ
た
問
題
点
を
受

け
、
提
言
と
そ
の
課
題
を
調
査

地
域
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
北
方
圏
５
カ
国

の
例
と
道
内
主
要
都
市
の
例
を
具
体
的
に
対
比

調
査
（
５
カ
年
計
画
）

地
域
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
北
方
圏
５
カ
国

の
例
と
道
内
主
要
都
市
の
例
を
具
体
的
に
対
比

調
査
（
５
カ
年
計
画
）

地
域
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
北
方
圏
５
カ
国

の
例
と
道
内
主
要
都
市
の
例
を
具
体
的
に
対
比

調
査
（
５
カ
年
計
画
）

地
域
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
北
方
圏
５
カ
国

の
例
と
道
内
主
要
都
市
の
例
を
具
体
的
に
対
比

調
査
（
５
カ
年
計
画
）

地
域
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
北
方
圏
５
カ
国

の
例
と
道
内
主
要
都
市
の
例
を
具
体
的
に
対
比

調
査
（
５
カ
年
計
画
）

リ
ゾ
ー
ト
開
発
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、
富

良
野
市
と
留
寿
都
村
で
実
施
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開

発
と
地
域
社
会
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
住
民

意
向
調
査
の
結
果

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
諸
問
題
を
提
起
、
開
発
の

先
進
事
例
に
基
づ
く
北
海
道
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発

へ
の
提
言

北
海
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
あ
っ
た

高
齢
者
対
策
の
あ
り
方
を
提
言

日
本
人
の
平
均
寿
命
の
延
び
に
よ
る
「
高
齢

者
就
労
問
題
」
の
現
況
と
問
題
点
、
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
考
察

福
祉
社
会
形
成
の
主
体
者
と
し
て
の
地
域
住

民
の
意
識
と
社
会
的
共
同
消
費
手
段
の
現
状
を

調
査
し
、
地
域
の
実
態
や
問
題
点
を
挙
げ
、
行

政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
言

救
急
医
療
に
お
け
る
北
海
道
の
地
域
特
性

と
、
保
健
医
療
体
制
、
医
療
環
境
、
広
域
運
搬

平
１３
・
３

昭
５７
・
３

昭
５８
・
３

昭
５９
・
３

昭
６０
・
３

昭
６１
・
３

昭
６２
・
３

昭
６３
・
３

平
元
・
３

平
２
・
３

平
３
・
３

平
４
・
３

平
５
・
３

平
６
・
３

・
家
庭
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
の
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
と
住
民
意
識
に
関
す

る
調
査

・
国
際
化
時
代
の
地
域
づ
く
り
と
地

方
自
治
体
の
役
割
に
関
す
る
調
査

報
告
書

・
分
権
化
と
地
方
行
政
の
対
応
に
関

す
る
調
査－

北
欧
に
お
け
る
試
行

例
を
参
考
に
し
て－

・
北
方
圏
諸
国
に
み
る
地
域
活
性
化

の
新
動
向－

北
欧
編－

・
北
方
圏
諸
国
に
み
る
地
域
活
性
化

の
新
動
向－

北
米
編－

・
商
店
街
活
性
化
を
核
と
す
る
地
域

づ
く
り
の
新
動
向

・
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
方

自
治
体
と
し
て
の
取
り
組
み

・
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
地
方

自
治
体
と
し
て
の
取
り
組
み

・
北
海
道
に
お
け
る
広
域
行
政
、
市

町
村
合
併
の
調
査
研
究

・
北
方
圏
諸
国
に
お
け
る
冬
季
観
光

の
調
査
研
究

調
査
報
告
書

・
国
際
交
流
が
地
域
文
化
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
（
北
海
道
に
お
け
る

北
方
圏
交
流
）

・
北
方
圏
都
市
の
環
境
色
彩
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

・
帯
広
・
デ
ン
マ
ー
ク
の
産
業
複
合

体
に
学
ぶ
周
辺
農
村
と
の
共
生
化

対
策

・
北
方
圏
都
市
の
高
齢
型
ヒ
ュ
ー
マ

ン
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
等
の
現
状
を
調
査
分
析
し
、
今
後
の

方
向
を
提
言

道
内
各
市
の
ゴ
ミ
の
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
回

収
率
な
ど
ゴ
ミ
の
流
れ
を
図
式
化
し
、
問
題
点

と
方
策
を
提
言

地
方
自
治
体
の
国
際
化
の
意
義
と
政
策
形
成

の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
活
性
化
へ

の
戦
略
的
課
題
を
提
言

地
方
分
権
化
へ
の
動
向
に
つ
い
て
北
欧
（
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
）
の
先
進
事
例
か
ら
、
新
た
な
対

応
策
を
提
言

北
欧
諸
国
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
な
ど
地

域
活
性
化
戦
略
の
具
体
例
を
調
査
し
、
新
た
な

発
想
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
策
を
提
言

米
国
や
カ
ナ
ダ
の
都
市
の
中
心
街
活
性
化
法

策
や
地
域
開
発
策
を
調
査
し
、
新
た
な
発
想
に

基
づ
く
地
域
活
性
化
策
を
提
言

米
国
や
道
内
外
の
先
進
的
事
例
を
調
査
し
、

中
心
市
街
地
商
店
街
の
活
性
化
策
を
提
言

北
欧
諸
国
及
び
国
内
の
先
進
事
例
を
調
査

し
、
少
子
化
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
の
実
施

可
能
な
対
策
等
に
つ
い
て
提
言

地
方
公
共
団
体
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み
や

対
応
策
に
つ
い
て
国
内
外
の
先
進
事
例
を
調

査
、
今
後
の
あ
り
方
や
方
策
を
提
言

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
他
府
県
の
合
併

自
治
体
の
調
査
や
国
外
事
例
を
参
考
に
、
方
向

性
と
あ
り
方
を
提
言

冬
季
観
光
の
振
興
に
向
け
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
実
態
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
現
地

調
査

（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
助
成
）

北
方
圏
交
流
が
、
道
民
の
意
識
や
生
活
文
化

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
を

調
査都

市
環
境
の
中
の
色
彩
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
環
境
色
彩
計
画
」
の
位
置
づ
け
と
そ
の
あ
り

方
を
調
査

こ
れ
ま
で
の
帯
広
市
の
地
域
振
興
の
動
き
を

調
査
し
、
こ
の
実
績
と
問
題
点
を
分
析
、
２１
世

紀
に
向
け
て
帯
広
市
の
活
性
化
を
図
る
調
査

人
間
的
都
市
環
境
の
創
出
と
都
市
の
活
性
化

を
主
題
と
し
て
、
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
策
を
調
査

平
７
・
３

平
８
・
３

平
９
・
３

平
１０
・
３

平
１１
・
３

平
１２
・
３

平
１３
・
３

平
１４
・
３

平
１５
・
３

平
１６
・
３

昭
５８
・
３

昭
６０
・
３

昭
６０
・
３

昭
６２
・
３
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・
国
際
化
と
地
域
社
会－

北
方
圏
交

流
の
意
味
す
る
も
の－

・
北
海
道
の
一
村
一
品
運
動
と
地
域

農
業
活
性
化

・
地
域
活
性
化
と
東
京
一
極
集
中－

北
の
風
土
を
生
か
し
た
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
情
報
の
発
信
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告

・
食
文
化
と
地
域
社
会
―
北
海
道
に

お
け
る
ビ
ー
ル
醸
造
の
適
地
性
と

豊
か
な
地
域
づ
く
り
と
の
関
連－

・
北
海
道
総
合
通
信
網
構
想
と
山
間

・
僻
地
の
医
療
情
報
通
信
方
式
の

研
究

・
企
業
と
地
域
社
会
―
新
港
湾
都
市

の
創
造
へ
向
け
た
小
樽
の
ま
ち
づ

く
り
と
国
際
化

・
人
生
８０
年
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
地
域
社
会
―
「
限
界
地
」
に

暮
ら
す
青
年
層
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
社
会
参
加

・
社
会
教
育
の
た
め
の
国
際
交
流
と

住
民
参
加

・
中
山
間
地
域
の
活
性
化
法
策
―
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保

・
積
雪
寒
冷
を
活
性
化
の
バ
ネ
と
し

た
名
寄
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み

・
農
村
女
性
の
生
活
自
立－

起
業
的

経
済
活
動
と
そ
の
支
援
策
に
つ
い

て－

調
査
報
告
書

・
北
サ
ハ
リ
ン
天
然
ガ
ス
の
供
給
に

関
す
る
調
査
報
告
書
（
全
１０
冊
）

「
北
方
圏
交
流
」
が
地
域
社
会
に
与
え
た
影

響
を
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
考
察
、
合

わ
せ
て
将
来
展
望
へ
の
言
及

道
内
４
市
町
村
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通

じ
、
一
村
一
品
運
動
が
地
域
産
業
に
与
え
る
影

響
と
そ
の
活
性
化
法
策
に
つ
い
て
調
査

北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
情

報
を
北
方
圏
諸
地
域
は
じ
め
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
の
方
策
を

考
察ビ

ー
ル
産
業
の
原
点
を
北
海
道
に
お
き
、
北

海
道
の
地
理
的
、
自
然
的
、
社
会
的
諸
条
件
と

ビ
ー
ル
の
持
つ
食
文
化
と
の
関
連
、
産
業
振
興

と
地
域
性
等
に
つ
い
て
考
察

地
理
的
要
因
に
よ
り
存
在
す
る
情
報
地
域
格

差
と
山
間
・
僻
地
の
医
療
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
通
信
衛
星
利
用
の
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

考
察札

幌
広
域
経
済
圏
に
お
け
る
商
工
住
遊
拠
点

た
る
べ
き
新
港
湾
都
市
と
し
て
の
小
樽
の
街
づ

く
り
の
方
向
性
と
、
対
ロ
シ
ア
極
東
経
済
交
流

に
見
る
国
際
化
の
可
能
性
を
提
言

地
方
都
市
の
地
域
福
祉
と
住
民
参
加
の
課
題

を
、
地
元
で
働
き
生
活
し
て
い
る
青
年
層
の
現

状
と
意
識
を
調
査

国
際
交
流
を
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
捉
え

て
、
住
民
参
加
と
交
流
活
動
定
着
へ
の
方
策
を

研
究
考
察

中
山
間
地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
課
題

を
道
内
２
町
の
調
査
を
も
と
に
検
討
し
、
ケ
ア

拠
点
の
集
中
化
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム

の
確
立
を
提
言

快
適
な
住
環
境
の
形
成
に
向
け
て
、
名
寄
市

の
行
政
と
住
民
活
動
と
の
連
携
と
あ
り
方
を
考

察
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
等
を
提
言

地
域
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
農

村
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
女
性
が
活
躍
す

る
地
域
社
会
に
向
け
て
、
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
な
ど
を
考
察

（
北
海
道
天
然
ガ
ス
導
入
促
進
委
員
会
委
託
）

北
海
道
は
じ
め
道
内
経
済
界
が
一
体
と
な
っ

て
設
立
し
た
北
海
道
天
然
ガ
ス
導
入
促
進
委
員

昭
６３
・
３

昭
６３
・
３

平
元
・
３

平
２
・
３

平
４
・
３

平
５
・
３

平
６
・
３

平
７
・
３

平
８
・
３

平
８
・
３

平
１１
・
３

昭
４９
・
３

〜
５５
・
３

調
査
報
告
書

・
北
方
圏
諸
国
と
の
関
連
に
お
け
る

北
海
道
の
産
業
振
興
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
海
道
に
お
け
る
技
術
開
発
の
あ

り
方
に
関
す
る
調
査
報
告
書

調
査
報
告
書

・
石
狩
湾
新
港
地
域
開
発
事
業
推
進

調
査
報
告
書
（
Ⅰ
）

・
石
狩
湾
新
港
地
域
開
発
事
業
推
進

調
査
報
告
書
（
Ⅱ
）

調
査
報
告
書

・
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
の
国

際
化

調
査
報
告
書

・
国
際
化
に
対
応
す
る
北
海
道
農
業

の
将
来
方
向

・
北
海
道
と
ソ
連
極
東
地
方
と
の
経

済
交
流
促
進
の
可
能
性
に
関
す
る

調
査
報
告
書

・
北
海
道－

ア
ル
バ
ー
タ
州
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト－

冬
の
都
市
空

間
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ン
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
創
造

北
方
圏
紹
介
及
び
国
際
交
流
推
進

関
係
出
版
物

《
単
行
本
》

・
北
方
圏
時
代

・H
O
PPO
K
EN
TO
D
A
Y

・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
北
方
圏

会
か
ら
委
託
を
受
け
各
方
面
か
ら
の
、
サ
ハ
リ

ン
天
然
ガ
ス
導
入
に
関
す
る
基
礎
調
査

（
財
団
法
人
産
業
研
究
所
委
託
）

カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
の
資
源
開
発
、
経
済
体

系
、
北
欧
諸
国
の
生
活
様
式
、
都
市
開
発
等
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
と
分
析

北
海
道
に
お
け
る
技
術
開
発
に
対
す
る
産
業

の
動
向
と
、
技
術
開
発
の
具
体
的
な
振
興
対
策

（
北
海
道
開
発
庁
委
託
）

北
方
圏
諸
国
の
経
済
構
造
分
析
、
北
海
道
と

の
貿
易
需
要
、
北
海
道
へ
の
進
出
可
能
業
種
に

つ
い
て
調
査

北
方
圏
諸
国
の
需
給
構
造
、
北
海
道
の
需
給

構
造
、
立
地
想
定
業
種
の
需
要
と
規
模
に
つ
い

て
調
査

（
北
海
道
通
商
産
業
局
委
託
）

本
道
に
お
け
る
中
小
企
業
の
潜
在
的
な
国
際

化
へ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
道
内
の
中
小
企
業

が
国
際
的
環
境
変
化
に
い
か
に
対
応
す
る
か
具

体
的
な
指
導
方
針
を
考
察

（
自
主
研
究
調
査
）

北
海
道
農
業
が
今
後
も
存
続
し
発
展
し
て
い

く
た
め
の
構
造
変
革
の
必
要
性
と
、
そ
の
政
策

的
救
済
策
に
つ
い
て
考
察
、
提
言

北
海
道
と
ソ
連
極
東
と
の
経
済
交
流
を
ど
う

促
進
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
促
進
策
が
あ
る
か

に
つ
い
て
を
調
査

快
適
な
冬
の
都
市
づ
く
り
、
特
に
歩
行
者
の

移
動
、
快
適
さ
に
着
眼
し
た
カ
ナ
ダ
。
ア
ル
バ

ー
タ
大
学
ボ
ー
リ
ア
ル
北
方
研
究
所
と
の
共
同

研
究
調
査

北
方
圏
交
流
構
想
の
趣
旨
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
な
ど
を
解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の
北
方
圏
交
流

を
展
望

「
北
方
圏
時
代
」
の
内
容
を
海
外
向
け
に
英
訳

編
集北

海
道
と
気
候
、
風
土
の
似
て
い
る
北
方
圏

昭
５５
・
３

昭
５６
・
３

昭
５６
・
３

昭
５７
・
３

昭
６１
・
３

平
２
・
３

平
２
・
８

平
３
・
９

昭
５５
・
１０

昭
５７
・
３

昭
５７
・
６
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・
北
方
圏
ガ
イ
ド

・
新
北
方
圏
時
代

・
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
再
生

・
国
際
交
流
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
ふ
り

か
え
る

・
成
熟
都
市
の
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

・
ア
ト
リ
ウ
ム

・
国
際
交
流
事
例
集－

架
け
橋
そ
し

て
未
来
へ
と－

・
国
際
交
流
へ
の
補
助
・
助
成
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
―
活
動
の
輪
を
広
げ
る

た
め
に
―

《
グ
ラ
フ
北
方
圏
》

・
北
方
圏
の
暮
ら
し
と
住
ま
い

〈
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
第
１
集
〉

・
北
方
圏
の
健
康
づ
く
り

〈

同

第
２
集
〉

・
北
方
圏
の
生
活
の
ア
イ
デ
ア

〈

同

第
３
集
〉

・
北
方
圏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈

同

第
４
集
〉

諸
国
の
実
情
（
生
活
、
教
育
、
産
業
、
紀
行
な

ど
）
を
紹
介
し
た
、
新
聞
社
特
派
員
ら
２０
人
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト
集

北
方
圏
諸
国
・
地
域
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ

を
翻
訳
・
収
録

北
方
圏
交
流
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
道

民
の
意
識
の
変
化
を
紹
介
し
、
今
後
の
北
海
道

の
発
展
の
方
向
を
探
る
。
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
１０

周
年
記
念
出
版
。
既
刊
「
北
方
圏
時
代
」
の
続

編
カ
ナ
ダ
「
住
み
よ
い
冬
の
都
市
協
会
」
発
行

の
同
書
を
許
可
を
得
て
翻
訳
。
冬
の
生
活
を
快

適
に
す
る
都
市
づ
く
り
の
研
究
書

国
際
交
流
の
指
針
や
外
国
人
の
受
け
入
れ
、

外
国
へ
の
訪
問
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
や
交
流
活
動

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
め
た
国
際
交
流
の
手

引
書北

方
圏
構
想
の
始
動
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の

発
足
、
北
方
圏
交
流
の
拡
大
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
節
目
の
時
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

方
々
に
よ
る
座
談
会
な
ど
を
収
録

北
海
道
の
都
市
の
地
域
特
性
に
着
目
し
な
が

ら
、
人
間
生
活
に
幅
と
深
み
の
あ
る
潤
い
豊
か

な
都
市
空
間
と
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ザ
イ
ン

を
提
言

北
方
型
の
都
市
空
間
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
「
ア
ト
リ
ウ
ム
」
に
関
連
す
る
問
題
点
を
総

合
的
に
紹
介
・
解
説

道
内
４５
の
市
町
村
を
現
地
取
材
し
、
姉
妹
都

市
交
流
の
現
状
や
ま
ち
お
こ
し
へ
の
活
用
な

ど
、
地
域
で
の
国
際
交
流
団
体
の
活
動
状
況
や

課
題
を
ま
と
め
た
事
例
集

国
際
交
流
関
係
者
が
活
用
で
き
る
補
助
・
助

成
制
度
の
情
報
約
２
３
０
件
を
総
合
的
に
ま
と

め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
北
欧
な
ど
の
街
づ
く

り
、
暮
ら
し
、
住
ま
い
の
工
夫
な
ど
を
紹
介

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
北
欧
、
ソ
連
な
ど
の

健
康
づ
く
り
の
工
夫
な
ど
を
紹
介

カ
ナ
ダ
、
北
欧
、
ソ
連
な
ど
の
衣
生
活
、
食

生
活
、
家
づ
く
り
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介

北
方
圏
諸
国
の
伝
統
の
祭
り
、
季
節
の
祭

り
、
新
し
い
祭
り
を
和
英
両
文
で
紹
介

昭
５８
・
３

昭
６１
・
３

昭
６１
・
１０

昭
６３
・
５

平
元
・
３

平
元
・
８

平
２
・
８

平
１７
・
３

平
１８
・
３

昭
５６
・
３

昭
５７
・
３

昭
５８
・
３

昭
５９
・
３

・
北
方
圏
の
子
ど
も
た
ち

〈

同

第
５
集
〉

・
北
方
圏
の
お
国
ぶ
り

〈

同

第
６
集
〉

・
北
方
圏
の
公
園〈

同

第
７
集
〉

・
北
方
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

〈

同

第
８
集
〉

・
北
方
圏
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー

〈

同

第
９
集
〉

・
北
海
道
・
四
季
と
自
然

〈

同

第
１０
集
〉

・
北
方
圏
・
暮
ら
し
と
産
業

〈

同

第
１１
集
〉

《
資
料
小
冊
子
》

・
北
国
に
生
き
る
（
婦
人
た
ち
の
提

案
）

・
北
欧
の
市
民
生
活

・
北
の
暮
ら
し
を
考
え
る
（
高
校
生

た
ち
の
提
言
）

・
北
国
の
知
恵
を
（
青
年
た
ち
の
視

点
）

・
北
国
の
健
康
管
理
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
例
と
北
海
道
）

・
北
欧
の
食
生
活

・
北
欧
の
国
ぐ
に
（
そ
の
充
実
し
た

暮
ら
し
ぶ
り
）

・
結
氷
に
め
げ
ず
（
結
氷
期
の
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
学
ぶ
）

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
点
描
（
大
学
病
院

と
医
師
た
ち
）

・
北
欧
汽
車
の
旅

北
方
圏
諸
国
の
幼
児
や
少
年
少
女
の
遊
び
、

学
び
、
自
然
や
家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
を
紹
介

北
方
圏
の
国
々
の
伝
統
が
は
ぐ
く
ん
だ
豊
か

な
暮
ら
し
ぶ
り
を
風
土
、
産
業
、
暮
ら
し
と
し

て
紹
介

四
季
折
々
に
美
し
い
北
方
圏
の
国
々
の
や
す

ら
ぎ
、
う
る
お
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の

公
園
を
紹
介

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
方
圏
諸
国
の
リ

ゾ
ー
ト
と
、
そ
こ
に
楽
し
む
人
々
の
姿
を
紹
介

冬
の
も
た
ら
す
雪
と
寒
さ
に
適
応
し
、
快
適

な
人
間
空
間
を
創
造
し
て
い
る
北
方
圏
都
市
の

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
和
英
両
文
で
紹
介

北
方
圏
の
国
々
へ
北
海
道
初
の
情
報
と
し
て

北
海
道
の
四
季
と
自
然
の
美
し
さ
を
和
英
両
文

で
紹
介

北
方
圏
の
国
々
へ
北
海
道
初
の
情
報
と
し
て

北
海
道
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
産
業
の
様
子

を
和
英
両
文
で
紹
介

５４
年
３
月
に
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道
新

聞
社
が
共
催
し
て
募
っ
た
作
文
の
入
選
作

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
記
念
、
元

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
都
倉
栄
二
氏
の
講
演
要
旨

５４
年
９
月
、
札
幌
Ｊ
Ｃ
が
主
催
し
た
「
北
方

圏
高
校
生
会
議
」
で
の
レ
ポ
ー
ト

５４
年
９
月
、
Ｊ
Ｃ
道
地
区
協
と
北
方
圏
セ
ン

タ
ー
が
共
催
し
た
「
北
方
圏
産
業
文
化
青
年
会

議
」
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

５４
年
６
月
、
北
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
１
カ
月
間

滞
在
し
た
札
医
大
宮
崎
雄
二
助
教
授
の
レ
ポ
ー

ト
か
ら

５４
年
１１
月
の
「
北
欧
食
生
活
研
究
視
察
団
」

の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

５４
年
１１
月
の
「
網
走
北
方
圏
交
流
協
会
」
設

立
総
会
で
の
道
教
育
大
伊
藤
隆
一
助
教
授
の
講

演
要
旨

５５
年
２
月
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
有
志
が
結
氷

期
の
北
欧
バ
ル
ト
海
沿
岸
視
察
レ
ポ
ー
ト

５５
年
２
月
〜
３
月
、
北
方
圏
医
学
交
流
で
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
た
札
医
大
神
保
孝
一
助

教
授
の
レ
ポ
ー
ト

５５
年
４
月
、
北
海
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
さ
れ
た

道
都
大
倉
本
龍
彦
講
師
の
レ
ポ
ー
ト

昭
６０
・
３

昭
６１
・
３

昭
６３
・
３

平
元
・
９

平
２
・
３

平
４
・
３

平
５
・
３

昭
５４
・
４

昭
５４
・
４

昭
５４
・
９

昭
５４
・
１０

昭
５４
・
１０

昭
５４
・
１２

昭
５５
・
１

昭
５５
・
４

昭
５５
・
５

昭
５５
・
５
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・
北
欧
み
た
ま
ま

・
北
方
圏
構
想
と
経
済
交
流
（
北
海

道
の
特
色
あ
る
発
展
を
）

・
北
方
圏
の
住
ま
い

・
北
欧
の
経
済

・
歩
く
ス
キ
ー
（
北
欧
の
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
）

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
冬
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
事
情

・
カ
ナ
ダ
／
ア
メ
リ
カ
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

・
北
方
圏
交
流
に
関
す
る
世
論
調
査

（
構
想
１０
周
年
記
念
）

・
ソ
連
圏
と
の
貿
易

・
北
海
道
の
歩
く
ス
キ
ー
普
及
状
況

・
北
国
の
暮
ら
し
の
課
題
を
考
え
る

・
北
欧
の
イ
ン
テ
リ
ア

・
北
国
を
考
え
る

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
老
人
保
健

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
老
人
福
祉

・
北
欧
の
冬
の
健
康
管
理
（
衣
食
住

な
ど
に
見
る
）

５５
年
１１
月
、
北
海
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
の
「
旭

川
市
青
年
・
婦
人
北
欧
視
察
団
」
の
レ
ポ
ー
ト

５５
年
１２
月
、
帯
広
で
の
会
員
セ
ミ
ナ
ー
に
お

け
る
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
東
条
猛
猪
会
長
の
講
演

要
旨５６

年
２
月
、
カ
ナ
ダ
・
北
米
を
視
察
し
た
北

海
道
婦
人
国
際
交
流
連
絡
会
々
員
の
レ
ポ
ー
ト

北
欧
５
カ
国
の
産
業
連
盟
が
共
同
出
版
し
た

「
北
欧
経
済
調
査
報
告
書
」
４
カ
国
分
の
全
訳

５６
年
２
〜
３
月
の
「
歩
く
ス
キ
ー
指
導
者
北

欧
研
修
団
」
の
レ
ポ
ー
ト

５６
年
２
月
、
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ

た
「
冬
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
代
表
の
レ
ポ
ー
ト

５４
年
４
月
か
ら
２
年
間
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
滞

在
し
た
豊
浦
高
校
三
浦
辰
彦
教
諭
の
レ
ポ
ー
ト

５４
年
６
月
、
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
を
視
察
し

た
北
海
道
国
際
婦
人
協
会
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
団
」
の
レ
ポ
ー
ト

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
助
成
を
受

け
て
研
究
し
た
「
国
際
交
流
が
地
域
文
化
に
与

え
る
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
中
の
「
北
方
圏
構
想
の

道
民
定
着
度
調
査
」
の
概
要

５６
年
１０
月
、
カ
ナ
ダ
の
６
都
市
で
、
東
西
貿

易
の
研
究
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
た
北
大

木
村
汎
教
授
の
レ
ポ
ー
ト

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
助
成
を
受

け
て
研
究
し
た
「
国
際
交
流
が
地
域
文
化
に
与

え
る
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
中
の
「
歩
く
ス
キ
ー
普

及
状
況
調
査
」
の
概
要

５７
年
６
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
北

方
圏
交
流
北
海
道
国
際
会
議
」
の
要
旨

５７
年
７
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
北

欧
イ
ン
テ
リ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
要
旨

５７
年
７
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た

高
校
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作

５７
年
４
月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
老
人
保
健

事
情
を
見
聞
し
た
旭
川
厚
生
病
院
検
診
セ
ン
タ

ー
杉
村
所
長
の
レ
ポ
ー
ト

５７
年
１２
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
社
会
保
健
省
ヤ
ー
ン
・
ナ
セ
ニ
ウ
ス
政

策
審
議
官
の
講
演
要
旨

５７
年
１１
月
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
の
北
方
圏
健
康
管
理
研
修

団
報
告

昭
５５
・
１２

昭
５６
・
２

昭
５６
・
３

昭
５６
・
３

昭
５６
・
４

昭
５６
・
４

昭
５６
・
５

昭
５６
・
８

昭
５６
・
１１

昭
５６
・
１２

昭
５７
・
２

昭
５７
・
６

昭
５７
・
７

昭
５７
・
８

昭
５７
・
１２

昭
５７
・
１２

昭
５８
・
１

・
北
欧
の
都
市
建
設
（
地
域
暖
房
に

つ
い
て
も
）

・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
あ
れ
こ
れ

・
鮭
の
自
然
保
護
（
カ
ナ
ダ
Ｂ
Ｃ
州

の
例
）

・
北
方
圏
交
流
が
北
海
道
に
与
え
た

イ
ン
パ
ク
ト

・
シ
ベ
リ
ア
開
発
の
行
方

・
ソ
連
の
経
済
事
情
（
そ
の
海
外
依

存
度
な
ど
）

・
北
方
圏
の
家
庭
教
育

・
北
方
圏
交
流
の
推
進
と
北
方
圏
セ

ン
タ
ー

・
北
方
圏
ロ
マ
ン
の
教
育

・
北
欧
の
子
ど
も
た
ち

・
北
欧
の
住
ま
い
と
マ
チ
づ
く
り

・
北
方
圏
諸
国
の
地
域
開
発

・
ソ
連
と
カ
ナ
ダ
の
森
林
産
業

・
北
欧
の
美
術
館

・
北
方
圏
に
お
け
る
都
市
の
色
彩
環

境
・
北
の
暮
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

・
住
居
の
気
密
化
と
換
気
計
画

・
北
欧
の
白
い
街（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）と

百
万
人
の
ム
ラ（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）

・
日
ソ
経
済
関
係
の
ゆ
く
え

北
欧
各
国
の
ニ
ュ
ー
・
タ
ウ
ン
建
設
の
現
状

調
査５８

年
５
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
の
中
部
雷

次
郎
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
名
誉
領
事
の
講
演
要

旨「
カ
ナ
ダ
鮭
保
護
協
会
」の
活
動
状
況
を
紹
介

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
「
国
際
交
流

が
地
域
文
化
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
レ
ポ

ー
ト
の
要
約

北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
木
村
汎
教
授

の
レ
ポ
ー
ト
の
抄
編

北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
木
村
汎
教
授

の
レ
ポ
ー
ト
の
抄
編

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
収
蔵
図
書
か
ら
抜
粋
収
録

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
「
専
門
委
員
会
議
」
で
の

提
言
要
旨
と
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
対
応
（
抄
）

５９
年
３
月
「
北
海
道
教
育
の
窓
」
に
掲
載
さ

れ
た
小
樽
稲
穂
小
・
鈴
木
卓
郎
校
長
の
「
私
の

実
践
・
私
の
研
究
」
か
ら

ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
の
「
子
ど
も
の
生
活
」
北
欧
視
察

団
報
告

５９
年
６
月
、
十
勝
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
同
社

杉
山
兼
二
記
者
の
レ
ポ
ー
ト

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
調
査
し
た
「
海
外
の
工

業
団
地
に
お
け
る
投
資
環
境
」
の
要
約

北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
木
村
汎
教
授

の
レ
ポ
ー
ト
の
抄
編

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
オ
ス
ロ
で
の
「
北
欧
・

美
の
探
訪
」
視
察
団
報
告
書

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
助
成
を
受

け
研
究
調
査
し
た
「
北
方
圏
都
市
の
環
境
と
色

彩
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
レ
ポ
ー
ト
の
要
約

５９
年
度
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
「
こ
ん
に
ち

は
ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー
北
海
道
」
で
放
送
さ
れ
た

「
北
の
暮
ら
し
メ
モ
」〈
資
料：

北
方
圏
セ
ン

タ
ー
提
供
〉
か
ら
選
ん
だ
７３
編

こ
れ
か
ら
の
寒
地
住
宅
の
鍵
と
も
言
わ
れ
る

住
宅
の
気
密
化
と
換
気
計
画
と
の
関
係
に
つ
い

て
を
考
察

北
海
道
「
北
の
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
る
海
外
調
査
レ
ポ
ー
ト

米
国
カ
ン
ザ
ス
大
学
レ
ス
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ン

ズ
教
授
著
に
よ
る
外
部
か
ら
見
た
日
ソ
経
済
関

昭
５８
・
３

昭
５８
・
６

昭
５８
・
８

昭
５８
・
１０

昭
５８
・
１０

昭
５８
・
１１

昭
５９
・
２

昭
５９
・
４

昭
５９
・
５

昭
５９
・
７

昭
５９
・
７

昭
５９
・
７

昭
６０
・
１

昭
６０
・
３

昭
６０
・
４

昭
６０
・
４

昭
６０
・
１１

昭
６０
・
１２

昭
６１
・
１
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・
北
海
道
の
国
際
化
を
考
え
る

・
北
欧
の
街
づ
く
り
を
訪
ね
て

・
高
齢
化
社
会
を
考
え
る

・
カ
ナ
ダ
の
快
適
な
都
市
空
間

・
資
源
開
発
か
ら
合
弁
へ

・
北
方
圏
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
身
近
な
言
葉

や
さ
し
い
会
話
）

・
子
ど
も
た
ち
の
ア
ラ
ス
カ

・
心
の
国
際
化
を
め
ざ
す

・
子
ど
も
の
生
活
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
世
界
を
駆
け
る
人
・
話

事
業
関
係
出
版
物

《
国
際
会
議
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
》

・
北
方
圏
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
交
流
会

議
報
告
書

・
北
方
圏
海
難
防
止
会
議
報
告
書

・
日
ソ
経
済
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録

・
北
欧
に
見
る「
住
ま
い
方
」〜
第
１

回
北
方
圏
住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
理
想
的

な
住
環
境
と
高
齢
化
社
会
の
住
宅

計
画
〜
第
２
回
・
第
３
回
北
方
圏

係
論
を
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
木
村
汎
教

授
訳
の
抄
録

６０
年
度
発
行
の
季
刊
誌
『
北
方
圏
』
に
特
集

と
し
て
掲
載
し
た
記
事
を
収
録

北
欧
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
等
を
訪
れ
た
恵
庭
市
役

所
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
北
方
圏
視
察
報
告

６１
年
度
発
行
の
季
刊
誌
『
北
方
圏
』
に
特
集

と
し
て
掲
載
し
た
記
事
を
収
録

カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
の
プ
ラ
ス
１５
と
エ
ド

モ
ン
ト
ン
の
ウ
エ
ス
ト
エ
ド
モ
ン
ト
ン
モ
ー
ル

の
理
念
と
実
態
を
調
査
し
た
報
告
書

ソ
連
経
済
の
転
換
に
つ
い
て
北
大
ス
ラ
ブ
研

究
セ
ン
タ
ー
木
村
汎
教
授
の
レ
ポ
ー
ト

季
刊
誌
『
北
方
圏
』（
５０
〜
５７
号
）
に
連
載
し

た
「
北
方
圏
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
冊
子
に
収
録

６２
年
度
事
業
の
「
北
方
圏
国
際
交
流
ジ
ュ
ニ

ア
親
善
団
・
夏
休
み
少
年
少
女
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク

ー
ル
in
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
」
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
感
想
文
集

６２
年
度
発
行
の
季
刊
誌
『
北
方
圏
』（
６１
、
６２

号
）
に
連
載
の
特
集
記
事
を
収
録

６２
年
１１
月
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
「
子
ど
も
の
生
活
環
境
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

抄
録国

際
交
流
基
金
、
北
海
道
新
聞
社
、
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
の
３
者
主
催
に
よ
る「
文
化
講
演
会
」

か
ら
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
村
紘
子
さ
ん
、
東
京

国
際
大
学
國
弘
正
雄
教
授
の
講
演
会
を
収
録

「
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン
を
記

念
、
外
国
１３
カ
国
１９
人
、
北
海
道
３３
人
が
参
加

し
た
会
議
の
内
容

昭
和
５６
年
９
月
、
外
国
５
カ
国
１１
人
、
北
海

道
３３
人
が
参
加
し
た
会
議
の
内
容

第
１
回
「
ソ
連
極
東
の
開
発
と
ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
と
の
経
済
協
力
」
及
び
第
２
回
「
日
ソ

漁
業
協
力
の
諸
問
題
」
を
集
録

平
成
元
年
２
月
の
王
立
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
建
築

協
会
田
中
久
氏
の
講
演
要
旨

平
成
元
年
８
月
の
王
立
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
芸
術

大
学
ヨ
ー
ン
・
シ
ュ
ト
ロ
ウ
ム
教
授
の
講
演
、

及
び
１１
月
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
テ
ー
ビ
ー
自
治

昭
６１
・
３

昭
６１
・
５

昭
６１
・
１２

昭
６２
・
３

昭
６２
・
３

昭
６２
・
６

昭
６２
・
１１

昭
６３
・
２

昭
６３
・
３

昭
６３
・
３

昭
５４
・
３

昭
５７
・
２

平
元
・
３

平
元
・
９

平
２
・
３

住
宅
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら

・
第
１
回
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー

・
カ
ー
ル
１６
世
グ
ス
タ
フ
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
国
王
陛
下
来
道
記
念
環
境

問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
日
に
お

け
る
環
境
問
題
へ
の
挑
戦
」

・
第
２
回
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー

・
第
３
回
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー

・
第
４
回
ソ
連
極
東
経
済
セ
ミ
ナ
ー

・
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
極
東
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ミ
ナ
ー

・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
の
よ
う
に
育

て
た
か

・「
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
交

流
を
考
え
る
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
書

・
全
道
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
地
域
社

会
と
国
際
交
流
を
考
え
る
」〈
北

方
圏
セ
ン
タ
ー
２５
周
年
記
念
〉

《
事
業
実
施
》

・
ロ
シ
ア
極
東
地
方
企
業
経
営
指
導

者
育
成
支
援
事
業
報
告
書

体
建
築
室
都
市
計
画
課
チ
ー
フ
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ナ
・
ベ
ル
リ
ン
ド
女
史
の
講
演
の
そ
れ
ぞ
れ
要

旨
平
成
元
年
８
月
の
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

極
東
経
済
研
究
所
ミ
ナ
ー
キ
ル
所
長
ほ
か
２
名

の
講
演
要
旨

平
成
２
年
３
月
１７
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ

ー
ル
１６
世
グ
ス
タ
フ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
陛

下
の
来
道
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
け
る
国
王
の
お
言
葉
を
は
じ
め
、
あ

い
さ
つ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
メ
ン

ト
、
及
び
総
括
を
集
録

平
成
２
年
９
月
の
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

極
東
経
済
研
究
所
シ
ェ
イ
ン
ガ
ウ
ス
副
所
長
ほ

か
３
名
の
講
演
要
旨

平
成
３
年
１０
月
の
サ
ハ
リ
ン
石
油
・
天
然
ガ

ス
工
業
研
究
所
ア
ス
タ
タ
フ
ィ
エ
フ
所
長
ほ
か

３
名
の
講
演
要
旨

平
成
４
年
９
月
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

極
東
経
済
研
究
所
シ
ェ
イ
ン
ガ
ウ
ス
副
所
長
ほ

か
２
名
の
講
演
要
旨

平
成
５
年
８
月
の
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

極
東
経
済
研
究
所
ツ
ベ
ト
コ
フ
主
任
研
究
員
ほ

か
１
名
の
講
演
要
旨

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
提
携
先
「
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク

セ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
Ｆ
・
ケ

サ
ダ
専
務
理
事
を
招
い
た
講
演
会
の
収
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
７
年
１０
月
に

実
施
し
た
「
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
併
せ
て
開
催
し
た
「
北
海

道
の
国
際
交
流
の
歩
み
」、
並
び
に
「
北
海
道

市
町
村
等
戦
後
５０
年
記
念
事
業
」
を
ま
と
め
た

報
告
書

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
の
設
立
２５
周
年
を
記
念
し

て
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る（
財
）日

本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
毛
受
敏
浩
氏
に
よ
る

基
調
講
演
の
ほ
か
、
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
科
会
の
内
容
を
集

録
北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
４
年
９
〜
１０

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
企
業
経
営
指
導
者
等

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

平
２
・
９

平
２
・
１１

平
３
・
３

平
３
・
１２

平
５
・
４

平
５
・
１２

平
６
・
３

平
８
・
３

平
１６
・
１

平
４
・
１２
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・
平
成
５
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
６
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
７
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
８
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
９
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
１０
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
１１
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
１２
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
１３
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
平
成
１４
年
度
企
業
経
営
指
導
者
育

成
支
援
事
業
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
５
年
９
〜
１０

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
企
業
経
営
指
導
者
等

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
６
年
９
〜
１０

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
企
業
経
営
指
導
者
等

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
７
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
企
業
経
営
指
導
者
等

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
８
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
企
業
経
営
指
導
者
等

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
９
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
食
品
加
工
業
の
企
業

経
営
指
導
者
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
１０
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
縫
製
業
の
企
業
経
営

指
導
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
１１
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
金
融
（
銀
行
）
業
の

企
業
経
営
指
導
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修

の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
１２
年
８
〜
９

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
道
路
建
設
業
の
企
業

経
営
指
導
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記

録
北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
１３
年
９
〜
１０

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
観
光
業
の
企
業
経
営

指
導
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
平
成
１４
年
９
〜
１０

月
に
ロ
シ
ア
極
東
地
方
の
リ
ー
ス
業
の
企
業
経

営
指
導
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
の
記
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
８
年
３
月
実

施
し
た
事
業
﹇
大
雪
青
年
の
家
を
訪
問
﹈
の
参

加
留
学
生
（
４７
名
）
に
よ
る
意
見
交
換
、
感
想

文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
集
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
９
年
３
月
実

施
し
た
事
業
﹇
大
雪
青
年
の
家
を
訪
問
﹈
の
参

加
留
学
生
（
３１
名
）
に
よ
る
意
見
交
換
、
感
想

文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
集
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
１０
年
１１
月
実

施
し
た
事
業
﹇
浦
河
町
・
え
り
も
町
を
訪
問
﹈

の
参
加
留
学
生
（
２８
名
）
に
よ
る
意
見
交
換
、

感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
集
録

平
５
・
１１

平
６
・
１１

平
７
・
１１

平
８
・
１１

平
９
・
１１

平
１０
・
１１

平
１１
・
１１

平
１２
・
１１

平
１３
・
１１

平
１４
・
１１

平
８
・
８

平
９
・
２

平
１１
・
３

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

・
留
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
北
海
道
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
〜
北
の
大
地
の

留
学
生
か
ら
〜
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
交
流
支

援
事
業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流

in
北
海
道
」
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
交
流
支

援
事
業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
交
流

in
北
海
道
」
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
留
学
生
支
援
事

業
「
留
学
生
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
in

北
海
道
」
報
告
書

・
留
学
生
地
域
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
「
異
文
化
・
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
in
北
海
道
」

・
外
国
人
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
国
際

ふ
れ
あ
い
交
流
・
私
た
ち
家
族

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
で
す
！
」

・
留
学
生
地
域
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク「
異
文
化
・
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
in
北
海
道
２
０
０
６
」

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
１１
年
１１
月
及

び
１２
年
２
月
実
施
し
た
事
業
﹇
幌
加
内
町
、
足

寄
町
を
訪
問
﹈
の
参
加
留
学
生（
２７
名
、
１２
名
）

に
よ
る
意
見
交
換
、
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
等
を
集
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
１２
年
７
月
及

び
１１
月
実
施
し
た
事
業
﹇
森
町
、
平
取
町
他
を

訪
問
﹈
の
参
加
留
学
生
（
２１
名
、
３５
名
）
に
よ

る
意
見
交
換
、
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
平
成
１４
年
３
月
実
施
し
た
留
学
生
交
流
支

援
事
業
の
参
加
留
学
生
（
２３
名
）
に
よ
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
討
論
、
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

北
海
道
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
平
成
１４
年
９
月
及
び
１５
年
２
月
実
施
し
た

事
業﹇
下
川
町
、
上
磯
町
を
訪
問
﹈の
内
容
と
参

加
留
学
生（
３１
名
、
２５
名
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
平
成
１５
年
８
月
及
び
１６
年
３
月
実
施
し
た

事
業﹇
由
仁
町
、
鹿
追
町
を
訪
問
﹈の
内
容
と
参

加
留
学
生（
２８
名
、
３４
名
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
集
録

北
海
道
か
ら
補
助
を
受
け
平
成
１５
年
９
月
実

施
し
た
事
業﹇
浜
益
村
を
訪
問
﹈の
参
加
留
学
生

（
２８
名
）に
よ
る
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
平
成
１７
年
２
月
実
施
し
た
事
業
﹇
日
高
町

・
平
取
町
を
訪
問
﹈
の
内
容
と
参
加
の
留
学
生

（
２８
名
）と
日
本
人
学
生
（
４
名
）
の
意
見
交
換

要
旨
、
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
集
録

（
財
）自
治
体
国
際
化
協
会
・（
財
）自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
を
受
け
平
成
１７
年
１０
月
実

施
し
た
事
業
﹇
深
川
市
を
訪
問
﹈
の
内
容
、
参

加
の
外
国
人
（
主
に
留
学
生
）（
２８
名
）
と
地
元

の
小
中
学
生
及
び
青
年
（
２７
名
）
の
感
想
文
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
日
本
学
生
支
援
機
構
と
共
催
で
平
成
１８
年

９
月
に
実
施
し
た
留
学
生
地
域
交
流
事
業
﹇
日

高
町
・
平
取
町
を
訪
問
﹈
の
内
容
、
参
加
の
留

学
生（
３３
名
）と
日
本
人
学
生（
４
名
）、
地
元
の

平
１２
・
３

平
１３
・
３

平
１４
・
３

平
１５
・
３

平
１６
・
３

平
１６
・
３

平
１７
・
３

平
１８
・
２

平
１９
・
１
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・
多
文
化
共
生
時
代
の
中
で
の
「
環

境
問
題
」
と
ま
ち
づ
く
り
〜
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
環
境
を
考

え
る
〜

《
視
察
・
研
修
・
派
遣
・
受
入
》

・
第
１
回
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
地
方
経

済
、
文
化
視
察
団
報
告
書
（
シ
ベ

リ
ア
・
極
東
の
開
発
と
北
海
道
）

・
北
欧
の
街
と
暮
ら
し

・
北
海
道
と
ソ
連
の
農
業（
馬
鈴
薯
）

技
術
交
流
に
関
す
る
調
査
報
告
書

・
北
欧
生
活
環
境
（
住
宅
と
生
活
文

化
）
視
察
団
報
告
書

・
北
欧
三
国
地
域
暖
房
調
査
報
告
書

・
北
方
圏
技
能
交
流
研
修
団
報
告
書

・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
・
バ
イ
オ
グ
ル

ー
プ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
訪

問
に
関
す
る
報
告
書

・
ロ
シ
ア
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
調
査

団
調
査
報
告
書

・
北
海
道
青
年
北
欧
派
遣
事
業
報
告

書
・
平
成
１０
年
度
北
海
道
青
年
国
際
交

流
事
業
報
告
書

・
平
成
１１
年
度
北
海
道
青
年
婦
人
海

外
派
遣
事
業
報
告
書

・
２
０
０
０
年
度
北
海
道
海
外
派
遣

事
業
報
告
書

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
２

小
学
生
や
青
年（
１６
名
）の
感
想
文
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
を
集
録

（
財
）中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を

受
け
日
本
学
生
支
援
機
構
、
北
海
商
科
大
学
と

共
催
で
平
成
１９
年
１
月
実
施
し
た
留
学
生
地
域

交
流
事
業
の
内
容
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
、
留
学
生
ら
に
よ
る
提
言
等
を
集
録

昭
和
４６
年
度
派
遣
の
同
視
察
団
に
よ
る
ナ
ホ

ト
カ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
等
の
視
察
内
容
の
報
告

昭
和
４６
年
度
派
遣
「
北
欧
文
化
視
察
団
」
の

報
告北

海
道
と
ソ
連
の
初
の
民
間
農
業
技
術
交
流

の
報
告

昭
和
５２
年
度
派
遣
「
北
欧
生
活
環
境
視
察

団
」
の
報
告

昭
和
５７
年
度
派
遣
「
北
海
道
北
欧
三
国
地
域

暖
房
調
査
団
」
の
報
告

昭
和
５７
年
度
派
遣
「
北
方
圏
技
能
交
流
研
修

団
」
の
報
告

平
成
４
年
９
月
に
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
派
遣

し
た
バ
イ
オ
関
係
者
の
視
察
内
容
に
つ
い
て
、

帰
国
後
開
催
し
た
報
告
会
を
収
録

平
成
５
年
度
外
務
省
委
託
調
査
に
基
づ
く
同

調
査
団
の
報
告

北
海
道
及
び
北
方
圏
交
流
基
金
か
ら
補
助
を

受
け
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
平
成
９
年
１０
月
に
実

施
し
た
初
め
て
の
青
年
派
遣
事
業
の
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
青
年
交
流
派
遣
事
業
の
カ

ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
班
（
実
施
１０
月
）、
中
国
班

（
同
１０
月
）、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
班

（
同
１１
月
）
の
研
修
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
婦
人
交
流
事
業
の
北
欧
班

（
実
施
１０
月
）、
中
国
班
（
同
１０
月
）、
及
び
南

米
青
年
交
流
事
業
（
同
１１
月
）
の
研
修
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
の
国
際
交

流
研
修
（
実
施
１０
月
、
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク

他
）、
国
際
協
力
研
修
（
同
１０
月
、
タ
イ
・
マ

レ
ー
シ
ア
）
の
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
の
国
際
交

流
研
修
（
実
施
１０
月
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ

カ
）、
国
際
協
力
研
修
（
同
１０
月
、
タ
イ
・
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
）
の
報
告

平
２０
・
１

昭
４６
・
１２

昭
４８
・
１０

昭
５０
・
３

昭
５３
・
３

昭
５８
・
４

昭
５８
・
６

平
４
・
６

平
５
・
８

平
１０
・
３

平
１１
・
３

平
１２
・
３

平
１３
・
３

平
１４
・
３

・
２
０
０
２
年
度
ブ
ラ
ジ
ル
青
年
交

流
団
受
入
事
業
報
告
書

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
３

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
４

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
５

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
６

・
テ
ー
プ
を
結
ん
で「H

O
K
K
A
ID
O

STY
LE
2006

」
報
告
書

・
北
国
の
魅
力
自
然
と
文
化
を
生
か

す
―
北
方
圏
地
域
観
光
視
察
団
報

告
―

・
北
海
道
海
外
派
遣
事
業
報
告
書

２
０
０
７

《
そ
の
他
》

・「
ロ
シ
ア
連
邦
、
極
東
地
区
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
及
び
サ
ハ
リ
ン
州

の
天
然
ガ
ス
開
発
調
査
」
報
告
書

（
共
同
研
究
）

・「M
IF

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ブ
ド
ウ

種
子
か
ら
抗
酸
化
物
抽
出
プ
ロ
グ

ラ
ム
ほ
か
」
報
告
書
（
共
同
研
究
）

・「N
ortheast

A
sia
G
as
Trade

Study

」
報
告
書
（
共
同
研
究
）

・
北
海
道
Ｎ
Ｇ
Ｏ
２
０
０
３
（
国
際

協
力
情
報
誌
「
で
あ
い
」
別
冊：

北
海
道
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
）

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
が
１０
月
に
受
入
れ
た
同
交

流
団
の
道
内
研
修
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
の
国
際
交

流
研
修
（
実
施
１０
月
、
英
国
・
デ
ン
マ
ー
ク

他
）、
国
際
協
力
研
修
（
同
１０
月
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
の
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
の
国
際
交

流
研
修
（
実
施
１０
月
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
）、
国
際
協
力
研
修
（
同
１０
月
、
タ
イ
・
カ

ン
ボ
ジ
ア
）
の
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
の
国
際
交

流
研
修
（
実
施
１０
月
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ

カ
）、
国
際
協
力
研
修
（
同
１０
月
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
の
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
（
実
施
８

月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
報

告
北
海
道
の
生
活
文
化
の
発
信
と
交
流
を
図
る

た
め
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
チ
ョ
ー
ピ
ン
市
で

開
催
し
た
生
活
文
化
展
の
報
告

北
国
の
風
土
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
観
光
の

振
興
に
実
績
の
あ
る
北
欧
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
視
察
報
告

北
方
圏
セ
ン
タ
ー
海
外
派
遣
事
業
（
実
施
９

月
、中
国－

ハ
ル
ビ
ン
・
北
京
・
西
安
・
上
海
）

の
報
告

計
画
さ
れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換

と
、
天
然
ガ
ス
の
需
要
量
と
経
済
的
影
響
等
を

調
査
。（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
委
託
調

査
）ブ

ド
ウ
の
種
子
か
ら
抽
出
に
関
す
る
新
技
術

開
発
の
研
究
、
及
び
健
康
補
助
食
品
と
し
て
の

市
場
性
調
査

各
国
間
に
お
け
る
枠
組
み
の
構
築
と
諸
必
要

条
件
等
に
つ
い
て
提
言
。（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
委
託
調
査
）

個
々
の
人
が
今
後
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
る
手

が
か
り
に
な
る
北
海
道
内
の
５４
の
国
際
協
力
団

体
を
紹
介

平
１４
・
３

平
１５
・
３

平
１６
・
３

平
１７
・
３

平
１８
・
３

平
１８
・
１１

平
１８
・
１２

平
１９
・
３

平
１３
・
３

平
１３
・
３

平
１５
・
３

平
１５
・
３
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北 方 圏 交 流 基 金

北方圏交流基金受入状況〔昭和５３（１９７８）年～平成６（１９９４）年〕

５０６，４０２，０００２５６，４０２，０００新２６９／再 １６２５０，０００，０００合計
００００平成６年度

１，０００，０００１，０００，０００新 １０平成５年度
２，０００２，０００新 １０平成４年度
００００平成３年度

５，０００，０００５，０００，０００再 １０平成２年度
１００，０００１００，０００新 １０平成元年度

２１，０００，０００１５，０００，０００新 １６，０００，０００昭和６３年度
１７，５００，０００１，５００，０００新 ３１６，０００，０００昭和６２年度
１８，６００，０００６００，０００新 ２１８，０００，０００昭和６１年度
２１，０００，０００１，０００，０００新 １２０，０００，０００昭和６０年度
４４，０００，０００２４，０００，０００新 ２２０，０００，０００昭和５９年度
６０，０００，０００４０，０００，０００新 ４／再 ３２０，０００，０００昭和５８年度
４４，９４１，５７６１４，９４１，５７６新 ５／再 ７３０，０００，０００昭和５７年度
４０，１１９，０４３１０，１１９，０４３新 １４／再 ３３０，０００，０００昭和５６年度
４８，１６４，０００１８，１６４，０００新 ６４／再 ２３０，０００，０００昭和５５年度
４９，６１６，０００１９，６１６，０００新 ４４３０，０００，０００昭和５４年度
１３５，３５９，３８１１０５，３５９，３８１新１２６３０，０００，０００昭和５３年度

基金合計
（円）金 額 （円）件 数

基本財産積立金
（円）

区分
年度

運用財産積立金

〔当初の目標金額達成により、平成６年度以降基金公募は行っていない〕

北方圏交流基金助成実績〔昭和５３（１９７８）年～平成１９（２００７）年〕

１８３６４４２４０４５５９１５０１７６２５５５０４１６，８５０７７６
１９年度末

現在
催他資料スポーツ文化教育調査学術福祉生活親善経済総額計

０８平成２０年
５１７１４６，３３０１８０７平成１９年
３１３１０１３１６，８８０２２０６平成１８年
３１９１３５５，７９０２２０５平成１７年
３５７２４，９９０１７０４平成１６年
２１０２２５，２６０１６０３平成１５年

１２２５２１５，６６０２２０２平成１４年
１６１６１１１２６，２６０２８０１平成１３年

２１０２６２３３１６，９７０２９００平成１２年
１１０２３２２１６，９４０２１９９平成１１年
１９１４１３２１６，８５０２２９８平成１０年
１１０１６１５１９，０００２５９７平成９年
１５３５２２２１７，９００２１９６平成８年

１１４２５１２４３１３，７００２３９５平成７年
１１２２５４２３３１２０，６６０３３９４平成６年

２１１２４４１０２２１１９，４００３８９３平成５年
３８１３１０３５２２３，４００３５９２平成４年

３１０３２８２４１２２，１５０３３９１平成３年
２７３２１１２２２１９，０００３１９０平成２年

１６３８２３１２４２５２２，９００４３８９平成元年
５３１１１３１２２２３２４，９００４２８８昭和６３年
５３８２４８３２１２４，２００３６８７昭和６２年

３８５６８２３３２３，５５０３８８６昭和６１年
４１１３６４３４２１，８００３５８５昭和６０年

１１１０１４２１３４２１，１００２７８４昭和５９年
４１９３２２１３１７，４８０２５８３昭和５８年
１１６６４１３１６，１５０２２８２昭和５７年
２５３２３４１１２１６，１３０２３８１昭和５６年
１３１２２９，０００９８０昭和５５年
２１３２３１１，０００１１７９昭和５４年

２４１１，５００６７８昭和５３年
催他資料スポーツ文化教育調査学術福祉生活親善経済

助成額
（千円）

助成
件数年度

助成内訳年



HOPPOKEN ２００８ VOL．１４５１０２

・
北
海
道
・
北
海
道
市
長
会
・
北
海
道
町

村
会
・（
社
）北
方
圏
セ
ン
タ
ー

札
幌
市（
１
３
０
）

・
北
海
道
農
業
協
同

組
合
中
央
会
・（
社
）北
海
道
舗
装
事
業
協

会
・（
社
）日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区

協
議
会
・（
株
）北
海
道
新
聞
社
・（
株
）北

海
道
拓
殖
銀
行
・（
社
）札
幌
銀
行
協
会
・

（
社
）北
海
道
医
師
会
・
北
海
道
電
力（
株
）

・（
株
）北
海
道
銀
行
・
札
幌
テ
レ
ビ
放
送

（
株
）・
雪
印
乳
業（
株
）・（
株
）北
洋
銀
行

・
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
・（
株
）

岩
澤
総
本
部
・（
社
）札
幌
建
設
業
協
会
・

東
条
猛
猪
・
堂
垣
内
尚
弘
・
日
動
火
災
海

上
保
険（
株
）北
海
道
支
店
・（
株
）日
立
製

作
所
北
海
道
支
社
・（
社
）北
海
道
信
用
金

庫
協
会
・（
社
）北
海
道
信
用
組
合
協
会
・

北
海
道
百
貨
店
協
会
・
北
海
道
木
材
協
会

・
松
下
電
器
産
業（
株
）北
海
道
支
店
・
三

菱
電
機（
株
）北
海
道
支
社
・
北
海
道
信
用

漁
協
連
合
会
・（
財
）北
海
道
日
ロ
友
好
文

化
会
館
・
北
海
道
林
業
協
会
・（
株
）札
幌

銀
行
・
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送（
株
）・
北
海

道
文
化
放
送（
株
）・
北
海
道
放
送（
株
）

・（
株
）秋
山
愛
生
舘
・
旭
硝
子（
株
）札
幌

支
店
・
伊
藤
組
土
建（
株
）・
岩
田
建
設

（
株
）・
高
橋
水
産（
株
）・
札
幌
通
運（
株
）

・
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・（
株
）ホ
テ
ル

ア
ル
フ
ァ
・（
株
）田
中
組
・（
株
）地
崎
工

業
・
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
株
）・

（
株
）日
本
交
通
公
社
北
海
道
営
業
本
部
・

日
本
甜
菜
製
糖（
株
）札
幌
支
店
・（
株
）日

本
旅
行
北
海
道
営
業
本
部
・
北
海
道
ガ
ス

（
株
）・（
株
）北
海
道
漁
業
公
社
・
北
海
鋼

機（
株
）・
北
海
道
国
際
文
化
協
会
・
大
同

ほ
く
さ
ん（
株
）・
丸
彦
渡
辺
建
設（
株
）・

三
井
建
設（
株
）札
幌
支
店
・
モ
ー
ド
・
グ
ル

ー
プ
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
・（
株
）青
木

建
設
札
幌
支
店
・（
株
）浅
沼
組
北
海
道
支

店
・
木
田
建
業（
株
）北
海
道
支
店
・
共
和

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業（
株
）・（
株
）鴻
池
組

北
海
道
支
店
・
五
洋
建
設（
株
）札
幌
支
店

・（
学
）札
幌
大
学
・
佐
藤
工
業（
株
）札
幌

支
店
・
新
太
平
洋
建
設（
株
）・（
株
）銭
高

組
札
幌
支
店
・
鉄
建
建
設（
株
）札
幌
支
店

・
東
急
建
設（
株
）札
幌
支
店
・
戸
田
建
設

（
株
）札
幌
支
店
・
東
邦
生
命
保
険（
相
）札

幌
支
店
・
西
松
建
設（
株
）札
幌
支
店
・
フ

ジ
タ（
株
）札
幌
支
店
・（
学
）北
海
学
園
・

北
海
道
朝
日
麦
酒（
株
）・
北
海
道
森
林
組

合
連
合
会
・
北
海
道
糖
業（
株
）札
幌
支
社

・
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業（
株
）・
北
海
道
建

設
業
信
用
保
証（
株
）・
前
田
建
設
工
業

（
株
）北
海
道
支
店
・（
株
）松
村
組
札
幌
支

店
・（
株
）マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
勇
建

設（
株
）・（
株
）石
山
組
・
大
木
建
設（
株
）

北
方
圏
交
流
基
金

寄

付

者

芳

名

録

※
ご
芳
名
は
寄
付
を
い
た
だ
い
た
当
時
の
も
の
で
す
。

【
北
方
圏
交
流
基
金
の
目
的
】

北
方
圏
諸
国
と
の
生
活
、
文
化
、
学

術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
な
ど
の
各
種
の

交
流
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
理
解

を
深
め
友
好
親
善
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
北
国
に
暮
ら
す
人
々
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
の
に
寄
与
す
る
。

【
北
方
圏
交
流
基
金
の
事
業
】

次
の
よ
う
な
北
方
圏
交
流
事
業
に
対

し
て
、
助
成
す
る
。

①
北
方
圏
交
流
の
目
的
で
行
う
人
物

の
派
遣
、
招
聘

②
北
方
圏
の
発
展
を

目
的
と
す
る
調
査
・
研
究

③
北
方
圏

の
文
化
交
流
等
を
目
的
と
す
る
催
し
の

実
施

④
北
方
圏
交
流
等
に
必
要
な
資

料
の
作
成
、
収
集
、
頒
布

⑤
そ
の

他
、
北
方
圏
交
流
基
金
の
目
的
の
達
成

に
必
要
な
事
業
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留
萌（
１
）

・
留
萌
建
設
協
会

宗
谷（
１
）

・
稚
内
建
設
協
会

網
走（
２１
）

・
五
十
嵐
建
設（
株
）・
水
元

建
設（
株
）・
山
上
建
設（
株
）・
島
田
建
設

（
株
）・
聖
太
建
設（
株
）・
土
屋
工
業（
株
）

・（
株
）早
水
組
・（
株
）丸
田
組
・
北
栄
建

設
産
業（
株
）・（
学
）北
海
道
桜
井
産
業
学

園
・
北
方
建
設
産
業（
株
）・（
株
）ヤ
マ
イ

チ
水
産
・（
株
）河
面
組
・（
株
）石
井
組
・

（
株
）辻
組
・
松
谷
建
設（
株
）・
常
呂
漁
業

共
同
組
合
・（
株
）岸
組
・（
株
）渡
辺
組
・

（
株
）西
村
組
・（
株
）藤
共
工
業

胆
振（
８
）

・（
社
）室
蘭
建
設
協
会
・

（
株
）日
鐵
セ
メ
ン
ト
・（
株
）栗
林
商
会
・

楢
崎
産
業（
株
）・（
株
）藤
川
建
設
・
岩
倉

組（
株
）・（
株
）上
田
商
会
・
門
脇
建
設

（
株
）

日
高（
３
）・
浦
河
建
設
協
会
・
浦
河
石
灰

工
業（
株
）・
日
高
信
用
金
庫

十
勝（
３
）

・
北
方
圏
農
林
博
覧
会
・
田

中
章
二
・
き
み
え
・
帯
広
建
設
業
協
会

釧
路（
１
）

・
釧
路
建
設
業
協
会

道
外（
６０
）

・（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会

・
新
日
本
製
鐵（
株
）・
新
王
子
製
紙（
株
）

・
全
日
本
空
輸（
株
）・
ソ
ニ
ー（
株
）・
マ

ル
ハ（
株
）・（
株
）東
芝
・
日
本
航
空（
株
）

・
日
本
通
運（
株
）・（
株
）ニ
チ
ロ
・
明
治

生
命
保
険（
相
）・（
株
）日
本
製
鋼
所
・
三

菱
地
所（
株
）・
朝
日
生
命
保
険（
相
）・
鹿

島
建
設（
株
）・
京
王
建
設
帝
都
電
鉄（
株
）

・
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）・
清
水
建
設

（
株
）・
第
一
生
命
保
険（
相
）・
大
成
建
設

（
株
）・
東
海
興
業（
株
）・
苫
小
牧
東
部
開

発（
株
）・
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー（
株
）・
日

本
石
油
精
製（
株
）・
日
本
セ
メ
ン
ト（
株
）

・
日
本
水
産（
株
）・
日
本
団
体
生
命
保
険

（
株
）・
農
林
中
央
金
庫
・
山
一
證
券（
株
）

・
協
栄
生
命
保
険（
株
）・
麒
麟
麦
酒（
株
）

・（
株
）熊
谷
組
・
大
和
證
券（
株
）・
千
代

田
生
命
保
険（
相
）・（
株
）ト
ー
モ
ク
・
飛

鳥
建
設（
株
）・
東
レ（
株
）・
日
興
證
券

（
株
）・
野
村
證
券（
株
）・（
株
）ハ
ザ
マ
・

北
海
製
罐（
株
）・
三
井
生
命
保
険（
相
）・

安
田
生
命
保
険（
相
）・（
株
）極
洋
・
日
本

国
土
開
発（
株
）・
富
国
生
命
保
険（
相
）・

三
洋
証
券（
株
）・
新
日
本
証
券（
株
）・
勧

角
証
券（
株
）・
山
種
証
券（
株
）・
和
光
証

券（
株
）・（
株
）西
武
百
貨
店
・
日
本
電
気

（
株
）中
央
研
究
所
・（
株
）大
林
組
・
サ
ン

ト
リ
ー（
株
）・
住
友
生
命
保
険（
相
）・
大

同
生
命
保
険（
相
）・（
株
）竹
中
工
務
店
・

日
本
生
命
保
険（
相
）・
寶
酒
造（
株
）

札
幌
支
店
・（
株
）奥
村
組
札
幌
支
店
・
勝

村
建
設（
株
）札
幌
支
店
・（
株
）ラ
ル
ズ
・

（
株
）札
幌
そ
ご
う
・
札
幌
ヤ
ク
ル
ト
販
売

（
株
）・（
株
）竹
中
土
木
北
海
道
支
店
・
東

洋
建
設（
株
）北
海
道
支
店
・
日
邦
建
設
工

業（
株
）・
北
海
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）

・（
株
）北
海
道
熱
供
給
公
社
・
北
炭
建
設

（
株
）・
北
土
建
設（
株
）・
山
崎
建
設
工
業

（
株
）・（
株
）山
田
組
・
山
田
ブ
ロ
ッ
ク
工

業（
株
）・
シ
ャ
ル
マ
ン
サ
ッ
ポ
ロ
・
大
豊

建
設（
株
）北
海
道
支
店
・
浅
野
工
事（
株
）

北
海
道
支
店
・
安
藤
建
設（
株
）札
幌
支
店

・
株
木
建
設（
株
）札
幌
支
店
・
古
久
根
建

設（
株
）札
幌
支
店
・
佐
伯
建
設
工
業（
株
）

北
海
道
支
店
・
札
幌
証
券
取
引
所
・
大
都

工
業（
株
）札
幌
支
店
・
太
平
工
業（
株
）札

幌
支
店
・
東
亜
建
設
工
業（
株
）北
海
道
支

店
・（
株
）日
貿
信
札
幌
支
店
・
日
産
建
設

（
株
）札
幌
支
店
・
日
特
建
設（
株
）札
幌
支

店
・
国
際
環
境
開
発
研
究
所
・（
社
）日
本

証
券
業
協
会
北
海
道
地
区
協
会
・
菱
中
建

設（
株
）・
不
動
建
設（
株
）北
海
道
支
店
・

（
社
）北
海
道
水
産
会
・
北
海
道
ビ
ジ
ネ
ス

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン（
株
）・（
株
）北
海
タ

イ
ム
ス
社
・（
株
）毎
日
新
聞
社
北
海
道
支

社
・
三
菱
建
設（
株
）札
幌
支
店
・
東
京
証

券（
株
）札
幌
支
店
・
上
光
証
券（
株
）・
大

日
本
土
木（
株
）札
幌
支
店
・（
社
）北
海
道

市
場
協
会
・
北
海
道
信
用
保
証
協
会
・
北

海
道
漁
業
共
済
組
合
・
北
海
道
漁
業
信
用

基
金
協
会
・
北
海
道
指
導
漁
協
連
合
会
・

・
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル（
株
）札
幌
支
店
・
北

海
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
ア
ル
バ
ー
タ

実
行
委
員
会

石
狩（
９
）

・
郷
土
建
工
業（
株
）・
北
海

道
空
港（
株
）・
千
歳
交
通（
株
）・（
株
）山

三
ふ
じ
や
・
恵
庭
建
設（
株
）・（
株
）鼻
和

組
・
北
成
建
設（
株
）・
宮
永
建
設（
株
）・

石
狩
開
発（
株
）

渡
島（
７
）

・（
社
）函
館
建
設
業
協
会
・

東
日
本
フ
ェ
リ
ー（
株
）・（
株
）森
川
組
・

（
株
）工
藤
組
・（
株
）高
木
組
・（
学
）野
又

学
園
・（
株
）松
本
組

檜
山（
１
）

・（
株
）工
藤
組

後
志（
２
）

・
小
樽
建
設
協
会
・
北
海
道

中
央
バ
ス（
株
）

空
知（
７
）

・
空
知
建
設
業
協
会
・
三
菱

石
炭
砿
業（
株
）南
夕
張
砿
業
所
・
日
成
建

設（
株
）・（
株
）本
堂
建
設
工
業
・
笹
木
産

業（
株
）・（
株
）中
山
組
・
宮
脇
建
設（
株
）

上
川（
１１
）

・（
社
）旭
川
建
設
業
協
会
・

荒
井
建
設（
株
）・（
株
）北
野
組
・（
株
）廣

野
組
・（
株
）明
治
組
・（
株
）高
砂
台
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
・
旭
川
地
方
卸
売
市
場（
株
）・

（
株
）旭
ダ
ン
ケ
・（
株
）岸
田
組
・
新
谷
建

設（
株
）・
谷
脇
組
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昭
和
２７３４３７３９４０４１４２４３４４４６４７４８４９５０
１
９
５
２

１
９
５
９

１
９
６
２

１
９
６
４

１
９
６
５

１
９
６
６

１
９
６
７

１
９
６
８

１
９
６
９

１
９
７
１

１
９
７
２

１
９
７
３

１
９
７
４

１
９
７
５

札
幌（
米
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
）

旭
川（
米
・
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
・
ノ
ー
マ
ル
）

倶
知
安（
ス
イ
ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
）

釧
路（
加
・
バ
ー
ナ
ビ
ー
）

紋
別（
米
・
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
）、
積
丹（
米
・

シ
ー
サ
イ
ド
）、
小
樽（
露
・
ナ
ホ
ト
カ
）

旭
川（
露
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）

帯
広（
米
・
ス
ワ
ー
ド
）

千
歳（
米
・
ア
ン
カ
レ
ジ
）、
北
見（
米
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
）、
名
寄（
加
・
リ
ン
ゼ
イ
）、
蘭

越（
墺
・
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
デ
ン
）

札
幌（
独
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）、
稚
内（
露
・
ネ

ベ
リ
ス
ク
）、
留
萌（
露
・
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
）、

北
見（
露
・
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
）、
遠
軽（
伯
・

バ
ス
ト
ス
）

稚
内（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
バ
ギ
オ
）、
美
瑛（
墺
・

ザ
ー
ル
バ
ッ
ハ
）

釧
路（
露
・
ホ
ル
ム
ス
ク
）、
根
室（
米
・
シ

ト
カ
）

在
札
幌
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事
館

（
昭
６１
・
総
領
事
館
に
）

在
札
幌
大
韓
民
国
総
領
事
館

在
札
幌
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
連
邦
総
領
事
館

在
札
幌
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
名

誉
領
事
館

◆
北
方
圏
調
査
会
設
立

在
札
幌
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
名

誉
領
事
館

◇
道
庁
「
北
方
圏
調
査
室
」
設
置

在
札
幌
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
名

誉
領
事
館

◇
道
「
北
方
圏
交
流
推
進
委
員

会
」
設
置

５１５２５３５４５６５７５８５９６０６１６２６３

平
成
元

１
９
７
６

１
９
７
７

１
９
７
８

１
９
８
０

１
９
８
１

１
９
８
２

１
９
８
３

１
９
８
４

１
９
８
５

１
９
８
６

１
９
８
７

１
９
８
８

１
９
８
９

富
良
野（
墺
・
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
）、
江
別

（
米
・
グ
レ
シ
ャ
ム
）、
池
田（
加
・
ペ
ン
テ

ィ
ク
ト
ン
）

◎
北
海
道－

加
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
提
携

札
幌（
中
・
瀋
陽
）、
上
砂
川（
加
・
ス
パ
ー

ウ
ッ
ド
）、
苫
小
牧（
Ｎ
Ｚ
・
ネ
ー
ピ
ア
）、

小
樽（
Ｎ
Ｚ
・
ダ
ニ
ー
デ
ン
）、
佐
呂
間（
米

・
パ
ー
マ
ー
）

白
老（
加
・
ケ
ネ
ル
）

夕
張（
中
・
撫
順
）、
函
館（
加
・
ハ
リ
フ
ァ

ッ
ク
ス
）、
厚
岸（
豪
・
ク
ラ
レ
ン
ス
）

石
狩（
加
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
リ
バ
ー
）

天
塩（
米
・
ホ
ー
マ
ー
）、
上
川（
加
・
ロ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
）

北
見（
韓
・
晋
州
）、
岩
見
沢（
米
・
ポ
テ
カ

ロ
）、鹿
追（
加
・
ス
ト
ー
ニ
ー
プ
レ
イ
ン
）、

上
富
良
野（
加
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
）

◎
北
海
道－

中
・
黒
竜
江
省
友
好
交
流
提
携

網
走（
加
・
ポ
ー
ト
ア
ル
バ
ー
ニ
）、
陸
別（
加

・
ラ
コ
ー
ム
）

当
別（
瑞
・
レ
ク
サ
ン
ド
）

余
市（
英
・
イ
ー
ス
ト
・
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
シ
ャ

イ
ア
）、
静
内﹇
新
ひ
だ
か
﹈（
米
・
レ
キ
シ
ン

ト
ン
）

遠
別（
加
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
）、
東
川（
加

・
カ
ン
モ
ア
）、
岩
見
沢（
米
・
キ
ャ
ン
ビ

ー
）、
大
滝
﹇
伊
達
﹈（
加
・
レ
イ
ク
カ
ウ
チ

ン
）、
芽
室（
米
・
ト
レ
ー
シ
ー
）、
旭
川（
韓

・
水
原
）

◆
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
設
立

◆
北
方
圏
交
流
基
金
設
立

在
札
幌
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事

館在
札
幌
ベ
ル
ギ
ー
王
国
名
誉
領
事

館在
札
幌
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
名
誉

領
事
館

在
札
幌
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
名
誉

領
事
館

在
札
幌
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
名
誉
領

事
館

和
歴

西
暦

国
際
姉
妹
都
市（
等
）提
携

外
国
公
館
等
設
立
・
ほ
か

姉
妹
都
市（
等
）提
携
・
外
国
公
館
等
設
立
状
況
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２３４５６７８９１０
１
９
９
０

１
９
９
１

１
９
９
２

１
９
９
３

１
９
９
４

１
９
９
５

１
９
９
６

１
９
９
７

１
９
９
８

◎
北
海
道－

米
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
姉

妹
提
携

札
幌（
露
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
）、
興
部（
加

・
ス
テ
ッ
ト
ラ
ー
）、
足
寄（
加
・
ウ
エ
ス
タ

キ
ウ
ィ
ン
）、
猿
払（
露
・
オ
ジ
ョ
ル
ス
キ
ー
）

紋
別（
露
・
コ
ル
サ
コ
フ
）、
紋
別（
米
・
フ

ェ
ア
バ
ン
ク
ス
）、
北
見（
加
・
バ
ー
ヘ
ッ

ド
）、
稚
内（
露
・
コ
ル
サ
コ
フ
）、
名
寄（
露

・
ド
ー
リ
ン
ス
ク
）、
占
冠（
米
・
ア
ス
ペ

ン
）、室
蘭（
米
・
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
）、本
別（
米

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
）、
瀬
棚
﹇
せ
た
な
﹈（
米
・

ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
）

函
館（
露
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）、
天
塩（
露

・
ト
マ
リ
）、
函
館（
豪
・
レ
イ
ク
マ
コ
ー
リ

ー
）

芦
別（
加
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
）、
滝
川

（
米
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
）、
壮
瞥（
芬

・
ケ
ミ
ヤ
ル
ビ
）、
石
狩（
露
・
ワ
ニ
ノ
）

根
室（
露
・
セ
ベ
ロ
ク
リ
リ
ス
ク
）、美
深（
加

・
ア
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
）、
沼
田（
加
・
ポ
ー

ト
ハ
ー
デ
ィ
）

旭
川（
中
・
哈
爾
浜
）、
奈
井
江（
芬
・
ハ
ウ

ス
ヤ
ル
ビ
）、
鷹
栖（
豪
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
）

豊
頃（
加
・
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
）、
広
尾（
ノ
・

フ
ロ
グ
ン
）、
枝
幸（
瑞
・
ソ
レ
フ
テ
オ
）

函
館（
露
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）、
赤
平

（
韓
・
三
陟
）、
清
里（
Ｎ
Ｚ
・
モ
ト
エ
カ
）、

美
幌（
Ｎ
Ｚ
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）、
七
飯（
米

・
コ
ン
コ
ー
ド
）

◎
北
海
道－

露
・
サ
ハ
リ
ン
州
姉
妹
友
好
提

携釧
路（
露
・
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
カ
ム
チ

ャ
ッ
キ
ー
）、
深
川（
加
・
ア
ボ
ツ
フ
ォ
ー

ド
）、
上
湧
別（
加
・
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
）、

在
札
幌
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
事
館

在
札
幌
チ
リ
共
和
国
名
誉
領
事
館

在
札
幌
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
名
誉

領
事
館

在
札
幌
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
名
誉
領

事
館

在
札
幌
カ
ナ
ダ
名
誉
領
事
館

◇
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０
１
９
９
９

２
０
０
０

２
０
０
１

２
０
０
２

２
０
０
３

２
０
０
４

２
０
０
５

２
０
０
６

２
０
０
７

２
０
０
８

苫
小
牧（
中
・
秦
皇
島
）、
遠
軽（
仏
・
モ
ア

ラ
ン
・
ア
ン
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
）

赤
平（
中
・
汨
羅
）、士
別（
豪
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
）

帯
広（
中
・
朝
陽
）、
石
狩（
中
・
彭
州
）、
湧

別（
Ｎ
Ｚ
・
セ
ル
ウ
ィ
ン
）

稚
内（
露
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）、
下
川

（
加
・
ケ
ノ
ー
ラ
）、
函
館（
中
・
天
津
）

室
蘭（
中
・
日
照
）、
登
別（
中
・
広
州
）

恵
庭（
Ｎ
Ｚ
・
テ
ィ
マ
ル
）

在
札
幌
ス
ペ
イ
ン
国
名
誉
領
事
館

カ
ナ
ダ
政
府
札
幌
通
商
事
務
所

在
札
幌
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
名
誉

領
事
館

在
札
幌
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
名
誉
領

事
館

在
札
幌
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
名
誉

領
事
館

在
北
海
道
札
幌
サ
ハ
リ
ン
州
代
表

部在
旭
川
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
名
誉
領

事
館

注
１：

国
名
の
略
（
漢
字
等
）
の
表
記
は
、
次
の
と
お
り
。

米＝

ア
メ
リ
カ
、
加＝

カ
ナ
ダ
、
露＝

ロ
シ
ア
、
墺＝

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
伯

＝

ブ
ラ
ジ
ル
、
独＝

ド
イ
ツ
、
中＝

中
国
、
Ｎ
Ｚ＝

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

豪＝

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
英＝

イ
ギ
リ
ス
、
韓＝

韓
国
、
瑞＝

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
芬＝

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ＝

ノ
ル
ウ
ェ
ー

注
２：
北
海
道
の
姉
妹
提
携
市
町
村
名
は
、
提
携
時
点
に
よ
る
。



北方圏

特別号

社団法人北方圏センターは今年４月、設
立３０周年を迎えました。
設立３０周年を迎えるに当たって昨年（平
成１９年）７月、事務局内で北方圏センター
の３０周年にふさわしい事業は何か、どのよ
うな記念の事業を実施するかについて初め
ての検討会が行われました。その中で、イ
ベント、式典、表彰、そして、北方圏セン
ターのこれまでの活動を記載した「記録
集」の作成の４つの事業を実施することに
なり、事務局内にそれぞれ実施を担当する
「班」が設けられ、企画の検討が重ねられ
ました。
記念行事は、記念の年である平成２０年の
秋に実施をすることにしましたが、この
「記録集」作成には、記事の素材・資料の
収集、原稿記述、そして印刷・製本まで、
時間を要することから、１９年の秋から準備
に入ることになりました。
どのような体裁で何ページにするか、何
部発行するか、何よりも予算をどうする

か、など様々な検討の結果、季刊誌
『Hoppoken』の「特別号」として製作する
ことになり、北方圏センター３０年の歩みを
記した公式の『記録集』として、編集作業
に入りました。
記事の素材は、昭和４７（１９７２）年秋か
ら発行されている季刊誌のバックナンバー
１４４冊、昭和５６（１９８１）年から発行の「年
報」のバックナンバー２７冊、そのほか単行
本、事業報告書。まさに膨大な資料の中か
ら、北方圏交流の推進や国際協力など、北
海道の国際化に大きな役割を果たした事業
を選択して記述することにしました。誌面
の都合で掲載できなかった事業の方が断然
多いのが残念でなりません。
この３０年間、北方圏センターにご理解と
ご支援をお寄せ下さった皆様に感謝しま
す。そして、「北方圏センター設立３０周年
記念『記録集』」をお届けします。

（設立３０周年記念『記録集』班）

会員募集 お知り合いに入会をお誘い下さい

北方圏センター（会長・南山英雄）は、北国にふさわしい北海道の生活、文化、

産業を育てあげるべく、会員の会費で運営されています。

●法人及び団体の年会費 １口１万円

●個 人の年会費 １口５千円

ご連絡いただければ、申込書用紙等をお送りいたします。ご入会は、電話でもお受けいたします。

北方圏センターへの入会は……

北方圏センターの趣旨や活動に賛同される方は、どなたでも会員になれます。

（会員の特典）

シンボルマークの会員証とバッジ、季刊誌「Hoppoken」（新しい情報）、年

報、資料冊子等の無料配布。ホームページの特別検索利用。北方圏案内パン

フレット類の贈呈。外国事情、図書資料の利用。調査報告書等出版物の特価頒

布。懇談会、セミナー、外国人との交流、視察旅行等参加ご案内。視察訪問先

等の情報提供など。

何よりも北国の暮らしや産業を豊かにする活動に参加し、ともに育てあげ

ていこうというお気持ちでのご入会をお待ちしています。

�０６０‐０００３札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館）
�（０１１）２２１‐７８４０ FAX（０１１）２２１‐７８４５
E-mail glpn@nrc.or.jp（総務部）

編 集 後 記

北方圏センター
ホームページ http : //www.nrc.or.jp

社団
法人

（特別頒布）

設立３０周年記念
「記録集」

会員無料配布
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